
文部科学省 編集

文教・科学技術施策の動向と展開
令和2年度文部科学行政の推進

特 集

4APRIL 2020
No.245



2020年 4 月号／ No. 245

令和2年度文部科学省　機構・定員の概要［文部科学省大臣官房総務課］…… 1

令和2年度 文部科学関係予算の概要［文部科学省大臣官房会計課］…… 2

令和2年度 税制改正の概要［文部科学省大臣官房政策課］…… 9

効果的な政策の企画・立案及び推進［文部科学省大臣官房政策課］…… 11

国際協力・交流の推進［文部科学省大臣官房国際課・国際統括官付］…… 14

安全・安心で質の高い学校施設等の整備の推進［文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部］…… 19

生涯学習社会の実現に向けた、学校教育・社会教育を通じた教育政策の
総合的・横断的推進［文部科学省総合教育政策局］…… 28

初等中等教育の充実［文部科学省初等中等教育局］…… 37

高等教育の充実［文部科学省高等教育局］…… 49

私立学校の振興［文部科学省高等教育局私学部］…… 58

科学技術・学術政策の推進［文部科学省 科学技術・学術政策局/研究振興局/研究開発局］…… 61

総合的・一体的なスポーツ行政の推進［スポーツ庁］…… 81

「文化芸術立国」の実現を目指して［文化庁］…… 89

特 集

文教・科学技術施策の動向と展開
令和２年度文部科学行政の推進

「文部科学省 情報ひろば」新庁舎２階エントランスにおいて
新たな企画展示を開始しました！ …… 103



令和2年度 文部科学行政の推進

文部科学広報　No.245　2020年 4月号 1

文
部
科
学
省
は
、
我
が
国
の
成
長
を
支
え
る
基
盤
で
あ
る
教
育

や
科
学
技
術
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
重
要
施
策
を
所
掌
し
て
い
ま

す
。令

和
２
年
度
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
着
実
に
実
施
す
る

た
め
に
、
後
述
の
よ
う
な
組
織
体
制
の
強
化
や
必
要
な
定
員
の
措

置
を
行
う
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
総
合
教
育
政
策
局
教
育
改
革
・
国
際
課
等
の
所
掌
事
務

の
再
編
に
伴
い
、
教
育
改
革
・
国
際
課
を
国
際
教
育
課
へ
と
課
名

変
更
す
る
と
と
も
に
、
文
化
観
光
の
推
進
や
食
文
化
の
振
興
に
向

け
た
体
制
整
備
の
た
め
、
文
化
庁
に
参
事
官（
文
化
観
光
担
当
）及

び
参
事
官（
食
文
化
担
当
）を
新
設
し
ま
す
。

教
育
関
係

・�

外
国
人
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
教
育
支
援
等
推
進
体
制
の
整
備

に
伴
う
増

・�

学
校
に
お
け
る
先
端
技
術
の
活
用
推
進
の
た
め
の
体
制
強
化
に

伴
う
増

・�

高
等
教
育
修
学
支
援
の
実
施
体
制
の
整
備
に
伴
う
増

・�

数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
等
の
新
技
術
に
関
す
る
教
育

の
推
進
体
制
の
整
備
に
伴
う
増

・�

各
大
学
に
お
け
る
留
学
生
の
在
籍
管
理
等
の
推
進
体
制
の
整
備

に
伴
う
増

科
学
技
術
関
係 

・�

人
文
科
学
の
活
用
に
よ
る
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性

化
の
た
め
の
体
制
整
備
に
伴
う
増

・�「
研
究
力
向
上
改
革
2
0
1
9
」を
踏
ま
え
た
競
争
的
研
究
費
制

度
改
革
の
推
進
体
制
の
整
備
に
伴
う
増

・�

ス
ペ
ー
ス
デ
ブ
リ
除
去
の
推
進
体
制
の
整
備
に
伴
う
増

ス
ポ
ー
ツ
関
係 

・�

ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
け
る
E
B
P
M
の
推
進
の
た
め
の
体
制
強
化

に
伴
う
増

文
化
関
係

・�

文
化
観
光
推
進
の
支
援
体
制
の
整
備
に
伴
う
増

・�

食
文
化
の
振
興
に
向
け
た
体
制
整
備
に
伴
う
増

・�

外
国
人
材
の
受
入
れ
拡
大
に
伴
う
日
本
語
教
育
の
推
進
に
係
る

体
制
整
備
に
伴
う
増

・�

国
宝
等
公
開
促
進
の
支
援
及
び
文
化
財
の
防
災
等
危
機
管
理
体

制
の
強
化
に
伴
う
増

復
興
・
防
災
関
係

・�

原
子
力
損
害
賠
償
の
適
切
な
実
施
体
制
の
時
限
延
長

【
参
考
】

○
過
去
3
年
間
の
文
部
科
学
省
定
員
の
推
移

平
成
30
年
度
末�

2
1
2
6
人

令
和
元
年
度
末�

2
1
3
3
人

令
和
２
年
度
末�

2
1
5
0
人

文教・科学技術施策の
動向と展開
令和2年度文部科学行政の推進

特 集

令
和
２
年
度
文
部
科
学
省　

機
構
・
定
員
の
概
要

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
総
務
課
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令
和
2
年
度 

文
部
科
学
関
係
予
算
の
概
要

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
会
計
課

令
和
2
年
度 
文
部
科
学
関
係
予
算

令
和
2
年
度
文
部
科
学
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、
教
育
再

生
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
の

振
興
に
よ
り
、「
人
づ
く
り
革
命
」を
断
行
し
、「
生
産
性
革
命
」

を
実
現
す
る
た
め
の
予
算
と
し
て
、
総
額
5
兆
3
，0
6
0
億

円
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
臨
時
・
特
別
の
措

置
」（
防
災
・
減
災
、
国
土
強き

ょ
う
じ
ん靱

化
関
係
）に
つ
い
て
別
途
1
，

0
9
2
億
円
を
計
上
す
る
ほ
か
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
や
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
等
に
必
要
な
予
算
を
別

途
確
保
す
る
な
ど
文
部
科
学
行
政
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て

必
要
な
予
算
を
確
保
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
関
係
予
算
に
つ
い
て

我
が
国
が
持
続
的
に
成
長
・
発
展
す
る
に
は
、
一
人
一
人

の
能
力
や
可
能
性
を
最
大
限
引
き
出
し
、
多
様
な
個
性
を
伸

ば
す
教
育
が
不
可
欠
で
す
。
令
和
2
年
度
文
教
関
係
予
算

（
い
わ
ゆ
る
教
育
分
野
）に
つ
い
て
は
、
対
前
年
度
30
億
円
増

の
4
兆
3
0
3
億
円
の
予
算
を
確
保
し
ま
し
た
。

教
育
政
策
推
進
の
た
め
の
基
盤
の
整
備

●
新
学
習
指
導
要
領
の
円
滑
な
実
施
と
学
校
に
お
け
る
働
き

方
改
革
の
た
め
の
指
導
運
営
体
制
の
構
築

教
職
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
英
語
教
育
を
行
う
小
学
校
専

科
指
導
教
員
の
充
実
の
た
め
に
1
，0
0
0
人
の
改
善
を
行

う
ほ
か
、
専
門
性
の
高
い
専
科
指
導
に
取
り
組
む
学
校
へ
の

支
援
、
中
学
校
に
お
け
る
生
徒
指
導
や
支
援
体
制
の
強
化
な

ど
、
3
，7
2
6
人
の
定
数
改
善
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
拡
充（
4
，

6
0
0
人（
対
前
年
度
1
，0
0
0
人
増
））や
中
学
校
に
お
け

る
部
活
動
指
導
員
の
配
置
拡
充（
1�0
，2
0
0
人（
対
前
年

度
1
，2
0
0
人
増
））な
ど
を
図
り
、
学
校
に
お
け
る
働
き

方
改
革
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
、
在
校
等
時
間
の
客
観
的

把
握
を
要
件
と
す
る
な
ど
、
新
学
習
指
導
要
領
の
円
滑
な
実

施
と
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
両
立
を
図
り
ま
す
。

●
学
校
安
全
の
更
な
る
強
化

集
団
登
校
中
の
児
童
生
徒
が
巻
き
込
ま
れ
る
交
通
事
故
・

事
件
の
発
生
な
ど
を
受
け
て
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー

の
大
幅
な
増
員（
4
，0
0
0
人（
対
前
年
度
2
，3
0
0
人

増
））に
よ
り
、
登
下
校
中
の
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
を
強
化

し
ま
す
。
ま
た
、
セ
ー
フ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
等
の

先
進
事
例
を
参
考
と
し
た
学
校
、
家
庭
、
地
域
及
び
関
係
機

関
が
連
携
し
た
学
校
安
全
推
進
体
制
の
構
築
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
学
校
安
全
の
取
組
を
更
に
強
化
し
ま
す
。

●
新
時
代
の
学
び
を
支
え
る
先
端
技
術
の
活
用
推
進

学
校
に
お
け
る
高
速
大
容
量
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
と
、

義
務
教
育
段
階
に
お
け
る
一
人
一
台
の
端
末
の
令
和
5
年
度

ま
で
の
整
備
を
目
指
す「
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
」を
実
現

す
る
た
め
、
先
端
技
術
や
遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
関

す
る
実
証
、
多
様
な
通
信
環
境
の
在
り
方
に
関
す
る
実
証
を

行
う
ほ
か
、「
I
C
T
活
用
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」の
配
置
を

図
り
ま
す
。

●
国
立
大
学
改
革
の
推
進

国
立
大
学
改
革
に
つ
い
て
は
、Society�5.0

に
向
け
た
人

材
育
成
や
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
中
核
と
し
て
の
国
立
大

学
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
教
育
研
究
の
基
盤
で
あ
る
運
営

費
交
付
金
等
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
取
組
・
成
果
に
応
じ

た
手
厚
い
支
援
と
厳
格
な
評
価
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
教
育
」「
研
究
」「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」改
革
を
加
速
化
し
ま
す
。
ま

た
、
国
立
大
学
経
営
改
革
促
進
事
業
と
し
て
、
各
大
学
の
経

営
改
革
構
想
の
実
現
の
加
速
化
を
支
援
し
ま
す
。

●
国
立
高
等
専
門
学
校
の
高
度
化
・
国
際
化

国
立
高
等
専
門
学
校
に
つ
い
て
は
、
社
会
変
革
に
対
応
で

き
る
人
材
や
地
域
に
求
め
ら
れ
る
人
材
を
教
育
す
る
た
め
の

取
組
を
重
点
的
に
支
援
す
る
ほ
か
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算

と
合
わ
せ
施
設
・
設
備
の
集
中
的
な
改
善
・
更
新
を
行
い
高
等

専
門
学
校
の
高
度
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
型
高
等
専

門
学
校
教
育
制
度（
K
O
S
E
N
）の
海
外
展
開
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
国
際
的
な
教
育
モ
デ
ル
を
確
立
し
、
国
際
的
な

質
保
証
を
図
り
ま
す
。
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●
私
立
大
学
等
改
革
の
推
進
等

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
に
つ
い
て
、
客
観
的
指
標
を
活

用
し
た
メ
リ
ハ
リ
あ
る
配
分
に
よ
り
、
大
学
等
の
運
営
に
不
可

欠
な
教
育
研
究
に
係
る
経
常
的
経
費
に
つ
い
て
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
各
大
学
の
役
割
や
特
色
・
強
み
の
明
確
化
に
向
け
た

改
革
に
全
学
的
・
組
織
的
に
取
り
組
む
大
学
等
を
重
点
的
に

支
援
し
ま
す
。

私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
等
補
助
に
つ
い
て
は
、

都
道
府
県
に
よ
る
私
立
高
等
学
校
等
の
基
盤
的
経
費
へ
の
助

成
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
各
私
立
高
等
学
校
等
の
特
色
あ

る
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

●
学
校
施
設
整
備
の
推
進

児
童
生
徒
等
の
安
全
と
健
康
を
守
り
、
計
画
的
・
効
率
的

な
長
寿
命
化
を
図
る
整
備
を
中
心
と
し
た
教
育
研
究
環
境
の

改
善
等
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
近
年
多
発
し
て
い
る
大
規

模
災
害
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
防
災
・
減
災
に
万
全
を
期
す
た

め
、
耐
震
化
や
非
構
造
部
材
の
耐
震
対
策
な
ど
を
推
進
し
、

学
校
施
設
の
強き

ょ
う
じ
ん靱

化
を
図
り
ま
す
。

夢
と
志
を
持
ち
、
可
能
性
に
挑
戦
す
る
た
め
に

必
要
と
な
る
力
の
育
成

●
地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
の
推
進

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
や
地
域
学
校
協
働
活
動
の
推
進

な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に

よ
る
多
様
な
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
ち
全
体
で

地
域
の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
を
育
成
す
る
取
組
を
支
援
し

ま
す
。

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
小
学
校
就
学
前
の
子
供
を
対
象
と

し
た
多
様
な
集
団
活
動
等
へ
の
支
援
の
在
り
方
に
関
す
る
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

●
新
し
い
時
代
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
の
育
成

P
I
S
A
2
0
1
8
の
結
果
を
踏
ま
え
、
各
学
校
に
お
け
る

読
解
力
等
の
学
力
向
上
に
資
す
る
よ
う
総
合
的
な
調
査
・
実

践
研
究
等
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
令
和
2
年
度
か
ら
の
新
学
習
指
導
要
領
実
施
を
踏

ま
え
、
外
国
語
教
育
・
情
報
教
育
、
道
徳
教
育
の
推
進
を
図

る
ほ
か
、
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
高
等
学
校
教
育
改
革
と
し

て
、
地
域
課
題
の
解
決
等
の
探
究
的
な
学
び
を
実
現
す
る
取

組
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
地
域
振
興
の
核
と
し
て
の
高
等
学

校
の
機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

●
虐
待
、
い
じ
め
・
不
登
校
対
応
等
の
推
進

虐
待
、
い
じ
め
対
策
や
不
登
校
支
援
に
つ
い
て
は
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
従
来
の

配
置
に
加
え
て
、
い
じ
め
・
不
登
校
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置

を
行
う
な
ど
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
S
N
S
等
を
活
用
し
た
相
談
体
制
の
構
築
や
、
学
校
以

外
の
場
に
お
け
る
支
援
体
制
を
整
備
し
、
不
登
校
児
童
生
徒

等
様
々
な
悩
み
を
抱
え
る
児
童
生
徒
へ
の
き
め
細
や
か
な
支

援
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
夜
間
中
学
の
設
置
促
進
を

図
り
ま
す
。

社
会
の
持
続
的
な
発
展
を
け
ん
引
す
る
た
め
の

多
様
な
力
の
育
成

●
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
教
育
機
会
の
確

保
・
充
実

在
外
教
育
施
設
へ
の
派
遣
教
師
数
を
拡
充（
1
，3
2
1
人

（
対
前
年
度
22
人
増
））す
る
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
諸
国
で
日

本
語
を
学
ぶ
優
秀
な
高
校
生
の
日
本
全
国
の
高
校
へ
の
招
へ

い
や
、
地
方
公
共
団
体
や
学
校
、
民
間
団
体
等
が
実
施
す
る

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
へ
の
支
援
を
通
じ
て
、
高
校
生
の
国
際

交
流
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

●S
ociety 5

.0

の
到
来
等
を
見
据
え
た
高
等
教
育
改
革
の

促
進あ

ら
ゆ
る
セ
ク
タ
ー
を
け
ん
引
す
る
卓
越
し
た
博
士
人
材
の

育
成
に
必
要
と
な
る
世
界
最
高
水
準
の
教
育
・
研
究
力
を
結

集
し
た
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
を
促
進
す
る
ほ
か
、
数
理
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
教
育
の
推
進
の
た
め
の
応
用
基
礎

レ
ベ
ル
の
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の
策
定
や
、
分
野
融
合
の

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
等
大
学
の
優
れ
た
取
組
を
重
点
的

に
支
援
し
ま
す
。

生
涯
学
び
、
活
躍
で
き
る
環
境
の
整
備

●
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
等
社
会
人
の
学
び
直
し
の
総
合
的
な
充

実
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
抜
本
的
拡
充
を
図
る
た
め
、
大
学
等

に
お
け
る
高
度
技
術
人
材
や
地
方
創
生
人
材
の
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
ほ
か
、
専
門
学
校
に
お
け
る
リ
カ
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
を
行
う
と
と
も
に
、
実
務
家
教
員
の
育
成
、
女
性
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
向
け
た
学
び
直
し
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
支

援
、
社
会
人
の
学
び
の
情
報
ア
ク
セ
ス
の
改
善
等
を
通
じ
、

就
職
氷
河
期
世
代
を
含
む
社
会
人
を
対
象
と
し
た
大
学
・
専

修
学
校
等
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。
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●
特
別
支
援
教
育
の
生
涯
学
習
化
プ
ラ
ン

障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
や
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施

行
等
も
踏
ま
え
、
障
害
者
が
、
学
校
卒
業
後
も
含
め
た
そ
の

一
生
を
通
じ
て
、
自
ら
の
可
能
性
を
追
求
で
き
る
環
境
を
整

え
、
地
域
の
一
員
と
し
て
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
生
涯
を
通
じ
て
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
芸
術
等

の
様
々
な
機
会
に
親
し
む
た
め
の
関
係
施
策
を
横
断
的
か
つ

総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
学
校
に
お
け
る
医
療
的
ケ

ア
の
た
め
の
看
護
師
配
置
に
係
る
支
援
を
拡
充（
2
，1
0
0

人（
対
前
年
度
3
0
0
人
増
））し
ま
す
。

誰
も
が
社
会
の
担
い
手
と
な
る
た
め
の

学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築

●
教
育
費
の
負
担
軽
減

全
て
の
子
供
に
質
の
高
い
幼
児
教
育
を
保
障
す
る
た
め
、

来
年
度
か
ら
通
年
実
施
と
な
る
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

を
着
実
に
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
年
収
5
9
0
万
円
未
満
世
帯
に
対
す
る
私
立
高
等

学
校
授
業
料
の
実
質
無
償
化
の
実
現
を
は
じ
め
と
し
た
高
校

生
等
へ
の
修
学
支
援
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
低
所
得
世

帯（
住
民
税
非
課
税
世
帯
や
そ
れ
に
準
ず
る
世
帯
）で
あ
っ
て

も
大
学
等
に
お
い
て
修
学
で
き
る
よ
う
高
等
教
育
の
修
学
支

援
を
着
実
に
実
施
す
る
な
ど
、
各
教
育
段
階
の
負
担
軽
減
に

よ
り
学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

●
高
校
中
途
退
学
の
未
然
防
止
及
び
高
校
中
退
者
等
に
対
す

る
学
習
支
援
等
に
よ
る
切
れ
目
な
い
支
援

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
活
用
に
よ
り
高
校
中
途
退
学
の
未
然
防
止
を
図
る
ほ
か
、

就
職
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
お
い
て
不
利
な
立
場
に
あ
る
高
校

中
退
者
を
対
象
と
し
た
学
習
相
談
や
学
習
支
援
の
取
組
を
支

援
す
る
等
、
高
校
中
退
者
に
対
し
切
れ
目
な
い
支
援
を
推
進

し
ま
す
。

●
日
本
語
教
育
・
外
国
人
児
童
生
徒
等
へ
の
教
育
の
充
実

外
国
人
の
受
入
れ
拡
大
に
対
応
す
る
た
め
、
生
活
者
と
し

て
の
外
国
人
の
日
本
語
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
学
校

に
お
け
る
日
本
語
指
導
体
制
の
充
実
や
多
言
語
翻
訳
シ
ス
テ

ム
等
I
C
T
の
活
用
促
進
な
ど
、
日
本
語
教
育
が
必
要
な
児

童
生
徒
等
に
向
け
た
教
育
を
充
実
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
外

国
人
が
教
育
・
就
労
・
生
活
の
場
で
円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
き
る
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
関
係
予
算
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
立
国
の
実
現
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る

た
め
の
予
算
と
し
て
、
対
前
年
度
11
億
円
増
の
3
5
1
億
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
等
へ
の
対
応
と
し
て
、
各
競
技
団
体
が
行
う
日
常
的
・

継
続
的
な
強
化
活
動
へ
の
支
援
、
メ
ダ
ル
獲
得
に
向
け
た
多

方
面
か
ら
の
専
門
的
か
つ
高
度
な
支
援
、
ド
ー
ピ
ン
グ
防
止

活
動
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
2
0
2
0
年
東
京
大
会

以
降
も
見
据
え
た
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ガ
シ
ー
創
出
等
の
た
め
、
ス

ポ
ー
ツ
参
画
人
口
の
拡
大
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
ス

ポ
ー
ツ
産
業
の
成
長
促
進
、
ス
ポ
ー
ツ
資
源
を
活
用
し
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
拡
大
の
環
境
整
備
等
を
推
進
し
ま
す
。

文
化
芸
術
関
係
予
算
に
つ
い
て

文
化
芸
術
立
国
の
実
現
に
向
け
て
、
対
前
年
度
0
・
1
億

円
増
の
1
，0
6
7
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

首
里
城
や
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
で
の
火
災
を
踏
ま
え
、

災
害
等
か
ら
文
化
財
を
護
る
た
め
の
防
災
対
策
や
文
化
財
の

確
実
な
継
承
に
向
け
た
保
存
・
活
用
の
促
進
、
舞
台
芸
術
な

ど
の
文
化
芸
術
の
創
造
活
動
や
、
文
化
芸
術
人
材
の
育
成
及

び
子
供
た
ち
の
文
化
芸
術
体
験
の
推
進
、
文
化
振
興
の
拠
点

と
し
て
の
博
物
館
活
動
へ
の
支
援
な
ど
文
化
発
信
を
支
え
る

基
盤
の
整
備
・
充
実
を
行
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
国
際
観
光
旅
客
税
財
源
を
活
用
し
、「
日
本

博
」を
契
機
と
し
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
拡
充
な
ど
、
文
化
資

源
の
磨
き
上
げ
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
た
め
の
環
境
整
備
を

行
い
ま
す
。

科
学
技
術
予
算
に
つ
い
て

第
5
期
科
学
技
術
基
本
計
画
及
び
第
6
期
科
学
技
術
基
本

計
画
の
策
定
に
向
け
た
議
論
を
踏
ま
え
、
我
が
国
の
研
究
力

向
上
に
向
け
て
研
究「
人
材
」「
資
金
」「
環
境
」改
革
と
大
学

改
革
を
一
体
的
に
展
開
す
る「
研
究
力
向
上
2
0
1
9
」を
着

実
に
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
未
来
の
大
き
な
社
会
変
革
や
生
産
性
革
命
に
対
応

し
、
超
ス
マ
ー
ト
社
会（Society�5.0

）を
実
現
す
る
た
め
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も

に
国
家
戦
略
上
、
重
要
な
技
術
の
研
究
開
発
を
推
進
し
ま
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す
。こ

の
た
め
、
令
和
2
年
度
科
学
技
術
予
算
に
つ
い
て
は
、

対
前
年
度
11
億
円
増
の
9
，7
6
2
億
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。研

究「
人
材
」「
資
金
」「
環
境
」改
革
と
大
学
改
革
の

一
体
的
展
開
〜
研
究
力
向
上
改
革
2
0
1
9
の

着
実
な
推
進
〜

●「
人
材
」：
研
究
人
材
強
化
体
制
の
構
築

研
究
人
材
の
好
循
環
を
作
り
出
し
、
研
究
者
を
よ
り
魅
力

あ
る
職
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
た
め
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
担
う
多
様
な
人
材
の
育
成
や
活
躍
促
進
を
図
る
た

め
の
取
組
を
重
点
的
に
推
進
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
世
界

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
研
究
者
育
成
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
き
ま

す
。ま

た
、
研
究
と
出
産
・
育
児
等
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
の
両

立
や
女
性
研
究
者
の
研
究
力
向
上
を
通
じ
た
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
を
一
体
的
に
推
進
す
る
大
学
等
を
支
援
し
ま
す
。

●「
資
金
」：
多
様
で
挑
戦
的
か
つ
卓
越
し
た
研
究
へ
の
支
援

我
が
国
の
研
究
力
向
上
に
向
け
、
科
研
費
の
更
な
る
拡
充

を
行
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
対
前
年
度
比
2
億
円
増
と
な
る

2
，3
7
4
億
円
の
予
算
を
計
上
し
、
新
種
目
の
創
設
や
基

金
化
の
実
現
な
ど
に
よ
る
新
興
・
融
合
領
域
の
開
拓
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
若
手
研
究
者
を
重
点
的
に
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
若
手
を
中
心
と
し
た
多
様
な
研
究
者
が
自
由
で
挑

戦
的
・
融
合
的
な
研
究
を
進
め
る
た
め
の
資
金
と
研
究
に
専

念
で
き
る
研
究
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
で
、「
創
発
的
研
究
」

の
場
の
形
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
経
済
・
社
会
的
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
出
口
を
明

確
に
見
据
え
、
挑
戦
的
な
目
標
を
設
定
し
た
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ

イ
イ
ン
パ
ク
ト
な
研
究
開
発
と
し
て
、
未
来
社
会
創
造
事
業

を
拡
充
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●「
環
境
」：「
ラ
ボ
改
革
」に
よ
る
研
究
効
率
の
最
大
化
・
研

究
時
間
の
確
保

設
備
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
研
究
機
器
の
組
織
的
な
共
用

体
制
を
確
立（
コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
化
）し
、
全
て
の
研
究
者

が
研
究
に
打
ち
込
め
る
環
境
を
実
現
し
ま
す
。

ま
た
、
ナ
ノ
テ
ク
・
材
料
分
野
で
は
、
革
新
的
材
料
開
発

力
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム（
M–

c
u
b
e
）に
お
い
て
革
新
的
材
料

開
発
の
加
速
に
向
け
た
ス
マ
ー
ト
ラ
ボ
化
等
の
取
組
を
推
進

し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
貢
献
し
ま
す
。

S
ociety 5

.0

を
実
現
し
未
来
を
切
り
拓ひ
ら

く

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
と
そ
れ
を
支
え
る
基
盤
の
強
化

●
共
創
の
場
構
築
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

と
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
等
の
創
業
を
支
援

「
組
織
」
対「
組
織
」の
本
格
的
産
学
官
連
携
を
通
じ
た

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
加
速
に
よ
り
、
企
業
だ
け
で
は

実
現
で
き
な
い
飛
躍
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
実
現

し
、
大
学
等
の
研
究
シ
ー
ズ
を
基
に
地
域
内
外
の
人
材
・
技

術
を
取
り
込
み
な
が
ら
、
地
域
か
ら
世
界
で
戦
え
る
新
産
業

の
創
出
に
資
す
る
取
組
を
推
進
す
る
ほ
か
、
民
間
の
事
業
化

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
大
学
等
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出
の
取
組
等

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
研
究
領
域
に
挑
戦
す
る
優

秀
な
若
手
研
究
者
や
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー（
起
業
家
）の
育
成
・

確
保
を
推
進
し
ま
す
。

●
国
家
戦
略
の
議
論
を
踏
ま
え
A
I
・
I
o
T
、
量
子
技
術
、

ナ
ノ
テ
ク
等
の
重
点
分
野
の
研
究
開
発
を
戦
略
的
に
推
進

未
来
社
会
実
現
の
鍵
と
な
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
を
活
用
し
た

革
新
的
な
人
工
知
能
の
研
究
開
発
を
推
進
し
、
経
済
・
社
会

的
な
重
要
課
題
に
対
し
光
・
量
子
技
術
を
駆
使
し
て
非
連
続

的
な
解
決
を
目
指
す
光
・
量
子
飛
躍
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ

ラ
ム（
Q–

L
E
A
P
）を
は
じ
め
と
し
た
光
・
量
子
技
術
分
野

等
の
先
端
的
な
研
究
開
発
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る
最
先
端
の
研
究
設
備

と
活
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
、
産
学
官
連
携
や
異
分
野
融

合
、
人
材
育
成
等
を
推
進
し
ま
す
。

●
世
界
最
高
水
準
の
大
型
研
究
施
設
の
整
備
・
利
活
用
を
促
進

我
が
国
に
お
け
る
世
界
最
高
水
準
の
大
型
研
究
施
設
や
学

術
研
究
基
盤
等
の
整
備
・
利
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

特
に
、
令
和
3
年
度
の
運
用
開
始
を
目
標
と
し
た
世
界
最

高
水
準
の
汎
用
性
の
あ
る
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ「
富
岳
」の

製
造
・
シ
ス
テ
ム
開
発
と
し
て
、
60
億
円
の
予
算
を
計
上
し
、

本
格
的
な
製
造
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

ま
た
、
研
究
力
強
化
と
生
産
性
向
上
に
貢
献
す
る
次
世
代

放
射
光
施
設
の
整
備
と
し
て
、
17
億
円
の
予
算
を
計
上
し
、

官
民
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
役
割
分
担
に
よ
り
整
備

を
進
め
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
我
が
国
が
世
界
に
誇
る
最
先
端
の
大
型
研
究

施
設
の
整
備
・
共
用
を
促
進
し
ま
す
。

国
家
的
・
社
会
的
重
要
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る

研
究
開
発
の
推
進

●
健
康
・
医
療
分
野
の
研
究
開
発
の
推
進

日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
に
お
い
て
、
i
P
S
細
胞
等
に

よ
る
世
界
最
先
端
医
療
の
実
現
や
、
精
神
・
神
経
疾
患
の
克



特 集 文教・科学技術施策の動向と展開

文部科学広報　No.245　2020年 4月号6

服
に
向
け
た
脳
科
学
研
究
、
が
ん
や
感
染
症
等
の
疾
患
対
策

に
向
け
た
取
組
な
ど
の
健
康
・
医
療
分
野
の
基
礎
的
な
研
究

開
発
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
理
化
学
研
究
所
や
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機

構
等
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
用
し
、
健

康
・
医
療
を
支
え
る
基
礎
・
基
盤
研
究
を
実
施
し
ま
す
。

●
防
災
・
減
災
分
野
の
研
究
開
発
の
推
進

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
想
定
震
源
域
の
う
ち
、
観
測
網
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
海
域（
高
知
県
沖
〜
日
向
灘
）に
新
た
な
海

底
地
震
・
津
波
観
測
網
の
構
築
を
進
め
る
予
算
と
し
て
59
億

円
を
臨
時
・
特
別
の
措
置
で
計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
防
災
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
収
集
・
整
備
・
解
析
、
官
民

一
体
と
な
っ
た
総
合
防
災
力
向
上
の
た
め
の
研
究
、
地
震
、

津
波
、
火
山
、
豪
雨
災
害
等
に
関
す
る
研
究
開
発
を
推
進
す

る
こ
と
で
、
自
然
災
害
に
対
し
て
強
靭
か
つ
安
全
・
安
心
な
社

会
の
実
現
に
貢
献
し
ま
す
。

●
ク
リ
ー
ン
で
経
済
的
な
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
実
現
に

向
け
た
研
究
開
発
の
推
進

温
室
効
果
ガ
ス
の
大
幅
な
排
出
削
減
と
経
済
成
長
の
両
立
、

気
候
変
動
へ
の
適
応
等
に
貢
献
す
る
た
め
、
環
境
問
題
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
根
本
的
解
決
が
期
待
で
き
る
核
融
合
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
実
現
を
目
指
す
I
T
E
R（
イ
ー
タ
ー
）計
画
、
B
A

活
動
等
の
実
施
、
大
幅
な
省
エ
ネ
を
実
現
す
る
次
世
代
半
導

体
や
、
大
容
量
・
低
コ
ス
ト
化
を
実
現
す
る
新
し
い
蓄
電
池
等

の
革
新
的
低
炭
素
化
技
術
の
研
究
開
発
、
気
候
変
動
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
解
明
や
高
精
度
予
測
情
報
の
創
出
な
ど
を
推
進
し
ま

す
。

国
家
戦
略
上
重
要
な
技
術
の
研
究
開
発
の
推
進

●
宇
宙
・
航
空
分
野
の
研
究
開
発
の
推
進

宇
宙
・
航
空
分
野
の
予
算
は
、
対
前
年
度
比
15
億
円
増
の

1
，5
7
5
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
令
和

2
年
度
の
初
号
機
打
ち
上
げ
に
向
け
て
開
発
を
進
め
て
い
る

H
3
ロ
ケ
ッ
ト
や
、
次
世
代
人
工
衛
星
等
に
よ
る
安
全
保
障
・

防
災
、
産
業
振
興
等
に
つ
な
が
る
研
究
開
発
の
積
極
的
な
推

進
に
加
え
、
月
周
回
有
人
拠
点「
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」を
含
む
国

際
宇
宙
探
査
へ
の
参
画
等
の
科
学
技
術
の
振
興
に
貢
献
す
る

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
開
拓
、
さ
ら
に
、
安
全
性
・
環
境
適
合
性
・

経
済
性
と
い
っ
た
重
要
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
次
世
代
航
空

科
学
技
術
の
研
究
開
発
等
を
推
進
し
ま
す
。

●
海
洋
・
極
域
分
野
の
研
究
開
発
の
推
進

海
洋
科
学
技
術
は
、
地
球
環
境
問
題
を
始
め
、
災
害
へ
の

対
応
を
含
め
た
安
全
・
安
心
の
確
保
や
資
源
開
発
と
い
っ
た
我

が
国
が
直
面
す
る
課
題
と
密
接
に
関
連
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
地
球
環
境
の
状
況
把
握
と
変
動
予
測
の
た
め

の
研
究
開
発
等
を
行
う
海
洋
研
究
開
発
機
構
の
運
営
に
必
要

な
経
費
や
北
極
域
研
究
の
戦
略
的
推
進
の
た
め
の
予
算
等
を

計
上
し
て
お
り
、
関
係
省
庁
や
研
究
機
関
、
産
業
界
と
連
携

し
、
調
査
観
測
及
び
研
究
開
発
を
推
進
し
ま
す
。

●
原
子
力
分
野
の
研
究
開
発
・
安
全
確
保
対
策
等
の
推
進

原
子
力
が
抱
え
る
問
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
原
子
力

の
再
生
を
図
る
た
め
、
J
R
R–

3
の
運
転
再
開
や
高
温
ガ
ス

炉
に
係
る
国
際
協
力
を
含
め
た
原
子
力
基
盤
技
術
開
発
や
共

用
促
進
等
の
取
組
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

ま
た
、
東
京
電
力（
株
）福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
安

全
な
廃
止
措
置
等
を
着
実
に
進
め
る
た
め
、
国
内
外
の
英
知

を
結
集
し
、
廃
炉
現
場
の
ニ
ー
ズ
を
一
層
踏
ま
え
た
研
究
開

発
及
び
人
材
育
成
の
推
進
に
加
え
、
原
子
力
の
安
全
研
究
、

高
速
炉
や
加
速
器
を
用
い
た
放
射
性
廃
棄
物
の
減
容
化
・
有

害
度
低
減
の
た
め
の
研
究
開
発
等
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も

に
、
原
子
力
施
設
の
安
全
確
保
対
策
を
行
い
ま
す
。

最
後
に

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、「
人
生
1
0
0
年
時
代
」
や

「Society�5.0

」の
到
来
を
見
据
え
な
が
ら
、
日
本
を
誰
に
で

も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
ふ
れ
る
国
へ
と
変
え
て
い
く
た
め
、
引
き
続

き
、
教
育
再
生
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
芸
術
の
振
興
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。



令和2年度 文部科学行政の推進

社会の持続的な発展をけん引するための多様な力の育成
◆  在外教育施設への派遣教師拡充など、グローバル社会における児童生
徒の教育機会を確保・充実

  ◦在外教育施設の教育機能の強化 177億円（ 1億円増 ）
  ◦アジア高校生架け橋プロジェクト 5億円（ 0.5億円増 ）

◆  Society 5.0や知識集約型社会等の到来を見据えて高等教育改革を促進
  ◦卓越大学院プログラム 77億円（ 3億円増 ）
  ◦数理・データサイエンス・AI教育の全国展開 10億円（ 1億円増 ）
  ◦知識集約型社会を支える人材育成支援事業 4億円（ 新　規 ）

生涯学び、活躍できる環境の整備
◆  人生100年時代等を見据え、誰もがいくつになっても新たなチャレンジが
できる社会を目指して、リカレント教育等社会人が学び直す機会を拡充

  ◦専修学校リカレント教育総合推進プロジェクト 4億円（ 1億円増 ）
  ◦女性の学びとキャリア形成の一体的支援 0.3億円（ 新　規 ）

◆  就学前から卒業後まで、特別支援教育の生涯学習化を推進
  ◦学校卒業後における障害者の学びの支援 1億円（ 0.1億円増 ）
  ◦切れ目ない支援体制構築に向けた特別支援教育の充実 25億円（ 0.5億円増 ）

誰もが社会の担い手となるための学びのセーフティネットの構築
◆  幼児教育・保育無償化の着実な実施、私立高等学校授業料の実質無償
化の実現、高等教育の修学支援新制度の創設など、各教育段階の負担
軽減により学びのセーフティネットを構築

  ◦幼児教育・保育の無償化の着実な実施 3,410億円の内数
  ◦私立高等学校授業料の実質無償化 4,248億円（ 539億円増 ）
  ◦高等教育の修学支援の着実な実施 5,823億円（4,793億円増 ）

◆  高校中途退学の未然防止を図るとともに、高校中退者等に対する学習
支援等の実施による、切れ目ない支援を実施

  ◦ スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの活用 67億円（ 2億円増 ）
  ◦高校等で学び直す者に対する修学支援 3億円（ 1億円増 ）
  ◦高校中退者等に対する学習相談・学習支援の促進 1億円（ 0.5億円増 ）

◆  外国人の受入れ拡大に対応し、共生社会の実現を図るため、日本語教
育・外国人児童生徒等への教育を充実

  ◦ 生活者としての外国人に対する日本語教育の推進 10億円（ 2億円増 ）
  ◦外国人児童生徒等への教育の充実 8億円（ 3億円増 ）

科学技術予算のポイント� 9,762億円（11億円増）
  ※エネルギー対策特別会計への繰入額1,086億円（△2億円）を含む
  ※「臨時・特別の措置」 59億円を別途計上　【令和元年度補正予算額：1,265億円】

研究「人材」「資金」「環境」改革と大学改革の一体的展開
～研究力向上改革2019の着実な推進～
◆  「人材」：研究人材強化体制の構築―研究者をより魅力ある職に―
  ◦特別研究員事業 156億円（ 0.1億円増 ）
  ◦世界で活躍できる研究者戦略育成事業 3億円（ 0.7億円増 ）
  ◦ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ 10億円（ 0.1億円増 ）

◆  「資金」：多様で挑戦的かつ卓越した研究への支援
  ◦科学研究費助成事業（科研費） 2,374億円（ 2億円増 ）
  ◦「創発的研究」の場の形成 0.6億円（ 新　規 ）

  【令和元年度補正予算額：550億円】
  ◦未来社会創造事業 77億円（ 12億円増 ）

◆  「環境」：「ラボ改革」による研究効率の最大化・研究時間の確保
  ◦先端研究基盤共用促進事業 12億円（ △1億円 ）
  ◦革新的材料開発力強化プログラム（M-cube） 20億円（ 0.4億円増 ）

  【令和元年度補正予算額：14億円】

Society�5.0を実現し未来を切り拓くイノベーション創出と
それを支える基盤の強化
◆  共創の場の構築によるオープンイノベーションを推進するとともに、大
学発のベンチャー等の創業を支援

  ◦共創の場形成支援 138億円（ 12億円増 ）
  ◦大学発新産業創出プログラム（START） 19億円（ 2億円増 ）
  ◦次世代アントレプレナー育成事業（EDGE-NEXT） 4億円（ 0.6億円増 ）

◆  AI戦略、量子技術イノベーション戦略等の国家戦略の議論などを踏ま
えたAI・IoT、量子技術、ナノテク等の重点分野の研究開発を戦略的に
推進

  ◦理研・革新知能統合研究センター（AIPセンター） 32億円（ 2億円増 ）
  ◦光・量子飛躍フラッグシッププログラム（Q-LEAP） 32億円（ 10億円増 ）
  ◦ナノテクノロジープラットフォーム 16億円（△0.2億円 ）

◆  世界最高水準の大型研究施設の整備・利活用を促進
  ◦スーパーコンピュータ「富岳」の製造・システム開発 60億円（ 3億円増 ）

  【令和元年度補正予算額：144億円】
  ◦官民地域パートナーシップによる次世代放射光施設の整備 17億円（ 4億円増 ）

  【令和元年度補正予算額：38億円】
  ◦最先端大型研究施設の整備・共用 407億円（ 44億円増 ）

国家的・社会的重要課題の解決に貢献する研究開発の推進
◆  iPS細胞等による世界最先端医療の実現などの健康・医療分野の研究
開発を推進

  ◦再生医療実現拠点ネットワークプログラム 91億円（ 前年同 ）
  ◦創薬等ライフサイエンス研究支援基盤事業 37億円（ 8億円増 ）
  ◦東北メディカル・メガバンク計画 20億円（ 5億円増 ）

◆  防災・減災分野の研究開発を推進
  ◦南海トラフにおける新たな地震・津波観測網の構築 59億円【 臨時･特別の措置 】
  ◦基礎的・基盤的な防災科学技術の研究開発 76億円（ 前年同 ）
  【令和元年度補正予算額：10億円】

◆  クリーンで経済的なエネルギーシステムの実現に向けた研究開発を推進
  ◦ ITER計画、BA活動等の核融合研究開発の実施 213億円（ △5億円 ）
  【令和元年度補正予算額：24億円】
  ◦省エネルギー社会の実現に資する次世代半導体研究開発 15億円（ △0.8億円 ）

国家戦略上重要な技術の研究開発の実施
◆  H3ロケット・宇宙科学等の宇宙・航空分野の研究開発を推進
  ◦H3ロケットや次世代人工衛星等の安全保障・ 727億円（ 46億円増 ）

防災（安全・安心）/産業振興への貢献  【令和元年度補正予算額：172億円】

  ◦国際宇宙探査（ゲートウェイ構想等）に 70億円（ 12億円増 ）
向けた研究開発等  【令和元年度補正予算額：50億円】

  ◦次世代航空科学技術の研究開発 36億円（ △1億円 ）

◆  海洋・極域分野の研究開発を推進
  ◦地球環境の状況把握と変動予測のための研究開発 30億円（ △1億円 ）

  【令和元年度補正予算額：10億円】
  ◦北極域研究の戦略的推進 14億円（ 3億円増 ）

◆  原子力分野の研究開発・安全確保対策等を推進
  ◦原子力の基礎基盤研究とそれを支える人材育成 51億円（ 4億円増 ）

  【令和元年度補正予算額：40億円】

  ◦「東京電力(株)福島第一原子力発電所の廃止措置等
研究開発の加速プラン」の実現 42億円（ △2億円 ）

  ◦高速増殖炉「もんじゅ」の廃止措置に係る取組 179億円（ 前年同 ）

これら科学技術イノベーションの推
進により、国連持続可能な開発目標
の達成にも貢献（STI for SDGs）

スポーツ関係予算のポイント� 351億円（11億円増）
  【令和元年度補正予算額：36億円】
◆  各競技団体が実施する強化活動の支援や、大会中の選手のサポート拠
点を設置するとともに、アンチ・ドーピング体制を整備・強化するなど、
2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会等へ対応

  ◦競技力向上事業 101億円（ 0.1億円増 ）
  ◦ハイパフォーマンス・サポート事業 22億円（ 9億円増 ）
  ◦アンチ・ド―ピング体制の整備・強化 3億円（ 前年同 ）

◆  2020年東京大会以降も見据えたスポーツ・レガシーの創出のため、ス
ポーツ参画人口の拡大、スポーツ産業の成長促進、武道・スポーツツー
リズムの推進、障害者スポーツのための基盤整備など、スポーツ施策を
総合的に推進

  ◦スポーツ参画人口の拡大に向けたSport in Lifeの推進  3億円（ 新　規 ）
  ◦スポーツ産業の成長促進事業 2億円（ 0.3億円増 ）
  ◦スポーツ資源を活用したインバウンド拡大の環境整備 2億円（ 新　規 ）
  ◦障害者スポーツ推進プロジェクト 0.9億円（ 0.3億円増 ）

文化芸術関係予算のポイント� 1,067億円（0.1億円増）
※国際観光旅客税財源を充当する事業を別途計上（98億円）　【令和元年度補正予算額：77億円】
◆��文化財を確実に次世代へ継承するため、防火等の防災対策を推進する
とともに、適切な周期による修理・整備、文化財を支える技の伝承基盤
強化、日本遺産など観光資源としての魅力向上に資する取組を実施

  ◦災害等から文化財を護るための防災対策促進プラン 39億円（ 10億円増 ）
  ◦適切な修理周期等による文化財の継承の推進 212億円（ 2億円増 ）

◆  文化芸術立国の実現に向けて、文化プログラムを通じた2020年東京大
会以降のレガシー創出に取り組むとともに、文化芸術創造活動への効果
的な支援、新たな時代に対応した文化芸術人材の育成を推進

  ◦文化芸術創造活動への効果的な支援 62億円（ 1億円増 ）
  ◦文化芸術による創造性豊かな子供の育成 67億円（ 1億円増 ）

◆  我が国の顔となる国立文化施設の整備・充実や、博物館等の機能強化に
資する取組を支援し、文化発信の国内基盤の強化及び国民の鑑賞機会の
充実を推進

  ◦博物館文化拠点機能強化プラン 20億円（ 新　規 ）
  ◦国立文化施設の機能強化 295億円（ 4億円増 ）
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「人生100年時代」や「Society 5.0」の到来を見据えながら、日本
を誰にでもチャンスがあふれる国へと変えていくため、教育再生、科
学技術イノベーション、スポーツ・文化芸術の振興により、「人づくり
革命」を断行し、「生産性革命」を実現する。

文教関係予算のポイント　4兆303億円（30億円増）
教育政策推進のための基盤の整備
◆  新学習指導要領の円滑な実施と学校における働き方改革のための指
導・運営体制を構築し、「チームとしての学校」を実現

  ◦義務教育費国庫負担金  1兆5,221億円（ 21億円増）
  ◦専門スタッフ・外部人材の拡充 146億円（ 11億円増）

◆  スクールガードリーダーの大幅増員により地域ぐるみの学校安全体制の
整備を進めるなど、警察・地域とも連携しながら学校安全体制を強化

  ◦ 国公私立学校における見守り活動等の強化 7億円（ 6億円増）
  ◦ 学校安全推進事業 2億円（ 0.1億円増）

◆  「GIGAスクール構想」の実現に向け、先端技術の効果的な活用や多様
な通信環境の整備に関する実証、I CT環境整備に向けた自治体への支
援を実施

  ◦新時代の学びにおける先端技術導入実証研究事業 5億円（ 2億円増）
  【令和元年度補正予算額： 2,318億円】

◆  大学等の基盤的経費を充実しつつ、評価や客観的指標に基づくメリハ
リある配分により改革の推進を図るとともに、高専の高度化・国際化を
推進

  ◦国立大学改革の推進等 1兆1,117億円（ 102億円増）
  【令和元年度補正予算額： 45億円】
  【令和2年度臨時･特別の措置： 28億円】

  ◦国立高等専門学校の高度化・国際化  627億円（ 2億円増）
  【令和元年度補正予算額： 40億円】

  ◦国立大学・高専等施設整備  361億円（ 14億円増）
  【令和元年度補正予算額： 320億円】
  【令和2年度臨時･特別の措置： 430億円】

  ◦私立大学等の改革の推進等  （新制度授業料等減免分を除く） 4,106億円（ △184億円）
  【令和元年度補正予算額： 50億円】
  【令和2年度臨時･特別の措置： 43億円】

前年度
予算額

令和2年度
予算額

比較増
△減額

文部科学省予算
  ※１   ※2 ※3

  5兆3,062億円   5兆3,060億円   △2億円
※１  幼児教育・保育の無償化に伴う予算組替後の数字
※２ 「臨時・特別の措置」（防災・減災、国土強靱化関係）については別途1,092億円を計上
  幼児教育・保育の無償化、高等教育の修学支援新制度については別途内閣府予算に計上
※３  子ども・子育て支援新制度移行分を含めると、5兆3,072億円（対前年度10億円増）

◆  計画的・効率的な長寿命化を図る整備を中心とした公立学校施設の整
備を進めるとともに、待機児童対策としての認定こども園施設の整備
を推進

  ◦公立学校施設整備 695億円（ 28億円増）
  【令和元年度補正予算額： 606億円】
  【令和2年度臨時･特別の措置： 470億円】

  ◦認定こども園施設整備 25億円（ 2億円増）
  【令和元年度補正予算額： 150億円】
  【令和2年度臨時･特別の措置： 5億円】

夢と志を持ち、可能性に挑戦するために必要となる力の育成
◆  学校・家庭・地域の連携を推進することにより、学校における働き方改

革や、地域での学習支援、豊かな心を育成するための子供の体験活動
を充実

  ◦学校を核とした地域力強化プラン 74億円（ 10億円増）
  ◦地域における小学校就学前の子供を対象とした多様な集団

活動等への支援の在り方に関する調査事業
2億円（ 新　規 ）

◆  高等学校教育改革の推進や、P I SA2018の結果等を踏まえた学力向上
に向けた取組の充実、道徳教育の充実など、新しい時代に求められる
資質・能力を育成するための支援を充実

  ◦高校と地域社会や高等教育機関との協働による教育の推進
4億円（ 0.4億円増）

  ◦読解力等の学力向上のための取組の推進 6億円（ 1億円増）
  ◦道徳教育の抜本的改善・充実 42億円（ 0.3億円増）

◆  教育相談体制等の充実による虐待、いじめ・不登校対応等を推進
  ◦スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの配置充実

67億円（ 2億円増）
  ◦SNS等を活用した相談体制の構築 2億円（ 前年同  ）
  ◦不登校児童生徒に対する支援推進事業 2億円（ 新　規 ）
  ◦夜間中学の設置促進・充実 1億円（ 0.3億円増）

令和2年度　文部科学関係予算のポイント



特 集 文教・科学技術施策の動向と展開

社会の持続的な発展をけん引するための多様な力の育成
◆  在外教育施設への派遣教師拡充など、グローバル社会における児童生
徒の教育機会を確保・充実

  ◦在外教育施設の教育機能の強化 177億円（ 1億円増 ）
  ◦アジア高校生架け橋プロジェクト 5億円（ 0.5億円増 ）

◆  Society 5.0や知識集約型社会等の到来を見据えて高等教育改革を促進
  ◦卓越大学院プログラム 77億円（ 3億円増 ）
  ◦数理・データサイエンス・AI教育の全国展開 10億円（ 1億円増 ）
  ◦知識集約型社会を支える人材育成支援事業 4億円（ 新　規 ）

生涯学び、活躍できる環境の整備
◆  人生100年時代等を見据え、誰もがいくつになっても新たなチャレンジが
できる社会を目指して、リカレント教育等社会人が学び直す機会を拡充

  ◦専修学校リカレント教育総合推進プロジェクト 4億円（ 1億円増 ）
  ◦女性の学びとキャリア形成の一体的支援 0.3億円（ 新　規 ）

◆  就学前から卒業後まで、特別支援教育の生涯学習化を推進
  ◦学校卒業後における障害者の学びの支援 1億円（ 0.1億円増 ）
  ◦切れ目ない支援体制構築に向けた特別支援教育の充実 25億円（ 0.5億円増 ）

誰もが社会の担い手となるための学びのセーフティネットの構築
◆  幼児教育・保育無償化の着実な実施、私立高等学校授業料の実質無償
化の実現、高等教育の修学支援新制度の創設など、各教育段階の負担
軽減により学びのセーフティネットを構築

  ◦幼児教育・保育の無償化の着実な実施 3,410億円の内数
  ◦私立高等学校授業料の実質無償化 4,248億円（ 539億円増 ）
  ◦高等教育の修学支援の着実な実施 5,823億円（4,793億円増 ）

◆  高校中途退学の未然防止を図るとともに、高校中退者等に対する学習
支援等の実施による、切れ目ない支援を実施

  ◦ スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの活用 67億円（ 2億円増 ）
  ◦高校等で学び直す者に対する修学支援 3億円（ 1億円増 ）
  ◦高校中退者等に対する学習相談・学習支援の促進 1億円（ 0.5億円増 ）

◆  外国人の受入れ拡大に対応し、共生社会の実現を図るため、日本語教
育・外国人児童生徒等への教育を充実

  ◦ 生活者としての外国人に対する日本語教育の推進 10億円（ 2億円増 ）
  ◦外国人児童生徒等への教育の充実 8億円（ 3億円増 ）

科学技術予算のポイント� 9,762億円（11億円増）
  ※エネルギー対策特別会計への繰入額1,086億円（△2億円）を含む
  ※「臨時・特別の措置」 59億円を別途計上　【令和元年度補正予算額：1,265億円】

研究「人材」「資金」「環境」改革と大学改革の一体的展開
～研究力向上改革2019の着実な推進～
◆  「人材」：研究人材強化体制の構築―研究者をより魅力ある職に―
  ◦特別研究員事業 156億円（ 0.1億円増 ）
  ◦世界で活躍できる研究者戦略育成事業 3億円（ 0.7億円増 ）
  ◦ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ 10億円（ 0.1億円増 ）

◆  「資金」：多様で挑戦的かつ卓越した研究への支援
  ◦科学研究費助成事業（科研費） 2,374億円（ 2億円増 ）
  ◦「創発的研究」の場の形成 0.6億円（ 新　規 ）

  【令和元年度補正予算額：550億円】
  ◦未来社会創造事業 77億円（ 12億円増 ）

◆  「環境」：「ラボ改革」による研究効率の最大化・研究時間の確保
  ◦先端研究基盤共用促進事業 12億円（ △1億円 ）
  ◦革新的材料開発力強化プログラム（M-cube） 20億円（ 0.4億円増 ）

  【令和元年度補正予算額：14億円】

Society�5.0を実現し未来を切り拓くイノベーション創出と
それを支える基盤の強化
◆  共創の場の構築によるオープンイノベーションを推進するとともに、大
学発のベンチャー等の創業を支援

  ◦共創の場形成支援 138億円（ 12億円増 ）
  ◦大学発新産業創出プログラム（START） 19億円（ 2億円増 ）
  ◦次世代アントレプレナー育成事業（EDGE-NEXT） 4億円（ 0.6億円増 ）

◆  AI戦略、量子技術イノベーション戦略等の国家戦略の議論などを踏ま
えたAI・IoT、量子技術、ナノテク等の重点分野の研究開発を戦略的に
推進

  ◦理研・革新知能統合研究センター（AIPセンター） 32億円（ 2億円増 ）
  ◦光・量子飛躍フラッグシッププログラム（Q-LEAP） 32億円（ 10億円増 ）
  ◦ナノテクノロジープラットフォーム 16億円（△0.2億円 ）

◆  世界最高水準の大型研究施設の整備・利活用を促進
  ◦スーパーコンピュータ「富岳」の製造・システム開発 60億円（ 3億円増 ）

  【令和元年度補正予算額：144億円】
  ◦官民地域パートナーシップによる次世代放射光施設の整備 17億円（ 4億円増 ）

  【令和元年度補正予算額：38億円】
  ◦最先端大型研究施設の整備・共用 407億円（ 44億円増 ）

国家的・社会的重要課題の解決に貢献する研究開発の推進
◆  iPS細胞等による世界最先端医療の実現などの健康・医療分野の研究
開発を推進

  ◦再生医療実現拠点ネットワークプログラム 91億円（ 前年同 ）
  ◦創薬等ライフサイエンス研究支援基盤事業 37億円（ 8億円増 ）
  ◦東北メディカル・メガバンク計画 20億円（ 5億円増 ）

◆  防災・減災分野の研究開発を推進
  ◦南海トラフにおける新たな地震・津波観測網の構築 59億円【 臨時･特別の措置 】
  ◦基礎的・基盤的な防災科学技術の研究開発 76億円（ 前年同 ）
  【令和元年度補正予算額：10億円】

◆  クリーンで経済的なエネルギーシステムの実現に向けた研究開発を推進
  ◦ ITER計画、BA活動等の核融合研究開発の実施 213億円（ △5億円 ）
  【令和元年度補正予算額：24億円】
  ◦省エネルギー社会の実現に資する次世代半導体研究開発 15億円（ △0.8億円 ）

国家戦略上重要な技術の研究開発の実施
◆  H3ロケット・宇宙科学等の宇宙・航空分野の研究開発を推進
  ◦H3ロケットや次世代人工衛星等の安全保障・ 727億円（ 46億円増 ）

防災（安全・安心）/産業振興への貢献  【令和元年度補正予算額：172億円】

  ◦国際宇宙探査（ゲートウェイ構想等）に 70億円（ 12億円増 ）
向けた研究開発等  【令和元年度補正予算額：50億円】

  ◦次世代航空科学技術の研究開発 36億円（ △1億円 ）

◆  海洋・極域分野の研究開発を推進
  ◦地球環境の状況把握と変動予測のための研究開発 30億円（ △1億円 ）

  【令和元年度補正予算額：10億円】
  ◦北極域研究の戦略的推進 14億円（ 3億円増 ）

◆  原子力分野の研究開発・安全確保対策等を推進
  ◦原子力の基礎基盤研究とそれを支える人材育成 51億円（ 4億円増 ）

  【令和元年度補正予算額：40億円】

  ◦「東京電力(株)福島第一原子力発電所の廃止措置等
研究開発の加速プラン」の実現 42億円（ △2億円 ）

  ◦高速増殖炉「もんじゅ」の廃止措置に係る取組 179億円（ 前年同 ）

これら科学技術イノベーションの推
進により、国連持続可能な開発目標
の達成にも貢献（STI for SDGs）

スポーツ関係予算のポイント� 351億円（11億円増）
  【令和元年度補正予算額：36億円】
◆  各競技団体が実施する強化活動の支援や、大会中の選手のサポート拠
点を設置するとともに、アンチ・ドーピング体制を整備・強化するなど、
2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会等へ対応

  ◦競技力向上事業 101億円（ 0.1億円増 ）
  ◦ハイパフォーマンス・サポート事業 22億円（ 9億円増 ）
  ◦アンチ・ド―ピング体制の整備・強化 3億円（ 前年同 ）

◆  2020年東京大会以降も見据えたスポーツ・レガシーの創出のため、ス
ポーツ参画人口の拡大、スポーツ産業の成長促進、武道・スポーツツー
リズムの推進、障害者スポーツのための基盤整備など、スポーツ施策を
総合的に推進

  ◦スポーツ参画人口の拡大に向けたSport in Lifeの推進  3億円（ 新　規 ）
  ◦スポーツ産業の成長促進事業 2億円（ 0.3億円増 ）
  ◦スポーツ資源を活用したインバウンド拡大の環境整備 2億円（ 新　規 ）
  ◦障害者スポーツ推進プロジェクト 0.9億円（ 0.3億円増 ）

文化芸術関係予算のポイント� 1,067億円（0.1億円増）
※国際観光旅客税財源を充当する事業を別途計上（98億円）　【令和元年度補正予算額：77億円】
◆��文化財を確実に次世代へ継承するため、防火等の防災対策を推進する
とともに、適切な周期による修理・整備、文化財を支える技の伝承基盤
強化、日本遺産など観光資源としての魅力向上に資する取組を実施

  ◦災害等から文化財を護るための防災対策促進プラン 39億円（ 10億円増 ）
  ◦適切な修理周期等による文化財の継承の推進 212億円（ 2億円増 ）

◆  文化芸術立国の実現に向けて、文化プログラムを通じた2020年東京大
会以降のレガシー創出に取り組むとともに、文化芸術創造活動への効果
的な支援、新たな時代に対応した文化芸術人材の育成を推進

  ◦文化芸術創造活動への効果的な支援 62億円（ 1億円増 ）
  ◦文化芸術による創造性豊かな子供の育成 67億円（ 1億円増 ）

◆  我が国の顔となる国立文化施設の整備・充実や、博物館等の機能強化に
資する取組を支援し、文化発信の国内基盤の強化及び国民の鑑賞機会の
充実を推進

  ◦博物館文化拠点機能強化プラン 20億円（ 新　規 ）
  ◦国立文化施設の機能強化 295億円（ 4億円増 ）
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1
国
立
大
学
法
人
等
へ
の
個
人
寄
附
に
係
る

税
額
控
除
の
対
象
事
業
の
拡
大

現
在
、
国
立
大
学
法
人
、
公
立
大
学
法
人
及
び
独
立
行
政

法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
に
対
す
る
個
人
寄
附
は
、
経

済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
学
生
等
の
修
学
支
援
に
係

る
事
業
を
対
象
と
す
る
場
合
に
限
っ
て
税
額
控
除
を
選
択
で

き
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
機
関
及
び
大
学
共
同
利
用

機
関
法
人
に
お
け
る「
不
安
定
な
雇
用
状
態
で
あ
る
研
究
者

等
に
対
す
る
研
究
助
成
・
能
力
向
上
の
た
め
の
事
業
」を
対
象

と
し
た
個
人
寄
附
に
も
、
税
額
控
除
を
選
択
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

2
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
非
課
税
措
置
の
拡
充

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
の
開
催
を
目
前
に
控
え
て
い
る
こ
と
等
の
状
況
を
踏
ま
え
、

新
た
に
以
下
の
ゴ
ル
フ
場
利
用
に
つ
い
て
非
課
税
と
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

①�

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
含
む
国
際
的
な
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技

会（
※
1
）の
ゴ
ル
フ
競
技
へ
の
参
加
選
手
に
よ
る
当
該
ゴ
ル

フ
競
技
及
び
公
式
練
習
の
た
め
の
利
用
。

②�
国
民
体
育
大
会
の
ゴ
ル
フ
競
技
へ
の
参
加
選
手
に
よ
る
ゴ
ル

フ
競
技
の
公
式
練
習（
※
2
）の
た
め
の
利
用
。

（
※
1
）閣
議
決
定
又
は
了
解
さ
れ
た
大
会
に
限
る（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以

外
の
国
際
競
技
大
会
で
は
、
現
状
で
は「
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム

ズ
2
0
2
1
関
西
」「
2
0
2
6
年
第
20
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
」が
適
用

対
象
と
な
る
）。�

（
※
2
）現
行
も
ゴ
ル
フ
競
技
自
体
の
た
め
の
利
用
は
非
課
税
。

3
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト

に
対
す
る
金
品
の
非
課
税
措
置
の
拡
充

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
メ
ダ
リ
ス
ト

に
交
付
さ
れ
る
金
品（
報
奨
金
）に
つ
い
て
以
下
の
措
置
を
講

ず
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

①�

日
本
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会（
J
P
S
A
）の
加
盟
団
体

か
ら
メ
ダ
リ
ス
ト
に
交
付
さ
れ
る
報
奨
金
に
つ
い
て
、
非
課

税
措
置
を
創
設
す
る
。

令
和
2
年
度 

税
制
改
正
の
概
要

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
政
策
課

修学支援事業
目的の寄附
修学支援事業
目的の寄附

修学支援事業以外
の事業目的の

寄附には税額控除
を選択できない

修学支援事業以外
の事業目的の

寄附には税額控除
を選択できない

※税額控除も選択する
　ことができる
※国立大学法人、公立大学法人、
(独)国立高等専門学校機構、
(独)日本学生支援機構のみ。
大学共同利用機関法人に対する個人
寄附には税額控除を選択することが
できない。

スキーム図

個人寄附個人寄附

　　学生又は不安定な雇用状態で
　　ある研究者（ポスドク）に対す
る研究への助成又は研究者としての
能力の向上のための事業を対象と
した個人寄附にも税額控除を選択で
きるようにする。

・公募型プロジェクトにおいて、自
立した研究者として行う研究活
動に要する費用を負担する事業
・研究活動の成果を発表するため
に必要なものを負担する事業
・異分野の研究者との交流その他
の他の研究者又は実務経験を有
する者との交流を促進する事業

現　行

対 象 者

対象機関

学生、ポスドク

国立大学法人、
大学共同利用機関法人、
公立大学法人及び
(独)国立高等専門学校機構

対象事業

非課税措置の拡充

【ゴルフ場利用税】
1人1日につき 標準税率 800円
 制限税率 1,200円

スキーム図

（現行）
・年齢18歳未満の者及び年齢70歳以上の者
・障害者
・国体競技参加選手（本競技参加時のみ）
・学生・生徒や引率の教員が学校の教育活動
としてゴルフを行う場合

上記の非課税措置対象に加え、
・オリンピックを含む、国際競技大会出場選手
・公式練習時の国体競技参加選手

39.5

〈パラリンピック〉

日本障がい者スポーツ協会
（JPSA）

パラリンピック
メダリスト

報奨金（非課税）
全額非課税

非課税措置を創設
※限度額は下記の
JOC加盟団体と同様

東京大会における
JOCからの

報奨金額に合わせ、
引き上げ

JPSA加盟団体

報奨金（課税）

日本オリンピック委員会
（JOC）

オリンピック
メダリスト

報奨金（非課税）
全額非課税

JOC加盟団体

報奨金（非課税）

〈オリンピック〉

非課税限度額
金：300万
銀：200万
銅：100万
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②�

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会（
J
O
C
）及
び
J
P
S
A
の

加
盟
団
体
か
ら
メ
ダ
リ
ス
ト
に
交
付
さ
れ
る
報
奨
金
に
つ
い

て
、
東
京
大
会
に
お
い
て
J
O
C
か
ら
メ
ダ
リ
ス
ト
に
交
付

さ
れ
る
報
奨
金
の
額
ま
で
非
課
税
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
。

4
一
定
の
要
件
を
満
た
す
博
物
館
に
特
定
の

美
術
品
を
譲
渡
・
寄
附
し
た
際
の
所
得
税
等
の

特
例
措
置
の
創
設

博
物
館
等
と
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
も

含
め
た
文
化
観
光
を
推
進
し
、
博
物
館
等
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

充
実
に
よ
る
一
層
の
魅
力
向
上
を
図
る
た
め
、
新
た
な
法
律

の
制
定
を
前
提
に
、
同
法
に
基
づ
く
認
定
を
受
け
た
事
業
を

行
う
独
立
行
政
法
人
又
は
地
方
独
立
行
政
法
人
に
美
術
品
を

寄
附
す
る
際
の
非
課
税
特
例
適
用
に
係
る
手
続
を
簡
素
化
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、（
美
術
館
に
お
け
る
）優
れ
た
美
術
品
の
一
層
の
公

開
促
進
の
た
め
、
相
続
税
の
物
納
に
つ
い
て
、
関
係
法
令
等

の
改
正
を
前
提
に
、
適
用
対
象
と
な
る
登
録
美
術
品
の
範
囲

に
制
作
者
が
生
存
中
で
あ
る
美
術
品
の
う
ち
一
定
の
も
の
を

加
え
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

5
障
害
者
に
対
応
し
た
劇
場
・
音
楽
堂
等
に
係
る

特
例
措
置
の
延
長

公
益
法
人
を
含
む
民
間
事
業
者
が
設
置
す
る
劇
場
・
音
楽

堂
等
が
、
建
築
物
移
動
等
円
滑
化
誘
導
基
準（
※
3
）に
適
合

す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
額
を
3
分
の
1
減
額
す
る
特
例
措
置
に
つ

い
て
、
適
用
期
限
を
2
年
延
長
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し

た（
令
和
4
年
3
月
31
日
ま
で
）。

（
※
3
）建
築
物
移
動
等
円
滑
化
基
準
を
超
え
、
か
つ
、
高
齢
者
、
障

害
者
等
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
誘
導
す
べ
き
建
築

物
特
定
施
設
の
構
造
及
び
配
置
に
関
す
る
基
準

・
車
い
す
使
用
者
同
士
が
す
れ
違
え
る
廊
下
幅

・
車
い
す
使
用
者
用
の
ト
イ
レ
が
必
要
階
に
あ
る　

な
ど

6
そ
の
他

上
記
の
ほ
か
、
制
度
改
正
等
に
伴
い
、
以
下
の
4
点
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

○�

令
和
2
年
4
月
か
ら
、
年
収
5
9
0
万
円
未
満
世
帯
を
対

象
と
し
た
私
立
高
等
学
校
授
業
料
の
実
質
無
償
化
を
実
現

す
る
た
め
の
制
度
の
見
直
し
に
伴
い
、
高
等
学
校
等
就
学

支
援
金
に
つ
い
て
、
関
連
の
法
令
改
正
を
前
提
に
、
引
き

続
き
、
非
課
税
措
置
等
の
税
制
上
の
所
要
の
措
置
を
講
ず

る
○�

退
職
等
年
金
給
付
の
健
全
な
運
営
を
確
保
し
、
私
立
学
校

教
職
員
及
び
そ
の
遺
族
の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
を

図
る
た
め
、
退
職
等
年
金
給
付
の
積
立
金
に
対
す
る
特
別

法
人
税
に
つ
い
て
課
税
停
止
措
置
を
3
年
延
長
す
る（
令

和
5
年
3
月
31
日
ま
で
）

○�

休
眠
預
金
等
活
用
制
度
に
基
づ
く
交
付
金
に
つ
い
て
、
学

校
法
人
を
含
む
公
益
法
人
等
が
個
人
寄
附
に
係
る
税
額
控

除
の
対
象
と
な
る
た
め
の
寄
附
実
績
の
算
定
式
か
ら
除
外

す
る
等
の
税
制
上
の
所
要
の
措
置
を
講
ず
る

○�

私
立
学
校
法
の
一
部
改
正
よ
り
、
学
校
法
人
に
お
い
て
は

役
員
報
酬
基
準
等
の
閲
覧
対
象
と
な
る
書
類
が
拡
大
す
る

こ
と
に
伴
い
、
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
上
の
閲
覧
対
象

書
類
と
の
整
合
を
図
る
等
所
要
の
措
置
を
講
ず
る

な
お
、
令
和
2
年
度
文
部
科
学
省
税
制
改
正
事
項

の
概
要
に
つ
い
て
は
、（https://w

w
w

.m
ext.go.jp/

content/20200106-m
xt_kanseisk01-000003798_1.

pdf

）に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

国税庁長官
承認は不要

国税庁長官承認が必要だが、
原則１か月で承認
（自動承認特例）

国税庁長官承認が必要
（承認に数か月〜年単位の時間が

かかるケース有り）

国・地方公共団体
公益社団法人・
公益財団法人・
国立大学法人など

独立行政法人
（美術館・博物館等）

（特定の業務を行う）地方独立行
政法人、非営利型の一般社団法

人・一般財団法人など

 独立行政法人・地方独立行政法人への寄附手続きを簡素化　

美術品公開促進法 登録美術品登録基準

○重要文化財・国宝
もしくは
○ 世界文化の見地から歴史上、芸術
上又は学術上特に優れた価値を有
する作品（存命中の作家の制作物は
含まれない）

「美術品公開契約」

博物館に
寄託・公開

個人所有

「登録美術品」
（文化庁にて登録）

相続税を物納する際に、登録美術品を
物納に充当できる優先順位が高くなる

対象範囲の拡大
（現代アートなど）

https://www.mext.go.jp/content/20200106-mxt_kanseisk01-000003798_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200106-mxt_kanseisk01-000003798_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200106-mxt_kanseisk01-000003798_1.pdf
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文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
政
策
評
価
法
に
基
づ
く
政
策

評
価
や
独
法
通
則
法
に
基
づ
く
独
立
行
政
法
人
評
価
に
加
え

て
、
効
果
的
な
政
策
の
企
画
・
立
案
及
び
推
進
に
は
、
エ
ビ
デ

ン
ス
ベ
ー
ス
の
議
論
、
現
場
主
義
や
多
様
な
主
体
と
の
対
話
が

必
要
と
捉
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
政
策
立

案
に
取
り
入
れ
る
べ
く
、
様
々
な
手
法
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。証

拠
に
基
づ
く
政
策
立
案（Evidence-based 

P
olicy m

aking

（
E
B
P
M
））の
推
進

我
が
国
の
経
済
社
会
構
造
が
急
速
に
変
化
す
る
中
、
限

ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
国
民
に
よ
り
信
頼
さ
れ
る

行
政
を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
エ
ビ
デ
ン
ス
の
活
用
等
を
通

じ
て
政
策
課
題
を
迅
速
か
つ
的
確
に
把
握
し
て
、
有
効
な

対
応
策
を
選
択
し
、
そ
の
効
果
を
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
、
政
府
全
体
で
、
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案

（
E
B
P
M
）が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
省
内
の
関
係
部
署
の
連
携
体
制
を

構
築
し
、
E
B
P
M
の
試
行
的
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
後
も
、
省
内
に
お
け
る
実
践
実
例
の
創
出
を
進
め
る

と
と
も
に
、
職
員
の
能
力
向
上
の
た
め
の
研
修
等
を
実
施
し
、

E
B
P
M
的
手
法
を
活
用
す
る
こ
と
で
政
策
の
質
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

提
案
型
政
策
形
成
の
実
施

「
提
案
型
政
策
形
成
」は
、
文
部
科
学
行
政
に
関
す
る
こ
れ

ま
で
に
な
い
柔
軟
で
創
造
的
な
発
想
で
の
政
策
形
成
や
職
員

一
人
一
人
の
不
断
の
内
省
と
自
己
研け

ん

鑽さ
ん

の
奨
励
、
内
外
の
多

様
な
人
々
と
の
対
話
・
協
働
の
促
進
、
多
様
な
現
場
の
状
況

や
学
術
的
な
知
見
を
含
む
エ
ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
の
議
論
や
政
策

立
案
等
の
実
現
を
目
的
と
し
た
取
組
で
あ
り
、
令
和
元
年
度

か
ら
本
格
実
施
し
ま
し
た
。

省
内
公
募
開
始
か
ら
書
面
審
査
に
か
け
て
、
提
案
者
は
政

策
ア
イ
デ
ィ
ア
の
創
出
に
向
け
た
課
題
の
整
理
や
現
状
分
析
、

様
々
な
代
替
策
と
の
有
効
性
や
実
効
性
な
ど
の
比
較
検
討
を

重
ね
ま
す
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
省
内
の
担
当
職
員
に
よ

る
相
談
会
や
省
外
の
有
識
者
を
招
い
た
勉
強
会
、
幹
部
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
模
擬
書
面
審
査
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、

提
案
者
は
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
提
案
内
容
の
改
良
が
進
め
ら

れ
ま
す
。
書
面
審
査
で
は
、
省
内
幹
部
が
各
提
案
に
つ
い
て
、

政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
の
新
規
性
に
加
え
て
、
政
策
の
有
効
性
や

実
現
可
能
性
等
の
観
点
か
ら
審
査
を
行
い
、
5
件
が
選
抜
さ

れ
ま
す
。

書
面
審
査
の
通
過
後
、
最
終
審
査
に
向
け
て
、
提
案
者
は

政
策
実
施
に
向
け
た
提
案
内
容
の
深
堀
り
と
政
策
工
程
の
具

体
化
を
行
い
ま
す
。
特
に
、
現
場
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う

な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
省
内
の
み
の
問
題
意
識
に
と
ら
わ
れ

ず
、
積
極
的
に
省
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
対
話
を
重
ね

て
、
幅
広
い
視
点
か
ら
提
案
内
容
の
有
効
性
、
必
要
性
及
び

効
率
性
の
整
理
を
行
い
ま
す
。
最
終
審
査
で
は
、
各
提
案
者

が
省
内
幹
部
や
担
当
課
職
員
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
、
審
査
を
受
け
る
と
と
も
に
、
今
後
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
直
近
1
年
以
内
の
実
施
に
向
け
て
対

応
を
検
討
す
る「
優
先
実
施
施
策
」や
、
中
長
期
的
に
実
施

を
検
討
す
る「
推
進
施
策
」が
選
定
さ
れ
ま
す
。

令
和
元
年
度
に
お
け
る
提
案
型
政
策
形
成
で
は
、
計
32
件

の
応
募
が
あ
り
、
最
終
結
果
と
し
て
1
件
の
優
先
実
施
施
策

及
び
4
件
の
推
進
施
策
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
提

案
の
実
現
に
向
け
て
、
現
在
、
関
係
課
に
お
い
て
検
討
し
て

い
ま
す
。

本
取
組
に
よ
り
、
新
規
性
の
あ
る
政
策
の「
提
案
」を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
そ
の
提
案
に
つ
い
て

省
内
外
の
様
々
な
関
係
者
と
の
対
話
等
を
通
じ
て
提
案
内
容

の
深
堀
り
等
を
行
う
こ
と
で
、
実
現
ま
で
を
見
据
え
た
政
策

の「
形
成
」ま
で
を
職
員
が
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
政
策
立

効
果
的
な
政
策
の
企
画
・
立
案
及
び
推
進

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
政
策
課
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案
機
能
の
強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

官
民
協
働
に
よ
る
新
た
な
科
学
技
術
政
策
に

向
け
て

「
官
」と「
民
」が
協
働
し
な
が
ら
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
、
限
ら
れ
た
資
源
の
中

で
政
策
の
効
果
を
最
大
化
し
て
い
く
観
点
や
、
研
究
を
社
会
・

産
業
に
ブ
リ
ッ
ジ
し
て
い
く
観
点
か
ら
重
要
で
す
。
ま
た
、
官

民
協
働
を
進
め
て
い
く
上
で
、
民
間
資
金
の
み
な
ら
ず
、
民

間
の
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
、
情
報
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
あ
ら
ゆ

る
民
間
の
資
源
・
活
力
と
連
携
し
て
い
く
視
点
も
重
要
で
す
。

こ
う
し
た
官
民
協
働
の
取
組
を
具
体
化
し
て
い
く
た
め
、

文
部
科
学
省
の
有
志
の
若
手
職
員
が
、
産
学
官
の
幅
広
い
有

識
者
と
対
話
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
や
所
掌
を
超
え
た

自
由
な
発
想
で
政
策
を
議
論
・
提
案
し
、
令
和
元
年
9
月
に

報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
具
体
的
な
取
組
と
し

て
、
例
え
ば
、
①
民
間
事
業
者
が
行
う
優
れ
た
研
究
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
文
部
科
学
省
が
認
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
研
究

者
の
研
究
環
境
を
向
上
さ
せ
、
日
本
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
等
を
支
援
す
る
こ
と
や
、
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
事
業
化
支
援
等
が
充
実
し
て
い
る
民
間
の

研
究
・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

社
会
に
価
値
を
提
供
し
民
間
資
金
を
獲
得
し
な
が
ら
研
究
を

進
め
る
研
究
者（
テ
ク
ノ
プ
レ
ナ
ー
）モ
デ
ル
を
育
成
す
る
こ
と

な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

【
参
考
】「
官
民
協
働
に
よ
る
新
た
な
科
学
技
術
政
策
に
つ
い

て
」報
道
発
表（
令
和
元
年
9
月
3
日
）

https://w
w

w
.m

ext.go.jp/b_m
enu/houd

ou/31/09/1420855.htm

も
っ
と「
ワ
ク
ワ
ク
」す
る
科
学
技
術
を
目
指
し
て

文
部
科
学
省
が
取
り
組
む
べ
き

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策

に
つ
い
て
、
省
内
有
志
職
員
に
よ

る
局
横
断
的
な
検
討
を
行
う
た

め
、「
科
学
技
術
ワ
ク
ワ
ク
挑
戦

チ
ー
ム
」を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、「
将
来
研
究
者
を

目
指
す
人
材
の
拡
大
と
科
学
技
術

の
魅
力
向
上
へ
の
挑
戦
」、「
地
方

の
力
の
最
大
活
用
に
よ
る
科
学
技

術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
へ
の
挑
戦

／
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
地
方
創
生
へ
の
挑
戦
」、「
エ

マ
ー
ジ
ン
グ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
対
す
る
戦
略
的
対
応
へ
の
挑
戦
」

の
三
つ
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
科
学
技
術

を
通
し
て
国
民
や
社
会
が
ワ
ク
ワ
ク
で
き
る
よ
う
な
政
策
の
立

案
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
本
年
夏
ま
で
の
報
告
を
目

標
に
、
省
内
外
の
様
々
な
関
係
者
と
議
論
を
重
ね
て
い
き
ま

す
。政

策
立
案
教
養
研
修（
ド
ラ
メ
ク
）の
実
施

文
部
科
学
省
の
職
員
に
は
、
既
存
の
思
考
に
依
拠
し
す
ぎ

る
こ
と
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
に
な
い
視
点
や
発
想
を
獲

得
し
、
様
々
な
立
場
の
者
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
共
感
を
得

な
が
ら
政
策
の
企
画
立
案
及
び
実
施
に
取
り
組
む
姿
勢
及
び

能
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
の
認
識
の
下
、「
政
策
立
案
機

能
の
強
化
」や「
人
材
育
成
・
交
流
の
充
実
」を
目
的
と
し
て
、

政
策
立
案
教
養
研
修（D

riving�M
EX

T
�Project

）（
通
称

ド
ラ
メ
ク
）を
開
催
し
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
姿
勢
・
能
力
を

醸
成
す
る
機
会
を
提
供
す
る

た
め
、
民
間
企
業
や
N
P
O

法
人
、
地
方
公
共
団
体
な
ど

か
ら
外
部
有
識
者
を
招
き
、

講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
未
来
社
会
に
お
け
る

学
校
の
役
割
や
産
学
官
連
携

に
よ
る
研
究
推
進
な
ど
様
々

な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
議
論
を

協働

官民協働のイメージ

民間の力
資金

（寄付金、VC、CVC、
投融資、受託費等）

サービス
（研究支援、産学官連携、

スタートアップ支援）

地域のリソース
（地域産業、地域金融、

地域資源）

施設・情報・ネットワーク
（オープンイノベーション、

人材ネットワーク等）

【期待される効果】
・限られた資源での政策効果の最大化
・新産業創出・産業活性化
・研究と社会のブリッジ
・地域課題解決・地域活性化
・スピード感・自由度の確保　等

https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/31/09/1420855.htm
https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/31/09/1420855.htm
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重
ね
て
お
り
、
平
成
30
年
の
取
組
開
始
か
ら
50
回
以
上
開
催

し
、
の
べ
約
1
3
0
0
人
の
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
後
も
こ
れ
ら
を
通
じ
、
効
果
的
な
政
策
の
企
画
、
立

案
、
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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は
じ
め
に

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
す
る
中
、
今
後
も
諸
外
国
と
の
協

力
や
交
流
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

様
々
な
国
際
イ
ベ
ン
ト
の
機
会
を
通
じ
て
積
極
的
に
日
本

の
立
場
を
発
信
し
、
ま
た
国
際
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
に

貢
献
す
る
こ
と
は
、
日
本
の
国
際
社
会
に
お
け
る
地
位
向
上

に
不
可
欠
で
す
。
さ
ら
に
、
令
和
2
年
度
よ
り
順
次
実
施
さ

れ
る
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り

手
」の
育
成
と
い
う
E
S
D
の
考
え
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

Society�5.0

時
代
に
国
際
的
に
活
躍
し
う
る
人
材
の
育
成
の

た
め
、
関
係
機
関
と
も
協
力
し
諸
政
策
を
進
め
ま
す
。

本
章
で
は
、
文
部
科
学
省
が
実
施
す
る
国
際
協
力
・
交
流

に
関
す
る
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

持
続
可
能
な
開
発
目
標（
S
D
G
s
）の

実
現
に
向
け
た
取
組
の
推
進

平
成
27
年
に
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た「
持
続
可
能
な

開
発
目
標（
S
D
Gs
）」の
実
現
に
向
け
、
諸
外
国
政
府
や
国

際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関（
ユ
ネ
ス
コ
）等
の
国
際
機
関
と

連
携
し
様
々
な
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育（
E
S
D
：

Education�for�Sustainable�D
evelopm

ent

）は
、「
現
代

社
会
に
お
け
る
地
球
規
模
の
課
題
を
自
ら
に
関
わ
る
問
題
と

し
て
主
体
的
に
と
ら
え
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
自
分
で
考
え
、

行
動
を
起
こ
す
力
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
新
た
な
価
値

観
や
行
動
等
の
変
容
を
も
た
ら
す
た
め
の
教
育
」と
定
義
さ

れ
て
お
り
、
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
の
育
成
を
通
じ
て
、

S
D
Gs
の
実
現
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
す
。
我
が
国
に

お
け
る
学
校
教
育
の
分
野
で
は
、
令
和
2
年
度
か
ら
順
次
実

施
さ
れ
る
小
学
校
、
中
学
校
、
及
び
高
等
学
校
の
新
学
習
指

導
要
領
に
お
い
て
こ
れ
か
ら
の
学
校
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
し

て
、
前
文
及
び
総
則
に「
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
」の
育

成
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
令
和
元
年
12
月
に
改

定
さ
れ
た
S
D
G
s
実
施
指
針
に
お
い
て
も
、
S
D
G
s
の
実

現
に
向
け
た
次
世
代
、
教
育
機
関
、
研
究
機
関
の
役
割
が
よ

り
明
確
に
さ
れ
る
と
と
も
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
機
会
の
活
用
や
S
D
G
s
と
文
化
・
芸

術
と
の
連
携
等
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
推
進

近
年
、
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
や
国
内
の
日
本

語
学
習
者
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
新
た
な
在
留
資

格「
特
定
技
能
」が
創
設
さ
れ
た
こ
と
等
を
背
景
と
し
て
、
政

府
は
平
成
30
年
12
月
以
来
、「
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の

た
め
の
総
合
的
対
応
策
」を
策
定
・
更
新
し
、
日
本
人
と
外
国

人
の
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
必
要
な
取
組
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
文
部
科
学
省
と
し
て
も
、
浮
島
前
文
部
科
学
副
大

臣
を
座
長
と
し
て｢

外
国
人
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
教
育

推
進
検
討
チ
ー
ム｣

を
設
置
し
、
令
和
元
年
6
月
に
、
今
後

重
点
的
に
進
め
る
ア
ク
シ
ョ
ン
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

ま
ず
、「
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人
」に
対
す
る
日
本
語
教

育
の
充
実
の
た
め
、
地
域
に
お
け
る
日
本
語
教
育
環
境
を
強

化
す
る
た
め
の
総
合
的
な
体
制
整
備
や
I
C
T
教
材
の
対
応

言
語
の
拡
大
等
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
外
国
人
児
童
生
徒
の
就
学
機
会
を
適
切
に
確
保
す

る
た
め
、「
外
国
人
の
子
供
の
就
学
状
況
調
査
」の
結
果
に
基

づ
く
就
学
状
況
把
握
・
就
学
促
進
の
好
事
例
の
普
及
、
日
本

語
指
導
等
き
め
細
か
な
指
導
を
行
う
自
治
体
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
留
学
生
の
就
職
支
援
の
強
化
及
び
、
留
学
生
の

在
籍
管
理
が
不
適
正
な
大
学
等
に
対
す
る
在
留
資
格
審
査
の

厳
格
化
等
を
行
い
ま
す
。

以
上
三
つ
の
取
組
を
柱
に
、
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生

の
た
め
の
環
境
整
備
を
、
引
き
続
き
強
力
に
推
進
し
て
ま
い

国
際
協
力
・
交
流
の
推
進

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
国
際
課
・
国
際
統
括
官
付

2020年１月に開催された日中韓教育大臣会合（於：中国）
にて、日本の取組等について発言する萩生田大臣
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り
ま
す
。

国
際
教
育
協
力
の
推
進

1
日
本
型
教
育
の
海
外
展
開

戦
後
の
復
興
か
ら
経
済
成
長
を
遂
げ
、
大
震
災
な
ど
の
困

難
も
乗
り
越
え
、
成
熟
し
た
先
進
国
の
地
位
を
維
持
し
て
い

る
日
本
を
支
え
る
人
づ
く
り
、
日
本
の
教
育
に
対
し
、
新
興

国
を
は
じ
め
諸
外
国
か
ら
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
知
・

徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
力
を
育
む
こ
と
を
目
指
す
初
等

中
等
教
育
や
、
実
験
実
習
を
中
心
と
し
た
5
年
一
貫
の
実
践

的
な
技
術
者
教
育
を
行
う
高
等
専
門
学
校
制
度
な
ど
、
我
が

国
の
教
育
制
度
を
取
り
入
れ
た
い
と
の
ニ
ー
ズ
が
各
国
か
ら
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
は
、
日
本

型
教
育
の
海
外
展
開
に
関
し
、
外
務
省
や
経
済
産
業

省
、
国
際
協
力
機
構（
J
I
C
A
）、
日
本
貿
易
振
興
機
構

（
J
E
T
R
O
）、
民
間
教
育
産
業
等
と
協
力
す
る
場（
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
）の
構
築
や
企
業
や
大
学
等
が
行
う
海
外
展
開

事
業
を
支
援
す
る「
日
本
型
教
育
の
海
外
展
開�

官
民
協
働
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」事
業（ED

U
-Port

ニ
ッ
ポ
ン
）を
平
成
28

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
に
は
、
中
南
米
と
ベ
ト
ナ
ム
を
対
象
に
地
域

別
分
科
会
を
実
施
し
、
地
域
別
の
ニ
ー
ズ
の
明
確
化
、
機

関
・
企
業
間
の
連
携
の
機
会
の
提
供
等
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
幼
児
教
育
や
教
師
教
育
等
の
特
定
の
ト
ピ
ッ
ク
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、
海
外
展
開
を
し
て
い
る
事
業
者
や

J
I
C
A
、
文
部
科
学
省
に
よ
る
事
例
紹
介
等
を
行
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
で
開
催
さ
れ
た
教
育
見

本
市「
G
E
S
S
ド
バ
イ
」に
文
部
科
学
省
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、

日
本
型
教
育
の
P
R
を
行
い
ま
し
た
。

本
事
業
を
通
じ
て
官
民
が
連
携
し
て
諸
外
国
と
の
教
育
協

力
の
案
件
形
成
を
行
い
、
海
外
展
開
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
形
成

や
、
国
内
の
教
育
環
境
・
基
盤
の
整
備
、
諸
外
国
と
の
教
育

に
係
る
人
材
交
流
の
強
化
を
す
る
こ
と
で
、
日
本
型
教
育
の

海
外
展
開
と
我
が
国
の
教
育
の
国
際
化
の
推
進
を
目
指
し
ま

す
。

2
高
等
教
育
分
野
に
お
け
る
国
際
教
育
協
力

実
験
・
研
究
を
重
視
し
た
少
人
数
制
を
取
る
日
本
式
工
学

教
育
は
、
開
発
途
上
国
で
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
文
部
科

学
省
は
、
J
I
C
A
が
日
本
の
大
学
等
の
協
力
を
得
て
実
施

す
る
開
発
途
上
国
に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
の
機
能
強
化
に

関
す
る
様
々
な
事
業
に
協
力
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
22
年
2
月
に
は
、「
エ
ジ
プ
ト
日
本
科
学
技
術
大
学
」

（
E-

J
U
S
T
）が
開
学
、
平
成
23
年
9
月
に
は「
マ
レ
ー
シ

ア
日
本
国
際
工
科
院
」（
M
J
I
I
T
）が
開
校
、
平
成
28
年

9
月
に
は
ベ
ト
ナ
ム
に「
日
越
大
学
」が
開
学
し
ま
し
た
。
日

本
の
協
力
を
得
て
自
国
に
大
学
を
設
置
し
た
い
と
の
要
望
は

様
々
な
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
今
後
も
ト
ル
コ
等
で
の
大

学
設
立
構
想
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
A
S
E
A
N
地
域
の
大
学
と
日
本
の
大
学
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る「
A
S
E
A
N
工
学
系
高
等
教
育
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」（
A
U
N
／
S
E
E
D-

Ne
t
）に
も
日
本
の
多
く

の
大
学
が
参
画
し
て
い
ま
す
。

3
初
等
中
等
教
育
分
野
に
お
け
る
国
際
教
育
協
力

教
員
の
国
際
協
力
へ
の
参
加
促
進
の
た
め
、
平
成
13
年
度

に
J
I
C
A
海
外
協
力
隊「
現
職
教
員
特
別
参
加
制
度
」が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

本
制
度
で
は
、
対
象
教
員
が
現
職
の
身
分
を
保
持
し
た
ま

ま
活
動
に
参
加
で
き
、
学
年
暦
に
合
わ
せ
た
派
遣
期
間
の
設

定
、
一
次
選
考（
技
術
選
考
）の
免
除
な
ど
教
員
の
参
加
を

促
す
様
々
な
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま

で
の
18
年
間
で
1
4
0
0
名
を
超
え
る
教
員
が
開
発
途
上
国

に
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
や
学
校
に
お
い
て
も
、
本
制
度
の
趣
旨
と
成

果
を
理
解
の
上
、
国
際
的
な
視
点
や
経
験
を
持
っ
た
人
材
の

育
成
に
、
本
制
度
を
積
極
的
に
御
活
用
く
だ
さ
い
。

2018年度EDU-Port公認プロジェクト：「福井型教育の日本から世
界への展開」アフリカ・中東・日本の教師教育コラボレ―ション事業
（写真提供：国立大学法人福井大学）
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4
新
時
代
の
教
育
の
た
め
の
国
際
協
働

平
成
28
年
の
G
7
教
育
大
臣
会
合
の
成
果
文
書「
倉
敷
宣

言
」に
お
い
て
、
教
育
に
関
す
る
理
念
・
課
題
の
共
有
や
国
際

協
働
の
重
要
性
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成
29
年

度
か
ら「Society�5.0
時
代
の
教
育
の
た
め
の
国
際
協
働
プ
ロ

グ
ラ
ム
」（
教
員
交
流
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
2
年
度

は
、「Society�5.0

時
代
に
向
け
た
教
育
」と「
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ（
包
括
的
）で
公
平
な
教
育
」を
テ
ー
マ
に
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
本
事
業
を
通
じ
て
各
国
の
豊
か
な
経
験
を
相
互
に
学

び
合
い
、
教
育
分
野
に
お
け
る
諸
外
国
と
の
関
係
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
様
々
な
教
育
課
題
に
関
す
る
教
育
実
践
の
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
際
機
関
を
通
じ
た
協
力

文
部
科
学
省
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ（
国
際
連
合
教
育
科
学
文

化
機
関
）を
は
じ
め
と
し
て
、
O
E
C
D（
経
済
協
力
開
発
機

構
）や
A
P
E
C（
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
経
済
協
力
）、
国
連
大
学

と
い
っ
た
国
際
機
関
と
協
力
し
、
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
。

1
ユ
ネ
ス
コ

ユ
ネ
ス
コ
は
、
教
育
・
科
学
・
文
化
等
の
分
野
に
お
け
る
国

際
的
な
取
組
を
通
じ
て
、
世
界
の
平
和
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
国
連
の
専
門
機
関
で
す
。
S
D
Gs
の
17
の
目
標

の
う
ち
、
教
育
・
科
学
技
術
・
文
化
等
に
関
す
る
計
九
つ
の
目

標
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
表
明
し
、
主
に

教
育
に
関
す
る
国
際
的
議
論
を
主
導
し
ま
す
。
令
和
元
年
11

月
に
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
第
40
回
ユ
ネ
ス
コ
総
会

に
は
、
上
野
文
部
科
学
副
大
臣
が
日
本
政
府
首
席
代
表
と
し

て
出
席
し
て
一
般
政
策
演
説
を
行
い
、
我
が
国
と
し
て
ユ
ネ

ス
コ
の
各
種
事
業
に
引
き
続
き
積
極
的
に
貢
献
す
る
旨
を
表

明
し
ま
し
た
。

我
が
国
に
お
い
て
は
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
を
通

じ
、
教
育
、
科
学
、
文
化
等
の
分
野
の
関
係
者
と
連
携
し
な

が
ら
、
E
S
D
や
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
を
は
じ
め
と
し
た
科
学
事
業
な
ど
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
技
術
革
新
が
急
速
に
進
展
す
る
国
際

社
会
に
お
い
て
S
D
G
s
の
実
現
に
向
け
た
取
組
が
進
む
中
、

我
が
国
が
ユ
ネ
ス
コ
活
動
に
お
い
て
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
令
和
元
年

10
月
に
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
の
発
意
に
よ
り
、
9
年

ぶ
り
の
建
議
と
し
て「
ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
活
性
化
に
つ
い
て（
建

議
）」が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
文
部
科
学
大
臣
及
び
外
務
大
臣

に
対
し
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
1
）持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
の
概
要

前
述
し
た
よ
う
に
、
E
S
D
は
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り

手
の
育
成
を
通
じ
て
、
S
D
Gs
の
実
現
に
大
き
く
貢
献
す
る

も
の
で
あ
り
、
新
学
習
指
導
要
領
に
も「
持
続
可
能
な
社
会

の
創
り
手
」の
育
成
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
E
S
D

は
教
育
に
関
す
る
ゴ
ー
ル（
S
D
G
4
）の
中
で
、
持
続
可
能

な
開
発
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
の
習

得
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
記
載
さ
れ
て
お
り
、
す
べ
て
の

S
D
Gs
の
実
現
へ
の
鍵
で
あ
る
こ
と
が
、
令
和
元
年
12
月
の

国
連
決
議
で
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
2
）E
S
D
推
進
の
た
め
の
具
体
的
な
取
組

文
部
科
学
省
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル（
ユ
ネ
ス
コ
憲
章

に
示
さ
れ
た
ユ
ネ
ス
コ
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
、
ユ
ネ
ス
コ

が
認
定
す
る
平
和
や
国
際
的
な
連
携
を
実
践
す
る
学
校
）を

E
S
D
の
推
進
拠
点
と
位
置
付
け
、
国
内
外
の
学
校
間
交

流
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
好
事
例
の
共
有
、
教
師
の
知
見
の

向
上
等
を
通
じ
て
、
E
S
D
の
普
及
・
深
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
令
和
元
年
11
月
に
は
第
11
回
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

全
国
大
会（
E
S
D
研
究
大
会
）を
開
催
し
、
全
国
か
ら
約

8
0
0
名
の
教
育
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
、
E
S
D
推
進
に
向
け
た
ユ
ー
ス
世
代
に
よ
る
活
動
の
促
進

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
か
ら
は
、「
S
D
G
s
の
担
い
手
育
成

（
E
S
D
）推
進
事
業
」を
実
施
し
、
国
内
の
教
育
現
場
に
お

け
る
S
D
G
s
の
実
現
の
担
い
手
を
育
む
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

第40回ユネスコ総会の様子
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ム
開
発
、
教
員
の
能
力
向
上
、
評
価
手
法
の
開
発
等
に
取
り

組
む
大
学
、
教
育
委
員
会
、
及
び
N
G
O
等
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
環
境
省
と
文
部
科
学
省
の
協
力
に
よ
り
、
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
と
人
づ
く
り
の
官
民
協
働
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
で
あ
る「
E
S
D
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
形
成
し
、
そ

の
拠
点
と
し
て
全
国
の「
E
S
D
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」及
び

「
地
域
E
S
D
拠
点
」が
多
様
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
を
通
じ
た
世
界
的
な
E
S
D
の
推
進
の
取
組
と
し

て
、
優
れ
た
E
S
D
の
取
組
を
世
界
に
広
め
る
た
め
に
、
日

本
政
府
の
財
政
支
援
に
よ
り
創
設
さ
れ
た「
ユ
ネ
ス
コ
／
日
本

E
S
D
賞
」に
つ
い
て
は
、
2
0
1
9
年
に
は
新
た
に
3
団
体

が
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
元
年
の
国
連
ハ
イ
レ
ベ
ル

ウ
ィ
ー
ク
の
際
に
は
、
日
本
政
府
と
ユ
ネ
ス
コ
の
共
催
に
よ
り

「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育（
E
S
D
）：
気
候
変
動

ア
ク
シ
ョ
ン
に
向
け
た
学
び
」と
題
し
た
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
、
日
本
人
生
徒
・
学
生
2
名
を
含
む
5
名
の
パ
ネ
リ

ス
ト
が
、
気
候
変
動
と
い
う
課
題
の
た
め
に
教
育
が
で
き
る
こ

と
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

（
3
）E
S
D
の
今
後
の
展
望

「
E
S
D
に
関
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ

ム（
G
A
P
）」の
後
継
枠
組
み
と
し
て
、
令
和
12
年
ま
で
の

E
S
D
の
新
た
な
国
際
的
な
実
施
枠
組
み
で
あ
る「
持
続
可

能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
：
S
D
Gs
達
成
に
向
け
て（ESD

�
for�2030

）」が
令
和
元
年
11
月
の
第
40
回
ユ
ネ
ス
コ
総
会
及

び
同
年
12
月
の
第
74
回
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
、
令
和
2

年
よ
り
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
新
た
な
実
施
枠
組
み
で
は
、

E
S
D
は
全
て
の
S
D
Gs
の
実
現
に
貢
献
し
、
持
続
可
能
な

社
会
の
構
築
に
資
す
る
と
捉
え
、
E
S
D
を
更
に
推
進
し
て

い
く
方
針
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
4
）ユ
ネ
ス
コ
の
科
学
事
業
を
通
じ
た
S
D
G
s
実
現
へ
の
貢

献
ユ
ネ
ス
コ
科
学
事
業
に
お
い
て
も
、
S
D
G
s
へ
の
貢
献
は

共
通
の
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
ユ
ネ
ス
コ
の
科
学
分
野
の
登
録
認
定
事
業
と
し
て
、

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
及
び
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
が
あ
り

ま
す
。
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
は
、
自
然
と
人
間
社
会
の
共

生
に
重
点
を
置
き
、
生
態
系
の
保
全
と
持
続
可
能
な
利
活
用

の
調
和
を
目
的
と
し
た
事
業
で
あ
り
、
我
が
国
で
は
10
か
所

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、

国
際
的
な
地
質
学
的
重
要
性
を
有
す
る
地
層
、
岩
石
、
地

形
、
火
山
、
断
層
等
の
地
質
遺
産
を
保
護
し
、
科
学
・
教
育
・

地
域
振
興
等
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
と
人
間
と
の

共
生
及
び
持
続
可
能
な
開
発
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
事
業
で
、
我
が
国
で
は
9
か
所
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
両

事
業
は
、
人
々
の
生
活
と
自
然
の
調
和
を
通
じ
た
、
地
域
レ

ベ
ル
で
の
S
D
Gs
達
成
を
体
現
す
る
取
組
と
し
て
も
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
の
ほ
か
、
ユ
ネ
ス
コ
の
国
際
科
学
協
力

事
業
で
あ
る
海
洋
科
学
及
び
水
科
学
の
分
野
に
お
い
て
も
、

S
D
G
s
の
目
標
と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
推
進
は

非
常
に
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
で
は
、

専
門
家
の
派
遣
や
信
託
基
金
の
拠
出
等
を
通
じ
て
、
政
府
間

海
洋
学
委
員
会
、
政
府
間
水
文
学
計
画
等
の
取
組
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

2
O
E
C
D

O
E
C
D
で
は
、
P
I
S
A（
生
徒
の
学
習
到
達
度
調

査
）、
P
I
A
A
C（
国
際
成
人
力
調
査
）、
T
A
L
I
S（
国

際
教
員
指
導
環
境
調
査
）
等
の
各
種
国
際
比
較
分
析
及
び

調
査
・
研
究
な
ど
の
教
育
事
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
我
が
国

も
事
業
に
参
加
・
協
力
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
に
は
、

P
I
S
A
2
0
1
8
及
び
T
A
L
I
S
2
0
1
8
の
調
査
が
実

施
さ
れ
、
令
和
元
年
度
に
は
そ
の
結
果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
O
E
C
D
で
は
、
2
0
3
0
年
の
時
代
に
必

要
と
な
る
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
主
要
な
資
質
・
能

国連ハイレベルウィークサイドイベントの様子
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力
）
を
策
定
し
新
た
な
教
育
モ
デ
ル
の
開
発
を
目
指
す

「Education2030

」事
業
を
推
進
し
て
お
り
、
文
部
科
学
省

で
は
、
本
事
業
の
運
営
主
体
で
あ
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
ワ
ー

キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ（
I
W
G
）へ
の
出
席
や
共
同
研
究
等
を

通
じ
て
積
極
的
に
参
画
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
5
月
に
は

同
事
業
の
成
果
と
し
て
、
児
童
生
徒
が
自
分
た
ち
の
未
来
を

つ
く
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
や
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
と
し
て「
O
E
C
D
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
パ
ス（
学
び
の
羅
針

盤
）2
0
3
0
」が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
で
は
、
国
内
の
教
育
関
係
者
と
他
の

O
E
C
D
加
盟
国
の
行
政
官
・
教
育
専
門
家
・
学
校
関
係
者

等
と
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
教
育
分
野

に
お
け
る
国
際
協
力
を
推
進
し
、
我
が
国
及
び
諸
外
国
に
お

け
る
教
育
改
革
や
教
育
政
策
立
案
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
O
E
C
D
と
共
催
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
令

和
元
年
度
は
、
G�
20
サ
ミ
ッ
ト
に
際
し
た
教
育
関
連
イ
ベ
ン
ト

と
し
て「
21
世
紀
の
教
育
政
策
〜Society�5.0

時
代
に
お
け
る

人
材
育
成
〜
」を
O
E
C
D
等
と
共
催
し
、
そ
の
第
一
部
で
、

「Education�for�Innovation

」を
テ
ー
マ
に
O
E
C
D
に
よ

る
基
調
講
演
、
高
校
の
生
徒
や
卒
業
生
、
教
員
に
よ
る
事
例

発
表
、
教
育
関
係
者
等
に
よ
る
対
談
を
行
い
ま
し
た
。

3
A
P
E
C

A
P
E
C
へ
の
参
加
・
協
力
を
通
じ
た
、
教
育
及
び
科
学
分

野
で
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
タ
イ
と
の

共
同
事
業
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
け
る
算
数
・
数
学
教
育

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
す
る
研
究
を
行
い
、
A
P
E
C
域
内
へ

の
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
28
年
の
第
6
回
A
P
E
C
教
育
大
臣
会
合
で

は「
A
P
E
C
教
育
戦
略
」が
採
択
さ
れ
、
そ
の
翌
年
の
平
成

29
年
に「
A
P
E
C
教
育
戦
略
行
動
計
画
」が
策
定
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
こ
と
を
受
け
、
平
成
30
年
か
ら
本
行
動
計
画

の
進
捗
状
況
報
告
書
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

4
国
連
大
学

国
連
大
学
は
、
我
が
国
に
本
部
を
置
く
唯
一
の
国
連
機
関

で
あ
り
、
文
部
科
学
省
は
、
国
連
大
学
本
部
施
設
の
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。
国
内
に
は
本
部
と
と
も
に
、「
サ
ス
テ
イ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
高
等
研
究
所
」が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
連
大

学
で
は
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
S
D
G
s
）を
は
じ
め
国

連
に
お
け
る
重
要
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
研
究
活
動
を
行

う
ほ
か
、
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
設
し
国
内
外
か
ら
学
生

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
国
連
大
学
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

授
与
す
る
学
位
は
、
我
が
国
国
内
法
上
も
学
位
と
し
て
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
2
年
度
か
ら
は
、
国
内
大
学

が
S
D
G
s
を
推
進
す
る
た
め
、
国
連
大
学
が
ハ
ブ
と
な
り
、

S
D
Gs
の
理
解
促
進
及
び
戦
略
策
定
に
関
し
て
連
携
・
対
話

す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
構
築
す
る「
S
D
Gs
推
進
大
学
フ
ォ
ー
ラ

ム（
仮
称
）」事
業
を
実
施
予
定
で
す
。
文
部
科
学
省
は
、
毎

年
事
業
費
を
拠
出
し
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
支
援
・
協
力
を
行
っ

て
い
ま
す
。

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
普
及
・
拡
大

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア（
I
B
）は
、
課
題
論
文
、
批
判
的
思
考

の
探
究
等
の
特
色
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
双
方
向
・
協
働
型

授
業
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
素
養
・
能
力
を
育

成
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
我
が
国
に
お
け
る
国
際
バ
カ

ロ
レ
ア
認
定
校
等
は
、
令
和
元
年
11
月
現
在
で
1
5
0
校
と

な
っ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
は
、
平
成
30
年
度
に「
文
部
科
学
省
I
B
教

育
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」を
設
立
し
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
に

関
す
る
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催
、
国
内
の
関
係
者
を
糾
合
し
た
協
議
会
の
開
催
、
国
内

大
学
入
試
に
お
け
る
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
資
格
及
び
ス
コ
ア
の
活

用
促
進
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
令
和
2
年
度
か
ら

は
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
導
入
を
希
望
す
る
学
校
・
教
育
委
員

会
等
に
向
け
た
き
め
細
や
か
な
支
援
を
更
に
強
化
し
て
ま
い

り
ま
す
。
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文
部
科
学
省
で
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
安
全

な
学
校
施
設
づ
く
り
を
目
指
し
、
耐
震
化
や
防
災
機
能
強
化

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
災
害
復
旧
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
豊
か
な
教
育
環
境
を
実
現
す
る
た
め
に
、
長
寿
命

化
対
策
、
環
境
を
考
慮
し
た
学
校
施
設（
エ
コ
ス
ク
ー
ル
）の

整
備
を
推
進
し
、
地
方
公
共
団
体
が
学
校
施
設
を
整
備
す
る

際
の
参
考
と
な
る
指
針
や
手
引
、
事
例
集
な
ど
の
作
成
を
通

じ
て
、
安
全
で
質
の
高
い
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

国
立
大
学
等
施
設
に
つ
い
て
も
、
安
全
・
安
心
な
教
育
研

究
環
境
の
整
備
や
機
能
強
化
等
へ
の
対
応
の
た
め
、
耐
震
化

や
老
朽
施
設
の
改
善
整
備
を
中
心
と
し
た
戦
略
的
な
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
重
点
的
・
計
画
的
な
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。災

害
に
強
い
学
校
施
設
整
備

学
校
施
設
の
防
災
対
策

学
校
施
設
は
、
子
供
た
ち
の
学
習
・
生
活
の
場
で
あ
る
と
と

も
に
、
災
害
時
に
は
地
域
住
民
の
避
難
所
と
し
て
の
役
割
も

果
た
す
こ
と
か
ら
、
そ
の
安
全
性
の
確
保
と
防
災
機
能
の
強

化
は
極
め
て
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
文
部
科
学
省
で
は
、
公
立
学
校
施
設
の
構
造

体
の
耐
震
化
及
び
屋
内
運
動
場
等
の
吊つ

り
天
井
の
落
下
防
止

対
策
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
度
ま
で
の
完
了
を
目
標
に
、
制

度
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
重
点
的
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
31
年
4
月
1
日
現
在
で
公
立
小
中
学
校

の
構
造
体
の
耐
震
化
率
は
99
・
2
％
、
屋
内
運
動
場
等
の
吊

り
天
井
等
の
落
下
防
止
対
策
実
施
率
は
98
・
9
％
と
な
り
、

お
お
む
ね
完
了
し
た
状
況
で
す
。
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、

構
造
体
の
耐
震
化
及
び
屋
内
運
動
場
等
の
吊
り
天
井
の
落
下

防
止
対
策
が
未
完
了
の
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
引
き
続

き
、
必
要
な
財
政
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
一
刻
も
早
く
耐

震
化
が
完
了
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
4
月
に
発
生
し
た「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」で

は
、
2
度
に
及
ぶ
震
度
7
の
地
震
や
4
，0
0
0
回
を
超
え
る

余
震
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
立
学
校
施
設
に
お
い
て
は
、
先

述
の
よ
う
に
耐
震
化
や
吊
り
天
井
の
対
策
が
進
ん
で
い
た
た

め
、
倒
壊
・
崩
壊
等
に
至
る
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
一
方
で
、
外
壁
や
窓
な
ど
の
吊
り
天
井
以
外
の
非
構

造
部
材
に
お
い
て
、
落
下
な
ど
の
被
害
が
目
立
ち
、
避
難
所

と
し
て
の
使
用
が
で
き
な
い
学
校
も
発
生
し
、
課
題
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
学
校
施
設
整
備
の
効
果
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、

学
校
施
設
の
安
全
性
の
確
保
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
す

る
た
め
、
有
識
者
会
議
を
設
置
し
緊
急
提
言
を
取
り
ま
と
め

ま
し
た
。
こ
の
緊
急
提
言
に
お
い
て
、
安
全
対
策
の
観
点
か

ら
優
先
順
位
を
つ
け
て
計
画
的
に
老
朽
化
対
策
を
行
う
こ
と

に
加
え
て
、
学
校
施
設
の
防
災
機
能
に
関
し
て
、
学
校
施
設

ご
と
に
避
難
所
と
し
て
求
め
ら
れ
る
役
割
・
備
え
る
べ
き
機
能

等
を
明
確
化
す
る
こ
と
、
優
先
順
位
を
付
け
て
整
備
す
る
こ

と
等
の
課
題
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
で
は
、
学
校
施
設
に
お

け
る
防
災
機
能
の
向
上
の
観
点
か
ら
、
避
難
所
に
必
要
な
防

災
機
能
の
保
有
状
況
等
の
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成

31
年
度
の
調
査
で
は
、
避
難
所
と
し
て
の
防
災
機
能
の
整
備

が
進
ん
で
は
い
る
も
の
の
、
断
水
時
の
ト
イ
レ
使
用
が
可
能
な

学
校
が
6
割
弱
に
と
ど
ま
る
な
ど
、
引
き
続
き
対
策
が
必
要

な
状
況
で
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
防
災
担
当
部
局
等
と
教
育

委
員
会
の
連
携
協
力
体
制
の
構
築
を
図
る
と
と
も
に
、
避
難

所
と
な
る
学
校
施
設
の
防
災
機
能
の
強
化
を
一
層
推
進
す
る

よ
う
教
育
委
員
会
等
に
周
知
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
校

施
設
の
防
災
機
能
に
関
す
る
事
例
集
を
作
成
す
る
と
と
も
に

学
校
施
設
の
防
災
対
策
等
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

安
全
・
安
心
で
質
の
高
い
学
校
施
設
等
の
整
備
の
推
進

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
文
教
施
設
企
画
・
防
災
部

屋内運動場の吊り天井の落下防止対策の例（天井撤去）
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平
成
30
年
6
月
18
日
に
発
生
し
た
大
阪
府
北
部
を
震
源
と

す
る
地
震
で
は
、
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
壊
し
、
女
子
児

童
が
亡
く
な
る
と
い
う
大
変
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
、
文
部
科
学
省
で
は
、
緊
急
点
検
を

実
施
し
、
安
全
性
に
問
題
が
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
に
対
し
て
、

早
急
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
平
成
30
年
度
第
1
次
補

正
予
算
に
お
い
て
新
た
に「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
冷
房
設
備
対
応
臨

時
特
例
交
付
金
」（
以
下
、「
臨
時
特
例
交
付
金
」と
い
う
。）

を
創
設
す
る
な
ど
、
安
全
対
策
等
に
対
し
て
支
援
す
る
と
と

も
に
、
速
や
か
な
完
了
を
要
請
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
外
観
点
検
で
安
全
性
に
問
題
が
あ
る
と
さ
れ

た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
有
す
る
学
校
数
は
、
平
成
30
年
8
月
公

表
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
調
査
で
は
、
全
学
校
数
の
24
・
8
％

（
約
1
万
3
0
0
0
校
）で
し
た
が
、
安
全
対
策
等
が
進
捗

し
、
平
成
31
年
4
月
時
点
の
調
査
で
は
、
令
和
元
年
度
末
に

全
学
校
数
の
3
・
7
％
（
約
1
千
9
0
0
校
）と
な
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
外
観
点
検
で
は
問
題
が
な
い
が
、

鉄
筋
等
の
内
部
の
安
全
点
検
が
未
完
了
の
も
の
が
全
学
校
数

の
6
・
9
％
（
約
3
千
5
0
0
校
）あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
結
果
を
受
け
、
文
部
科
学
省
で
は
、
安
全
性

に
問
題
が
あ
る
と
判
明
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
に
つ
い
て
、
早
急

に
安
全
対
策
を
完
了
す
る
と
と
も
に
、
安
全
対
策
が
完
了
す

る
ま
で
の
間
、
児
童
生
徒
等
が
近
づ
け
な
い
よ
う
立
入
禁
止

措
置
を
確
実
に
講
じ
る
こ
と
や
、
鉄
筋
等
の
内
部
の
点
検
が

完
了
し
て
い
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
に
つ
い
て
、
早
急
に
安
全
点

検
を
実
施
す
る
よ
う
学
校
設
置
者
に
対
し
て
改
め
て
要
請
し
、

確
実
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
対
策
が
完
了
す
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
平
成
30
年
7
月
豪
雨
」や「
平
成
30
年
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
」な
ど
の
災
害
に
よ
る
被
害
を
踏
ま
え
、
重

要
イ
ン
フ
ラ
が
自
然
災
害
時
に
そ
の
機
能
を
維
持
で
き
る
よ

う
、
特
に
緊
急
に
実
施
す
べ
き
対
策
に
つ
い
て
、
3
年
間
で

集
中
的
に
実
施
す
る
も
の
と
し
て
、「
防
災
・
減
災
、
国
土
強

き
ょ
う

靱じ
ん

化か

の
た
め
の
3
か
年
緊
急
対
策
」が
平
成
30
年
12
月
14
日

に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
文
部
科
学
省
関
係

の
緊
急
対
策
と
し
て
、
学
校
施
設
等
に
お
け
る
、
災
害
時
に

落
下
の
危
険
性
の
あ
る
外
壁
や
天
井
等
の
改
善
整
備
及
び
構

造
体
の
耐
震
化
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
部
科
学

省
と
し
て
は
、
地
震
や
津
波
な
ど
の
大
規
模
な
災
害
時
に
お

い
て
、
学
校
施
設
の
機
能
維
持
を
図
る
た
め
、
財
政
支
援
な

ど
必
要
な
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
令
和
元
年
房
総
半
島
台
風
」、「
令
和
元
年
東
日

本
台
風
」等
で
発
生
し
た
大
規
模
な
風
水
害
に
よ
り
、
老
朽

化
し
た
屋
根
等
の
大
破
や
、
受
変
電
施
設
の
浸
水
等
に
よ
り

電
気
や
ト
イ
レ
が
使
用
で
き
な
い
と
い
っ
た
甚
大
な
物
的
被
害

が
広
範
囲
に
発
生
し
、
平
時
の
対
策
・
準
備
が
課
題
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
受
け
て
、
文
部
科
学
省
で
は
、
学
校
施

設
の
安
全
の
確
保
や
被
害
の
軽
減
の
た
め
、
風
水
害
対
策
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、
今
後
も
、
学
校
施
設
の
耐
震
化

や
非
構
造
部
材
等
の
耐
震
対
策
、
防
災
機
能
強
化
等
を
よ
り

一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
施
設
の
災
害
復
旧

文
部
科
学
省
で
は
、
自
然
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
公

立
学
校
施
設
の
復
旧
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
国
庫
負
担

（
補
助
）し
て
い
ま
す
。
特
に
、
激
甚
災
害（
国
民
経
済
に
影

響
を
及
ぼ
し
、
か
つ
、
地
方
財
政
の
負
担
緩
和
や
被
災
者
へ

の
特
別
の
助
成
を
行
う
こ
と
が
特
に
必
要
な
災
害
）に
指
定
さ

れ
た
災
害
に
関
し
て
は
、
地
方
公
共
団
体
ご
と
に
そ
の
財
政

規
模
に
応
じ
て
国
庫
負
担
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
国
立
大
学
等
施
設
に
つ
い
て
も
、
自
然
災
害
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
施
設
の
復
旧
に
要
す
る
経
費
を
国
庫
補
助

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
私
立
学
校
施
設
に
つ
い
て
も
、
激
甚
災
害
に
指

定
さ
れ
た
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
施
設
の
復
旧
に
要
す

る
経
費
の
一
部
を
国
庫
補
助
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
平
成
23
年
に
発
生
し
た「
東
日

本
大
震
災
」に
よ
り
被
災
し
た
学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
国
か

ら
の
支
援
を
得
て
復
旧
す
る
公
立
学
校
2
，3
3
0
校
の
う
ち

2
，3
1
8
校（
99
・
5
％
）、
国
立
大
学
法
人
25
法
人
全
て

（
1
0
0
・
0
％
）、
私
立
学
校
7
9
0
校
の
う
ち
7
8
4
校

（
99
・
2
％
）の
復
旧
が
完
了
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
以
降
も
、「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」、
西
日

大雨による土砂の流入により被災した学校施設
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本
を
中
心
に
全
国
的
に
広
い
範
囲
で
記
録
的
な
大
雨
と
な
っ

た「
平
成
30
年
7
月
豪
雨
」、「
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
」や「
令
和
元
年
東
日
本
台
風
」な
ど
相
次
ぐ
災
害
に
よ

り
、
多
く
の
学
校
施
設
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

災
害
の
被
災
地
で
も
、
国
か
ら
の
支
援
を
得
て
、
仮
設
校
舎

の
設
置
や
校
舎
の
本
復
旧
な
ど
が
現
在
も
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。文

部
科
学
省
で
は
、
引
き
続
き
、
自
然
災
害
に
よ
り
被
害

を
受
け
た
学
校
施
設
の
早
期
復
旧
に
向
け
て
、
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

豊
か
な
学
校
施
設
環
境
の
構
築

学
校
施
設
整
備
指
針
の
策
定
等

文
部
科
学
省
で
は
、
学
校
教
育
を
進
め
る
上
で
必
要
な

施
設
機
能
の
確
保
の
た
め
、
施
設
計
画
及
び
設
計
に
お
け
る

基
本
的
な
考
え
方
や
留
意
事
項
を
示
し
た「
学
校
施
設
整
備

指
針
」を
学
校
種
ご
と
に
策
定
す
る
と
と
も
に
、
社
会
状
況

の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
数
次
に
わ
た
り
見
直
し
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
29
年
2
月
か
ら
は
、
学
習
指
導
要

領
の
改
訂
等
に
対
応
す
る
た
め「
学
校
施
設
の
在
り
方
に
関

す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
」を
開
催
し
、
今
後
の
学
校
施

設
の
在
り
方
及
び
学
校
施
設
整
備
指
針
の
改
訂
に
関
す
る
調

査
研
究
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
平
成
31
年
3
月
に
は
、
小
学

校
及
び
中
学
校
施
設
整
備
指
針
の
改
訂
を
行
い
、
現
在
は
、

高
等
学
校
施
設
整
備
指
針
の
改
訂
に
向
け
て
議
論
を
進
め
て

い
ま
す
。

学
校
施
設
整
備
指
針
や
調
査
研
究
協
力
者
会
議
報
告
書

は
、
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
表
し
て
い
ま

す
。

（
参
考
）学
校
施
設
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会

議�https://w
w
w
.m

ext.go.jp/b_m
enu/shingi/chou

sa/shisetu/044/index.htm

環
境
を
考
慮
し
た
学
校
施
設
づ
く
り

地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

中
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
、
校
舎
や
体
育
館

等
の
断
熱
性
の
向
上
、
校
庭
の
芝
生
化
な
ど
の
環
境
を
考
慮

し
た
学
校
施
設（
エ
コ
ス
ク
ー
ル
）の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。エ

コ
ス
ク
ー
ル
の
整
備
に
よ
っ
て
、
児
童
生
徒
に
と
っ
て
健

康
的
で
快
適
な
学
習
・
生
活
空
間
を
維
持
し
な
が
ら
施
設
の

環
境
負
荷
低
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
エ
コ
ス

ク
ー
ル
は
、
児
童
生
徒
が
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
教
材
と
し
て
の

側
面
を
持
つ
と
と
も
に
、
地
域
の
環
境
教
育
の
発
信
拠
点
と

し
て
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

エ
コ
ス
ク
ー
ル
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
文
部
科
学
省

で
は
、
関
係
省
庁
と
連
携
し
て
エ
コ
ス
ク
ー
ル
パ
イ
ロ
ッ
ト
・

モ
デ
ル
事
業
を
平
成
9
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
実
施
し
、

1
6
6
3
校
認
定
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
か
ら
は「
エ

コ
ス
ク
ー
ル
・
プ
ラ
ス
」に
改
称
し
、
エ
コ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
整

備
す
る
学
校
を
1
4
3
校
認
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
エ
コ
ス

ク
ー
ル
の
効
果
や
積
極
的
な
取
組
事
例
な
ど
に
つ
い
て
情
報
提

供
を
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
に
は
、
エ
コ
ス
ク
ー
ル
を
継

続
的
に
活
用
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
事
例
集
を
作

成
し
ま
し
た
。

学
校
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
」に

基
づ
き
、
学
校
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化（
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
）に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
我
慢
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
削
減
を
求
め
る

こ
と
で
は
な
く
、
児
童
生
徒
の
学
習
環
境
を
確
保
し
た
上
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無
駄
な
く
使
用
す
る
こ
と
で
す
。

近
年
の
学
校
施
設
は
、
エ
ア
コ
ン
設
置
や
I
C
T
導
入
に
よ

る
高
機
能
化
や
学
校
教
育
以
外
の
多
目
的
利
用
等
に
よ
る
多

機
能
化
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ

り
、
地
方
公
共
団
体
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
苦
慮
し
て
い

る
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
文
部
科
学
省
で
は
、
学
校
で
で
き
る
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
に
関
す
る
資
料「
学
校
で
で
き
る
省
エ
ネ
」や
学
校

等
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
た
め
の
基
本
的
事
項
を
ま

と
め
た「
学
校
等
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
た
め
の
手

引
き
」を
作
成
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
停
滞
し
て
い
る
教
育
委

員
会
を
対
象
に
、
実
地
調
査
や
講
習
会
の
開
催
な
ど
の
取
組

を
行
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
こ
の
手
引
を
活
用
し
て
、
学
校

に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
学
校
設
置
者
等
に
対
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
が

増
加
す
る
夏
季
と
冬
季
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
へ
の
協
力
を
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。

（
参
考
）省
エ
ネ
法
、
グ
リ
ー
ン
購
入
法
等
へ
の
取
組

�http://w
w
w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/shisetu/green/

index.htm

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shisetu/044/index.htm
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shisetu/044/index.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/green/index.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/green/index.htm
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木
材
を
活
用
し
た
学
校
施
設
づ
く
り

学
校
施
設
に
お
け
る
木
材
の
利
用
は
、
木
材
の
柔
ら
か
で

温
か
み
の
あ
る
感
触
や
優
れ
た
吸
湿
効
果
か
ら
、
豊
か
で
快

適
な
学
習
環
境
づ
く
り
を
行
う
上
で
大
き
な
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。
ま
た
、
地
場
産
業
の
活
性
化
、
地
球
環
境
の
保
全

な
ど
の
観
点
か
ら
も
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
文
部
科
学
省
で
は
、
木
材
を
利
用
し
た
公
立

学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
財
政
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

木
材
利
用
に
関
す
る
事
例
集
の
作
成
・
配
布
、
講
習
会
の
実

施
な
ど
、
学
校
施
設
に
お
け
る
木
材
利
用
の
取
組
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
26
年
度
に
日
本
産
業
規
格
で
あ
る

「
木
造
校
舎
の
構
造
設
計
標
準（
J
I
S�

A�

3
3
0
1
）」に

つ
い
て
、
近
年
の
学
校
施
設
に
求
め
ら
れ
る
機
能
の
変
化
な

ど
に
対
応
す
る
よ
う
全
面
改
正
す
る
と
と
も
に
、
J
I
S�
A�

3
3
0
1
の
解
説
書
と
な
る
技
術
資
料
を
作
成
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
に
は
、
建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
耐
火
建
築
物
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
木
造
3

階
建
て
学
校
施
設
が
、
一
時
間
準
耐
火
構
造
で
整
備
で
き
る

よ
う
規
制
緩
和
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
整
備
す
る
際
の
ポ
イ

ン
ト
や
留
意
事
項
を
ま
と
め
た「
木
の
学
校
づ
く
り
―
木
造

3
階
建
て
校
舎
の
手
引
―
」を
作
成
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
、
J
I
S�

A�

3
3
0
1
を

活
用
し
た
木
造
校
舎
、
木
造
3
階
建
て
学
校
施
設
、
C
L
T

（
直
交
集
成
板
）を
用
い
た
木
造
校
舎
等
を
整
備
す
る
地
方
公

共
団
体
の
先
導
的
な
取
組
を
支
援
す
る「
木
の
学
校
づ
く
り

先
導
事
業
」を
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
に
は
、
木
の
学
校
づ
く
り
の
留
意
点
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た「
木
の
学
校
づ
く
り
―
そ
の
構

想
か
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
―
（
改
訂
版
）」を
、
日
本
建
築

学
会
の
協
力
を
得
て
作
成
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
に
は
、
C
L
T（
直
交
集
成
板
）を
活
用
し
た

学
校
施
設
等
の
事
例
を
紹
介
し
た「
木
の
学
校
づ
く
り�

学
校

施
設
等
の
C
L
T
活
用
事
例
」を
作
成
し
ま
し
た
。

学
校
施
設
に
お
け
る
維
持
管
理
の
徹
底

学
校
施
設
は
、
児
童
生
徒
等
の
学
習
・
生
活
の
場
で
あ
る

と
と
も
に
、
非
常
災
害
時
に
は
避
難
所
と
し
て
地
域
住
民
の

避
難
生
活
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
担
う
も
の
で
あ
る
た
め
、

日
常
の
み
な
ら
ず
災
害
時
に
お
い
て
も
十
分
な
安
全
性
・
機

能
性
を
有
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
建
築
当
初
に
は
確

保
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
性
能
も
、
経
年
劣
化
等
に
よ
り
必

要
な
性
能
を
満
た
さ
な
く
な
っ
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
学
校
施
設
の
管
理
者
は
、
当
該
施
設
が
常
に
健
全
な
状

態
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
適
切
に
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
学
校
設
置
者
に
対
し
て
学
校
施
設
の

維
持
管
理
の
必
要
性
・
重
要
性
を
周
知
す
る
た
め
、
平
成
28

年
3
月
に「
子
供
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に
―
学
校
設
置

者
の
た
め
の
維
持
管
理
手
引
―
」を
作
成
す
る
な
ど
、
維
持

管
理
の
適
切
な
実
施
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
29

年
5
月
に
は
体
育
館
の
床
板
の
剥は

く

離り

に
よ
る
負
傷
事
故
の
防

止
を
目
的
と
し
て
、
学
校
の
設
置
者
等
に
対
し
、
適
切
な
清

掃（
ワ
ッ
ク
ス
掛
け
・
水
拭
き
の
禁
止
）や
日
常
点
検
を
要
請

す
る
通
知
を
発
出
す
る
な
ど
、
維
持
管
理
を
通
じ
た
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
へ
の
対
策

文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
17
年
度
に｢

学
校
施
設
等
に
お

け
る
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
等
使
用
実
態
調
査｣

を
実
施
し
、

以
降
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
等
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
ほ

ぼ
完
了
し
て
い
る
状
況
で
す
。

ま
た
、
平
成
26
年
3
月
に
石
綿
障
害
予
防
規
則
が
改
正
さ

れ
、
石
綿
含
有
保
温
材
等（
保
温
材
、
耐
火
被
覆
材
、
煙
突

用
断
熱
材
等
）が
新
た
に
規
制
対
象
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
を

受
け
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
教

室
や
廊
下
等
の
児
童
生
徒
・
教
職
員
等
が
通
常
立
ち
入
る
場

所
及
び
煙
突
を
対
象
と
し
、
そ
の
使
用
状
況
及
び
劣
化
、
損

傷
等
の
状
況
に
つ
い
て
、
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
調
査
結
果
の
公
表
時
に
は
、
学
校
設
置
者

等
に
対
し
て
、
調
査
が
未
完
了
の
機
関
は
調
査
を
早
期
完
了

す
る
こ
と
、
劣
化
、
損
傷
等
が
あ
る
石
綿
含
有
保
温
材
等
を

保
有
す
る
機
関
は
専
門
業
者
等
に
相
談
の
上
、
適
切
な
対
策

を
早
急
に
講
じ
る
こ
と
、
調
査
、
措
置
済
み
の
機
関
も
含
め
、

定
期
的
な
点
検
の
実
施
を
行
う
こ
と
等
を
要
請
し
ま
し
た
。

ま
た
、
建
物
に
は
多
種
多
様
な
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
が

使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
機
関
に
お
い
て
は
、
引
き
続

き
適
切
な
維
持
管
理
が
必
要
で
あ
り
、
改
修
や
取
壊
し
工
事

を
行
う
際
に
は
、
関
係
法
令
等
に
基
づ
い
た
適
切
な
対
応
を

す
る
よ
う
、
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

児
童
生
徒
等
の
安
全
対
策
に
万
全
を
期
す
た
め
、
今
後
も

引
き
続
き
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
係
る
対
策
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
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公
立
学
校
の
長
寿
命
化
対
策

公
立
学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
耐
震
化
を
最
優

先
に
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
老
朽
化
が
進
行

し
た
学
校
施
設
の
割
合
が
増
加
し
て
お
り
、
安
全
面
や
機
能

面
で
不
具
合
が
生
じ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
に
文
部
科
学
省
が
実
施
し
た
調
査
に
よ
れ

ば
、
全
国
の
公
立
小
中
学
校
で
、
外
壁
・
窓
枠
の
落
下
な
ど

建
物
の
老
朽
化
が
主
因
の
安
全
面
に
お
け
る
不
具
合
は
年
間

約
3
万
2
0
0
0
件
発
生
し
て
お
り
、
約
1
万
4
0
0
0
件

で
あ
っ
た
平
成
24
年
度
調
査
に
比
べ
て
2
倍
以
上
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
家
庭
や
社
会
の
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
学
校
施
設

の
機
能
・
性
能
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
少

人
数
指
導
等
に
対
応
し
た
学
習
環
境
や
I
C
T
教
育
環
境
の

整
備
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
空
調
設
備
の
設
置
、
ト
イ
レ
の
改

修
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
な
ど
、
学
習
環
境
の
改
善
が
必
要
で

す
。
さ
ら
に
、
公
立
学
校
の
約
9
割
が
避
難
所
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
防
災
機
能
の
強
化
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
は
、
中
長
期
的
な
視
点
の
下
、
計
画
的
な
整
備
を
行
う

と
と
も
に
、
コ
ス
ト
を
抑
え
な
が
ら
改
築（
建
て
替
え
）と
同

等
の
教
育
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
排
出
す
る
廃
棄

物
量
も
少
な
い「
長
寿
命
化
改
修
」に
重
点
を
移
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

長
寿
命
化
改
修
は
、
建
物
の
耐
久
性
を
高
め
る
こ
と
に
加

え
、
学
校
施
設
に
対
す
る
現
代
の
社
会
的
事
情
に
応
じ
る
よ

う
、
建
物
の
機
能
や
性
能
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。
適
切

な
タ
イ
ミ
ン
グ（
お
お
む
ね
築
後
45
年
程
度
ま
で
）で
長
寿
命

化
改
修
を
行
う
こ
と
で
、
技
術
的
に
は
、
70
〜
80
年
程
度
に

耐
用
年
数
を
延
ば
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

平
成
25
年
11
月
、
政
府
に
お
い
て「
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
基

本
計
画
」（
以
下
、「
基
本
計
画
」と
い
う
。）が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。
基
本
計
画
は
、
国
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
、
中
長

期
的
な
維
持
管
理
・
更
新
等
に
係
る
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減

や
予
算
の
平
準
化
を
図
る
た
め
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
す
。

基
本
計
画
で
は
、
各
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
域
内
の

公
共
施
設
等
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
管
理
を
推
進
す
る
た

め
の
計
画（
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
）を
策
定
す
る
と
と

も
に
、
個
別
施
設
ご
と
の
長
寿
命
化
計
画（
個
別
施
設
計
画
）

を
策
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
中
長
期
的
な

整
備
計
画
の
策
定
や
長
寿
命
化
改
修
の
導
入
を
推
進
す
る
た

め
、
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
個
別
施
設
計
画
策
定

の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
平
成
27
年
4
月
に「
学
校
施
設
の

長
寿
命
化
計
画
策
定
に
係
る
手
引
」、
平
成
29
年
3
月
に
は
、

手
引
に
基
づ
き
、
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
の
標
準
的
な

様
式
を
示
す
と
と
も
に
、
よ
り
具
体
的
な
留
意
点
を
解
説
し

た「
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
策
定
に
係
る
解
説
書
」、
さ

ら
に
平
成
31
年
3
月
に
は
、
手
引
や
解
説
書
を
活
用
し
つ
つ

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
計
画
を
策
定
し
た
事
例
等
に
つ
い
て
、

策
定
に
当
た
っ
て
の
体
制
づ
く
り
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
紹
介

し
た「
学
校
と
地
域
の
将
来
設
計
！
個
別
施
設
計
画
策
定
取

組
事
例
集
」を
作
成
し
ま
し
た
。

長
寿
命
化
対
策
に
当
た
っ
て
は
、
平
成
25
年
度
に「
長
寿

命
化
改
良
事
業
」を
創
設
し
、
地
方
公
共
団
体
が
行
う
長
寿

命
化
改
修
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
3
年
度
か
ら

個
別
施
設
計
画
の
策
定
を
交
付
金
事
業
申
請
の
前
提
条
件

と
す
る
旨
を
地
方
公
共
団
体
に
通
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
長
寿
命
化
改
修
を
徹
底
す
る
た
め
に
、
令
和

2
年
度
よ
り
長
寿
命
化
を
図
る
前
提
で
実
施
す
る
予
防
的
な

廊下の壁を一部撤去して多目的スペースを整備 改築同等の教育環境を確保
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改
修
に
つ
い
て
も
補
助
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
各
地
方
公
共
団
体
が
、
長
寿
命
化
改

修
な
ど
の
老
朽
化
対
策
を
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
応
じ
て
適
切

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
立
学
校
の
空
調
設
備

近
年
、
災
害
と
も
い
わ
れ
る
猛
暑
に
起
因
す
る
児
童
生
徒

の
健
康
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
学
校
施
設
に
お
い
て
も
地

域
の
実
情
を
踏
ま
え
て
空
調
を
使
用
し
つ
つ
、
適
切
な
学
習

環
境
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
文
部
科
学
省
で
は
、

児
童
生
徒
の
熱
中
症
対
策
と
し
て
臨
時
特
例
交
付
金
を
創
設

し
、
公
立
小
中
学
校
等
の
教
室
へ
の
空
調
設
備
の
新
設
に
対

し
支
援
を
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
臨
時
特
例
交
付
金
に
お
い
て
、
ま
ず
は
児
童
生
徒
が

最
も
長
時
間
を
過
ご
す
普
通
教
室
へ
の
空
調（
冷
房
）設
備
の

設
置
に
対
し
て
優
先
的
に
措
置
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
令

和
元
年
9
月
1
日
時
点
で
の
公
立
小
中
学
校
等
に
お
け
る
空

調（
冷
房
）設
備
設
置
状
況
は
、
普
通
教
室
の
設
置
率
78
・

4
％
（
前
年
同
月
60
・
2
％
、
18
・
2
ポ
イ
ン
ト
増
）、
特
別

教
室
等
の
設
置
率
50
・
5
％
（
前
年
同
月
44
・
0
％
、
6
・

5
ポ
イ
ン
ト
増
）と
な
り
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
で
は
、
今
後
と
も
、
子
供
た
ち
の
熱
中
症
予

防
の
た
め
の
教
室
へ
の
空
調
設
備
の
設
置
が
早
期
に
実
施
さ

れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
整
備
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

公
立
特
別
支
援
学
校
の
教
室
不
足
へ
の
対
応

公
立
特
別
支
援
学
校
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
5
月
1
日

現
在
、
全
国
で
3
1
6
2
教
室
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
各
地
方
公
共
団
体
に
対
し
特
別
支
援

学
校
へ
の
受
入
れ
が
想
定
さ
れ
る
児
童
生
徒
数
の
推
計
を
的

確
に
行
い
、
教
室
不
足
の
解
消
計
画
を
策
定
・
更
新
す
る
と

と
も
に
、
学
校
の
新
設
や
校
舎
の
増
築
、
分
校
・
分
教
室
の

整
備
、
廃
校
・
余
裕
教
室
等
の
既
存
施
設
の
活
用
等
に
よ
っ

て
、
教
育
上
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
適
切
な
対
応
を
求
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
2
年
度
か
ら
6
年
度
ま
で
の
期
間
、
既
存
施

設
を
特
別
支
援
学
校
の
用
に
供
す
る
改
修
事
業
に
つ
い
て
国

庫
補
助
の
算
定
割
合
を
3
分
の
1
か
ら
2
分
の
1
へ
引
き
上

げ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

公
立
学
校
の
廃
校
・
余
裕
教
室
の
活
用

近
年
、
少
子
化
に
伴
う
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、
廃

校
や
余
裕
教
室
が
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
有
効
活
用
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
文
部
科
学

省
で
は
次
の
よ
う
な
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①�

活
用
事
例
等
の
情
報
提
供

�

廃
校
・
余
裕
教
室
の
活
用
事
例
や
、
活
用
用
途
を
募
集
し

て
い
る
廃
校
施
設
の
一
覧
、
活
用
に
当
た
っ
て
利
用
可
能

な
各
省
庁
の
補
助
制
度
等
に
つ
い
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
文
部

科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
情
報
提
供
し
た
り
、
廃

校
を
所
有
す
る
地
方
公
共
団
体
と
活
用
希
望
者
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
図
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

（
参
考
）〜
未
来
に
つ
な
ご
う
〜

「
み
ん
な
の
廃
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

�https://w
w
w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/shotou/zyos

ei/1296809.htm

②�

財
産
処
分
手
続
の
弾
力
化

�

国
庫
補
助
金
に
よ
り
整
備
し
た
学
校
施
設
を
学
校
以
外
に

転
用
等
す
る
場
合
、
国
庫
補
助
事
業
完
了
後
10
年
以
上
経

○インフラ長寿命化基本計画の体系（公立小中学校の場合）
インフラ長寿命化基本計画（H25.11.29）
○策定主体：国
○対象施設：全てのインフラ

○策定主体：各教育委員会
○対象施設：各地方公共団体の行動計画において設定
○策定時期：令和2年度までのできるだけ早い時期に策定

※公共施設の4割を占める学校施設の状況は、公共施設等総合管理計画においても
　重要な検討材料。可能な限り速やかに検討に着手することが重要。

個別施設毎の長寿命化計画（個別施設計画）

行動計画に
基づき策定

個別施設計画を核とした
メンテナンスサイクルの実施

○策定主体：文部科学省及び地方公共団体
○対象施設：安全性等を鑑み、策定主体が設定
○策定時期：平成28年度までに策定

公共施設等総合管理計画
《インフラ長寿命化計画（行動計画）》

基本計画に
基づき策定

点検・診断
基
準
類
の
整
備

情
報
基
盤
の
整
備
と
活
用

修繕・更新

行動計画に
おいて

具体化した
取組を推進

IT企業のオフィスとして廃校を活用

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyosei/1296809.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyosei/1296809.htm
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過
し
た
建
物
等
の
無
償
に
よ
る
財
産
処
分
で
あ
れ
ば
、
原

則
と
し
て
国
庫
納
付
を
不
要
に
す
る
等
、
財
産
処
分
手
続

を
大
幅
に
弾
力
化
し
て
い
ま
す
。

（
参
考
）廃
校
施
設
・
余
裕
教
室
の
有
効
活
用

�https://w
w
w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/shotou/zyos

ei/yoyuu.htm

国
立
大
学
等
の
施
設
整
備

国
立
大
学
等
施
設
の
現
状
と
課
題

国
立
大
学
等
の
施
設
は
、
将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
の
場

で
あ
る
と
と
も
に
、
地
方
創
生
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
等
教

育
研
究
活
動
を
支
え
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
す
。

現
在
、
国
立
大
学
等
の
施
設
は
、
建
築
後
25
年
以
上
を

経
過
し
た
施
設
が
約
6
割
を
占
め
る
と
と
も
に
、
建
築
後
50

年
以
上
を
経
過
し
た
改
修
を
要
す
る
施
設
が
今
後
5
年
間
で

大
幅
に
増
加
す
る
な
ど
、
老
朽
化
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
安
全
面
に
問
題
が
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

大
学
の
機
能
強
化
、
大
学
教
育
の
質
的
転
換
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
へ
の
対
応
な
ど
機
能
面
で
も
様
々
な
支
障
が
生
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
敷
設
さ
れ
て
い
る
給
排
水
管
や

ガ
ス
管
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
老
朽
化
も
著
し
く
進
行
し
て

お
り
、
今
後
、
故
障
や
事
故
が
増
加
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
修
繕
費
の
増
大
な
ど
経
営
面
に
も
影
響
す
る

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
文
部
科
学
省
で
は
、
大
学
経
営
の
一
環
と

し
て
国
立
大
学
法
人
等
の
戦
略
的
な
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
第
5
期
科
学
技
術
基
本
計
画（
平
成

28
年
1
月
22
日
閣
議
決
定
）を
踏
ま
え
、「
第
4
次
国
立
大

学
法
人
等
施
設
整
備
5
か
年
計
画（
平
成
28
年
度
〜
令
和
2

年
度
）（
平
成
28
年
3
月
29
日
文
部
科
学
大
臣
決
定
）」（
以

下
、「
第
4
次
5
か
年
計
画
」と
い
う
。）を
策
定
し
、
計
画
的
・

重
点
的
な
整
備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
国
立
高
等
専
門
学

校
の
機
能
の
高
度
化
や
国
際
化
の
実
現
に
向
け
、
国
際
寮
の

整
備
や
老
朽
化
の
著
し
い
学
生
寮
、
校
舎
等
の
集
中
的
な
改

善
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
国
立
大
学
等
施
設
の
方
向
性

第
4
次
5
か
年
計
画
で
は
、
安
全
・
安
心
な
教
育
研
究
環

境
の
基
盤
の
整
備
、
国
立
大
学
等
の
機
能
強
化
等
変
化
へ
の

対
応
や
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
キ
ャ
ン
パ
ス
の
形
成
の
た
め
に
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
や
社
会
の
先
導
モ
デ
ル
と
な
る
取
組
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
、
大
学
等
に
お
け
る
教
育
研
究
活
動
の
変
化
に
対
応

す
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
建
物
の
改
修
の
タ
イ
ミ
ン
グ
等
に
お

け
る
施
設
の
機
能
強
化（
戦
略
的
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）を
推
進

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
大
学
等
に
お
い
て
は
、
学
生
の
主

体
的
な
学
修
を
支
え
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の

設
置
、
複
数
の
研
究
チ
ー
ム
が
実
験
室
を
共
有
し
、
自
然
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
等
の
導
入
が
進
ん

で
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
2
年
度
に
第
4
次
5
か
年
計
画
が
終
了
す
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成
30
年
9
月
に「
今
後
の
国
立
大
学
法

人
等
施
設
整
備
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」を
開
催
し
次
期
計

画
の
検
討
を
開
始
し
、
令
和
元
年
6
月
に「
今
後
の
国
立
大

学
法
人
等
施
設
整
備
に
係
る
方
向
性
」が
取
り
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
引
き
続
き
、
こ
の
有
識
者
に
よ
る
検
討
体

制
を
拡
充
し
た「
今
後
の
国
立
大
学
法
人
等
施
設
の
整
備
充

実
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
」を
令
和
元
年
11
月
に

開
催
し
ま
し
た
。
協
力
者
会
議
で
は
、
国
立
大
学
等
に
お
け

る
教
育
研
究
の
中
で
、「
ど
の
よ
う
な
活
動
が
今
後
大
学
で
展

開
」さ
れ
、
そ
の
た
め
に「
ど
の
よ
う
な
施
設
が
必
要
な
の
か
」

と
い
う
点
に
着
目
し
、
令
和
3
年
度
以
降
の
施
設
整
備
の
推

進
方
策
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
の
た
め
の
仕
組
み
の

構
築
や
施
設
の
有
効
活
用
、
適
切
な
維
持
管
理
の
実
施
等
戦

外壁・建具落下の危険 耐震補強と外壁の改修

過密な研究室（機能低下と事故発生の危険） フレキシブルなオープンラボの整備

改
修
・
機
能
強
化

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyosei/yoyuu.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyosei/yoyuu.htm
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略
的
な
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
、
民
間
資
金
等
の
多
様
な
財

源
を
活
用
し
た
施
設
整
備
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
の
方

策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

戦
略
的
な
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

国
立
大
学
の
基
本
理
念
や
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
ン
の
実
現
の

た
め
に
は
、
経
営
的
視
点
か
ら
、
施
設
の
整
備
や
維
持
管
理
、

既
存
施
設
の
有
効
活
用
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
こ
れ
ら
に

必
要
な
財
源
の
確
保
な
ど
の
施
設
全
般
に
係
る
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
取
組
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。こ

の
た
め
、
文
部
科
学
省
で
は
、
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基

本
的
な
考
え
方
、
具
体
的
な
実
施
方
策
や
先
進
的
な
取
組
事

例
等
を
示
し
た
報
告
書
や
事
例
集
等
を
作
成
し
、
国
立
大
学

法
人
等
に
お
け
る
戦
略
的
な
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

報
告
書
や
事
例
集
等
は
、
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
お
い
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

（
参
考
）施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/shisetu/kokuri

tu/1318421.htm

ま
た
、
国
立
大
学
等
施
設
の
老
朽
化
が
深
刻
な
課
題
と

な
る
中
、
施
設
の
長
寿
命
化
に
よ
り
既
存
施
設
を
有
効
活
用

し
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
や
予
算
の
平
準
化
を
図
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
文
部
科
学
省
で
は
、「
国
立
大
学
法
人
等
施

設
の
長
寿
命
化
に
向
け
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
最
適
化
に
関
す

る
検
討
会
」に
お
い
て
施
設
の
長
寿
命
化
に
向
け
た
基
本
的
な

考
え
方
や
具
体
的
な
推
進
方
策
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
報

告
書
を
取
り
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
国
立
大
学
法
人
等
に
お

け
る
行
動
計
画
・
個
別
施
設
計
画
の
策
定
を
推
進
す
る
な
ど
、

戦
略
的
な
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
や
多
様
な
財
源
を
活

用
し
た
施
設
整
備
を
一
層
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
基
本
計
画
」に
お
い
て
、
令

和
2
年
度
中
に
個
別
施
設
ご
と
の
長
寿
命
化
計
画（
個
別
施

設
計
画
）の
策
定
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ

ら
を
含
め
、
国
立
大
学
法
人
等
に
お
い
て
施
設
の
長
寿
命
化

が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
普
及
・
啓
発
を
行
う
な
ど
必
要

な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

国
立
大
学
の
附
属
病
院
施
設
の
整
備

国
立
大
学
の
附
属
病
院
で
は
、
大
規
模
災
害
時
の
医
療
継

続
に
必
要
な
電
気
や
水
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
国

土
強
靱
化
基
本
計
画
に
お
い
て
も
、
防
災
・
減
災
機
能
強
化

を
含
め
た
施
設
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
は
、
平
成
26
年
の
同
計
画
を
受
け
て
、「
国

立
大
学
附
属
病
院
施
設
の
防
災
機
能
強
化
に
関
す
る
検
討

会
」を
開
催
し
、
平
成
28
年
11
月
に
報
告
書
を
取
り
ま
と
め

ま
し
た
。
本
報
告
書
で
は
、
平
成
28
年
4
月
に
発
生
し
た
熊

本
地
震
に
お
け
る
熊
本
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
被
災
状
況

等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
災
害
時
に
地
域
の
医
療
拠
点
と
な
る
附

属
病
院
の
施
設
に
求
め
ら
れ
る
防
災
機
能
強
化
の
取
組
を
ま

と
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
は「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
の
た
め
の
3
か
年
緊
急
対
策
」と
し
て
浸
水
対
策
等
を
行

う
な
ど
、
防
災
機
能
を
強
化
し
た
附
属
病
院
を
整
備
し
て
い

ま
す
。

多
様
な
文
教
施
設
整
備

文
教
施
設
へ
の
民
間
資
金
等
の
活
用

効
率
的
か
つ
効
果
的
で
あ
っ
て
良
好
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
実

現
す
る
た
め
、
多
様
な
P
P
P
／
P
F
I（Public�Private�

Partnership�

／�Private�Finance�Initiative

）を
推
進

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

令
和
元
年
6
月
21
日
、
民
間
資
金
等
活
用
事
業
推
進
会
議

に
お
い
て
決
定
さ
れ
た「
P
P
P
／
P
F
I
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン（
令
和
元
年
改
定
版
）」で
は
、
公
共
施
設
等
運
営
権

制
度
を
活
用
し
た
P
F
I
事
業（
以
下「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
事

業
」と
い
う
。）等
に
関
し
、
文
教
施
設（
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
社

会
教
育
施
設
及
び
文
化
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
つ
い

て
は
、「
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
の
集
中
強
化

期
間
中
の
数
値
目
標
は
達
成
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
重
点

分
野
と
し
、
文
教
施
設
の
具
体
の
案
件
形
成
が
行
わ
れ
る
よ

う
、
関
係
府
省
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
方
公
共
団
体
等
の
取

組
を
支
援
す
る
」こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
事
業
導
入
の
検
討
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
平

成
30
年
3
月
に
実
務
的
な
手
引
き
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、

P
P
P
／
P
F
I
手
法
に
特
化
し
た
事
例
集
を
令
和
2
年
3

月
に
作
成
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
手
引
き
や
事
例
集
を
地
方
公
共
団
体
に
周
知

す
る
と
と
も
に
、
P
P
P
／
P
F
I
を
検
討
す
る
地
方
公
共

団
体
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

http://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/kokuritu/1318421.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/kokuritu/1318421.htm
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文
教
施
設
整
備
へ
の
技
術
的
支
援

文
部
科
学
省
で
は
、
教
育
、
学
術
、
ス
ポ
ー
ツ
及
び
文
化

の
活
動
等
の
推
進
の
た
め
、
こ
れ
ら
文
教
行
政
と
密
接
な
関

わ
り
を
持
つ
施
設
の
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
近
年
で
は
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
第
一
次
大
極
殿
正
殿

復
原
な
ど
の
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
6
月
末
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
と
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
の
共
同
利
用
施
設
で
あ
る「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー�

屋
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー�

イ
ー
ス
ト（
東

館
）」の
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
文
教
施
設
の
質
的
水
準
の
確
保
・
向
上
、
施
設
整

備
事
務
の
効
率
化
等
を
図
る
た
め
、
施
設
整
備
に
必
要
な
技

術
的
基
準
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
立
大
学
等
の
機

能
を
活
性
化
す
る
教
育
研
究
空
間
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

「
国
立
大
学
等
施
設
設
計
指
針
」を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
国

立
大
学
等
の
特
色
あ
る
施
設
整
備
を
紹
介
す
る
事
例
集
の
作

成
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
国
立
大
学
等
の

施
設
整
備
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
参
考
）国
立
大
学
等
の
特
色
あ
る
施
設（
事
例
集
等
）

�http://w
w
w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/shisetu/kokuri

tu/1404577.htm

ナショナルトレーニングセンター 屋内トレーニングセンター
イースト（東館）

http://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/kokuritu/1404577.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/kokuritu/1404577.htm
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総
合
教
育
政
策
局
は
、

Ⅰ
．学
校
教
育
・
社
会
教
育
を
通
じ
た
総
合
的
か
つ
客
観
的
根

拠
に
基
づ
く
教
育
政
策
の
推
進

Ⅱ
．生
涯
に
わ
た
る
学
び
、
地
域
に
お
け
る
学
び
、
と
も
に
生

き
る
学
び
の
政
策
の
総
合
的
推
進

を
主
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
平
成
30
年
10
月
に
発
足
し
た
局

で
す
。

特
に
、

1　

�

総
合
的
か
つ
客
観
的
根
拠
に
基
づ
く
教
育
改
革
政
策
の

推
進

2　

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
教
育
の
推
進

3　

教
員
の
資
質
能
力
の
向
上
等

4　

生
涯
に
わ
た
る
学
び
の
推
進

5　

地
域
に
お
け
る
学
び
の
推
進

6　

と
も
に
生
き
る
学
び
の
推
進

等
の
政
策
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

以
下
に
令
和
2
年
度
の
重
要
施
策
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。1

総
合
的
か
つ
客
観
的
根
拠
に
基
づ
く

教
育
改
革
政
策
の
推
進

E
B
P
M
の
推
進

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
2
0
1
9
」（
骨

太
の
方
針
2
0
1
9
）
等
に
基
づ
き
、
政
府
全
体
と
し
て

E
B
P
M（
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
：E

vidence-based�
Policym

aking

）の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
客
観
的

な
根
拠
を
重
視
し
た
教
育
政
策
の
推
進
」を
特
に
留
意
す
べ

き
視
点
と
し
て
位
置
付
け
た
第
3
期
教
育
振
興
基
本
計
画
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
E
B
P
M
的

手
法
を
実
践
し
た
実
例
の
創
出
と
と
も
に
、
教
育
政
策
に
関

す
る
実
証
研
究
等
の
実
施
に
よ
る
エ
ビ
デ
ン
ス
の
開
発
、
デ
ー

タ
の
収
集
・
活
用
に
資
す
る
調
査
・
統
計
の
見
直
し
、
研
究
者

と
の
連
携
強
化
な
ど
の
E
B
P
M
推
進
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
を
対
象
に
文
部
科
学
省
が
行
っ
た

調
査
で
は
、
個
々
の
施
策
を
中
心
に
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
確
立
に
着
手
し
始
め
て
い
る
状
況
に
あ
る

も
の
の
、
組
織
的
・
体
系
的
に
E
B
P
M
を
推
進
す
る
体
制

整
備
に
は
課
題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、

地
方
公
共
団
体
や
研
究
機
関
等
か
ら
な
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を

立
ち
上
げ
、
国
の
取
組
状
況
や
地
方
自
治
体
に
お
け
る
先
進

事
例
に
つ
い
て
情
報
共
有
す
る
こ
と
で
、
各
地
方
公
共
団
体

に
お
け
る
教
育
政
策
の
立
案
や
学
校
に
お
け
る
取
組
の
改
善
・

充
実
等
が
、
客
観
的
な
証
拠
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
よ
う
、

取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

客
観
的
な
証
拠
を
重
視
し
た
教
育
政
策
を
推
進
し
、
教
育

に
関
す
る
継
続
的
な
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
観
点

か
ら
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
を
活
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
は
重
要
で
す
。

本
調
査
は
、

①�

国
に
お
い
て
は
、
全
国
的
な
児
童
生
徒
の
学
力
や
学
習

状
況
を
把
握
・
分
析
し
て
、
教
育
施
策
の
改
善
・
充
実

に
生
か
す
こ
と

②�

教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
自
治
体
や
学
校
の
学
力
水

準
を
検
証
し
、
教
育
委
員
会
の
施
策
の
改
善
・
充
実
に

生
か
す
こ
と

③�

学
校
で
は
、
個
々
の
児
童
生
徒
の
学
習
状
況
を
把
握
し

て
指
導
に
生
か
す
と
と
も
に
、
学
校
全
体
と
し
て
指
導

方
法
の
検
証
・
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
平
成
19
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
2
年
度
に
つ
い
て
は
、
4
月
16
日（
木
）に
調
査
を
実

施
予
定
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
た
め
の
一
斉
臨
時
休
業
に
よ
る
学
校
現
場
へ
の
影

響
を
考
慮
し
、
4
月
16
日
の
実
施
は
取
り
や
め
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
今
後
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
令
和
2
年
度
中
に

実
施
す
る
か
否
か
も
含
め
、
今
後
改
め
て
検
討
し
、
あ
ら
か

じ
め
十
分
な
時
間
的
余
裕
を
も
っ
て
決
定
し
通
知
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
す
。

生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
向
け
た
、学
校
教
育
・
社
会
教
育
を
通
じ
た
教
育
政
策
の
総
合
的
・
横
断
的
推
進

文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
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P
I
S
A
2
0
1
8
に
つ
い
て

O
E
C
D
が
実
施
し
た
義
務
教
育
修
了
段
階
の
15
歳
児

（
日
本
は
高
等
学
校
1
年
生
）を
対
象
と
し
た
、
生
徒
の
学

習
到
達
度
調
査（
P
I
S
A
）の
2
0
1
8
年
調
査
結
果
が

2
0
1
9
年
12
月
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

調
査
は
、
2
0
0
0
年
か
ら
3
年
ご
と
に
読
解
力
、
数
学

的
リ
テ
ラ
シ
ー
、
科
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
の
3
分
野
に
つ
い
て
行

わ
れ
て
お
り
、
前
回
の
2
0
1
5
年
調
査
か
ら
、
従
来
の
筆
記

型
調
査
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
使
用
型
調
査
へ
移
行
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
8
年
調
査
の
結
果
か
ら
は
、
日
本
は
、
数
学
的
リ

テ
ラ
シ
ー
及
び
科
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
前
回
調
査

に
引
き
続
き
、
国
際
的
に
見
る
と
、
平
均
得
点
が
高
い
上
位

グ
ル
ー
プ
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
一
方
、

読
解
力
は
、
O
E
C
D
平
均
よ
り
も
高
得
点
の
グ
ル
ー
プ
に

位
置
す
る
も
の
の
、
前
回
調
査
と
比
較
す
る
と
、
平
均
得
点

が
有
意
に
低
下
し
て
い
ま
し
た
。
読
解
力
の
問
題
で
、
日
本

の
生
徒
の
正
答
率
が
比
較
的
低
か
っ
た
問
題
に
は
、
テ
キ
ス

ト
か
ら
情
報
を
探
し
出
す
問
題
や
、
テ
キ
ス
ト
の
質
と
信し

ん
ぴ
ょ
う憑

性せ
い

を
評
価
す
る
問
題
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
の

I
C
T
の
活
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
日
本
は
学
校
の
授
業
で
の

デ
ジ
タ
ル
機
器
の
利
用
時
間
が
短
く
、
O
E
C
D
加
盟
国
中

で
最
下
位
で
し
た
。

文
部
科
学
省
で
は
、
新
学
習
指
導
要
領
を
着
実
に
実
施

し
、
読
解
力
等
の
言
語
能
力
や
情
報
活
用
能
力
の
確
実
な
育

成
を
図
る
と
と
も
に
、
学
校
I
C
T
環
境
整
備
の
加
速
化
に

向
け
た
取
組
な
ど
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

教
育
の
無
償
化
・
負
担
軽
減

誰
も
が
家
庭
の
経
済
事
情
に
関
わ
ら
ず
希
望
す
る
質
の
高

い
教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
大
変
重
要
で
す
。
ま
た
、

我
が
国
に
お
い
て
は
、
教
育
費
の
負
担
が
少
子
化
の
要
因
の

一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
少
子
化
対
策
の
観
点
か
ら
も
、
教
育

の
無
償
化
・
負
担
軽
減
を
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

こ
の
た
め
、
令
和
元
年
10
月
か
ら
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
、
令
和
2
年
4
月
か
ら
真
に
支
援
が
必
要
な
子
供
た
ち

を
対
象
と
し
た
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
を
実
施
す
る

な
ど
、
消
費
税
財
源
を
活
用
し
、
家
庭
の
教
育
費
負
担
軽
減

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
高
等
学
校
段
階
に
お
い
て

も
、
令
和
2
年
4
月
か
ら
私
立
高
等
学
校
授
業
料
の
実
質
無

償
化
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
教
育
の
無
償
化
・
負
担
軽
減
を

推
進
す
る
た
め
、
関
係
省
庁
と
連
携
し
、
こ
れ
ら
の
制
度
の

円
滑
な
実
施
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

2
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
教
育
の
推
進

社
会
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
少
子
高
齢
化
の
中
で
、
今

後
、
我
が
国
の
社
会
経
済
を
新
た
な
成
長
軌
道
に
乗
せ
る
た

め
に
は
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
で
き
る
創
造
的
で
活
力
の
あ

る
若
い
世
代
の
育
成
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
流
れ
を
踏
ま
え
、
高
校
生
留
学
の
促
進
、
在
外

教
育
施
設
に
お
け
る
教
育
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

高
校
生
留
学
の
促
進

第
3
期
教
育
振
興
基
本
計
画
に
お
い
て
、
伝
統
と
文
化
を

尊
重
し
、
そ
れ
ら
を
育
ん
で
き
た
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る

と
と
も
に
、
他
国
を
尊
重
し
、
国
際
社
会
の
平
和
と
発
展
に

寄
与
す
る
態
度
や
、
豊
か
な
語
学
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
、
主
体
性
・
積
極
性
、
異
文
化
理
解
の
精
神
等
を
身
に

付
け
て
様
々
な
分
野
で
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
高

校
生
の
海
外
留
学
を
は
じ
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
基
盤
形
成

に
取
り
組
む
都
道
府
県
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
地
方
公
共
団
体
、
学
校
、
民
間
団
体
等
が

主
催
す
る
海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
に
対
し
、
都
道
府

県
を
通
じ
て
留
学
費
用
の
一
部
を
支
援
す
る
事
業
を
実
施
し

て
お
り
、
令
和
2
年
度
は
2
，0
0
0
人
の
高
校
生
を
対
象
と

す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
都
道
府
県
に
お

け
る
高
校
生
留
学
の
機
運

の
醸
成
を
図
る
た
め
、
都

道
府
県
が
主
催
す
る
啓
発

活
動
や
研
修
の
実
施
、
留

学
相
談
員
の
配
置
に
必
要

な
経
費
を
支
援
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
の
育
成
に
国
を
挙
げ

て
取
り
組
む
た
め
、
こ
れ

ら
国
費
に
よ
る
支
援
に
加

え
、
官
民
協
働
海
外
留
学

支
援
制
度「
ト
ビ
タ
テ
！

「トビタテ！留学JAPAN日本代表プログラム」壮行会の様子
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留
学
J
A
P
A
N
日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
よ
り
、
官
民
協

働
で
日
本
人
留
学
生
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
よ

り
高
校
生
コ
ー
ス
に
よ
る
支
援
を
開
始
し
、
令
和
2
年
度
は

8
0
0
人
の
留
学
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

在
外
教
育
施
設
に
お
け
る
教
育
の
充
実

我
が
国
の
経
済
の
国
際
化
の
進
展
に
伴
い
多
く
の
日
本
人

が
子
供
を
海
外
に
同
伴
し
て
お
り
、
平
成
31
年
4
月
現
在
、

日
本
人
学
校
に
約
2
万
人
、
補
習
授
業
校
に
約
22
万
人
の
子

供
が
通
学
し
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
海
外
子
女
教
育
の
重
要
性
を
考
慮

し
、
日
本
人
学
校
や
補
習
授
業
校
の
教
育
の
充
実
・
向
上
を

図
る
た
め
、
日
本
国
内
の
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
師
を
派
遣

す
る
と
と
も
に
、
退
職
教
師
を
シ
ニ
ア
派
遣
教
師
と
し
て
派

遣
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
か
ら
は
、
正
規
に
採
用
さ
れ

る
前
の
若
手
教
師
を
派
遣
す
る
プ
レ
派
遣
制
度
を
創
設
す
る

な
ど
、
派
遣
教
師
の
一
層
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
に
は
、
派
遣
教
師
の
魅
力
を
高
め
る「
ト
ビ

タ
テ
！
教
師
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
教
育
環

境
の
更
な
る
整
備
・
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
平
成
30
年
度
か
ら
帰
国
教
師
の
能
力
や
知
識
、
経

験
を
国
内
の
教
育
に
還
元
・
共
有
す
る
た
め
、
帰
国
教
師
間

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
30
年
8
月

及
び
令
和
元
年
8
月
に
は
帰
国
教
師
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
30
年
12
月
に
、
省
令
改
正
を
行
い
、
こ
れ
ま

で
学
校
教
育
法
第
1
条
に
定
め
る
学
校（
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
等
）に
実
施
が
限
ら
れ
て
い
た
教
育
実
習
に
つ
い

て
、
平
成
31
年
4
月
か
ら
、
日
本
人
学
校
及
び
私
立
在
外
教

育
施
設
に
お
い
て
も
可
能
と
し
ま
し
た
。
令
和
元
年
9
月
に

は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
日
本
人
学
校
に
お
い
て
、
高
松
大
学
の
学
生

の
教
育
実
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
教
育
環
境
の
整
備
と
し
て
、
義
務
教
育
教
科
書

の
無
償
給
与
、
教
材
の
整
備
、
通
信
教
育
の
実
施
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

3
教
師
の
資
質
能
力
の
向
上
等

子
供
た
ち
の
成
長
を
担
う
教
師
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
い

か
に
時
代
が
変
化
し
よ
う
と
も
、
そ
の
時
代
の
背
景
や
要
請

を
踏
ま
え
つ
つ
、
自
ら
が
子
供
た
ち
の
道
し
る
べ
と
な
る
べ

く
、
そ
の
資
質
の
向
上
を
図
り
続
け
る
こ
と
で
す
。
こ
こ
で

は
、
教
師
の
養
成
・
採
用
・
研
修
を
通
じ
た
資
質
能
力
向
上
に

関
す
る
施
策
の
状
況
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

教
職
員
研
修
の
効
果
的
な
実
施
に
つ
い
て

学
校
の
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た
教
職
員
研
修
の
効
果
的

な
実
施
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
と
市
町
村
の
教
育
委
員
会

間
等
で
重
複
し
た
内
容
の
研
修
の
整
理
や
、
夏
季
等
の
長
期

休
業
期
間
中
の
業
務
と
し
て
の
研
修
の
精
選
、
I
C
T
の
活

用
等
に
よ
る
効
果
的
で
質
の
高
い
研
修
の
実
施
な
ど
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
職
研
修
の
一
部
を
免
許
状
更
新
講
習
と
し
て
認

定
を
受
け
る
こ
と
や
、
大
学
等
が
行
う
免
許
状
更
新
講
習
を

受
講
し
た
教
員
に
つ
い
て
は
研
修
の
一
部
を
受
講
し
た
と
み
な

す
取
組
な
ど
、
現
職
研
修
と
免
許
状
更
新
講
習
の
相
互
認
定

に
つ
い
て
も
積
極
的
な
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

各
地
域
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
要
請
を
踏
ま
え
、
教

職
員
研
修
の
効
果
的
な
実
施
を
図
る
と
と
も
に
、
教
員
の
負

担
の
軽
減
に
つ
い
て
積
極
的
な
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

外
部
人
材
の
活
用
促
進
に
つ
い
て

優
れ
た
知
識
経
験
等
を
有
す
る
社
会
人
等
を
教
師
と
し
て

迎
え
入
れ
る
こ
と
は
、
学
校
教
育
の
多
様
化
や
活
性
化
を
図

る
た
め
に
重
要
で
す
。
ま
た
、
令
和
2
年
度
か
ら
始
ま
る
新

た
な
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
は
、「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育

課
程
」が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
学
校
教
育
を
学
校
内
に
閉
じ

る
こ
と
な
く
社
会
と
連
携
し
な
が
ら
実
現
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
教
育
委
員
会
関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、
優

れ
た
外
部
人
材
の
積
極
的
活
用
を
進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

教
員
免
許
状
を
持
っ
て
い
な
い
社
会
人
等
を
学
校
現
場
に

迎
え
入
れ
る
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
は
、
特
別
非
常
勤
講
師

制
度
や
特
別
免
許
状
が
あ
り
ま
す
。

特
別
非
常
勤
講
師
制
度
は
、
届
出
に
よ
り
教
員
免
許
状
を

有
し
な
い
非
常
勤
講
師
を
登
用
し
、
教
科
の
領
域
の
一
部
を

担
任
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
特
別
免
許

状
は
、
専
門
的
な
知
識
経
験
や
技
能
を
有
す
る
者
が
、
都
道

府
県
教
育
委
員
会
の
行
う
教
育
職
員
検
定
に
合
格
し
た
場
合

に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
教
科
の
全
体
を

担
任
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

各
教
育
委
員
会
に
お
い
て
も
、
地
域
の
特
色
あ
る
教
育
課

程
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
外
部
人
材
の
活
用
に
つ
い
て
積

極
的
な
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。
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教
員
資
格
認
定
試
験
の
見
直
し
に
つ
い
て

小
学
校
教
員
資
格
認
定
試
験
は
、
社
会
人
等
の
教
員
免
許

を
取
得
し
て
い
な
い
方
や
、
既
に
他
の
学
校
種
の
教
員
免
許

を
持
っ
て
い
る
方
が
小
学
校
に
活
動
の
場
を
広
げ
よ
う
と
す
る

場
合
に
免
許
取
得
の
道
を
開
く
仕
組
み
と
し
て
、
昭
和
48
年

（
1
9
7
3
年
）か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
社
会
人
等
の
一
層
の
活
用
が
進
む
よ
う
に

す
る
こ
と
や
、
令
和
元
年
度
は
台
風
19
号
の
影
響
に
よ
り
第

2
次
試
験
が
実
施
で
き
ず
や
む
を
得
ず
代
替
措
置
を
取
っ
た

こ
と
も
踏
ま
え
、
令
和
2
年
度
以
降
の
試
験
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
①
従
来
、
3
次
ま
で
計
6
日
間
に
わ
た
っ

て
い
た
試
験
を
2
次
ま
で
合
計
3
日
間
と
し
、
受
験
者
の
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
、
②
知
識
・
技
能
の
確
認
か
ら
、
模
擬

授
業
な
ど
具
体
的
な
授
業
場
面
で
の
指
導
能
力
の
確
認
に
重

点
を
置
く
内
容
に
す
る
こ
と
、
③
自
然
災
害
等
に
よ
り
試
験

が
実
施
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
備
え
予
備
日
を
設
け
る
こ
と

等
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
教
育
に
熱
意
の
あ
る
優
秀
な
方
が
よ
り
多

く
小
学
校
教
員
を
目
指
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

4
生
涯
に
わ
た
る
学
び
の
推
進

生
涯
に
わ
た
る
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供

「
生
涯
学
習
」と
は
、
一
般
に
は
人
々
が
生
涯
に
行
う
あ
ら

ゆ
る
学
習
、
す
な
わ
ち
、
学
校
教
育
や
家
庭
教
育
、
社
会
教

育
、
文
化
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
企

業
内
研
修
、
趣
味
な
ど
様
々
な
場
や
機
会
に
お
い
て
行
う
学

習
の
意
味
で
用
い
ら
れ
ま
す
。

文
部
科
学
省
は
、「
教
育
基
本
法
」の
精
神
に
の
っ
と
り
、

国
民
一
人
一
人
が
自
己
の
人
格
を
磨
き
、
豊
か
な
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
に
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
お
い
て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ

の
成
果
を
適
切
に
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
、
生
涯
学
習
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
以
下

で
は
、
生
涯
学
習
の
機
会
の
整
備
に
関
す
る
具
体
的
な
取
組

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

放
送
大
学
で
は
、
テ
レ
ビ・ラ
ジ
オ
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
を
活
用
し
て
、
大
学
教
育
の
機
会
を
幅
広
く
国
民
に
提

供
し
て
い
ま
す
。
放
送
大
学
の
学
生
は
職
業
・
年
齢
・
地
域

を
問
わ
ず
多
様
で
あ
り
、
現
在
約
9
万
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

放
送
大
学
で
は
、
社
会
人
の
方
々
が
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
専

門
性
を
高
め
る
た
め
に
、
学
芸
員
や
公
認
心
理
師
・
認
定
心

理
士
な
ど
の
資
格
に
対
応
す
る
科
目
を
開
講
し
て
い
る
ほ
か
、

教
師
向
け
に
も
教
員
免
許
更
新
講
習
や
小
学
校
の
外
国
語
指

導
力
向
上
の
た
め
の
科
目
、
小
学
校
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
指

導
に
対
応
し
た
講
座（
平
成
31
年
4
月
開
始
）を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
等
を
設
置
し
て
学
生

の
学
習
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
生
涯
学
習
の
振
興

に
も
寄
与
し
て
お
り
、
我
が
国
の
生
涯
学
習
の
中
核
的
機
関

と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
又
は
一
般
社
団
法
人
若
し
く
は
一
般
財
団
法

人
の
行
う
通
信
教
育
の
う
ち
社
会
教
育
上
奨
励
す
べ
き
も
の

を
文
部
科
学
大
臣
が
認
定
し
、
そ
の
普
及
・
奨
励
を
図
っ
て
い

ま
す
。
令
和
2
年
3
月
末
現
在
、
文
部
科
学
省
認
定
社
会
通

信
教
育
は
26
団
体
1
1
0
課
程
で
あ
り
、
2
0
1
9
年
の
延

べ
受
講
者
数
は
約
6
万
7
，0
0
0
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

民
間
教
育
事
業
者
や
教
育
分
野
で
活
動
を
行
う
N
P
O
法

人
な
ど
の
民
間
団
体
は
、
国
民
の
多
様
な
学
習
活
動
を
支
え

る
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
ま
す
ま
す
重
要
な

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
は
、
民
間
団
体
と
行

政
の
協
働
に
よ
る
取
組
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
民
間
教

育
事
業
の
後
援
等
を
行
う
ほ
か
、
民
間
団
体
の
取
組
を
紹
介

す
る
な
ど
、
民
間
団
体
の
取
組
の
活
性
化
や
官
民
の
ネ
ッ
ト

0
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ワ
ー
ク
形
成
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
文
部
科
学
省
で
は
、
高
等
学
校
を
卒
業
し
て

い
な
い
者
な
ど
に
対
し
て
高
等
学
校
卒
業
者
と
同
程
度
以
上

の
学
力
が
あ
る
こ
と
を
認
定
す
る
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
試
験
の
合
格
者
に
は
、
大

学
等
の
入
学
資
格
が
付
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、
就
職
な
ど
の

機
会
に
お
い
て
も
学
力
を
証
明
す
る
手
段
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
に
お
け
る
受
験
者
数
は
1
万
9
，

8
5
3
人
、
合
格
者
数
は
8
，9
3
1
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

出
願
者
の
う
ち
約
半
数
を
高
等
学
校
中
途
退
学
者
が
占
め
て

お
り
、
試
験
合
格
者
の
約
半
数
は
大
学
等
に
進
学
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
令
和
2
年
度
か
ら
は
、
高
等
学
校
中
退
者
等
を

対
象
に
学
習
相
談
や
学
習
支
援
を
行
う
地
方
公
共
団
体
へ
の

補
助
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
推
進

社
会
の
変
化
が
激
し
く
な
る
今
後
の
時
代
に
お
い
て
は
、

学
校
を
卒
業
し
、
社
会
人
と
な
っ
た
後
も
、
大
学
等
で
更
に

学
び
を
重
ね
、
新
た
な
知
識
や
技
能
、
教
養
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
令
和
元
年
6
月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
2
0
1
9
」（
骨
太
の

方
針
2
0
1
9
）や「
成
長
戦
略
実
行
計
画
」で
は
、
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
を
拡
充
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
動
き
も
踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
で
は
、
大
学
・

専
修
学
校
に
お
け
る
実
践
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
拡
充
や

社
会
人
が
学
び
や
す
い
環
境
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
I
T
技
術
者
等
を
対
象
と
し
た
高
度
な
実

践
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
実
施
等
、
産
学
共
同
に
よ
る
人
材

育
成
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
放
送
大
学
に
お
け
る
実
践
的
な
講

座
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
・
認
証
等
の
取
組
、
専
修
学
校
に

お
け
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
実
践
モ
デ
ル
の
開
発
の
ほ
か
、
大

学
や
専
修
学
校
等
に
お
け
る
企
業
等
と
の
連
携
に
よ
る
実
践

的
・
専
門
的
な
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
文
部
科
学
大
臣
の
認
定

（
職
業
実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム（
B
P
）、
キ
ャ
リ
ア
形
成
促

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
）を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
学
び

と
キ
ャ
リ
ア
形
成
・
再
就
職
支
援
を
一
体
的
に
行
う
仕
組
み

作
り
を
行
う
と
と
も
に
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
講
座
情
報
等

を
提
供
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
マ
ナ
パ
ス
」の
整
備
を
進
め
る

な
ど
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
の
抜
本
的
拡
充
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

専
修
学
校
教
育
の
振
興

専
修
学
校
は
、
柔
軟
で
弾
力
的
な
制
度
の
特
色
を
生
か
し

て
、
社
会
の
変
化
に
即
応
し
た
実
践
的
な
職
業
教
育
を
行
う

中
核
的
機
関
と
し
て
、
産
業
界
を
支
え
る
職
業
人
の
養
成
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

中
で
も
専
門
課
程（
専
門
学
校
）は
、
高
等
教
育
機
関
の

重
要
な
一
翼
を
担
う
と
と
も
に
、
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
を

担
う
職
業
教
育
機
関
と
し
て
も
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
令

和
2
年
度
か
ら
の
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
の
対
象
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
等
課
程（
高
等
専
修
学
校
）に

お
い
て
は
、
高
等
学
校
と
並
ぶ
も
う
一
つ
の
後
期
中
等
教
育

機
関
と
し
て
、
幅
広
い
職
業
教
育
や
個
に
応
じ
た
手
厚
い
教

育
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
の
高
度
化
・
複
雑
化
が
進
み
、
実
践
的
に
活
躍
す
る

専
門
職
業
人
を
養
成
す
る
専
修
学
校
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
い
く
中
、
文
部
科
学
省
で
は
、
専
修
学
校
に
お

け
る
地
域
の
中
核
的
人
材
養
成
に
向
け
た
産
学
官
連
携
の
取

組
等
に
対
す
る
支
援
や
、「
職
業
実
践
専
門
課
程
」を
中
心
と

し
た
専
修
学
校
教
育
の
質
の
保
証
・
向
上
の
推
進
な
ど
様
々

な
振
興
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

5
地
域
に
お
け
る
学
び
の
推
進

人
口
減
少
や
高
齢
化
を
は
じ
め
と
す
る
急
速
な
社
会
経
済

環
境
の
変
化
や
取
り
組
む
べ
き
課
題
の
複
雑
化
を
受
け
、
今

後
、
我
が
国
の
地
域
社
会
に
お
い
て
は
、
住
民
主
体
で
こ
れ

ら
の
課
題
や
変
化
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
地
域
に
お
い
て
地
域
固
有
の
魅
力
や
特
色
を
改
め

て
見
つ
め
直
し
、
そ
の
維
持
発
展
に
取
り
組
む
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
地
域
に
お
け
る

学
び
は
、
一
人
一
人
の
知
的
欲
求
の
充
足
や
自
己
実
現
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
住
民
相
互
の
つ
な
が
り
の
形
成
の
促
進
、

地
域
の
持
続
的
発
展
に
も
資
す
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
一
層
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
以
下
の
よ

う
に
、
地
域
に
お
け
る
学
び
の
推
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。学

校
、
家
庭
、
地
域
の
連
携
・
協
働

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課

程
」の
実
現
を
求
め
て
お
り
、
学
校
教
育
を
学
校
内
に
閉
じ

ず
、
地
域
の
人
的
・
物
的
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
教
育
課
程

を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
子
供
や
学
校
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
、
未
来
を
担

う
子
供
た
ち
の
豊
か
な
成
長
の
た
め
に
は
、
学
校
の
み
な
ら



令和2年度 文部科学行政の推進

文部科学広報　No.245　2020年 4月号 33

ず
、
家
庭
、
地
域
と
連
携
し
た
教
育
の
実
現
が
不
可
欠
で

す
。文

部
科
学
省
で
は
、「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
き
、
学
校
と
地
域
住
民
等
が
目
標

や
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
一
体
と
な
っ
て
子
供
た
ち
を
育
む
学

校
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル（
学

校
運
営
協
議
会
制
度
）」の
導
入
を
推
進
し
て
お
り
、
全
て
の

公
立
学
校
に
学
校
運
営
協
議
会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
社
会
教
育
法
」に
基
づ
き
、
幅
広
い
地
域
住
民
等

の
参
画
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
緩
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る

「
地
域
学
校
協
働
本
部
」の
整
備
に
よ
り
、
地
域
全
体
で
子
供

た
ち
の
学
び
や
成
長
を
支
え
る
様
々
な
活
動
で
あ
る「
地
域
学

校
協
働
活
動
」を
推
進
し
て
お
り
、
全
て
の
小
中
学
校
区
に

お
い
て
地
域
学
校
協
働
活
動
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
は
、
地
域
と
の
信
頼
関
係
を
醸
成
す
る
こ

と
や
、
幅
広
い
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
画
に
よ
る
学
校
と
地

域
の
役
割
分
担
の
観
点
か
ら
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

に
も
資
す
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
地
域
と
学
校
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で

あ
る「
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
」を
中
心
に「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」と「
地
域
学
校
協
働
本
部
」が
一
体
的
に
機

能
す
る
こ
と
で
、
目
標
・
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
を
通
じ
た
学
校
と

地
域
の
更
な
る
連
携
・
協
働
が
推
進
さ
れ
る
な
ど
の
相
乗
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

家
庭
教
育
支
援
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
多
様
な
人

材
を
活
用
し
た
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
等
に
よ
る
保
護
者
に

対
す
る
学
習
機
会
や
情
報
の
提
供
、
相
談
対
応
等
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
家
庭
教
育
支
援
の
取
組
に
加
え
、
支
援
が
届

き
に
く
い
家
庭
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
支
援
等
の
充
実
に
向
け

た
取
組
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

読
書
・
体
験
活
動
の
推
進

①
読
書
活
動
の
推
進

読
書
は
、
言
葉
を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を
高

め
、
人
生
を
深
く
生
き
る
力
を
身
に
付
け
る
上
で
欠
か
せ
な

い
も
の
で
す
。
文
部
科
学
省
は「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」及
び「
第
四
次
子
供
の
読
書
活
動
の
推
進
に

関
す
る
基
本
的
な
計
画
」を
踏
ま
え
、
広
く
子
供
の
読
書
活

動
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、「
子
ど
も

読
書
の
日
」（
4
月
23
日
）を
広
く
周
知
す
る
な
ど
、
様
々
な

取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
読
書
活
動
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
が「
地
域

の
知
の
拠
点
」と
し
て
住
民
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
く
、
身
近

な
施
設
と
な
る
た
め
の
環
境
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、「
図
書

館
の
設
置
及
び
運
営
上
の
望
ま
し
い
基
準
」に
基
づ
き
、
施

設
・
設
備
や
読
み
聞
か
せ
等
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
推
進
に
努

め
て
い
ま
す
。

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
に
お

け
る
学
校
図
書
館
の
図
書
を
充
実
す
る
た
め
、
学
校
の
規
模

に
応
じ
た
蔵
書
数
の
目
標
を
定
め
た「
学
校
図
書
館
図
書
標

準
」の
達
成
と
計
画
的
な
図
書
の
更
新
等
に
向
け
て
、
平
成

29
年
度
か
ら
令
和
3
年
度
ま
で
の「
学
校
図
書
館
図
書
整
備

等
5
か
年
計
画
」を
策
定
し
て
い
ま
す
。

②
体
験
活
動
の
推
進

青
少
年
の
体
験
活
動
は
人
づ
く
り
の「
原
点
」で
あ
り
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
社
会
総
が
か
り
で
そ
の
機
会
を

創
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
文
部
科
学
省
で
は
、
家

庭
や
企
業
な
ど
に
対
し
て
体
験
活
動
の
重
要
性
等
に
つ
い
て

普
及
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
に
お
け
る

体
験
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
社
会
全
体
で
体
験
活
動
を
推
進
す
る
た
め

の
機
運
の
醸
成
や
民
間
団
体
・
民
間
企
業
と
の
連
携
に
よ
り

体
験
活
動
の
推
進
を
図
る
事
業
、
自
己
肯
定
感
の
向
上
に
効

果
的
な
事
業
の
普
及
を
行
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　

ま
た
、
独
立
行
政
法
人
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
に

お
い
て
は
、
全
国
28
か
所
の
教
育
施
設
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

地
条
件
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
活
動
を
展
開
し
、
生
き
る
力

の
育
成
に
必
要
な
自
然
体
験
活
動
、
集
団
宿
泊
活
動
を
は
じ

め
、
多
様
な
体
験
活
動
の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
未
来
を
担
う
夢
を
持
っ
た
子
供
の
健
全
育
成
を
進
め
る

た
め
、「
子
ど
も
ゆ
め
基
金
」事
業
を
通
じ
て
民
間
団
体
に
よ

る
様
々
な
体
験
活
動
や
読
書
活
動
な
ど
を
助
成
し
、
草
の
根

レ
ベ
ル
の
体
験
活
動
等
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

子ども読書の日ポスターデザイン
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6
と
も
に
生
き
る
学
び
の
推
進

男
女
共
同
参
画
の
推
進

男
女
が
共
に
仕
事
と
家
庭
、
地
域
に
お
け
る
活
動
に
参
画

し
、
活
躍
で
き
る
よ
う
な
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
に
は
、

個
人
の
可
能
性
を
引
き
出
す
た
め
の
学
び
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
文
部
科
学
省
で
は
、
令
和
2
年
度
か
ら
、「
女

性
の
多
様
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
寄
り
添
う
学
び
と
社
会
参
画
支

援
事
業
」と
し
て
、
多
様
な
年
代
の
女
性
の
社
会
参
画
を
推

進
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
の
下
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

や
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
等
に
向
け
た
意
識
醸
成
や
相
談
体
制
の

充
実
を
含
め
、
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
等
、
女
性
の
多
様

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
総
合
的
に
支
援
す
る
モ
デ
ル
の
開
発
や
普
及

啓
発
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
少
子
高
齢
化
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
進
む

中
、
女
性
の
社
会
参
画
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
い

ま
だ
我
が
国
で
は
経
済
や
政
治
へ
の
参
画
等
に
お
い
て
男
女

格
差
が
大
き
く
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
発
表
し
た
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
に
お
い
て
も
、
経
済
分
野
に
お
け
る
女

性
管
理
職
の
割
合
、
政
治
分
野
に
お
け
る
国
会
議
員（
閣
僚

を
含
む
）の
女
性
割
合
が
低
く
、
意
思
決
定
に
関
わ
る
女
性

が
少
な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
令
和
元
年
度
か
ら
、「
次
世
代
の

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
育
推
進
事
業
」と
し
て
、
次
世
代
を

担
う
若
者
が
、
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
に
と
ら
わ
れ

ず
主
体
的
に
多
様
な
進
路
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

学
校
教
育
段
階
か
ら
男
女
共
同
参
画
意
識
の
醸
成
を
図
る
た

め
、
高
等
学
校
等
で
活
用
で
き
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
教
員
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
進
め
て
い

ま
す
。
令
和
2
年
度
は
、
高
校
生
・
大
学
生
を
対
象
と
し
た

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
育
の
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
を

引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、
指
導
的
立
場
の
教
員
が
、
理
解

を
深
め
、
指
導
に
役
立
つ
気
付
き
を
得
る
た
め
の
教
員
研
修

モ
デ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

障
害
者
の
生
涯
を
通
じ
た
学
習
活
動
の
充
実

「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」（
障
害
者
の
生
涯
学
習

の
確
保
を
規
定
）の
批
准
や
、「
障
害
者
差
別
解
消
法
」の
施

行
等
を
踏
ま
え
、
障
害
者
が
、
生
涯
に
わ
た
り
自
ら
の
可
能

性
を
追
求
で
き
る
環
境
や
、
誰
も
が
障
害
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
共
に
学
び
、
生
き
る
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

地
域
に
お
け
る
学
び
の
場
を
整
備
・
拡
大
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら「
学
校
卒
業
後
に

お
け
る
障
害
者
の
学
び
の
支
援
に
関
す
る
実
践
研
究
事
業
」

を
開
始
し
、
令
和
元
年
度
は
、
全
国
21
団
体
が
、
学
校
か
ら

社
会
へ
の
移
行
期
や
人
生
の
各
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
効
果
的
な

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
実
施
体
制
、
関
係
機
関
・
団
体
等
と
の
連

携
等
に
関
す
る
実
証
的
な
研
究
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま

た
、
障
害
理
解
の
促
進
、
実
践
者
同
士
の
学
び
合
い
に
よ
る

担
い
手
の
育
成
、
障
害
者
の
学
び
の
場
の
拡
大
を
目
的
と
し

て
、「
共
に
学
び
、
生
き
る
共
生
社
会
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」を
全

国
6
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
し
ま
し
た
。

令
和
2
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
に
加
え
て
、
学
校
卒

業
後
の
障
害
者
の
学
び
の
場
を
拡
充
す
る
た
め
、
地
方
公
共

団
体（
主
に
都
道
府
県
）を
中
心
と
し
て
、
大
学
等
の
高
等
教

育
機
関
や
社
会
福
祉
法
人
、
地
元
の
企
業
、
N
P
O
法
人
、

障
害
者
支
援
団
体
等
が
連
携
し
た「
地
域
連
携
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」の
形
成
に
よ
る
持
続
可
能
な
学
び
の
支
援
の
実
現
に
向
け

た
実
践
研
究
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
2
年
度
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
開
催
案
内

や
こ
れ
ま
で
の
実
践
研
究
成
果
は
、
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
随
時
掲
載
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
是
非
御
覧
く
だ
さ

い
。（
U
R
L
：https://w

w
w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/

ikusei/gakusyushien/index.htm

）

�

Q
R
コ
ー
ド
は
こ
ち
ら

外
国
人
児
童
生
徒
等
へ
の
支
援

外
国
人
児
童
生
徒
や
、
保
護
者
の
国
際
結
婚
な
ど
に
よ
っ

「共に学び、生きる共生社会コンファレンス
（東海・北陸ブロック）」での河合純一氏
（文部科学省スペシャルサポート大使）による
生涯学習セミナーの様子（令和元年12月開催）

https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/gakusyushien/index.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/gakusyushien/index.htm
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て
日
本
国
籍
で
あ
っ
て
も
日
本
語
指
導
を
必
要
と
す
る
児
童

生
徒
の
増
加
等
に
よ
り
、
公
立
学
校
に
在
籍
す
る
日
本
語
指

導
が
必
要
な
児
童
生
徒
は
5
万
人
を
超
え
、
そ
の
数
は
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
2
年
3
月
に「
外
国

人
児
童
生
徒
等
の
教
育
の
充
実
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」に

お
い
て
、
今
後
の
施
策
の
方
向
性
や
充
実
方
策
に
つ
い
て
議

論
し
報
告
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
同
会
議
報
告
書
に
お
け

る
提
言
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
も
の
か
ら
順
次
、
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
公
立
学
校
に
お
け
る
帰
国
・
外
国
人
児
童
生
徒

等
に
対
す
る
き
め
細
か
な
指
導
・
支
援
体
制
を
整
備
す
る
自

治
体
へ
の
補
助
事
業
に
お
い
て
、
多
言
語
翻
訳
シ
ス
テ
ム
等

I
C
T
を
活
用
し
た
取
組
や
、
外
国
人
高
校
生
等
に
対
し
て

日
本
語
指
導
に
限
ら
ず
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
居
場
所
づ
く
り
な

ど
も
含
め
た
包
括
的
な
支
援
を
行
う
取
組
等
の
拡
充
を
行
い

ま
す
。

学
校
に
お
け
る
指
導
体
制
の
整
備
充
実
の
た
め
、

2
0
2
6
年
度
ま
で
に
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
18

人
に
対
し
て
1
人
の
教
員
が
基
礎
定
数
と
し
て
措
置
さ
れ
る

よ
う
、「
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員

定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
」の
規
定
に
基
づ
い
た
着
実
な
改

善
を
図
る
と
と
も
に
、
日
本
語
指
導
補
助
者
や
母
語
支
援
員

の
派
遣
に
対
す
る
補
助
も
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
令
和
元
年
度
に
文
部
科
学
省
が
初
め
て
全
国
で

実
施
し
た
、
外
国
人
の
子
供
の
就
学
状
況
等
に
関
す
る
調
査

に
お
い
て
、
約
2
万
人
の
子
供
た
ち
が
就
学
し
て
い
な
い
可

能
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
外
国
人
の
子
供

の
就
学
を
促
進
す
る
た
め
、
就
学
状
況
等
に
関
す
る
調
査
や
、

学
校
外
に
お
け
る
日
本
語
指
導
・
教
科
指
導
等
の
取
組
を
行

う
自
治
体
を
支
援
す
る
補
助
事
業
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。

加
え
て
、
令
和
2
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
、
外
国
人
児

童
生
徒
等
の
指
導
を
担
う
教
師
が
、
必
要
最
低
限
の
知
識
を

得
ら
れ
る
よ
う
な
研
修
用
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
し
ま
す
。

ま
た
、
来
日
・
帰
国
し
た
ば
か
り
の
外
国
人
児
童
生
徒
等
や

保
護
者
が
日
本
で
の
学
校
生
活
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ら

れ
る
よ
う
、
多
言
語
に
よ
る
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
も
作
成
し
ま

す
。ま

た
、
外
国
人
児
童
生
徒
等
の
集
住
・
散
在
地
域
に
お
け

る
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
大
学
に
実
践
的
な

研
究
事
業
を
委
託
し
、
先
進
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

を
行
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
教
育
委
員
会
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
教
員
研
修

の
充
実
の
た
め
、「
日
本
語
指
導
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」の
派
遣
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
児
童
生
徒
等
教
育
支

援
の
た
め
の
情
報
検
索
サ
イ
ト「
か
す
た
ね
っ
と
」に
つ
い
て

は
、
前
述
の
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
の
配
信
や
教
材
・
資
料
の
充
実

な
ど
の
機
能
強
化
を
行
う
予
定
で
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
是
非

御
活
用
く
だ
さ
い
。（
U
R
L
：https://casta-net.m

ext.
go.jp/

）

�
Q
R
コ
ー
ド
は
こ
ち
ら

学
校
安
全
の
確
保

東
日
本
大
震
災
以
降
も
令
和
元
年
房
総
半
島
台
風
や
令
和

元
年
東
日
本
台
風
な
ど
の
大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
S
N
S
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
伴
う
犯
罪
な

ど
児
童
生
徒
等
を
取
り
巻
く
安
全
に
関
す
る
状
況
の
変
化
と

と
も
に
、
新
た
な
危
機
事
象
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、「
安
全
管
理
」と
し
て
、
安
全
で
安
心
な
学
校
環
境

の
整
備
や
、
子
供
た
ち
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
組
織
的

な
取
組
を
一
層
充
実
さ
せ
る
こ
と
、「
安
全
教
育
」と
し
て
、

子
供
た
ち
に
い
か
な
る
状
況
下
で
も
自
ら
の
命
を
守
り
抜
く

と
と
も
に
、
安
全
で
安
心
な
生
活
や
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
主
体
的
に
行
動
す
る
態
度
を
育
成
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。こ

れ
ら
の
実
現
の
た
め
に
は
、
学
校
だ
け
で
な
く
、
家
庭

や
地
域
、
関
係
機
関
と
連
携
・
協
働
し
た
実
施
体
制
を
確
保

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
学
校
安
全
に
関
す
る
意
識
や
取
組
に
つ
い
て
は
、

地
域
間
・
学
校
間
・
教
職
員
間
に
差
が
あ
る
と
と
も
に
、
継
続

性
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
全
て
の
学
校
に
お
い
て
質
の

高
い
学
校
安
全
の
取
組
が
推
進
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
で
は
、
平
成

28
年
3
月
に「
学
校
事
故
対
応
に
関
す
る
指
針
」を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
29
年
に
は
学
校
安
全
の
推
進
に

関
す
る
施
策
の
基
本
的
方
向
性
と
具
体
的
な
方
策
を
示
し
た

「
第
2
次
学
校
安
全
の
推
進
に
関
す
る
計
画
」を
策
定
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ら
の
計
画
等
の
考
え
方
や
学
校
を
取
り
巻
く
新
た
な

状
況
を
踏
ま
え
て
、
学
校
安
全
資
料『「
生
き
る
力
」を
は
ぐ

く
む
学
校
で
の
安
全
教
育
』の
改
訂
を
行
い
、
平
成
31
年
3

月
に
全
て
の
学
校
等
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
資
料
で
は
、

学
校
に
お
け
る
安
全
教
育
、
安
全
管
理
、
組
織
活
動
の
各
内

容
を
網
羅
し
て
解
説
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
令
和
2
年

3
月
に
は
教
職
員
の
学
校
安
全
に
関
す
る
資
質
・
能
力
の
向

https://casta-net.mext.go.jp/
https://casta-net.mext.go.jp/
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上
に
資
す
る
た
め
、
教
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
を
開
発
し
ま
し
た
。
左
記
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
か
ら
受
講
で
き
る
の
で
積
極
的
に
御
活
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
、
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
学
校
安
全
の
取
組

の
中
核
と
な
る
教
職
員
を
中
心
と
し
た
学
校
安
全
に
関
す
る

組
織
的
な
取
組
の
推
進
、
新
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
た
教

科
等
横
断
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
安
全

教
育
の
充
実
に
向
け
、
自
治
体
や
学
校
に
お
け
る
学
校
安
全

の
取
組
が
一
層
推
進
さ
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
文
部
科
学
省
や
各
地
方
公
共
団
体
が
作
成
し
た

資
料
等
を
掲
載
し
た
学
校
安
全
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト（
U
R
L
：

https://anzenkyouiku.m
ext.go.jp/

）を
開
設
し
て
い
ま

す
の
で
、
是
非
御
活
用
く
だ
さ
い
。

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
の
解
消

熊
本
地
方
裁
判
所
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
国
家
賠
償

請
求
訴
訟
判
決（
令
和
元
年
6
月
28
日
）に
つ
い
て
、
政
府

は
、
ハ
ン
セ
ン
病
対
策
の
歴
史
と
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
経
験

を
さ
れ
た
患
者
・
元
患
者
の
方
々
の
御
労
苦
に
思
い
を
致
し
、

控
訴
を
行
わ
な
い
旨
を
決
定
し
ま
し
た
。

「
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
の
判
決
受
入
れ
に

当
た
っ
て
の
内
閣
総
理
大
臣
談
話
」（
令
和
元
年
7
月
12
日
閣

議
決
定
）で
は
、「
患
者
・
元
患
者
と
そ
の
家
族
の
方
々
が
強

い
ら
れ
て
き
た
苦
痛
と
苦
難
に
対
し
、
政
府
と
し
て
改
め
て

深
く
反
省
し
、
心
か
ら
お
詫
び
」す
る
と
と
も
に
、「
関
係
省

庁
が
連
携
・
協
力
し
、
患
者
・
元
患
者
や
そ
の
家
族
が
お
か
れ

て
い
た
境
遇
を
踏
ま
え
た
人
権
啓
発
、
人
権
教
育
な
ど
の
普

及
啓
発
活
動
の
強
化
に
取
り
組
む
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
と
し
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
の

患
者
・
元
患
者
や
そ
の
家
族
が
置
か
れ
て
い
た
境
遇
を
踏
ま

え
た
人
権
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
令
和
元
年
10
月
か
ら
、

佐
々
木
文
部
科
学
大
臣
政
務
官
を
座
長
と
す
る
省
内
の「
ハ

ン
セ
ン
病
家
族
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
を
踏
ま
え
た
人
権
教
育

推
進
検
討
チ
ー
ム
」に
お
い
て
有
識
者
か
ら
の
意
見
聴
取
や
現

地
視
察
等
を
行
い
つ
つ
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
当
事
者
の
方
々
の
御
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
関

係
省
庁
と
連
携
し
、
取
組
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

子
供
の
貧
困
対
策
の
推
進

平
成
26
年
1
月
の「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
施
行
以
降
、
政
府
は
、
子
供
の
将
来
が
生
ま
れ

育
っ
た
環
境
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
貧
困

の
状
況
に
あ
る
子
供
が
健
や
か
に
育
成
さ
れ
る
環
境
の
整
備

に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
令
和
元
年
6
月
に
は
同
法
が

改
正
さ
れ
、
新
た
に
市
町
村
に
も
貧
困
対
策
関
係
策
定
の
努

力
義
務
が
課
さ
れ
る
と
と
も
に
、
教
育
の
機
会
均
等
が
図
ら

れ
る
べ
き
趣
旨
が
明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
法
改
正
等
を
踏
ま
え
、
令
和
元
年
11
月
に
は
、

政
府
と
し
て
総
合
的
に
子
供
の
貧
困
対
策
を
推
進
す
る
た
め

の
基
本
的
な
施
策
を
定
め
た
、
新
た
な「
子
供
の
貧
困
対
策

に
関
す
る
大
綱
」が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
な
大
綱
で
は
、
子
供
の
貧
困
対
策
を
総
合
的
に
推
進

す
る
に
当
た
り
、
関
係
施
策
の
実
施
状
況
や
対
策
の
効
果
等

を
検
証
し
評
価
す
る
た
め
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

に
よ
る
対
応
実
績
の
あ
る
学
校
の
割
合
や
子
供
の
貧
困
率
等

の
39
の
指
標
を
設
定
し
、
貧
困
の
実
態
を
よ
り
多
面
的
に
捉

え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
指
標

の
改
善
に
向
け
て
、「
教
育
の
支
援
」等
の
事
項
ご
と
に
、
当

面
取
り
組
む
べ
き
重
点
施
策
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
大
綱
も
踏
ま
え
、

・�

幼
児
期
か
ら
高
等
教
育
段
階
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
形
で

の
教
育
費
負
担
軽
減

・�

貧
困
等
に
起
因
す
る
学
力
課
題
の
解
消
の
た
め
の
教
員
定

数
の
加
配
措
置
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置

充
実
等
の「
学
校
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
た
子
供
の
貧

困
対
策
」

・�

地
域
住
民
等
の
参
画
に
よ
る
放
課
後
等
の
学
習
支
援
や
、

高
校
中
退
者
等
に
対
す
る
学
習
相
談
・
学
習
支
援
の
促
進

等
の「
地
域
の
教
育
資
源
を
活
用
し
た
子
供
の
貧
困
対
策
」

等
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

https://anzenkyouiku.mext.go.jp/


令和2年度 文部科学行政の推進

文部科学広報　No.245　2020年 4月号 37

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現

我
が
国
の
1
5
0
年
に
及
ぶ
教
育
実
践
と
最
先
端
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
と
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
図
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
学
校

教
育
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

1
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
・
指
導
体
制
の
一
体
的
充
実

文
部
科
学
省
で
は
、
1
人
1
台
端
末
と
高
速
大
容
量
の
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
ハ
ー
ド
面
の
整
備
に
加
え
て
、
ソ
フ

ト
面
、
指
導
体
制
を
一
体
と
し
た
教
育
改
革
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

I
C
T
活
用
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
子
供
た
ち
が
I
C
T

を
適
切
・
安
全
に
使
い
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
情
報
モ
ラ

ル
な
ど
の
情
報
活
用
能
力
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で

す
。
ま
た
1
人
1
台
端
末
環
境
の
整
備
と
併
せ
て
、
統
合
型

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
と
し
た
I
C
T
の
導
入
・
運
用

を
加
速
し
て
い
く
こ
と
で
、
授
業
準
備
や
成
績
処
理
等
の
負

担
軽
減
に
も
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方

改
革
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

ハ
ー
ド
面
の
円
滑
な
導
入
の
た
め
、
必
要
な
経
費
を
計
上

す
る
だ
け
で
な
く
、
各
自
治
体
が
安
価
に
学
校
I
C
T
環
境

を
整
備
し
、
現
場
の
教
職
員
が
I
C
T
を
活
用
で
き
る
よ
う
、

に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
①
各
都
道
都
道
府

県
だ
け
で
な
く
、
市
長
会
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
対
す
る

説
明
会
の
実
施
、
②
調
達
改
革
に
向
け
た
環
境
整
備
の
標
準

仕
様
の
例
示
、
③
ク
ラ
ウ
ド
活
用
を
前
提
と
し
た
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
公
表
、
④
内
閣
官

房
I
T
総
合
戦
略
室
、
総
務
省
、
経
済
産
業
省
な
ど
、
関
係

省
庁
の
施
策
と
の
連
携
、
⑤
民
間
企
業
等
か
ら
の
支
援
協
力

の
募
集
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
策
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
G
I
G
A
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
配
置
支
援
も
含
め
、
各
自
治
体
が
よ
り
学

校
I
C
T
環
境
を
整
備
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
文
部
科
学
省

と
し
て
更
な
る
施
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

ソ
フ
ト
面
の
充
実
と
し
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
・
教
材
な

ど
良
質
な
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
活
用
を
来
年
度
か
ら
順
次

促
進
し
ま
す
。
昨
年
12
月
に「
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手

引
」を
公
表
し
、
教
科
等
ご
と
に
、
I
C
T
を
効
果
的
に
活

用
し
た
学
習
活
動
の
例
を
提
示
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も

事
例
の
収
集
・
把
握
を
行
い
、
そ
の
普
及
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
し
て
先
端
技
術
を
活
用
し
た
実
証
を
充
実
さ
せ
、
今

年
度
中
を
目
途
に「
先
端
技
術
利
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
策

定
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
な
ら
で
は
の

学
び
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

指
導
体
制
の
充
実
と
し
て
は
、
各
地
域
の
指
導
者
養
成
研

修
の
実
施
、
I
C
T
環
境
整
備
の
加
速
と
そ
の
効
果
的
な
活

用
を
一
層
促
進
す
る
た
め
の
I
C
T
活
用
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

や
の
活
用
、
学
校
に
お
け
る
教
員
の
I
C
T
活
用
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
の
I
C
T
支
援
員
の
活
用
促
進
と
い
っ
た
取
組
を

行
う
こ
と
で
、
日
常
的
に
I
C
T
を
活
用
で
き
る
体
制
を
整

え
て
ま
い
り
ま
す
。

2
学
校
休
業
時
に
お
け
る
I
C
T
活
用

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
学
校
の
臨
時
休
業
な

ど
の
緊
急
時
に
お
い
て
も
、
I
C
T
を
効
果
的
に
活
用
す
る
こ

と
で
、
子
供
た
ち
と
先
生
方
が
円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
こ
と
が
で
き
、
子
供
た
ち
の
学
び
を
保
障
で
き
る
よ
う

な
環
境
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
策
と
し
て
、
文

部
科
学
省
か
ら
全
国
の
小
、
中
、
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学

校
、
高
等
専
修
学
校
の
設
置
者
に
対
し
、
3
月
2
日
か
ら
春

季
休
業
の
開
始
日
ま
で
の
間
、
全
国
一
斉
の
学
校
臨
時
休
業

を
要
請
し
ま
し
た
が
、
そ
の
間
の
取
組
と
し
て
、
I
C
T
を

効
果
的
に
活
用
し
、
き
め
細
や
か
な
学
習
支
援
を
行
っ
た
り
、

毎
日
の
健
康
観
察
を
行
っ
た
り
し
た
学
校
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

た
だ
、
そ
う
し
た
取
組
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
既
に

I
C
T
活
用
が
日
常
の
も
の
に
な
っ
て
い
た
一
部
の
学
校
に
限

ら
れ
ま
し
た
。
I
C
T
環
境
が
当
た
り
前
の
も
の
と
な
っ
て
い

れ
ば
、
休
業
中
の
児
童
生
徒
へ
の
学
習
支
援
・
生
活
指
導
や

心
の
ケ
ア
の
選
択
肢
の
幅
が
広
が
り
、
よ
り
効
果
的
な
指
導
・

支
援
が
で
き
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

災
害
や
感
染
症
の
発
生
等
に
よ
る
学
校
の
臨
時
休
業
等
の

緊
急
時
に
お
い
て
も
、
I
C
T
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
、

子
供
た
ち
の
学
び
を
保
障
で
き
る
よ
う
な
取
組
を
早
急
に
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

な
お
、
文
部
科
学
省
で
は
、
臨
時
休
業
期
間
中
の
取
組
事

例
を
ま
と
め
た
資
料
を
公
表
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
御
参
照

く
だ
さ
い
。

初
等
中
等
教
育
の
充
実

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
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（
I
C
T
を
活
用
し
た
取
組
事
例
：
3
月
19
日
時
点
）

https://w
w
w
.m

ext.go.jp/content/20200323-m
xt_

kouhou01-000006011_5.pdf
平
成
の
時
代
、
I
C
T
端
末
は「
学
校
に
あ
っ
た
ら
い
い

な
」と
い
う
も
の
で
し
た
が
、
令
和
の
時
代
に
は「
マ
ス
ト
ア
イ

テ
ム
」で
あ
り
、「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」で
す
。

誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い
、
公
正
に
個
別
最
適
化
さ

れ
た
学
び
の
た
め
、
ま
た
、
ど
ん
な
状
況
に
あ
っ
て
も
子
供
た

ち
の
学
び
を
保
障
す
る
た
め
に
I
C
T
は
非
常
に
大
き
な
可

能
性
の
あ
る
ツ
ー
ル
で
す
。

文
部
科
学
省
は
、
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に
向
け

て
、
学
校
・
教
育
委
員
会
だ
け
で
な
く
、
各
自
治
体
の
首
長
、

調
達
・
財
政
・
情
報
担
当
部
局
な
ど
、
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
そ
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
全
力
で
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

情
報
教
育
の
充
実

令
和
2
年
4
月
よ
り
順
次
実
施
さ
れ
て
い
る
新
し
い
学
習

指
導
要
領
に
お
い
て
は
、「
情
報
活
用
能
力
」を
言
語
能
力
な

ど
と
同
様
に「
学
習
の
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
」と
位
置
付

け
、
各
学
校
に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
通
じ

て
、
教
育
課
程
全
体
で
育
成
す
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
学
校
に
お
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
I
C
T
環
境
を
整
備
し
、
こ
れ
ら
を
適

切
に
活
用
し
た
学
習
活
動
の
充
実
に
配
慮
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
教
育
の
情
報
化
を
一
層
進
展
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
し
、
前
述
の「
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
」

に
よ
り
、
学
校
I
C
T
環
境
を
抜
本
的
に
改
善
す
る
と
と
も

に
、
教
師
に
よ
る
指
導
を
は
じ
め
、
学
校
・
教
育
委
員
会
の

具
体
的
な
取
組
に
資
す
る
よ
う
、
教
科
等
の
指
導
に
お
け
る

I
C
T
活
用
な
ど
を
記
載
し
た「
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手

引
」を
令
和
元
年
12
月
に
改
訂
・
公
表
し
て
い
る
ほ
か
、
教
職

員
支
援
機
構
と
も
連
携
し
、
教
員
の
資
質
能
力
の
向
上
に
資

す
る
よ
う
校
内
研
修
等
で
活
用
で
き
る
動
画（「
学
校
に
お
け

る
I
C
T
を
活
用
し
た
学
習
場
面
」�
）を
作
成
・
公
表
し
て
い

ま
す
。

新
し
い
時
代
の
初
等
中
等
教
育
の
在
り
方
の
検
討

Society�5.0

時
代
の
到
来
と
い
っ
た
急
激
な
社
会
的
変
化

が
進
む
中
、
子
供
た
ち
が
予
測
不
可
能
な
未
来
社
会
を
自
立

的
に
生
き
、
社
会
の
形
成
に
参
画
す
る
た
め
の
資
質
・
能
力
を

一
層
確
実
に
育
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に

対
応
し
、
学
校
教
育
も
変
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
初
等
中
等
教
育
に
お
け
る
様
々
な
課
題
を
踏
ま
え
、
今

後
の
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
総
合
的
な
検
討
を
お
願
い
す
る

も
の
と
し
て
、
昨
年
4
月
に
文
部
科
学
大
臣
か
ら
中
央
教
育

審
議
会
に
対
し
、「
新
し
い
時
代
の
初
等
中
等
教
育
の
在
り

方
」に
つ
い
て
諮
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
諮
問
の
内
容
は
、
①

新
時
代
に
対
応
し
た
義
務
教
育
の
在
り
方
、
②
新
時
代
に
対

応
し
た
高
等
学
校
教
育
の
在
り
方
、
③
増
加
す
る
外
国
人
児

童
生
徒
等
へ
の
教
育
の
在
り
方
、
④
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
応

じ
た
教
師
の
在
り
方
や
教
育
環
境
の
整
備
等
と
な
っ
て
お
り
、

審
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
12
月
に
は
、
中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教
育
分
科

会
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
審
議
を
踏
ま
え
た
論
点
取
り
ま

と
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
論
点
取
り
ま
と
め
で
は
、
多

様
な
子
供
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い
、
個
別
最

適
化
さ
れ
た
学
び
の
実
現
や
、
全
国
津
々
浦
々
の
学
校
に
お

け
る
質
の
高
い
教
育
活
動
を
実
施
可
能
と
す
る
環
境
整
備
に

向
け
、
こ
れ
か
ら
の
学
び
を
支
え
る
I
C
T
や
先
端
技
術
の

効
果
的
な
活
用
や
、
義
務
教
育
9
年
間
を
見
通
し
た
教
科
担

任
制
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
方
向
性
を
示
す
と
と
も
に
、

今
後
検
討
す
べ
き
論
点
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
中
央
教
育
審
議
会
に
お
い
て
議
論
を
進
め
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
文
部
科
学
省
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
検

各地域における取組事例
【ICTを活用した取組】1
遠隔により健康観察、
　　　　学習成果の確認を実施
 （長崎県対馬市立中学校）

グループウェアを
活用した家庭学習支援

パソコンですぐに学習
できる情報一覧を発信

健康
観察

学習
成果

【専用ページの例】

・ 一人一台タブレットが整備され
ており、持ち帰ったタブレットを
通じて、生徒は毎朝、決まった
時間に健康状況を報告。
・ 健康な場合は「青」、体調不良
の場合は「赤」のカードを送信。
・ カードが届かない場合や、「赤」
のカードが届いた場合は、電話
又は家庭訪問をして安否及び健
康状況を確認。

・ 自宅のPC、タブレット等からアクセ
スし、毎日更新される学年ごとに出
される課題に各家庭で取り組む。
　（千葉大学教育学部附属小学校）

・ 期間中は１日５時間の家庭学習
に取り組むようあらかじめ指導。
そのうち、１日４コマ（60分×
４）は、学校から課題を送信。
・ 生徒は、各教科担任から課され
た課題に自宅で取り組み、設定
時間までにその結果を画像で送
信。
・ 教科担任はチェックをして、コメ
ントを添えて返信。

・ 休業期間中の子供の家庭学習教材と
して、すぐに学習できる動画やドリ
ルなどの一覧を公表。

・ 家庭での子供の状況把握や連絡の際
に活用できるWeb上の連絡フォー
ムの活用方法を掲載。

（鹿児島県総合教育センター、
  他類似例多数）
※自治体名等の記載がない取組は、複数類似の
取組事例があるもの

https://www.mext.go.jp/content/20200323-mxt_kouhou01-000006011_5.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200323-mxt_kouhou01-000006011_5.pdf
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討
も
踏
ま
え
て
必
要
な
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
推
進

文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
31
年
1
月
の
中
央
教
育
審
議
会

答
申
を
踏
ま
え
、
教
師
の
こ
れ
ま
で
の
働
き
方
を
見
直
し
、

自
ら
の
授
業
を
磨
く
と
と
も
に
、
そ
の
人
間
性
や
創
造
性
を

高
め
、
子
供
た
ち
に
対
し
て
効
果
的
な
教
育
活
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
は
、
特
効
薬
の
な
い
総
力
戦

で
あ
り
、
予
算
、
制
度
、
学
校
・
教
育
委
員
会
に
お
け
る
取

組
の
総
力
戦
を
徹
底
し
て
行
い
、
そ
の
組
合
わ
せ
で
成
果
を

出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
文
部
科
学
省
で
は
文
部
科

学
大
臣
を
本
部
長
と
す
る「
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
推

進
本
部
」の
下
、
着
実
に
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

1
給
特
法
改
正
法
の
成
立
に
つ
い
て

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
取
組
を
更
に
進
め
る
た
め

の
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
文
部
科
学
省
が
平
成
31

年
1
月
に
策
定
し
た「
公
立
学
校
の
教
師
の
勤
務
時
間
の
上

限
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
法
的
根
拠
の
あ
る「
指
針
」に

格
上
げ
す
る（
令
和
2
年
4
月
1
日
施
行
）と
と
も
に
、
長

期
休
業
期
間
中
の
休
日
の「
ま
と
め
取
り
」の
た
め
、
一
年
単

位
の
変
形
労
働
時
間
制
を
各
地
方
公
共
団
体
の
判
断
に
よ
り

条
例
で
選
択
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る（
令
和
3
年
4

月
1
日
施
行
）、
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員

の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
給
特
法
改
正
法
）が
令
和
元
年
12
月
4
日
に
成
立
し
、
同

11
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

2
勤
務
時
間
管
理
の
徹
底
と

学
校
・
教
師
の
業
務
の
適
正
化
等

働
き
方
改
革
を
進
め
て
い
く
上
で
は
、
ま
ず
何
よ
り
も
、

客
観
的
な
勤
務
時
間
の
把
握
が
、
必
要
不
可
欠
で
す
。
労
働

安
全
衛
生
法
等
の
改
正
に
よ
り
、
そ
れ
が
公
立
学
校
を
含
む

事
業
者
の
義
務
と
し
て
法
令
上
明
確
化
さ
れ
、「
指
針
」に
お

い
て
も
、
在
校
時
間
は
で
き
る
限
り
客
観
的
な
方
法
に
よ
り

計
測
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
指
針
を
踏
ま
え
た
勤
務
時
間
管

理
の
徹
底
、
客
観
的
な
勤
務
実
態
の
把
握
を
前
提
に
し
た
教

職
員
加
配
や
外
部
人
材
等
の
配
置
等
を
通
じ
て
、
令
和
2
年

度
中
に
全
国
す
べ
て
の
学
校
に
お
い
て
客
観
的
な
方
法
に
よ

る
勤
務
時
間
把
握
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
よ
う
、
政
策
総

動
員
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
た
め
に
は
、
教
師

で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
に
教
師
が
集
中
で
き
る
よ
う
業

務
の
適
正
化
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
答
申
に
お
い
て
、

「
教
師
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
業
務
と
は
何
か
」と
い
う
視
点

か
ら
示
さ
れ
た
、
こ
れ
ま
で
学
校
・
教
師
が
担
っ
て
き
た
代
表

的
な
14
の
業
務
の
在
り
方
に
関
す
る
考
え
方
も
踏
ま
え
た
業

務
の
適
正
化
に
向
け
た
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
文
部
科
学
省
に
は
、
学
校
と
社
会
の
連
携
の
起

点
・
つ
な
ぎ
役
と
し
て
の
役
割
を
前
面
に
立
っ
て
果
た
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
や
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
の
作
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

各
教
育
委
員
会
に
は
、
各
地
域
で
発
生
す
る
業
務
に
つ
い

て
誰
が
担
う
べ
き
か
の
仕
分
け
や
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・

協
働
体
制
の
構
築
等
が
、
各
学
校
に
は
、
校
長
に
よ
る
業
務

の
大
胆
な
削
減
等
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
教
師
が
心
身
と
も
に
健
康
で
教
育
に
携
わ
れ
る

よ
う
、
労
働
安
全
衛
生
体
制
整
備
等
や
、
学
校
の
重
要
な
リ

ソ
ー
ス
で
あ
る「
時
間
」を
ど
の
よ
う
に
配
分
す
る
の
か
と
い

う
学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
、
学
校
の
組
織
体
制
の
在

り
方
の
見
直
し
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

3
改
革
サ
イ
ク
ル
の
確
立

ま
た
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
が
各
教
育
委
員
会
や

学
校
に
お
い
て
自
走
し
て
い
く
仕
組
み
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
働
き
方
改
革
の
進
捗
状
況
を
明
確
に
し
、

市
区
町
村
別
の
公
表
等
や
好
事
例
の
展
開
を
通
じ
て
、
働
き

方
改
革
の
取
組
を
促
進
す
る
た
め
、「
教
育
委
員
会
に
お
け
る

学
校
の
働
き
方
改
革
の
た
め
の
取
組
状
況
調
査
」の
結
果
を

公
表（
令
和
元
年
12
月
）し
ま
し
た
。
本
調
査
結
果
で
は
、
勤

務
実
態
の
客
観
的
な
方
法
で
の
把
握
に
つ
い
て
、
都
道
府
県

は
66
・
0
％
、
政
令
市
は
75
・
0
％
ま
で
伸
び
た
一
方
で
、
市

区
町
村
で
は
47
・
4
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
状
況
や
、
働
き
方

改
革
を
進
め
る
た
め
の
多
く
の
具
体
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
一
方
で
、
な
か
な
か
取
組
が
進
ま
な
い
と
こ
ろ

も
あ
る
状
況
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
好
事
例
を
広
く
展
開
し
、
教
育
委
員
会
や
学
校
に

お
け
る
実
践
に
つ
な
げ
る
た
め
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催（
令
和

2
年
1
月
）、
取
組
事
例
集
の
公
表（
令
和
2
年
2
月
）な
ど

の
取
組
も
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
情
報
の
継
続
的
な
発
信
、
進
捗
状
況
等
の
フ
ォ
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ロ
ー
ア
ッ
プ
、
好
事
例
の
横
展
開
な
ど
に
よ
り
、
教
育
委
員

会
や
各
学
校
に
お
け
る
積
極
的
な
取
組
が
着
実
に
進
む
よ
う

働
き
方
改
革
の
自
走
サ
イ
ク
ル
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

4
学
校
に
お
け
る
条
件
整
備

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
が
実
効
性
あ
る
も
の
と
す
る

た
め
に
は
、
教
育
条
件
の
整
備
も
重
要
で
あ
り
、
令
和
2
年

度
予
算
に
お
い
て
教
職
員
定
数
の
改
善
や
専
門
ス
タ
ッ
フ
・
外

部
人
材
の
活
用
、
な
ど
に
必
要
な
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

（
※
次
節
参
照
）

5
更
な
る
検
討

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
観
点
も
踏
ま
え
つ
つ
、
平

成
31
年
4
月
か
ら
、
中
央
教
育
審
議
会
に
お
い
て
、
新
し
い

時
代
を
見
据
え
た
学
校
教
育
の
実
現
に
向
け
て
、
教
育
課

程
、
教
員
免
許
、
教
職
員
配
置
の
一
体
的
検
討
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
も
資
す
る
、

部
活
動
改
革
に
向
け
た
具
体
的
検
討
も
、
文
部
科
学
省
に
お

い
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
検
討
も
含
め
、
ま
ず
は
令
和
4
年
度
に
改
め
て

教
師
の
勤
務
実
態
調
査
を
実
施
す
る
ま
で
の
間
を「
働
き
方

改
革
集
中
期
間
」と
し
て
位
置
づ
け
、
学
校
に
お
け
る
働
き

方
改
革
の
一
層
の
加
速
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
成
果
を
社
会
に
示
し
つ
つ
、
同
勤
務
実
態
調
査
の
結
果
な

ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
教
師
に
関
す
る
勤
務
環
境
に
つ
い
て
、

い
わ
ゆ
る
給
特
法
な
ど
の
法
制
的
な
枠
組
み
を
含
め
た
検
討

を
す
る
こ
と
等
、
文
部
科
学
省
と
し
て
引
き
続
き
、
学
校
に

お
け
る
働
き
方
改
革
の
推
進
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

「
次
世
代
の
学
校
」創
生
の
た
め
の

指
導
体
制
の
強
化

◇
2
0
2
0
年
度
予
算（
学
習
指
導
要
領
の
円
滑
な
実
施
と

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
た
め
の
指
導
・
運
営
体
制
の
構

築
）

1
教
職
員
定
数
に
つ
い
て

2
0
2
0
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
新
学
習
指
導
要
領
の

円
滑
な
実
施
と
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
目
指
し
、
学

校
に
お
け
る
指
導
・
運
営
体
制
の
効
果
的
な
強
化
・
充
実
を

図
る
た
め
、
必
要
な
教
職
員
定
数
の
改
善
を
盛
り
込
ん
で
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
2
0
2
0
年
度
か
ら
の
新
学
習
指
導

要
領
に
お
け
る
小
学
校
外
国
語
教
育
の
実
施
に
伴
い
、
質
の

高
い
教
育
を
行
う
専
科
指
導
教
員
の
充
実
や
小
学
校
教
師
の

持
ち
授
業
時
数
を
軽
減
し
、
よ
り
専
門
性
の
高
い
専
科
指
導

に
積
極
的
に
取
り
組
む
学
校
へ
の
支
援
、
中
学
校
に
お
け
る

生
徒
指
導
や
支
援
体
制
の
強
化
に
必
要
な
教
員
の
充
実
、
な

ど
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
た
め
の
定
数
改
善
の
ほ
か
、

平
成
29
年
の
義
務
標
準
法
改
正
に
よ
る
基
礎
定
数
化
関
連
の

着
実
な
改
善
や
貧
困
等
に
起
因
す
る
学
力
課
題
解
消
、
子

供
が
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

で
き
る
学
習
環
境
の
整
備
な
ど
複
雑
化
・
困

難
化
す
る
教
育
課
題
へ
の
対
応
に
必
要
な
定
数
改
善
、
合
計

3
，7
2
6
人（
振
替
2
，0
0
0
人
を
除
く
改
善
数
は
1
，

7
2
6
人
）を
計
上
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
児
童
生
徒

に
対
す
る
心
の
ケ
ア
や
学
習
支
援
の
た
め
に
必
要
な
加
配
定

数
を
引
き
続
き
2
0
2
0
年
度
予
算
の
復
興
特
別
会
計
に
計

上
し
て
い
ま
す
。

2
多
彩
な
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
に
つ
い
て

「
チ
ー
ム
と
し
て
の
学
校
」の
理
念
を
踏
ま
え
、
教
師
と
多

様
な
人
材
の
連
携
に
よ
り
、「
学
校
教
育
活
動
の
充
実
」と「
働

き
方
改
革
」を
実
現
す
る
た
め
、
退
職
教
職
員
や
教
員
志
望

の
大
学
生
な
ど
多
彩
な
人
材
が
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
学

校
の
教
育
活
動
に
参
画
す
る
取
組
を
支
援
す
る「
補
習
等
の

た
め
の
指
導
員
等
派
遣
事
業
」を
継
続
し
て
行
っ
て
お
り
、
①

児
童
生
徒
一
人
一
人
に
あ
っ
た
き
め
細
か
な
対
応
を
実
現
す

る
た
め
の「
学
力
向
上
を
目
的
と
し
た
学
校
教
育
活
動
支
援
」

を
は
じ
め
、
②
教
師
が
よ
り
児
童
生
徒
へ
の
指
導
や
教
材
研

究
等
に
注
力
で
き
る
体
制
を
整
備
し
、
教
師
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
の「
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
」や
③
適
切

な
練
習
時
間
や
休
養
日
の
設
定
な
ど
部
活
動
の
適
正
化
を
進

め
て
い
る
教
育
委
員
会
を
対
象
に
し
た「
中
学
校
に
お
け
る

部
活
動
指
導
員
」に
つ
い
て
、
対
前
年
度
2
，5
0
0
人
増
の

2�

2
，8
0
0
人
の
配
置
に
必
要
な
経
費
62
億
円
を
予
算
に
計

上
し
、
学
校
全
体
と
し
て
指
導
体
制
を
充
実
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
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新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て

1
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
に
つ
い
て

激
し
く
変
化
す
る
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い
て
、
子
供
た

ち
が
し
っ
か
り
と
未
来
を
切
り
拓ひ

ら

く
た
め
に
必
要
な
力
を
育

む
こ
と
を
目
指
し
、
文
部
科
学
省
で
は
平
成
29
・
30
年
に
学

習
指
導
要
領
を
改
訂
し
ま
し
た
。
新
し
い
学
習
指
導
要
領

は
、
今
年
度
4
月
よ
り
、
小
学
校
に
お
い
て
全
面
実
施
さ
れ

ま
す
。（
中
学
校
は
来
年
度
か
ら
全
面
実
施
、
高
等
学
校
は

令
和
4
年
度
入
学
生
か
ら
年
次
進
行
で
実
施
、
特
別
支
援
学

校
は
小
・
中
・
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
合
わ
せ
て
実
施
さ

れ
ま
す
。）

学
習
指
導
要
領
と
は
、
全
国
ど
こ
の
学
校
で
も
一
定
の
教

育
水
準
が
保
て
る
よ
う
、
文
部
科
学
省
が
定
め
て
い
る
教
育

課
程（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）の
基
準
で
す
。
時
代
の
変
化
な
ど
に

合
わ
せ
て
お
よ
そ
10
年
に
一
度
改
訂
し
て
お
り
、
子
供
た
ち

が
学
校
で
学
ぶ
教
科
書
や
時
間
割
は
、
こ
れ
を
基
に
作
ら
れ

て
い
ま
す
。

新
し
い
学
習
指
導
要
領
は
、
従
来
の
学
習
指
導
要
領
で
掲

げ
ら
れ
て
き
た
子
供
た
ち
の「
生
き
る
力
」を
育
む
と
い
う
目

標
は
引
き
続
き
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
お
い

て
子
供
た
ち
に
必
要
と
な
る
力
を
確
実
に
育
む
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
何
を
学
ぶ
か
」だ
け
で
な

く
、「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」、「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
」

も
重
視
し
て
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」の
点
で
は
、
全
て
の
教
科

等
に
お
い
て
、
育
成
を
目
指
す
力
を「
知
識
及
び
技
能
」「
思

考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間

性
等
」の
三
つ
の
柱
で
整
理
し
ま
し
た
。
社
会
に
出
て
か
ら
も

学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
せ
る
よ
う
、
子
供
た
ち
の
力
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
育
み
ま
す
。

そ
う
し
た
力
を
し
っ
か
り
と
育
ん
で
い
く
た
め
、「
ど
の
よ

う
に
学
ぶ
か
」の
点
で
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」（
い

わ
ゆ
る「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」）の
視
点
か
ら
、
授
業

を
改
善
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
一
つ
一
つ
の
知
識
が

つ
な
が
り
、「
わ
か
っ
た
！
」、「
面
白
い
！
」と
思
え
る
授
業
、

周
り
の
人
た
ち
と
と
も
に
考
え
、
学
び
、
新
し
い
発
見
や
豊

か
な
発
想
が
生
ま
れ
る
授
業
な
ど
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
で
、

子
供
た
ち
の
力
を
確
実
に
育
み
ま
す
。

ま
た
、
各
学
校
に
お
い
て「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

を
確
立
し
、
教
育
活
動
の
質
を
向
上
さ
せ
、
学
習
の
効
果
の

最
大
化
を
図
り
ま
す
。

「
何
を
学
ぶ
か
」の
点
で
も
、
新
し
い
時
代
を
見
据
え
て
、

下
の
図
に
あ
る
よ
う
な
内
容
を
重
視
し
て
い
ま
す（
外
国
語
教

育
に
つ
い
て
詳
し
く
は
後
述
）。

子
供
た
ち
の「
生
き
る
力
」を
確
実
に
育
む
た
め
に
は
、
新

し
い
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
・
内
容
を
多
く
の
方
々
と
共
有

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

保
護
者
や
地
域
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

学
校
教
育
が
こ
れ
か
ら
も
子
供
た
ち
の「
生
き
る
力
」を
確
実

に
育
ん
で
い
け
る
よ
う
、
子
供
た
ち
の
学
び
を
社
会
全
体
で

応
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
関
す
る
よ
り
詳
し
い
情
報
は
、

「
学
習
指
導
要
領
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」（http://w

w
w
.m

ext.

知識及び技能

学びに向かう力、 
人間性など 

思考力、判断力、
表現力など 

実際の社会や 
生活で生きて働く

未知の状況にも 
対応できる

学んだことを人生や
社会に生かそうとする 

資質・能力の三つの柱

新たに取り組むこと、これからも重視すること

プログラミング
教育 外国語教育 道徳教育 言語能力の

育成
コンピュータがプログラムに
よって動き、社会で
活用されていることを
体験し、学習します。

「聞くこと」「読むこと」
「話すこと」「書くこと」の
力を総合的に育みます。

自分ごととして
「考え、議論する」
授業などを通じて
道徳性を育みます。

国語を要として
全ての教科等で
子供たちの言葉の
力を育みます。

理数教育 伝統や文化に
関する教育 主権者教育 消費者教育

観察、実験などによる科学的に
探究する学習活動や、データを
分析し、課題を解決するための
統計教育を充実します。

我が国や郷土が
育んできた日本の

伝統や文化を学びます。

社会の中で自立し、
他者と連携・協働して
社会に参画する
力を育みます。

自立した消費者を育むため、
契約の重要性や消費者の
権利と責任などについて

学習します。

ほかに、「体験活動」「キャリア教育」「起業に関する教育」「金融教育」
「防災・安全教育」「国土に関する教育」なども充実します。

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/index.htm
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go.jp/a_m
enu/shotou/new

-cs/index.htm

）を
御
覧
く

だ
さ
い
。

2
小
・
中
・
高
等
学
校
を
通
じ
た
外
国
語
教
育
の
強
化

社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
中
で
、
外
国
語
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
一
部
の

業
種
や
職
種
だ
け
で
は
な
く
、
生
涯
に
わ
た
る
様
々
な
場
面

で
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
初

等
中
等
教
育
段
階
か
ら
外
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

令
和
2
年
度
に
は
小
学
校
の
新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
全

面
実
施
と
な
り
、
中
学
年
の
外
国
語
活
動
で
音
声
に
十
分
慣

れ
親
し
ん
だ
上
で
、
高
学
年
の
外
国
語
科
で
段
階
的
に
読
む

こ
と
・
書
く
こ
と
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
自
分
の
考
え
や
気

持
ち
を
伝
え
合
う
言
語
活
動
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
基
礎
と
な
る
資
質
・
能
力
を
育
成
し
ま
す
。
ま
た
、
令
和

3
年
度
か
ら
全
面
実
施
と
な
る
中
学
校
で
は
、
対
話
的
な
言

語
活
動
を
重
視
し
、
授
業
は
外
国
語
で
行
う
こ
と
が
基
本
と

な
り
ま
す
。
令
和
4
年
度
か
ら
年
次
進
行
で
実
施
さ
れ
る
高

等
学
校
で
は
、
五
つ
の
領
域
を
総
合
的
に
扱
う
科
目
群
や
、

デ
ィ
ベ
ー
ト
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
を
通
し
て
発
信
能
力
を

高
め
る
科
目
群
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
こ
う
し
た
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の

全
面
実
施
へ
向
け
、
外
国
語
活
動
に
対
応
し
た
新
教
材
・
教

師
用
指
導
書
・
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
配
布
、
中
学
校
新
学
習
指

導
要
領
に
対
応
し
た
新
教
材
の
配
布
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の

授
業
実
践
例
や
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め

た
有
識
者
等
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
の
作
成
な
ど
、
授
業
改

善
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
文
部
科
学

省
の
外
国
語
教
育
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
の
で
、

是
非
御
活
用
く
だ
さ
い
。

「
外
国
語
教
育
は
こ
う
変
わ
る
！Y

ouT
ube�

文
部
科
学
省�

m
extchannel

」

（https://w
w
w
.youtube.com

/playlist?list=PLGpG
sGZ3lm

bCsze5PvM
hQ

1T
S-jX

EZK
A
4f

）

「
外
国
語
教
育
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

（https://w
w
w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/kokusai/

gaikokugo/index.htm

）
YouTube

“mextchannel”

外国語教育
ホームページ

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
教
師
の
指
導
力
向
上
や
、

小
学
校
に
お
け
る
専
科
指
導
の
充
実
、
外
国
語
指
導
助
手

（
J
E
T-
A
L
T
）に
対
す
る
地
方
財
政
措
置
、
英
語
が
堪

能
な
地
域
人
材
の
活
用
促
進
な
ど
、
全
国
の
教
育
委
員
会
等

と
連
携
し
な
が
ら
必
要
な
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。初

等
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る
教
育
費
負
担
軽
減

「
人
生
1
0
0
年
時
代
」を
迎
え
、
教
育
の
無
償
化
・
負
担

軽
減
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
誰
も
が
、
家
庭
の
経
済
事
情

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
希
望
す
る
質
の
高
い
教
育
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
は
、
教
育
政
策
と
し
て
は
も
と
よ
り
、
少
子

化
対
策
の
観
点
か
ら
も
極
め
て
重
要
で
す
。

幼
児
教
育
段
階
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
5
月
10
日
に

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
第

1
9
8
回
通
常
国
会
に
お
い
て
成
立
し
、
同
法
に
基
づ
き
、

同
年
10
月
1
日
よ
り
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
で
は
、
3
歳
か
ら
5
歳
ま
で
の

子
供
た
ち
の
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
等
の
費
用

を
無
償
化
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の

対
象
と
な
ら
な
い
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
月
額
2
・
5�7
万
円

（
国
立
大
学
附
属
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
0
・
8�

7
万
円
、
国

立
特
別
支
援
学
校
幼
稚
部
に
つ
い
て
は
、
0
・
0�

4
万
円
）ま

で
を
上
限
と
し
て
無
償
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

保
育
の
必
要
性
の
あ
る
子
供
に
つ
い
て
は
、
幼
稚
園
の
預
か

り
保
育
に
つ
い
て
も
利
用
実
績
に
応
じ
て
月
額
1
・
1�

3
万
円

ま
で
の
範
囲
で
無
償
化
さ
れ
ま
す
。

高
等
学
校
段
階
に
つ
い
て
は
、
令
和
2
年
4
月
か
ら
、
私

立
高
校
等
に
通
う
年
収
5
9
0
万
円
未
満
世
帯
の
生
徒
等
を

対
象
に
、
私
立
高
等
学
校
授
業
料
の
実
質
無
償
化
を
実
現
し

ま
す
。

加
え
て
、
令
和
2
年
度
か
ら
は
、
高
等
学
校
等
の
専
攻
科

に
通
う
低
所
得
世
帯
の
生
徒
に
対
し
て
も
、
都
道
府
県
へ
の

補
助
事
業
と
し
て
、
新
た
な
修
学
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
低
所
得
世
帯
の
授
業
料
以
外
の
教
育
費
を
支
援

す
る「
高
校
生
等
奨
学
給
付
金
」に
つ
い
て
、
令
和
2
年
度
に

お
い
て
非
課
税
世
帯
の
給
付
額
を
増
額
す
る
な
ど
、
更
な
る

制
度
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
義
務
教
育
段
階
に
お
い
て
は
、
経
済
的
理
由
に
よ

り
小
中
学
校
へ
の
就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
学
齢
児
童
生

徒
の
保
護
者
に
対
し
て
、
学
用
品
の
給
与
な
ど
の
援
助
を
行

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/index.htm
https://www.youtube.com/playlist?list=PLGpGsGZ3lmbCsze5PvMhQ1TS-jXEZKA4f
https://www.youtube.com/playlist?list=PLGpGsGZ3lmbCsze5PvMhQ1TS-jXEZKA4f
https://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/index.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/index.htm


令和2年度 文部科学行政の推進

文部科学広報　No.245　2020年 4月号 43

う
就
学
援
助
を
実
施
し
、
教
育
費
の
負
担
軽
減
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
令
和
2
年
度
に
は
中
学
校
の「
新
入
学
児
童
生

徒
学
用
品
費
等
」の
予
算
単
価
を
引
き
上
げ
る
な
ど
、
更
な

る
制
度
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
被
災
に
よ
り
経
済
的
理
由
か
ら
就
学
等
が
困
難
と

な
っ
た
幼
児
児
童
生
徒
の
就
学
支
援
等
に
つ
い
て
は
、「
被
災

児
童
生
徒
就
学
支
援
等
事
業
」を
実
施
し
て
お
り
、
令
和
2

年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
大
規
模
災
害
対
応
分
に
従
来
の
熊

本
地
震
・
平
成
30
年
7
月
豪
雨
・
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の

ほ
か
、
令
和
元
年
台
風
第
19
号
を
対
象
に
加
え
、
必
要
な
額

を
計
上
し
て
い
ま
す
。（
2
0
2
0
年
度
予
算　

東
日
本
大
震

災
対
応
分
：
3
，0
2
0
百
万
円（
復
興
特
別
会
計
）、
大
規

模
災
害
対
応
分
：
9
1
1
百
万
円
）

高
等
学
校
教
育
改
革

高
等
学
校
へ
の
進
学
率
は
、
約
99
％
ま
で
上
昇
す
る
な
ど
、

今
日
で
は
高
等
学
校
は
中
学
校
を
卒
業
し
た
ほ
ぼ
全
て
の
子

供
た
ち
が
進
学
す
る
教
育
機
関
と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
選
挙
権
年
齢
や
成
年
年
齢

が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
等
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
高

等
学
校
に
お
い
て
は
、
社
会
の
中
で
自
立
し
、
他
者
と
連
携
・

協
働
し
な
が
ら
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
育
成
し
て
い
く
こ
と

が
一
層
求
め
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
高
校
生
の
能
力
、
適
正
、
興
味
・
関
心
、
進
路

等
が
多
様
化
す
る
中
、
高
等
学
校
が
対
応
す
べ
き
教
育
上

の
課
題
は
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
日
の
高
等
学
校

を
取
り
巻
く
我
が
国
の
状
況
を
見
る
と
、
人
口
減
少
を
伴
う

少
子
高
齢
化
や
、
就
業
構
造
の
急
速
な
変
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
、
人
工
知
能
・
Io
T
の
技
術
革
新
の
急
速
な
進
展
に
よ
る

Society�5.0

の
到
来
な
ど
、
大
き
な
社
会
変
化
が
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
こ
れ
か
ら
の
高
等
学
校
に
は
、

Society�5.0

を
生
き
抜
く
た
め
の
力
や
能
動
的
に
学
ぶ
姿
勢

を
共
通
的
に
身
に
付
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
将
来
、
世
界
を

牽け
ん

引い
ん

す
る
研
究
者
や
幅
広
い
分
野
で
新
し
い
価
値
を
提
供
で

き
る
人
材
、
地
域
へ
の
課
題
意
識
や
貢
献
意
識
を
持
ち
、
地

域
を
分
厚
く
支
え
る
人
材
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

1S
ociety5

.0

に
向
け
た
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

Society5.0

に
向
け
た
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
、
令
和
元
年
度
よ
り
、

・�
高
等
学
校
等
と
国
内
外
の
大
学
、
企
業
、
国
際
機
関
等
が

協
働
し
、
高
校
生
国
際
会
議
の
開
催
、
大
学
教
育
の
先
取

り
履
修
な
ど
、
高
校
生
へ
高
度
な
学
び
を
提
供
す
る「
ア

ド
バ
ン
ス
ト
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
形
成
し
た

拠
点
校
を
全
国
に
配
置
し
、
W
W
L（
ワ
ー
ル
ド
・
ワ
イ
ド
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
）コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
構
築
し
、
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ

ブ
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成
を
目
的
と
す
る
事
業

・�

高
等
学
校
と
自
治
体
、
高
等
教
育
機
関
、
産
業
界
等
が
協

働
し
て
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
構
築
し
、
地
域
課
題
の
解
決
等

の
探
究
的
な
学
び
を
通
じ
て
、
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
に

必
要
な
資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
，
地
域
へ
の

課
題
意
識
や
貢
献
意
識
を
も
ち
，
将
来
，
地
域
で
地
域
な

ら
で
は
の
新
し
い
価
値
を
創
造
し
，
新
た
な
時
代
を
地
域

か
ら
分
厚
く
支
え
る
人
材
の
育
成
に
資
す
る
教
育
課
程
等

の
改
善
の
た
め
の
実
証
的
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
、
高
等
学
校
教
育
改
革
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

2
「
高
校
生
の
た
め
の
学
び
の
基
礎
診
断
」

令
和
元
年
度
か
ら
、「
高
校
生
に
求
め
ら
れ
る
基
礎
学
力
の

確
実
な
習
得
」と「
学
習
意
欲
の
喚
起
」を
図
る
た
め
、「
高

校
生
の
た
め
の
学
び
の
基
礎
診
断
」の
本
格
的
な
利
活
用
を

開
始
し
ま
し
た
。

高
等
学
校
に
お
け
る
多
様
な
学
習
成
果
や
課
題
を
把
握
す

る
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
、
生
徒
自
身
の
学
習
改
善
や
教
師
に

よ
る
指
導
の
工
夫
・
充
実
な
ど
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

高
校
生
の
基
礎
学
力
の
定
着
に
向
け
た
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の

取
組
を
促
進
し
ま
す
。

3
教
育
再
生
実
行
会
議
及
び
中
央
教
育
審
議
会
に

お
け
る
検
討

さ
ら
に
、
総
理
の
下
で
開
催
さ
れ
る
教
育
再
生
実
行
会
議

に
お
い
て
、
高
等
学
校
教
育
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
、
令

和
元
年
5
月
17
日
に
第
十
一
次
提
言
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
。
第
十
一
次
提
言
で
は
、
約
7
割
の
生
徒
が
通
う
普
通

科
に
つ
い
て
、
学
習
の
方
向
性
に
基
づ
い
た
類
型
の
枠
組
み

を
示
す
こ
と
や
、
文
系
・
理
系
科
目
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
学
ぶ
仕

組
み
の
構
築
等
を
含
め
、
高
校
教
育
全
般
の
改
革
に
つ
い
て
、

提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
31
年
4
月
17
日
に
中
央

教
育
審
議
会
に
新
時
代
に
対
応
し
た
高
等
学
校
教
育
の
在
り

方
を
含
む「
新
し
い
時
代
の
初
等
中
等
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
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て
」諮
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
教
育
再
生
実
行
会
議

の
提
言
等
も
踏
ま
え
つ
つ
、
生
徒
の
学
習
意
欲
を
喚
起
し
能

力
を
最
大
限
伸
ば
す
た
め
の
普
通
科
改
革
な
ど
学
科
の
在
り

方
や
、
文
系
・
理
系
に
か
か
わ
ら
ず
様
々
な
科
目
を
学
ぶ
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
専
門
的
・
実
務
的
に
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。文

部
科
学
省
に
お
い
て
も
、
提
言
を
踏
ま
え
、
新
し
い
時

代
に
対
応
し
た
高
等
学
校
教
育
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

公
立
小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
等

今
後
、
少
子
化
等
の
更
な
る
進
展
に
よ
る
学
校
の
小
規
模

化
に
伴
い
、
児
童
生
徒
が
集
団
の
中
で
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら

学
ん
だ
り
、
社
会
性
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る

等
の
課
題
の
顕
在
化
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
公
立
小
・
中
学

校
の
設
置
者
で
あ
る
市
町
村
に
お
い
て
は
、
教
育
的
な
視
点

か
ら
こ
う
し
た
課
題
の
解
消
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。そ

の
際
、
参
考
と
な
る
よ
う
、
基
本
的
な
方
向
性
や
考
慮

す
べ
き
要
素
、
留
意
点
等
に
加
え
、
全
国
の
教
育
委
員
会
や

学
校
現
場
の
優
れ
た
取
組
事
例
や
近
年
の
政
策
動
向
等
を
踏

ま
え
つ
つ
、
少
子
化
に
対
応
し
た
活
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に

関
わ
る
具
体
的
な
工
夫
や
ア
イ
デ
ア
の
例
を
盛
り
込
ん
だ「
公

立
小
学
校
・
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
等
に
関
す
る

手
引
」を
作
成
し
、
文
部
科
学
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
す

る
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
の
担
当
者
が
集
ま
る
会
議
等
で

周
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
の
学
校
の
機
能
を
重
視
す

る
観
点
か
ら
は
、
①
学
校
統
合
に
よ
り
魅
力
あ
る
学
校
づ
く

り
を
行
い
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
選
択
す
る
場
合

や
、
②
地
域
の
総
力
を
挙
げ
、
創
意
工
夫
を
い
か
し
て
小
規

模
校
の
メ
リ
ッ
ト
の
最
大
化
や
デ
メ
リ
ッ
ト
の
克
服
を
図
り
つ

つ
、
学
校
の
存
続
を
選
択
す
る
場
合
等
の
複
数
の
選
択
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
、
市
町
村
の
い
ず
れ
の
選
択
も
尊
重
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
す
。

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
各
市
町
村
が
学
校
の
小
規
模
化

に
伴
う
諸
課
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
保
護
者
や
地
域
住

民
と
と
も
に
課
題
を
精
緻
に
分
析
し
て
、
そ
の
結
果
の
共
有

を
行
っ
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
子
供
た
ち
を
健
や
か
に

育
ん
で
い
く
た
め
の「
最
善
の
選
択
」に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
立
小
学
校
・
中
学
校
の
設
置
の
在
り
方
を
最
終

的
に
判
断
す
る
の
は
学
校
の
設
置
者
で
あ
る
市
町
村
で
す
が
、

広
域
の
教
育
行
政
を
担
う
各
都
道
府
県
に
お
い
て
も
、
域
内

全
体
の
学
校
教
育
の
充
実
発
展
に
責
任
を
持
つ
立
場
か
ら
、

市
町
村
の
ニ
ー
ズ
や
実
情
を
踏
ま
え
、
適
切
な
指
導
・
助
言
・

援
助
を
行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

幼
児
教
育
の
振
興

平
成
30
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る「
幼
稚
園
教
育
要
領
」

で
は
、
幼
稚
園
教
育
に
お
い
て
育
み
た
い
資
質
・
能
力
の
明
確

化
や
小
学
校
教
育
と
の
接
続
の
推
進
に
関
す
る
内
容
の
充
実

を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
幼
児
教
育
実
践
の
質
向
上
総
合
プ
ラ
ン
」と
し
て
、

幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
配
置
・
育
成
な
ど
地
方
公
共
団
体

に
お
け
る
幼
児
教
育
の
推
進
体
制
の
充
実
・
活
用
強
化
、
幼

稚
園
教
諭
の
専
門
性
向
上
に
向
け
た
免
許
上
進
の
推
進
、
幼

稚
園
等
に
お
け
る
人
材
確
保
の
取
組
や
教
育
課
題
に
対
応
し

た
指
導
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
な
ど
に
係
る
経
費
を
、

令
和
2
年
度
予
算
に
計
上
し
ま
し
た
。

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」は
、
消
費
税
財
源
を
活

用
し
て
、「
量
」と「
質
」の
両
面
か
ら
子
供
の
育
ち
、
子
育
て

を
支
え
て
お
り
、
新
制
度
移
行
後
も
、
幼
稚
園
教
諭
等
の
処

遇
改
善
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
新
制
度
施
行
後
5
年
の
見
直

し
で
は
、
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の
公
定
価
格
に
お
け
る
自

園
調
理
へ
の
支
援
や
、
公
開
保
育
と
学
校
関
係
者
評
価
の
一

体
的
な
取
組
の
実
施
促
進
、
幼
小
連
携
の
取
組
の
促
進
な
ど

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

特
別
支
援
教
育
の
推
進

我
が
国
で
は
、
平
成
26
年
1
月
に
批
准
し
た「
障
害
者
の

権
利
に
関
す
る
条
約
」等
を
踏
ま
え
、
障
害
の
あ
る
子
供
に
つ

い
て
、
そ
の
能
力
や
可
能
性
を
最
大
限
に
伸
ば
し
、
自
立
と

社
会
参
加
に
必
要
な
力
を
培
う
た
め
、
一
人
一
人
の
教
育
的

ニ
ー
ズ
に
最
も
的
確
に
応
え
る
指
導
や
支
援
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
特
別
支
援
学
校
、
小
学
校
・
中
学
校
の
特
別
支

援
学
級
、
通
級
に
よ
る
指
導
、
通
常
の
学
級
と
い
っ
た
多
様

な
学
び
の
場
の
整
備
や
、
教
師
の
専
門
性
の
向
上
、
障
害
の

あ
る
子
供
に
対
す
る
合
理
的
配
慮
の
提
供
の
促
進
な
ど
に
精

力
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
特
別
支
援
学
校
や
小
学
校
・
中
学
校
の
特
別
支

援
学
級
、
通
級
に
よ
る
指
導（
大
部
分
の
授
業
を
通
常
の
学

級
で
受
け
な
が
ら
、
一
部
の
授
業
に
つ
い
て
障
害
に
基
づ
く

種
々
の
困
難
の
改
善
・
克
服
に
必
要
な
特
別
の
指
導
を
特
別
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な
場
で
受
け
る
指
導
形
態
）に
お
い
て
は
、
特
別
の
教
育
課
程

や
少
人
数
の
学
級
編
制
の
下
、
特
別
な
配
慮
に
よ
り
作
成
さ

れ
た
教
科
書
、
専
門
的
な
知
識
・
経
験
の
あ
る
教
職
員
、
障

害
に
配
慮
し
た
施
設
・
設
備
等
を
活
用
し
て
指
導
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
の
現
状
と
し
て
は
、
令
和
元
年
5
月
1
日

現
在
、
特
別
支
援
学
校
及
び
小
学
校
・
中
学
校
の
特
別
支
援

学
級
の
在
籍
者
並
び
に
通
級
に
よ
る
指
導
を
受
け
て
い
る
幼

児
児
童
生
徒
の
総
数
は
約
56
万
人
と
な
っ
て
お
り
、
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
義
務
教
育
段
階
の
児
童
生
徒
に

つ
い
て
は
、
約
48
万
6
0
0
0
人
で
、
こ
れ
は
全
体
の
約
5
・

0
％
に
当
た
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
か
ら
、
高
等
学
校
段
階
に
お
け
る
通
級
に
よ

る
指
導
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
は
45
都
道
府
県

に
お
い
て
実
施
、
令
和
元
年
度
か
ら
は
全
都
道
府
県
に
お
い

て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
29
年
4
月
に
特
別
支
援

学
校
幼
稚
部
教
育
要
領
、
小
学
部
・
中
学
部
学
習
指
導
要
領
、

平
成
31
年
2
月
に
特
別
支
援
学
校
高
等
部
学
習
指
導
要
領
の

改
訂
を
行
い
、
①
重
複
障
害
者
で
あ
る
子
供
や
知
的
障
害
者

で
あ
る
子
供
の
学
び
の
連
続
性
、
②
障
害
の
特
性
等
に
応
じ

た
指
導
上
の
配
慮
の
充
実
、
③
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
や
生

涯
学
習
へ
の
意
欲
向
上
な
ど
自
立
と
社
会
参
加
に
向
け
た
教

育
等
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。（
令
和
2
年
度
か
ら
小
学
部
が

全
面
実
施
）

さ
ら
に
、
障
害
の
あ
る
子
供
や
そ
の
保
護
者
が
、
乳
幼
児

期
か
ら
学
齢
期
、
社
会
参
加
に
至
る
ま
で
、
地
域
で
切
れ
目

な
く
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
の
連
携
の
促
進

を
図
る
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
教
育
と
福
祉
の
連
携
に
つ
い

て
は
、
文
部
科
学
省
と
厚
生
労
働
省
の
両
省
連
携
に
よ
る
、

家
庭
と
教
育
と
福
祉
の
連
携「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
い
て
、
平
成
30
年
3
月
に
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
、

各
自
治
体
の
積
極
的
な
取
組
を
促
し
て
い
ま
す
。
文
部
科
学

省
で
は
、
各
自
治
体
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
情
報
を
掲
載
す

る
保
護
者
向
け
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
ひ
な
型
を
作
成
し
た
り
、
学

校
教
育
法
施
行
規
則
を
改
正
し
、
個
別
の
教
育
支
援
計
画
に

つ
い
て
規
定
し
た
り
す
る
な
ど
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
医
療
や
福
祉
と
の
連
携
の
推
進
、
障
害
者
の
権

利
に
係
る
国
際
的
な
議
論
の
動
向
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
特
別

支
援
教
育
の
現
状
と
課
題
を
整
理
し
、
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
新
し
い
時
代
の
特
別
支
援
教
育
の
在
り
方
や
、

そ
の
充
実
の
た
め
の
方
策
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
た
め
に
、

令
和
元
年
9
月
6
日
に「
新
し
い
時
代
の
特
別
支
援
教
育
の

在
り
方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」を
設
置
し
議
論
を
進
め
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
て
、
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
が
、

障
害
の
状
態
に
応
じ
た
十
分
な
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
引
き
続
き
、
切
れ
目
な
い
支
援
体
制
を
構
築
す
る

な
ど
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
進
め
て
い
ま
す
。

よ
り
良
い
教
科
書
の
た
め
に

教
科
書
は
、
学
校
に
お
け
る
教
科
の
主
た
る
教
材
と
し
て
、

児
童
生
徒
が
学
習
を
進
め
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も

の
で
す
。
教
育
の
機
会
均
等
を
実
質
的
に
保
障
し
、
全
国
的

な
教
育
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
小
・
中
・
高
等
学

校
、
特
別
支
援
学
校
等
に
お
い
て
は
、
文
部
科
学
省
検
定
済

教
科
書
又
は
文
部
科
学
省
著
作
教
科
書
を
使
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
教
科
書
検
定

教
科
書
検
定
は
、
民
間
の
発
行
者
の
創
意
工
夫
に
よ
る
多

様
な
教
科
書
の
発
行
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
①
全
国
的
な

教
育
水
準
の
維
持
向
上
、
②
教
育
の
機
会
均
等
の
保
障
、
③

適
正
な
教
育
内
容
の
維
持
、
④
教
育
の
中
立
性
の
確
保
な
ど

の
要
請
に
応
え
る
た
め
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

令
和
2
年
度
に
は
、
主
に
、
平
成
30
年
に
公
示
さ
れ
た
新

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
高
等
学
校（
主
と
し
て
低
学
年
）用

の
教
科
書
検
定
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

2
教
科
書
採
択

教
科
書
採
択
は
、
児
童
生
徒
が
学
校
の
授
業
や
家
庭
に
お

け
る
学
習
活
動
に
お
い
て
用
い
る
教
科
書
を
決
定
す
る
重
要

な
行
為
で
す
。
平
成
27
年
度
及
び
平
成
28
年
度
に
、
複
数
の

教
科
書
発
行
者
に
よ
る
、
採
択
の
公
正
性
・
透
明
性
に
疑
念

を
生
じ
さ
せ
か
ね
な
い
事
案
が
相
次
い
で
発
覚
し
た
こ
と
を
受

け
て
、
文
部
科
学
省
は
、
教
科
書
採
択
の
公
正
性
・
透
明
性

が
し
っ
か
り
と
確
保
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

令
和
2
年
度
に
は
、
新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
中
学
校

用
教
科
書
の
初
め
て
の
採
択
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

3
教
科
書
無
償
給
与
・
教
科
用
特
定
図
書

文
部
科
学
省
で
は
、
憲
法
第
26
条
に
掲
げ
る
義
務
教
育
無

償
の
精
神
を
よ
り
広
く
実
現
す
る
施
策
と
し
て
教
科
書
無
償

給
与
制
度
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
障
害
の
あ
る
児
童
及
び
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生
徒
が
検
定
済
教
科
書
等
に
代
え
て
使
用
す
る
拡
大
教
科
書

や
、
通
常
の
検
定
済
教
科
書
で
は
文
字
等
の
認
識
が
困
難
な

発
達
障
害
児
等
の
児
童
生
徒
向
け
の
音
声
教
材
な
ど
、
教
科

用
特
定
図
書
等
に
つ
い
て
、
そ
の
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
拡
大
教
科
書
の
標
準
的
な
規
格
を
定
め
る
な
ど
、

教
科
書
発
行
者
に
よ
る
拡
大
教
科
書
の
発
行
を
促
し
て
い
る

ほ
か
、
全
国
5
ブ
ロ
ッ
ク
で
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
等
を

対
象
と
し
た
音
声
教
材
の
普
及
促
進
の
た
め
の
会
議
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
整
備
充
実
を
図
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
協
力
等
を
得
な
が
ら
、
調
査
研
究
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

4
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

平
成
31
年
4
月
か
ら
、
紙
の
教
科
書
を
主
た
る
教
材
と
し

て
使
用
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
つ
つ
、
文
部
科
学
大
臣
の
定

め
る
範
囲
で
、
紙
の
教
科
書
に
代
え
て
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
文
部
科
学
省
で
は
、
そ
の
効
果
的
な
活
用
の
在

り
方
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
実
践
事
例
集
を
公
表
す

る
な
ど
、
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
円
滑
な
導
入
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
効
果
・
影
響
等
に
関

す
る
実
証
研
究
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

い
じ
め
対
策
、
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援

い
じ
め
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
す
が
、
ど
の
学
校
で

も
ど
の
子
供
に
も
起
こ
り
得
る
も
の
で
す
。
い
じ
め
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
ま
ず
、「
い
じ
め
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
」と
の
意

識
を
日
本
全
体
で
共
有
し
、
子
供
を「
加
害
者
に
も
、
被
害

者
に
も
、
傍
観
者
に
も
し
な
い
」教
育
を
実
現
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
そ
し
て
、
い
じ
め
の
問
題
に
対
し
て
は
、
全
て
の
関

係
者
が
、
そ
の
兆
候
を
い
ち
早
く
把
握
し
、
迅
速
に
対
応
す

る
必
要
が
あ
り
、
い
じ
め
の
問
題
を
隠
さ
ず
、
学
校
・
教
育

委
員
会
と
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
い
じ
め
防
止
対
策
推

進
法
や
国
の
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
等
に
基
づ
く
対
応
が
徹

底
さ
れ
る
よ
う
、
学
校
や
教
育
委
員
会
等
に
対
す
る
指
導
・

助
言
や
研
修
会
の
実
施
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
等
に
よ
る
教
育
相
談
体
制
の

充
実
な
ど
の
取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
平
成
29
年
に
、

基
本
方
針
の
改
定
及
び「
い
じ
め
の
重
大
事
態
の
調
査
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」の
策
定
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
文
部
科
学
省
で
は
、
夜
間
・
休
日
を
含
め
24
時

間
い
つ
で
も
子
供
の
S
O
S
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
通
話
料
無
料
の「
24
時
間
子
供
S
O
S
ダ
イ
ヤ
ル
」

を
整
備
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
近
年
、
若
年
層
の
多
く
が
、

S
N
S
を
主
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
用
い
て
い

る
と
と
も
に
、
S
N
S
上
の
い
じ
め
へ
の
対
応
も
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
文
部
科
学
省

で
は
、
平
成
29
年
に
有
識
者
会
議
を
立
ち
上
げ
、
い
じ
め
を

含
む
様
々
な
悩
み
に
関
す
る
児
童
生
徒
の
相
談
に
関
し
て
、

S
N
S
等
を
活
用
す
る
利
点
・
課
題
等
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
、
平
成
30
年
3
月
、「
S
N
S
等
を
活
用
し
た
相
談
体
制
の

構
築
に
関
す
る
当
面
の
考
え
方（
最
終
報
告
）」を
取
り
ま
と

め
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
30
年
か
ら
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、

S
N
S
等
を
活
用
し
た
児
童
生
徒
向
け
の
相
談
体
制
の
構
築

を
支
援
し
て
お
り
、
令
和
元
年
度
か
ら
は
新
た
に
S
N
S
等

を
活
用
し
た
相
談
体
制
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
不
登
校
は
、
取
り
巻
く
環
境
に
よ
っ
て
は
、
ど
の

児
童
生
徒
に
も
起
こ
り
得
る
も
の
と
し
て
捉
え
、
不
登
校
と

い
う
だ
け
で「
問
題
行
動
」と
判
断
す
る
こ
と
な
く
、
個
々
の

状
況
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
う
し
た
認
識
の
下
、
平
成
28
年
12
月
に「
義
務
教
育
の

段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教
育
の
機
会
の
確
保

等
に
関
す
る
法
律
」が
成
立
し
た
こ
と
を
受
け
、
教
育
の
機

会
の
確
保
等
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の

基
本
指
針
を
定
め
る
な
ど
、
文
部
科
学
省
と
し
て
不
登
校
児

童
生
徒
へ
の
支
援
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
お
り
、
平
成
29
年

度
か
ら
3
年
間
に
わ
た
っ
て
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
促

進
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
民
間
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
支
援

を
推
進
す
る
た
め
、
学
校
以
外
の
場
に
お
け
る
教
育
機
会
の

確
保
等
に
関
す
る
調
査
研
究
等
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
調
査
研
究
の
成
果
等
も
踏
ま
え
、
自

治
体
や
民
間
団
体
等
が
行
う
学
校
以
外
の
場
に
お
け
る
不
登

校
児
童
生
徒
に
対
す
る
支
援
体
制
の
整
備
を
一
層
推
進
す
る

た
め
、
令
和
2
年
度
か
ら
は
新
た
に
補
助
事
業
と
し
て
、「
不

登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る
支
援
推
進
事
業
」を
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
個
々
の
不
登
校
児
童
生
徒
の
状
況
に
応
じ
た

必
要
な
支
援
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

夜
間
中
学
の
設
置
・
充
実

夜
間
中
学
は
、
義
務
教
育
未
修
了
者
の
ほ
か
、
不
登
校
な

ど
に
よ
り
十
分
な
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
中
学
校
を
卒
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業
し
た
者（
入
学
希
望
既
卒
者
）や
、
本
国
又
は
我
が
国
に

お
い
て
義
務
教
育
を
修
了
で
き
な
か
っ
た
外
国
籍
の
者
な
ど

の
、
義
務
教
育
を
受
け
る
機
会
を
実
質
的
に
保
障
す
る
た
め

の
様
々
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
4
月
に
新
た
に
開
校
し
た
1
校
を
含
め
て
、
夜
間
中

学
は
全
国
10
都
府
県
28
市
区
に
34
校
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
28
年
12
月
に
成
立
し
た「
義
務

教
育
の
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教
育
の
機
会

の
確
保
等
に
関
す
る
法
律（
以
下「
法
」と
い
う
。）」第
7
条

に
基
づ
き
策
定
し
た
基
本
指
針
に
お
い
て
、
全
て
の
都
道
府

県
に
少
な
く
と
も
一
つ
は
夜
間
中
学
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
促

進
す
る
と
と
も
に
、
既
存
の
夜
間
中
学
に
お
け
る
多
様
な
生

徒
の
受
入
れ
拡
大
を
図
る
こ
と
等
を
目
標
に
掲
げ
て
、
様
々

な
取
組
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
22
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
か
ら
も
全
国
に
未
就
学
者

が
存
在
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
と
も
に
、
増
加
す
る

不
登
校
児
童
生
徒
や
義
務
教
育
を
修
了
で
き
な
か
っ
た
外
国

籍
の
方
等
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
未
設
置
の
自

治
体
に
お
い
て
は
、
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
令
和
2
年
度
政

府
予
算
を
活
用
す
る
な
ど
し
、
夜
間
中
学
の
設
置
に
向
け
た

検
討
を
進
め
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
平
成
30
年
度
か
ら

「
夜
間
中
学
に
お
け
る
日
本
語
指
導
研
修
会
」を
開
催
す
る
な

ど
し
て
、
既
存
の
夜
間
中
学
の
教
育
活
動
の
充
実
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
30
年
6
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
第
3
期
教
育
振
興

基
本
計
画
」に
お
い
て
は
、
初
め
て「
夜
間
中
学
の
設
置
・
充

実
」に
関
す
る
項
立
て
が
な
さ
れ
た
ほ
か
、
同
年
12
月
に
関
係

閣
僚
会
議
が
取
り
ま
と
め
た「
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の

た
め
の
総
合
的
対
応
策
」に
は
、「
全
て
の
都
道
府
県
に
お
け

る
夜
間
中
学
の
設
置
促
進
等
」が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
令
和
元
年
11
月
29
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
子
供
の

貧
困
対
策
に
関
す
る
大
綱
」に
お
い
て
は「
全
て
の
指
定
都
市

に
お
け
る
夜
間
中
学
の
設
置
促
進
等
」が
盛
り
込
ま
れ
る
な

ど
、
今
後
も
政
府
と
し
て
、
夜
間
中
学
の
設
置
促
進
・
充
実

に
係
る
取
組
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

夜
間
中
学
未
設
置
の
自
治
体
に
在
住
の
潜
在
的
入
学
希
望

者（
当
事
者
）御
自
身
に
加
え
て
、
そ
の
家
族
や
友
人（
支
援

者
）、
潜
在
的
入
学
希
望
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
福
祉
関
係

者
や
外
国
人
支
援
者（
応
援
者
）な
ど
は
、
お
住
ま
い
の
教
育

委
員
会
に
お
問
合
せ
、
御
相
談
く
だ
さ
い
。

学
校
健
康
教
育
の
充
実

学
校
健
康
教
育
は
、
学
校
保
健
、
学
校
安
全
、
食
育
・
学

校
給
食
に
関
す
る
取
組
を
充
実
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
供
の

心
身
の
健
や
か
な
育
成
を
図
る
も
の
で
す
。
こ
の
う
ち
、
朝

食
欠
食
の
増
加
等
の
食
生
活
の
乱
れ
や
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

等
の
現
代
的
な
健
康
課
題
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
文
部
科
学

省
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
も
踏
ま
え
、
各
施
策
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。（
学
校
安
全
に
関
す
る
施
策
に
つ
い

て
は
P
35「
学
校
安
全
の
確
保
」参
照
）

1
学
校
保
健
の
推
進

近
年
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
問

題
等
、
子
供
の
健
康
課
題
が
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
学
校
保
健
に
関
す
る
学
校
内
の
体
制
整
備
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
医
療
機
関
等
の
専
門
性
を
取
り
入

れ
る
な
ど
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
学
校
保
健
を
推
進
す
る
こ

と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
地
域
の
医
療
機
関
等
と
の
連
携
に
よ

る
学
校
保
健
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、「
第
3
期
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
」（
平
成
29
年
10

月
閣
議
決
定
、
平
成
30
年
3
月
一
部
変
更
）を
踏
ま
え
、
各

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
が
ん
教
育
総
合
支
援
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
経
験
の
浅
い
養
護
教
諭
の
配
置
校
等
で
指
導
助
言

を
行
う
ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー
を
学
校
へ
派
遣
す
る
取
組

を
行
う
と
と
も
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
等

の
現
代
的
な
健
康
課
題
に
関
す
る
教
職
員
向
け
研
修
会
等
を

開
催
す
る
な
ど
、
教
職
員
の
学
校
保
健
に
関
す
る
資
質
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
第
五
次
薬
物
乱
用
防
止
五
か
年
戦
略
」を
受

け
、
薬
物
乱
用
防
止
教
室
の
開
催
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

薬
物
乱
用
防
止
に
関
す
る
効
果
的
な
指
導
の
方
法
や
内
容
の

検
討
・
実
施
の
支
援
を
行
う
な
ど
薬
物
乱
用
防
止
教
育
の
充

実
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
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2
学
校
に
お
け
る
食
育
・
学
校
給
食
の
推
進

子
供
が
食
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や
望
ま
し
い
食
習
慣
を

習
得
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
判
断
力
を
養
い
、
主
体
的
に

自
他
の
健
康
な
食
生
活
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
な

ど
を
目
指
し
、
各
学
校
に
お
い
て
は
、
学
校
給
食
法
や
学
習

指
導
要
領
等
に
沿
っ
て
、
各
教
科
等
、
学
校
の
教
育
活
動
全

体
を
通
じ
て
食
に
関
す
る
指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
、
家
族
や
生
活
の
状
況
が
変
化
す
る
中
で
、

様
々
な
環
境
に
あ
る
子
供
た
ち
の
健
全
な
心
身
の
育
成
や
一

人
一
人
の
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
、
食
育
の
観
点
か
ら
も

積
極
的
な
取
組
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
文

部
科
学
省
で
は
、
令
和
2
年
度
に
お
い
て「
学
校
給
食
・
食
育

総
合
推
進
事
業
」を
以
下
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

【
社
会
的
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
学
校
給
食
の
活
用
事
業
】

（
事
業
Ⅰ
）

食
品
の
生
産
・
加
工
・
流
通
等
の
関
係
者
と
連
携
し
、
学

校
給
食
を
通
し
て
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
、
地
産
地
消
の
推
進
、

伝
統
的
食
文
化
の
継
承
な
ど
の
社
会
的
課
題
の
解
決
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
究
事
業

【
つ
な
が
る
食
育
推
進
事
業
】（
事
業
Ⅱ
）

栄
養
教
諭
を
中
核
と
し
つ
つ
、
家
庭
、
地
域
、
大
学
等
の

関
係
者
の
連
携
に
よ
り
、
子
供
の
食
に
関
す
る
自
己
管
理
能

力
の
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
究
事
業
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グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
第
4
次
産
業
革
命
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
等
、
社
会
が
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ

る
中
、
高
等
教
育
は
、
幅
広
い
教
養
と
高
い
専
門
性
を
備
え
た
人
材
の
育
成
、
各
分
野
を
牽け

ん

引い
ん

し

世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
担
う
人
材

の
育
成
、
様
々
な
研
究
を
通
じ
た
諸
問
題
の
解
決
な
ど
、
国
民
生
活
や
社
会
経
済
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
に
加
え
、
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
お
り
、
新
た
な
知
と
価
値
を
創

造
・
発
信
し
、
能
動
的
に
社
会
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と
に
多
大
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

我
が
国
の
大
学
の
量
的
規
模
を
概
観
す
る
と（
図
1
参
照
）、
大
学
進
学
者
の
多
く
を
占
め
る

18
歳
人
口
は
、
平
成
4
年
度
の
2
0
5
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
お
り
、
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
現
在
約
1
1
7
万
人
の
18
歳
人
口
が
、
2
0
3
0
年
に
は

1
0
3
万
人
、
2
0
4
0
年
に
は
88
万
人
に
減
少
す
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
大
学
進
学
率
の
上
昇
に
よ
り
、
少
子
化
の
中
で
も
大
学
の
学
士
課
程
へ
の
進
学
者
は

増
加
し
続
け
て
お
り
、
令
和
元
年
度
で
は
、
短
期
大
学
を
含
む
大
学
進
学
率
は
58
・
1
％
と
な
っ
て

お
り
、
専
門
学
校
等
を
含
め
た
高
等
教
育
機
関
の
進
学
率
は
82
・
8
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
今
後
は
少
子
化
の
一
層
の
進
展
に
よ
り
、
今
後
、
大
学
進
学
者
数
自
体
が
減
少
し
て
い

く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
人
生
1
0
0
年
時
代
を
迎
え
、
今
後
は
多
様
な
年
齢
層
の
学
生
の
入
学
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
多
様
な
国
籍
の
教
員
や
学
生
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
考
え
る
と
、
18
歳
で
入
学
す
る
日
本
人
以
外
の
学
生
が
増
加
し
て
い
く
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
我
が
国
の
大
学
教
育
の
質
に
つ
い
て
は
、
学
生
の
授
業
以
外
の
学
修
時
間
が
非
常
に
短
い

な
ど
、
教
育
の
質
を
保
証
す
る
た
め
の
取
組
が
不
十
分
で
あ
る
と
い
っ
た
指
摘
が
な
さ
れ
て
お
り
、

各
大
学
に
お
い
て
は
自
ら
責
任
を
持
っ
て
教
育
の
質
を
保
証
し
、
そ
の
成
果
を
社
会
に
対
し
て
も
積

極
的
に
情
報
公
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
29
年
3
月
に「
我
が
国
の
高
等
教
育
に
関
す
る
将
来
構
想
に
つ

い
て
」を
文
部
科
学
大
臣
か
ら
中
央
教
育
審
議
会
に
諮
問
し
、
お
お
む
ね
2
0
4
0
年
頃
の
社
会
を

見
据
え
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
高
等
教
育
の
将
来
構
想
に
つ
い
て
、
総
合
的
な
検
討
を
要
請
し
ま

し
た
。
本
諮
問
を
受
け
、
中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
将
来
構
想
部
会
を
中
心
に
審
議
が
進
め

高
等
教
育
の
充
実

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局

図1　18歳人口と高等教育機関への進学率等の推移
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出典：文部科学省「学校基本統計」令和14年～22年度については国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成29年推計）（出生中位・死亡中位）」を元に作成
※進学率、現役志願率については、小数点以下第２位を四捨五入しているため、内訳の計と合計が一致しない場合がある。

18歳人口は、平成21～令和2年頃までほぼ横ばいで推移するが、令和3年頃から再
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ら
れ
、
平
成
30
年
11
月
に
は
、Society5.0

の
到
来
や
18
歳

人
口
の
減
少
等
の
社
会
の
変
化
を
踏
ま
え
、
①
専
門
に
関
す

る
知
識
の
み
で
は
な
く
、
文
理
横
断
型
の
教
育
へ
の
転
換
と

と
も
に
、
教
育
の
質
の
保
証
を
進
め
、「
何
を
学
び
、
身
に
付

け
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
」と
い
う
学
修
の
成
果
の
可
視
化
の

促
進
、
②
地
域
に
お
け
る
質
の
高
い
高
等
教
育
機
会
の
確
保

の
た
め
の
各
大
学
間
の「
強
み
」を
生
か
し
た
連
携
・
統
合
の

在
り
方
や
、
18
歳
人
口
の
減
少
を
踏
ま
え
た
高
等
教
育
機
関

全
体
の
規
模
な
ど
に
つ
い
て
提
言
し
た「
2
0
4
0
年
に
向
け

た
高
等
教
育
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン（
答
申
）」が
取
り
ま
と
め

ら
れ
ま
し
た
。

本
答
申
を
踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
大
学

等
に
お
け
る
教
育
研
究
の
質
の
向
上
や
管
理
運
営
の
改
善

等
を
図
る
た
め
、「
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」を
令
和
元
年
度
の
通
常
国
会
に
提
出
し
、
関
係
法
律

の
改
正
を
行
っ
た
ほ
か
、
令
和
2
年
1
月
に
は
、
各
大
学

の
教
育
面
で
の
改
善
・
改
革
に
資
す
る
取
組
に
関
す
る
留
意

点
等
を
ま
と
め
た「
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
」（
令
和
2
年

1
月
中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
）（https://w

w
w
.

m
ext.go.jp/b_m

enu/shingi/chukyo/chukyo0/
toushin/1411360_00001.htm

l

）を
策
定
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
た
め
、
更
な
る
高
等
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

教
育
費
負
担
の
軽
減

1
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度

高
等
教
育
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
授
業

料
等
減
免
や
奨
学
金
制
度
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
な
お
、
低
所
得
世
帯
の
子
供
た
ち
は
全
世
帯
平
均
に
比

べ
て
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
率
が
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

子
供
た
ち
が
、
経
済
的
事
情
に
よ
り
進
学
を
断
念
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
進
学
の
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
真
に
支
援
が
必
要
な
低
所
得
世
帯
の
子
供
た

ち
に
対
し
、
質
の
高
い
高
等
教
育
機
関
へ
の
修
学
に
係
る
経

済
的
負
担
を
軽
減
し
、
我
が
国
に
お
け
る
急
速
な
少
子
化
の

進
展
へ
の
対
処
に
寄
与
す
る
と
い
う
目
的
の
も
と
、「
新
し
い

経
済
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」（
平
成
29
年
12
月
8
日
閣
議
決
定
）

等
を
踏
ま
え
、「
大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法

律
」案
を
国
会
に
提
出
し
、
同
法
案
は
令
和
元
年
5
月
10
日

に
成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
令
和
2
年
4
月
よ
り
高

等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。具

体
的
に
は
授
業
料
等
減
免
制
度
の
創
設
と
給
付
型
奨
学

金
の
支
給
の
拡
充
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら

は
、
少
子
化
に
対
処
す
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、
消
費
税
率

引
上
げ
に
よ
る
財
源
を
活
用
し
ま
す
。
対
象
者
は
住
民
税
非

課
税
世
帯
と
そ
れ
に
準
ず
る
世
帯
の
学
生
等
で
、
具
体
的
な

支
援
額
等
は
次
の
図
表
の
と
お
り
で
す
。

支
援
対
象
と
な
る
学
生
等
に
つ
い
て
は
、
高
校
在
学
時
の

成
績
だ
け
で
否
定
的
な
判
断
を
せ
ず
、
高
校
等
が
、
レ
ポ
ー

ト
の
提
出
や
面
談
等
に
よ
り
本
人
の
学
修
意
欲
や
進
学
目
的

等
を
確
認
し
ま
す
。
他
方
、
大
学
等
へ
の
進
学
後
は
、
学
修

状
況
に
つ
い
て
厳
し
い
要
件
を
課
し
、
こ
れ
に
満
た
な
い
場
合

に
は
支
援
を
打
ち
切
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
で
自
立
し
活
躍
で
き
る
、
豊
か
な
人
間
性
を

備
え
た
創
造
的
な
人
材
を
育
成
で
き
る
大
学
等
を
支
援
措
置

の
対
象
と
す
る
た
め
、
大
学
等
に
も
一
定
の
要
件
を
求
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
大
学
等
か
ら
の
申
請
を
受
け
て
、
国

及
び
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
審
査
を
行
い
、
令
和
元
年
9

月
に
新
制
度
の
対
象
機
関
を
公
表
し
ま
し
た
。

〈
参
考
〉高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
の
対
象
機
関（
確
認

大
学
等
）

https://w
w

w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/koutou/

hutankeigen/1420041.htm

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1411360_00001.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1411360_00001.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1411360_00001.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/hutankeigen/1420041.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/hutankeigen/1420041.htm
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2
無
利
子
奨
学
金
事
業

令
和
2
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
平
成
29
年
度
に
希
望
者

全
員
に
対
す
る
貸
与
を
実
現
し
た
無
利
子
奨
学
金
に
つ
い
て
、

制
度
を
確
実
に
実
施
し
、
引
き
続
き
貸
与
基
準
を
満
た
す
希

望
者
全
員
へ
の
貸
与
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
平
成
29

年
度
に
導
入
し
た
返
還
負
担
を
大
幅
に
軽
減
す
る
所
得
連
動

返
還
型
奨
学
金
制
度
も
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

3
大
学
院
学
生
の
経
済
的
支
援
の
拡
充

第
5
期
科
学
技
術
基
本
計
画
に
お
い
て
掲
げ
ら
れ
た「
博

士
課
程（
後
期
）在
籍
者
の
2
割
程
度
が
生
活
費
相
当
額
程

度
を
受
給
で
き
る
こ
と
を
目
指
す
」と
い
う
目
標
の
達
成
に
向

け
、
特
別
研
究
員
事
業（
D
C
）や
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨

学
金
事
業
に
お
け
る
業
績
優
秀
者
返
還
免
除
等
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
学
費
や
経
済
的
支
援
に
つ
い
て
大
学
が
必
要
な

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
の
努
力
義
務
化
を
定
め
る
省
令
改
正

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
研
究
力
強
化
・
若
手
研
究
者
支

援
総
合
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」を
踏
ま
え
、
各
大
学
に
お
け
る
学
内
奨

学
金
や
R
A
制
度
の
充
実
の
促
進
、
競
争
的
研
究
費
や
共
同

研
究
費
に
お
け
る
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
等
の
適
切
な
給
与

水
準
の
確
保
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

高
大
接
続
改
革
に
つ
い
て

我
が
国
は
今
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
や
技
術
革
新
、
生

産
年
齢
人
口
の
急
減
等
、
大
き
な
社
会
変
動
の
中
に
あ
り
、

こ
の
状
況
下
で
問
題
を
発
見
し
、
答
え
を
生
み
出
し
、
新
た

な
価
値
を
創
造
す
る
力
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
文
部
科
学
省
で
は
、
高
等
学
校
教
育
、
大
学
教
育
、
大

学
入
学
者
選
抜
の
三
者
の
一
体
的
な
改
革
を
通
じ
て
、
①
知

識
・
技
能
、
②
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
、
③
主
体
性
を

持
っ
て
多
様
な
人
々
と
協
働
し
て
学
ぶ
態
度
、
こ
れ
ら
の「
学

力
の
3
要
素
」を
確
実
に
育
成
・
評
価
す
る
た
め
、
高
大
接
続

改
革
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

1
高
等
学
校
教
育
改
革

①�

平
成
30
年
に
告
示
さ
れ
た
高
等
学
校
の
新
し
い
学
習
指
導

要
領
で
は
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」の
視
点
か

ら
の
授
業
改
善
を
通
じ
て
、
三
つ
の
資
質
・
能
力（「
知
識

及
び
技
能
」「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」「
学
び
に
向
か

う
力
、
人
間
性
」）を
子
供
た
ち
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
成
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
令
和
4
年
度
か
ら
年
次
進
行
で
実

施
す
る
予
定
で
す
。

②�

学
習
・
指
導
方
法
の
改
善
、
教
員
の
指
導
力
の
向
上
に
つ

い
て
は
、
生
徒
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る「
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
」の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
を
目
指

す
と
と
も
に
、
教
員
の
資
質
・
能
力
向
上
に
つ
い
て
は
、
独

立
行
政
法
人
教
職
員
支
援
機
構
に
設
置
さ
れ
た
次
世
代
教

育
推
進
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
授
業
改
善
に
資
す
る
情
報

提
供
を
行
う
な
ど
、
学
校
現
場
に
対
す
る
支
援
策
を
講
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
忙
な
教
職
員
に
対
す
る
支
援
策
と

し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る「
校
内
研
修
シ
リ
ー
ズ
」の
発

信
な
ど
、
研
修
機
会
の
提
供
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

③�

多
面
的
評
価
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
学
校
内
外
で
の
学
習

活
動
全
般
を
通
し
て
、
生
徒
の
資
質
・
能
力
の
多
面
的
な

評
価
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
取
組
の
一
つ
と
し
て
、

「
高
校
生
に
求
め
ら
れ
る
基
礎
学
力
の
確
実
な
習
得
」と

「
学
習
意
欲
の
喚
起
」を
図
る
た
め
、
文
部
科
学
省
が
一
定

の
要
件
を
示
し
、
民
間
の
試
験
等
を
認
定
す
る「
高
校
生

の
た
め
の
学
び
の
基
礎
診
断
」制
度
を
創
設
し
、
平
成
31

年
度
か
ら
利
活
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。（
再
掲
）

学
習
評
価
に
つ
い
て
は
、
高
等
学
校
の
観
点
別
学
習
状
況

の
評
価
を
更
に
充
実
し
、
そ
の
質
を
高
め
る
観
点
か
ら
国
が

示
す
参
考
様
式
に
お
い
て
、
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
記

載
欄
を
新
た
に
設
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
学
入
試
選
抜

に
つ
い
て
、
指
導
要
録
を
も
と
に
作
成
さ
れ
る
調
査
書
に
つ
い

て
も
、
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
活
用
も
含
め
て
、
入
学

者
選
抜
で
必
要
と
な
る
情
報
を
整
理
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

2
大
学
教
育
改
革

①�

三
つ
の
方
針
に
基
づ
く
大
学
教
育
の
質
的
転
換
に
つ
い
て

は
、
①
卒
業
認
定
・
学
位
授
与
、
②
教
育
課
程
の
編
成
・

実
施
、
③
入
学
者
受
入
れ
の「
三
つ
の
方
針
」の
策
定
・
公

表
を
各
大
学
に
義
務
付
け（
平
成
29
年
4
月
施
行
。）、「
三

つ
の
方
針
」の
策
定
・
運
用
に
関
し
て
参
考
と
な
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
中
央
教
育
審
議
会
が
作
成
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

「
2
0
4
0
年
に
向
け
た
高
等
教
育
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
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（
答
申
）」（
平
成
30
年
1
月
中
央
教
育
審
議
会
）を
踏
ま

え
、
各
大
学
に
お
け
る
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
確
立
の
支
援

を
進
め
る
た
め
、「
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
」が
取
り
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た
。

②�

認
証
評
価
に
つ
い
て
は
、「
三
つ
の
方
針
」等
を
共
通
評
価

項
目
と
す
る
こ
と
や
、
内
部
質
保
証
を
重
視
す
る
な
ど
、

平
成
30
年
度
よ
り
新
た
な
基
準
に
基
づ
く
評
価
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

3
大
学
入
学
者
選
抜
改
革

大
学
入
学
者
選
抜
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
高
校
ま
で
に
育

成
し
た「
学
力
の
3
要
素
」を
大
学
入
学
者
選
抜
で
多
面
的
・

総
合
的
に
評
価
し
、
大
学
教
育
に
お
い
て
高
校
ま
で
に
培
っ

た
力
を
更
に
向
上
・
発
展
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
に
代
わ
り
、
令
和
3
年
度

大
学
入
学
者
選
抜
か
ら
、
高
校
ま
で
に
育
成
し
た
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
等
の
評
価
を
よ
り
重
視
し
た「
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
」を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
各
大
学
に
お
い
て
も
入

学
志
願
者
の
能
力
・
意
欲
・
適
性
等
を
よ
り
多
面
的
・
総
合
的

に
評
価
し
て
い
く
た
め
の
入
学
者
選
抜
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

①
大
学
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
英
語
4
技
能
評
価
に
つ
い
て

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、
英
語
の「
読
む
」

「
聞
く
」「
話
す
」「
書
く
」の
4
技
能
の
総
合
的
な
育
成
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
大
学
入
学
者
選
抜
に
お
い
て

も
、
高
校
段
階
ま
で
に
育
成
し
た
英
語
4
技
能
を
適
切
に
評

価
す
る
た
め
に
、
高
校
教
育
や
大
学
入
学
者
選
抜
で
活
用
が

進
ん
で
い
る
英
語
資
格
・
検
定
試
験
の
成
績
を
大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
で
一
元
的
に
集
約
・
管
理
し
、
大
学
へ
成
績
提
供
す
る

「
大
学
入
試
英
語
成
績
提
供
シ
ス
テ
ム
」を
令
和
2
年
度
か
ら

導
入
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
受
験
生
が
経
済
的
な
状
況
や
居
住
し
て

い
る
地
域
に
関
わ
ら
ず
、
等
し
く
安
心
し
て
試
験
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
す
る
た
め
に
は
更
な
る
時
間
が
必
要
だ
と
判
断
し
、

令
和
元
年
11
月
1
日
、
令
和
2
年
度
か
ら
の
導
入
延
期
を
発

表
し
ま
し
た
。

シ
ス
テ
ム
導
入
見
送
り
後
も
、
各
大
学
の
判
断
に
よ
り
、

大
学
入
学
者
選
抜
に
お
い
て
英
語
資
格
・
検
定
試
験
を
活
用

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
文
部
科
学
省
で
は
、
各
大
学
の

令
和
3
年
度
大
学
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
英
語
資
格
・
検
定

試
験
活
用
の
有
無
、
活
用
方
法
等
を
取
り
ま
と
め
、
受
験
生

の
利
便
性
に
資
す
る
よ
う
、
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

（https://w
w
w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/koutou/koud

ai/detail/1420229.htm

）

②�
大
学
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
記
述
式
問
題
に
つ
い
て

「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」に
お
い
て
は
、
自
ら
の
力
で
考

え
を
ま
と
め
た
り
、
相
手
が
理
解
で
き
る
よ
う
根
拠
に
基
づ

い
て
論
述
た
り
す
る
等
の
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
評
価

す
る
た
め
、
国
語
、
数
学
に
お
い
て
記
述
式
問
題
を
導
入
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
受
験
生
の
不
安
を
払
拭
し
、
安
心
し
て

受
験
で
き
る
体
制
を
早
急
に
整
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と

判
断
し
、
令
和
元
年
12
月
17
日
、
令
和
3
年
度「
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
」に
お
け
る
導
入
を
見
送
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し

た
。そ

れ
に
伴
い
、
令
和
2
年
1
月
29
日
、
令
和
3
年
度「
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」に
関
し
て
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は

出
題
教
科
・
科
目
及
び
試
験
時
間
に
つ
い
て
、
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
は
出
題
範
囲
や
問
題
の
作
成
方
針
に
つ
い
て
、

必
要
と
な
る
見
直
し
を
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
、
公
表
し
ま
し
た
。

③�

大
学
入
試
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
議
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
で
は
、
こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
英
語
4

技
能
評
価
や
記
述
式
問
題
の
出
題
を
含
め
た
今
後
の
大
学
入

学
者
選
抜
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
令
和
元
年

12
月
27
日
、
文
部
科
学
大
臣
の
も
と
に「
大
学
入
試
の
あ
り

方
に
関
す
る
検
討
会
議
」を
設
置
し
ま
し
た
。

検
討
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
た
課
題
や
、

「
大
学
入
試
英
語
成
績
提
供
シ
ス
テ
ム
」の
導
入
延
期
や
記
述

式
問
題
が
見
送
り
と
な
っ
た
経
緯
も
検
証
し
、
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
て
議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
高
大
接
続
改
革
そ
の
も
の
や
、

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
や
、
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
・
評
価
す
る
こ
と
の
必
要
性
は
変
わ
る
も

の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
検
討
会
議
に
お
い
て
も
、
こ

れ
ら
の
重
要
性
は
踏
ま
え
た
上
で
、
入
学
者
選
抜
と
高
校
教

育
や
大
学
教
育
と
の
役
割
分
担
を
ど
う
考
え
る
か
、
ど
こ
ま

で
を
入
学
者
選
抜
で
問
う
か
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
と
各

大
学
の
個
別
の
入
学
者
選
抜
と
の
役
割
分
担
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
等
に
つ
い
て
、
率
直
な
議
論
を
行
い
、
令
和
2
年

末
を
目
途
に
広
く
国
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
提
言
を
ま
と
め

て
い
け
る
よ
う
、
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

大
学
院
教
育
の
充
実

文
部
科
学
省
は
、
高
度
な
専
門
的
知
識
と
倫
理
観
を
基
礎

に
自
ら
考
え
行
動
し
、
新
た
な
知
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
価
値

を
創
造
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
し
未
来
を
牽
引
す
る「
知
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」を
育
成
す
る
た
め
の
大
学
院
教
育
改

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/koudai/detail/1420229.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/koudai/detail/1420229.htm
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革
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
は
、
引
き
続
き「
第

3
次
大
学
院
教
育
振
興
施
策
要
綱
」（
平
成
28
年
3
月
31
日

文
部
科
学
大
臣
決
定
）を
踏
ま
え
た
大
学
院
教
育
の
充
実
・

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
に

お
い
て「
2
0
4
0
年
を
見
据
え
た
大
学
院
教
育
の
体
質
改
善

〜
社
会
や
学
修
者
の
需
要
に
応
え
る
大
学
院
教
育
の
実
現
〜

（
審
議
ま
と
め
）」（https://w

w
w
.m

ext.go.jp/b_m
enu/

shingi/chukyo/chukyo4/houkoku/1412988.htm

）を

踏
ま
え
て
、
大
学
院
に
お
け
る
三
つ
の
方
針（
学
位
授
与
の
方

針
、
教
育
課
程
編
成
の
方
針
、
入
学
者
受
入
れ
の
方
針
）の

策
定
及
び
公
表
の
義
務
化
や
博
士
課
程
学
生
に
対
し
て
教
育

能
力
を
培
う
機
会（
プ
レ
F
D
）の
実
施
又
は
情
報
提
供
の
努

力
義
務
化
を
定
め
る
省
令
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
博
士
課
程
教
育
に
つ
い
て
は
、
広
く
産
学
官
に
わ

た
り
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
た
め
、

産
・
学
・
官
の
参
画
を
得
つ
つ
、
専
門
分
野
の
枠
を
超
え
て

博
士
課
程
前
期
・
後
期
一
貫
し
た
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
・

展
開
す
る
大
学
院
教
育
の
抜
本
的
改
革
を
支
援
す
る「
博

士
課
程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（https://w

w
w
.

m
ext.go.jp/a_m

enu/koutou/kaikaku/hakushikat
ei/1306945.htm

）を
平
成
23
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
の

9
年
間
実
施
し
、
計
33
大
学
62
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
支
援
し
ま
し

た
。さ

ら
に
、
卓
越
し
た
博
士
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

人
材
育
成
・
交
流
及
び
新
た
な
共
同
研
究
が
持
続
的
に
展
開

さ
れ
る
卓
越
し
た
拠
点
を
形
成
す
る
た
め
、
各
大
学
が
自
身

の
強
み
を
核
に
、
こ
れ
ま
で
の
大
学
院
改
革
の
成
果
を
い
か

し
国
内
外
の
大
学
・
研
究
機
関
・
民
間
企
業
等
と
組
織
的
な

連
携
を
行
い
つ
つ
世
界
最
高
水
準
の
教
育
力
・
研
究
力
を
結

集
し
た
5
年
一
貫
の
博
士
課
程
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
す

る
こ
と
を
支
援
す
る「
卓
越
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（https://

w
w
w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/koutou/kaikaku/takuet

udaigakuin/index.htm

）を
実
施
し
、
平
成
30
年
度
に
15

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
令
和
元
年
度
に
11
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
採
択
し
ま
し

た
。こ

の
よ
う
な
取
組
を
通
じ
て
大
学
院
と
大
学
院
学
生
に
対

す
る
社
会
の
評
価
を
高
め
、
優
れ
た
人
材
を
大
学
院
に
引
き

付
け
、
博
士
号
取
得
者
が
高
度
な
知
識
と
高
い
倫
理
観
を
備

え
た
リ
ー
ダ
ー
候
補
と
し
て
各
界
各
層
で
活
躍
す
る
好
循
環

の
実
現
に
向
け
、
大
学
院
教
育
の
充
実
の
た
め
の
施
策
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

国
立
大
学
改
革

国
立
大
学
は
、
高
度
な
学
術
研
究
の
推
進
、
計
画
的
な
人

材
育
成
、
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
や
高
等
教
育
の
機
会
均
等

の
確
保
と
い
っ
た
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
の
国
立
大
学
の
法
人
化
以
降
、
国
立
大
学
に
お

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
や
特
色
を
生
か
し
た
自
主
的
・
自

律
的
な
機
能
強
化
に
向
け
た
取
組
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

昨
今
の
急
激
な
社
会
経
済
状
況
の
変
化
の
中
で
、
国
立
大
学

に
対
し
て
は
、
産
業
競
争
力
強
化
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の

拠
点
と
し
て
の
役
割
や
、
地
方
創
生
の
中
核
的
拠
点
と
し
て

の
機
能
の
発
揮
な
ど
、
我
が
国
の
成
長
と
発
展
へ
の
積
極
的

な
貢
献
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
社
会
の
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
27
年
6
月
に
、
第
3
期
中
期
目

標
期
間
に
お
い
て
、
国
立
大
学
が
期
待
さ
れ
る
役
割
を
果
た

し
、
そ
の「
知
の
創
出
機
能
」を
最
大
化
さ
せ
て
い
く
た
め
の

改
革
の
方
向
性
を
取
り
ま
と
め
た「
国
立
大
学
経
営
力
戦
略
」

を
策
定
し
、
大
学
に
対
し
、
経
営
力
と
財
務
基
盤
の
強
化
を

通
じ
た
自
己
改
革
を
促
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
第
3
期
中
期
目
標
期
間
に
お
け
る
予
算
配
分
の
仕

組
み
と
し
て
、
各
大
学
の
強
み
・
特
色
を
踏
ま
え
た
機
能
強

化
の
方
向
性
に
応
じ
た「
三
つ
の
重
点
支
援
の
枠
組
み
」に
よ

り
、
評
価
に
基
づ
く
重
点
支
援
を
通
じ
て
各
国
立
大
学
の
機

能
強
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
令
和
元
年
度
か
ら「
成
果

を
中
心
と
す
る
実
績
状
況
に
基
づ
く
配
分
」の
仕
組
み
を
新

た
に
導
入
し
、
評
価
の
わ
か
り
や
す
さ
や
透
明
性
の
向
上
、

各
大
学
の
主
体
的
な
取
組
の
推
進
、
教
育
研
究
の
安
定
性
・

継
続
性
へ
の
配
慮
の
も
と
で
改
革
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
向
上
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
2
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
国
立
大
学
法
人
運
営
費

交
付
金
は
、
対
前
年
度
▲
1
6
4
億
円
減
の
1
兆
8
0
7
億

円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
高
等
教
育
修
学
支
援
新
制
度
の
授

業
料
等
減
免
分
と
し
て
内
閣
府
に
お
い
て
別
途
2
6
4
億
円

を
計
上
し
て
お
り
、
合
わ
せ
て
、
対
前
年
度
1
0
0
億
円
増

の
1
兆
1
、0
7
0
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
国
立
大
学
改
革
に
向
け
て
は
、
第
4
期
中
期
目
標

期
間（
令
和
4
年
度
〜
）を
見
据
え
、
国
立
大
学
の
役
割
や

改
革
の
方
向
性
等
を
取
り
ま
と
め
た「
国
立
大
学
改
革
方
針
」

を
令
和
元
年
6
月
に
策
定
し
、
本
方
針
の
下
、
各
大
学
と
の

徹
底
対
話
等
を
通
じ
て
、
改
革
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
事
給
与
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
と
し
て
、
若
手
教

員
の
活
躍
機
会
を
創
出
し
、
教
員
の
挑
戦
意
欲
を
向
上
で
き

る
よ
う
、
年
俸
制
の
導
入
を
は
じ
め
、
厳
格
な
業
績
評
価
や

ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
制
度
等
、
様
々
な
取
組
を
総
合
的

に
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
と
し
て
、
令
和
元
年
５
月
に

一
法
人
複
数
大
学
制
や
経
営
と
教
学
の
分
離
等
の
選
択
の
可

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/hakushikatei/1306945.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/hakushikatei/1306945.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/hakushikatei/1306945.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/takuetudaigakuin/index.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/takuetudaigakuin/index.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/takuetudaigakuin/index.htm
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能
化
、
学
外
理
事
の
複
数
登
用
の
義
務
化
の
措
置
を
行
う
旨

を
内
容
と
す
る
国
立
大
学
法
人
法
の
一
部
改
正
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
令
和
２
年
３
月
に
は
、
国
立
大
学
法
人

自
身
が
自
ら
の
経
営
を
律
し
つ
つ
、
国
立
大
学
の
教
育
・
研

究
・
社
会
貢
献
機
能
を
更
に
高
め
る
た
め
、「
国
立
大
学
法
人

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
」を
策
定
し
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
国
立
大
学
が
我
が
国
の
人
材
育

成
・
学
術
研
究
の
中
核
と
し
て
、
継
続
的
・
安
定
的
に
教
育
研

究
活
動
を
実
施
で
き
る
よ
う
運
営
費
交
付
金
等
の
確
保
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
各
大
学
の
自
主
的
な
発
想
に
基
づ
く
改

革
を
、
よ
り
一
層
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

大
学
の
国
際
化
と
学
生
の
双
方
向
交
流

社
会
の
多
様
な
場
面
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
す
る
中
、

国
際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
の
重
要
性
が
増
し
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
高
度
人
材
の
育
成
を
担
う
中
核
と
し
て
、

我
が
国
の
大
学
に
は
、
教
育
・
研
究
環
境
の
国
際
化
や
学
生

の
双
方
向
交
流
の
拡
大
な
ど
、
国
際
化
の
推
進
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
は
、
我
が
国
の
高
等
教
育
の
国
際
通
用
性

と
国
際
競
争
力
の
向
上
を
目
的
に
、
海
外
の
卓
越
し
た
大
学

と
の
連
携
や
大
学
改
革
に
よ
り
徹
底
し
た
国
際
化
を
進
め
る

大
学
を
支
援
す
る「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
事

業
」を
平
成
26
年
度
か
ら
開
始
し
、
37
大
学
を
採
択
・
支
援

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
事
業
に
お
け
る
優
れ
た
取
組
を
広

く
発
信
す
る
基
幹
サ
イ
ト（https://tgu.m

ext.go.jp

）を
立

ち
上
げ
る
な
ど
し
て
、
採
択
校
の
み
な
ら
ず
、
日
本
全
国
の

大
学
へ
、
本
事
業
の
実
施
で
得
た
成
果
の
共
有
を
図
っ
て
い

ま
す
。

次
に
、
留
学
を
通
じ
た
国
際
交
流
は
、
優
れ
た
国
際
感
覚

を
有
す
る
人
材
の
育
成
に
資
す
る
だ
け
で
な
く
、
我
が
国
の

教
育
・
研
究
の
国
際
化
と
活
性
化
を
促
し
、
国
際
理
解
の
推

進
や
知
的
国
際
貢
献
、
経
済
発
展
を
も
た
ら
す
な
ど
、
重
要

な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
海
外
の
大
学
な
ど
に
在
籍
す
る
日
本

人
は
、
O
E
C
D
等
の
統
計
に
よ
れ
ば
平
成
16
年
以
降
減
少

が
続
い
て
お
り
、
平
成
28
年
は
約
5
万
6
0
0
0
人
で
し
た
。

一
方
、
我
が
国
の
高
等
教
育
機
関
又
は
日
本
語
教
育
機
関
に

在
籍
し
て
い
る
外
国
人
留
学
生
は
約
29
万
9
0
0
0
人（
平

成
30
年
5
月
1
日
現
在
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
留
学
生
交
流
に
つ
い
て
、
平
成
25
年
6
月
に
閣
議
決

定
し
た「
日
本
再
興
戦
略JA

PA
N
�is�B

A
C
K

」等
で
は
、

2
0
2
0
年
ま
で
に
日
本
人
の
海
外
留
学
を
12
万
人
へ
、
外

国
人
留
学
生
の
受
入
れ
を
30
万
人
に
倍
増
す
る
こ
と
が
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
人
学
生
の
海
外
留
学
促
進
の
た
め
の

施
策
と
し
て
は
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
若
者
全
員
に
留
学
機

会
を
付
与
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る

た
め
、
国
費
に
よ
り
海
外
留
学
を
支
援
す
る
奨
学
金
に
よ
り

留
学
経
費
の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
民
間
企
業
等
の

協
力
を
得
た
官
民
協
働
海
外
留
学
支
援
制
度「
ト
ビ
タ
テ
！

留
学
J
A
P
A
N
日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
推
進
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
約
8
0
0
0
人
の
学
生
・
生
徒
を
採
用
し
、

順
次
海
外
留
学
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
外
国
人
留
学

生
の
受
入
れ
の
た
め
の
支
援
策
と
し
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

で
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
の
促
進
や
我
が
国
の
高
等
教
育
機

関
の
国
際
競
争
力
強
化
、「
留
学
生
30
万
人
計
画
」の
実
現

を
図
る
た
め
、
海
外
で
の
日
本
留
学
の
魅
力
発
信
を
強
化
す

る
た
め
の
日
本
留
学
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
、
国
費
外
国
人

留
学
生
制
度
等
の
経
済
的
支
援
の
充
実
、
留
学
生
の
日
本
国

内
で
の
就
職
促
進
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
策
に

よ
り
、
優
秀
な
外
国
人
留
学
生
の
戦
略
的
な
受
入
れ
を
推
進

し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
に
必
要
な
環
境
の

整
備
・
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

国
外
に
も
目
を
向
け
る
と
、
世
界
的
に
学
生
の
流
動
性
が

高
ま
り
人
材
の
獲
得
競
争
が
激
し
さ
を
増
す
中
、
質
の
保
証

に
関
す
る
国
際
的
な
高
等
教
育
の
連
携
枠
組
み
の
形
成
が
活

発
化
し
て
い
ま
す
。
我
が
国
が
よ
り
多
く
の
優
秀
な
学
生
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
取
組
に
お
い
て
主
導
的
な

役
割
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

平
成
23
年
度
に
開
始
し
た「
大
学
の
世
界
展
開
力
強
化
事

業
」に
お
い
て
は
、
我
が
国
に
と
っ
て
戦
略
的
に
重
要
な
国
・

地
域
を
対
象
と
し
、
単
位
の
相
互
認
定
等
、
質
保
証
を
伴
う

国
際
教
育
連
携
の
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
に
は
、
E
U
と
共
同
で
公
募
・
審
査
を
実
施

し
、
日
本
の
大
学
と
E
U
の
大
学
で
共
同
修
士
課
程
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
構
築
・
実
施
す
る
3
件
の
取
組
を
新
た
に
採
択
し
ま
し

た
。ま

た
、
今
後
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
高
等
教
育
圏
の
形
成
を

見
据
え
、
日
中
韓
三
国
間
で
質
の
高
い
大
学
間
交
流
を
行
う

「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ア
ジ
ア
」等
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

令
和
2
年
度
は
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
の
新
た
な
交
流
や
、
更
な

る
交
流
の
推
進
等
を
行
う
取
組
に
対
し
て
新
た
に
支
援
を
行

う
予
定
で
す
。

A
S
E
A
N
＋
3
の
政
府
間
の
枠
組
み
で
も
、
質
保
証
を

伴
う
学
生
交
流
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
第
1
回

A
S
E
A
N
＋
3
教
育
大
臣
会
合（
平
成
24
年
7
月
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
）に
て
、
我
が
国
は「
A
S
E
A
N
＋
3�

高
等
教
育

の
流
動
性
・
質
保
証
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」を
設

置
す
る
こ
と
を
提
案
、
以
降
毎
年
、
各
国
政
府
の
高
等
教
育

行
政
官
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
会
合
を
開
催
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
平
成
28
年
5
月
に
は「
学
生

https://tgu.mext.go.jp
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交
流
と
流
動
性
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」が
、
平
成
30
年
11

月
に
は
、「
留
学
生
の
学
修
履

歴
の
た
め
の
成
績
証
明
書
及
び

補
足
資
料
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」が
A
S
E
A
N
＋
3
教

育
大
臣
会
合
で
承
認
さ
れ
て
お

り
、
現
在
は
、
高
等
教
育
の
流

動
性
向
上
の
た
め
の
各
大
学
に

よ
る
情
報
発
信
に
つ
い
て
、
成

果
文
書
の
策
定
を
視
野
に
議
論

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、「
高
等
教
育
の
資
格

の
承
認
に
関
す
る
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
規
約
」（
通
称
：
東

京
規
約
）に
基
づ
く
、
我
が
国

公
式
の
国
内
情
報
セ
ン
タ
ー

（N
ational�Inform

ation�Center；

N
I
C
）と
し
て
、
令

和
元
年
9
月
、
独
立
行
政
法
人
大
学
改
革
支
援
・
学
位
授
与

機
構（
N
I
A
D-

Q
E
）が
機
構
内
に「
高
等
教
育
資
格
承
認

情
報
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
ま
し
た
。
本
セ
ン
タ
ー
は
、
我
が

国
の
高
等
教
育
資
格
の
国
際
通
用
性
の
確
保
と
、
諸
外
国
と

の
円
滑
な
資
格
の
承
認
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

我
が
国
を
含
む
東
京
規
約
締
約
国
を
主
と
し
た
各
国
の
教
育

制
度
等
に
関
す
る
情
報
提
供
、
海
外
の
N
I
C
等
と
の
連
携
、

各
種
調
査
研
究
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
本
セ
ン
タ
ー
の
情

報
発
信
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
高
等
教
育

の
質
の
更
な
る
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
令
和
元

年
11
月
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
更
な
る
進
展
等
を
受
け
、
地

域
規
約
と
協
調
し
て
相
乗
効
果
を
発
す
る
目
的
で
、
第
40
回

ユ
ネ
ス
コ
総
会
に
て「
高
等
教
育
の
資
格
の
承
認
に
関
す
る
世

界
規
約
」が
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

専
門
人
材
育
成

1
専
門
職
大
学
院
に
お
け
る
高
度
専
門
人
材
養
成
に

つ
い
て

専
門
職
大
学
院
は
、
科
学
技
術
の
進
展
や
社
会
経
済
の
多

様
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
等
を
受
け
、
社
会
的
・
国
際
的
に
通
用

す
る
人
材
養
成
を
行
う
た
め
、
高
度
専
門
職
業
人
養
成
に
特

化
し
た
課
程
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

特
徴
と
し
て
は
、「
理
論
と
実
務
の
架
橋
」を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
産
業
界
・
実
業
界
等
で
求
め
ら
れ
る
高
度
専
門
職（
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
）を
養
成
す
る
も
の
で
す
。

現
在
、
法
曹
養
成（
法
科
大
学
院
）、
教
員
養
成（
教
職
大

学
院
）、
M
B
A
、
M
O
T（
技
術
経
営
）、
会
計
、
公
共
政

策
、
公
衆
衛
生
、
臨
床
心
理
等
の
分
野
で
、
1
1
8
大
学
・

1
6
7
専
攻
が
開
設
さ
れ
て
お
り
、
関
係
業
界
等
と
の
連
携

に
よ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
や
分
野
ご
と
の
評
価
制
度
等
を

通
じ
て
、
質
の
高
い
高
度
専
門
職
業
人
養
成
が
行
わ
れ
て
お

り
、
今
後
も
専
門
職
大
学
院
制
度
の
充
実
と
質
の
向
上
に
向

け
た
検
討
や
施
策
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
大
学
院
部
会

専
門
職
大
学
院
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
審
議
し
、
平

成
28
年
8
月
に「
専
門
職
大
学
院
を
中
核
と
し
た
高
度
専
門

職
業
人
養
成
機
能
の
充
実
・
強
化
方
策
に
つ
い
て
」を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。
本
報
告
書
を
踏
ま
え
、
社
会（「
出
口
」）と
の

連
携
を
強
化
す
る
観
点
か
ら
、
産
業
界
等
の
意
見
を
教
育
課

程
等
に
反
映
す
る
教
育
課
程
連
携
協
議
会
の
設
置
に
関
す
る

制
度
改
正
や
、
専
門
職
大
学
院
と
学
部
等
と
の
連
携
の
強
化

等
を
推
進
す
る
た
め
に
、
専
門
職
学
位
課
程
の
専
任
教
員
の

一
定
数
が
学
部
の
専
任
教
員
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
等
の

制
度
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
経
営
系
専
門
職
大
学
院
を
始
め
と
す
る
経
営
系
大

学
院
と
産
業
界
等
の
相
互
の
協
力
を
促
進
し
、
我
が
国
の
経

営
系
大
学
院
の
高
度
専
門
職
業
人
養
成
の
機
能
強
化
の
在

り
方
を
議
論
す
る
た
め
、「
経
営
系
大
学
院
機
能
強
化
検
討

協
力
者
会
議
」を
設
置
し
、
検
討
結
果
を
令
和
元
年
7
月
に

「
我
が
国
の
経
済
社
会
を
牽
引
す
る
高
度
経
営
人
材
養
成
の

在
り
方
に
つ
い
て（
報
告
）」と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

法
曹
養
成
に
特
化
し
た
専
門
職
大
学
院
で
あ
る
法
科
大
学

院
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
6
月
に「
法
科
大
学
院
の
教
育

と
司
法
試
験
等
と
の
連
携
等
に
関
す
る
法
律
」等
の
改
正
を

行
い
、
①
法
科
大
学
院
教
育
の
充
実
、
②「
3
＋
2
」（
図
参

照
）の
制
度
化
と
法
科
大
学
院
在
学
中
の
司
法
試
験
受
験
資

格
導
入
に
よ
る
法
曹
志
望
者
の
時
間
的
・
経
済
的
負
担
の
軽

減
、
③
定
員
管
理
に
よ
る
予
測
可
能
性
の
高
い
法
曹
養
成
制

度
の
実
現
等
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
改
正
に

よ
り
、
令
和
2
年
度
か
ら
、
法
学
部
等
に
お
い
て
、
早
期
卒

業
を
前
提
と
し
て
法
科
大
学
院
教
育
と
一
貫
し
た
教
育
を
行

う「
法
曹
コ
ー
ス
」が
開
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。

な
お
、
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
特
設
サ
イ
ト

（https://w
w
w
.m

ext.go.jp/3plus2/

）を
開
設
し
、
新
制

度
の
紹
介
や
先
輩
法
曹
等
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
を
公
開
し
て

い
ま
す
。

https://www.mext.go.jp/3plus2/
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2
第
四
次
産
業
革
命
が
も
た
ら
す
技
術
革
新
に

対
応
す
る
人
材
育
成
に
つ
い
て

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
急
速
に
進
展
し
、
科
学
技
術
が
目
ま
ぐ

る
し
く
進
化
す
る
中
、Society�5.0

の
実
現
に
向
け
、
A
I

な
ど
の
技
術
革
新
を
社
会
実
装
に
つ
な
げ
、
我
が
国
の
産
業

の
さ
ら
な
る
発
展
に
資
す
る
理
工
系
人
材
の
育
成
は
不
可
欠

で
す
。
そ
の
た
め
、
高
等
教
育
段
階
に
お
け
る
理
工
系
分
野

の
教
育
に
つ
い
て
は
、
深
い
専
門
的
知
識
と
俯ふ

瞰か
ん

的
視
野
を

持
ち
、
科
学
技
術
の
新
た
な
発
展
に
資
す
る
人
材
を
育
成
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
大
学
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
産
業
社
会
の
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
受
け
止
め
た
教
育
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
制
度

改
正
を
行
い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
大
学
の
組
織
編
成
等

を
規
定
す
る
大
学（
院
）設
置
基
準
に
つ
い
て
、
工
学
系
の
学

部
に
お
い
て
学
科
ご
と
の
縦
割
り
構
造
を
抜
本
的
に
見
直
し

た
柔
軟
な
教
育
体
制
の
編
成
が
可
能
と
な
る
改
正（
平
成
30

年
）、
学
部
の
枠
を
越
え
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
機
動

的
で
柔
軟
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
編
成
が
可
能
と
な
る
改
正

（
令
和
元
年
）を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
サ
イ
バ
ー
空
間
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
が
高
度
に
融
合

す
るSociety�5.0

に
お
い
て
は
、
大
量
の
デ
ー
タ
を
積
極
的

に
扱
い
、
社
会
課
題
の
解
決
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
人
材

が
不
可
欠
で
、
そ
の
た
め
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
急
が

れ
ま
す
。
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
平
成
28
年
度
よ
り
、
数

理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
教
育
を
推
進
す
る
た
め
の
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム（
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
強
化
拠
点
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
）を
構
築
し
、
こ
の
新
た
な
教
育
分
野
の
た
め
の

モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
、
教
材
開
発
等
の
取
組
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
6
月
に
は
、
統
合
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
推
進
会

議
が「
A
I
戦
略
2
0
1
9
」を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
、
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
に
つ
い
て
、
デ
ジ
タ
ル

社
会
の
基
礎
知
識
と
し
て
、
す
べ
て
の
学
生
が
リ
テ
ラ
シ
ー
を

身
に
つ
け
る
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
の
特
性
を
踏
ま

え
た
応
用
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、
な
ど
が
目
標
と
し
て
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
国
を
あ
げ
て
、
必
要
な
取
組
を

加
速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

3
高
等
専
門
学
校
教
育
の
充
実

高
等
専
門
学
校
は
、
中
学
校
卒
業
後
の
早
い
年
齢
か
ら
、

5
年
一
貫
の
専
門
的
・
実
践
的
な
技
術
者
教
育
を
特
徴
と
す

る
高
等
教
育
機
関
と
し
て
、
全
国
に
57
校
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
産
業
界
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
就
職
率
は

毎
年
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
、
極
め
て
高
い
水
準
を
維
持

し
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
工
業
化
に
よ
る
経
済
発
展
を
進
め
る
国
を
中
心

に
、
高
等
専
門
学
校
教
育
に
お
け
る
15
歳
と
い
う
早
期
か
ら

の
専
門
人
材
育
成
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
に
お
い
て
、
各
国
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
た
技
術
者
教
育
の
充
実
に
向
け
て
、
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
開
発
や
教
員
研
修
な
ど
の
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。

4
専
門
職
大
学
等
に
お
け
る
専
門
職
業
人
の
養
成

専
門
職
大
学
、
専
門
職
短
期
大
学
及
び
専
門
職
学
科
は
、

産
業
構
造
の
急
速
な
転
換
等
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

で
求
め
ら
れ
る
実
践
的
か
つ
創
造
的
な
専
門
職
業
人
材
を
育

成
す
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
大
学
で
す
。
平
成
31
年
4
月
に
創

設
さ
れ
、
令
和
2
年
度
に
は
、
専
門
職
大
学
9
校
、
専
門
職

短
期
大
学
2
校
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

専
門
職
大
学
等
で
は
、
特
定
の
職
業
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
に
な
る
た
め
に
必
要
な
知
識
・
理
論
と
実
践
的
な
ス
キ
ル
の

両
方
を
身
に
付
け
る
教
育
課
程
を
設
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
産
業
界
、
地
域
社
会
と
大
学
が
連
携
し
て
教
育

課
程
の
編
成
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
特
色
に
よ
り
、
質
の

高
い
職
業
教
育
を
行
う
大
学
と
し
て
、
成
長
分
野
に
お
い
て
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活
躍
す
る
人
材
や
地
域
産
業
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
社
会
人
が
学
び
や
す
い

仕
組
み
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
人
の
学
び
直
し（
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
）ニ
ー
ズ
へ
の
取
組
の
推
進
も
目
指
し
て
い
き
ま

す
。文

部
科
学
省
で
は
、
専
門
職
大
学
等
の
制
度
及
び
特
色
に

つ
い
て
御
紹
介
す
る
た
め
、
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
他
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
及
びY

ouT
ube

動
画

（
文
部
科
学
省/m

extchannel
に
掲
載
）を
設
け
て
い
ま
す

の
で
、
御
活
用
く
だ
さ
い
。

〈
参
考
〉ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
専
門
職
大
学
・
専
門
職
短
期
大
学
）

https://w
w
w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/

koutou/senm
on/index.htm

医
療
系
人
材
の
養
成

今
後
ま
す
ま
す
進
行
す
る
高
齢
化
に
伴
う
医
療
ニ
ー
ズ
等

の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
医
師
や
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、

看
護
師
を
は
じ
め
と
す
る
質
の
高
い
医
療
系
人
材
の
養
成
や
、

臨
床
研
究
に
よ
っ
て
医
薬
品
や
医
療
機
器
等
の
開
発
を
進
め
、

我
が
国
の
経
済
成
長
を
牽
引
で
き
る
人
材
の
養
成
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
医
師
や
歯
科
医
師
の
養
成
に
つ
い
て
は
、
医
学
生
・

歯
学
生
が
卒
業
時
ま
で
に
身
に
付
け
て
お
く
べ
き
必
須
の
実

践
的
診
療
能
力
を
学
修
目
標
と
し
て
提
示
し
た「
モ
デ
ル
・
コ

ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」を
策
定
し
て
お
り
、
各
大
学
に
お
い
て
モ

デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
踏
ま
え
た
特
色
あ
る
教
育
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
看
護
師
の
養
成
に
つ
い
て
も
、
大

学
の
学
士
課
程
に
お
け
る
看
護
学
教
育
の
水
準
の
維
持
向
上

に
資
す
る
た
め
、
平
成
29
年
10
月
に
、
モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
し
、
平
成
31
年
度
か
ら
、
各
大
学
に
お
い
て

こ
れ
を
参
考
と
し
た
教
育
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
一
部
の
地
域
に
お
け
る
深
刻
な
医
師
不
足
を
踏

ま
え
、
地
域
医
療
の
現
場
で
活
躍
す
る
医
師
を
養
成
す
る
た

め
、
医
学
部
定
員
の
臨
時
増
員
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
2

年
度
の
医
学
部
入
学
定
員
は
、
将
来
、
地
域
医
療
に
従
事
す

る
こ
と
を
条
件
と
す
る
都
道
府
県
の
修
学
資
金
の
貸
与
枠
と

連
動
し
た「
地
域
枠
」の
新
規
増
員
を
含
め
、
計
9
3
3
0
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
質
の
高
い
医
療
系
人
材
の
養
成
の
た
め
に
は
、
卒

前
・
卒
後
を
通
じ
た
医
療
系
人
材
の
教
育
の
場
で
あ
る
と
と
も

に
、
臨
床
研
究
に
よ
る
医
薬
品
や
医
療
機
器
等
の
開
発
の
場

で
あ
り
、
各
地
域
の
中
核
的
な
医
療
機
関
と
い
う
重
要
な
役

割
を
果
た
す
大
学
附
属
病
院
の
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
も
重

要
で
す
。
急
速
な
医
療
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
で
き
る
次
世

代
の
医
療
系
人
材
の
確
保
に
向
け
て
、
大
学
、
大
学
院
及
び

大
学
附
属
病
院
に
お
け
る
優
れ
た
取
組
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/senmon/index.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/senmon/index.htm
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私
立
学
校
の
現
状
と
課
題

私
立
学
校
は
、
独
自
の
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
個
性
豊
か

な
教
育
研
究
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
、
我
が
国
の
学
校
教

育
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
の
私

立
学
校
に
在
学
す
る
学
生
生
徒
な
ど
の
割
合
は
、
大
学
・
短

大
で
約
7
割
、
高
等
学
校
で
約
3
割
、
幼
稚
園
で
約
8
割
、

専
修
学
校
・
各
種
学
校
の
9
割
以
上
を
占
め
ま
す
。

ま
た
、
知
識
基
盤
社
会
の
中
で
、
多
様
化
す
る
国
民
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
特
色
あ
る
教
育
研
究
を
行
う
私
立
学
校
の
果
た

す
役
割
は
、
今
後
も
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
近
年
に
お
け
る
少
子
化
の
進
行
等
の
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
に
よ
り
、
個
々
の
学
校
に
お
い
て
は
、
定
員
の
充

足
が
困
難
に
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
な
ど
、
私
立
学
校
を
め
ぐ

る
経
営
環
境
が
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
、
各
学
校
法
人
が
経
営
基
盤
を
安
定
さ
せ
、
国
民
の
期

待
に
応
え
る
個
性
豊
か
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
文
部
科
学
省
と
し
て
も
、

各
種
施
策
を
通
じ
て
私
立
学
校
の
支
援
を
行
い
、
私
立
学
校

の
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。

学
校
法
人
制
度
の
改
善

我
が
国
の
教
育
に
大
き
な
役
割
を
担
う
私
立
学
校
が
、
今

後
も
社
会
か
ら
の
信
頼
と
支
援
を
得
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
続
け
る
た
め
、
平
成
29
年
11
月
に
大
学
設
置
・
学
校
法
人

審
議
会
の
下
に
学
校
法
人
制
度
改
善
検
討
小
委
員
会
を
設
置

し
、
今
後
の
学
校
法
人
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
の
強
化
等
に
つ
い

て
検
討
を
行
い
、
平
成
31
年
1
月
に「
学
校
法
人
制
度
の
改

善
方
策
に
つ
い
て
」が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
り
ま
と
め
を
受
け
て
、
令
和
元
年
に
私
立
学
校
法

の
改
正
が
な
さ
れ
、
令
和
2
年
4
月
1
日
に
施
行
し
ま
し
た
。

こ
の
改
正
に
よ
り
、
①
役
員
の
職
務
及
び
責
任
の
明
確
化

（
学
校
法
人
や
第
三
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
や
、
理
事

の
行
為
の
差
止
め
請
求
を
は
じ
め
と
す
る
監
事
機
能
の
充
実

等
）、
②
情
報
公
開
の
充
実（
財
務
書
類
等
及
び
役
員
報
酬

基
準
の
一
般
閲
覧
及
び
公
表（
文
部
科
学
大
臣
所
轄
法
人
）、

寄
附
行
為
・
役
員
名
簿
の
一
般
閲
覧
等
の
情
報
公
開
の
充
実

等
）、
③
中
期
的
な
計
画
の
作
成（
文
部
科
学
大
臣
所
轄
法

人
。
認
証
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
必
要
）、
④
破

綻
処
理
手
続
の
円
滑
化（
所
轄
庁
に
よ
る
清
算
人
の
選
任
）等

が
新
た
に
規
定
さ
れ
た
ほ
か
、
こ
れ
ら
全
体
に
か
か
わ
る
規

定
と
し
て
、
学
校
法
人
の
責
務
規
定
が
新
設
さ
れ
、
学
校
法

人
は
自
主
的
に
そ
の
運
営
基
盤
の
強
化
や
、
設
置
す
る
私
立

学
校
の
教
育
の
質
の
向
上
及
び
そ
の
運
営
の
透
明
性
の
確
保

に
努
め
る
よ
う
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
前
述
し
た
小
委
員
会
の
取
り
ま
と
め
に
お
い
て
は
、

私
学
団
体
が
自
ら
定
め
る
行
動
規
範
で
あ
る
私
立
大
学
版
ガ

バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
策
定
に
よ
り
、
学
生
や
保
護
者
を
中
心

と
し
た
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
て
積
極
的
に
説
明
責
任
を

果
た
す
と
と
も
に
、
学
校
法
人
を
運
営
す
る
者
が
経
営
方
針

や
姿
勢
を
自
主
的
に
点
検
す
る
こ
と
を
促
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
令
和
元
年
12
月
に
は「
学
校
法
人
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

に
関
す
る
有
識
者
会
議
」を
立
ち
上
げ
、
学
校
法
人
制
度
の

さ
ら
な
る
改
善
に
向
け
て
検
討
を
す
す
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。私

立
学
校
へ
の
助
成

学
校
教
育
に
お
け
る
私
立
学
校
の
果
た
す
重
要
な
役
割
に

鑑
み
、
そ
の
教
育
条
件
の
維
持
向
上
と
修
学
上
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
り
、
私
立
学
校
の
経
営
の
健
全
性
を
高
め
る

た
め
に
、
私
学
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
は
、
私
立
の
大
学
、
短
期
大

学
、
高
等
専
門
学
校
の
教
育
又
は
研
究
に
か
か
る
経
常
的

経
費
に
つ
い
て
補
助
す
る
も
の
で
す
。
令
和
2
年
度
予
算
に

お
い
て
は
、
教
育
研
究
の
質
の
向
上
に
取
り
組
む
私
立
大
学

等
や
地
域
に
貢
献
す
る
私
立
大
学
等
に
対
す
る
支
援
と
し

て
、
2
9
7
7
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
一

般
補
助
で
は
、
私
立
大
学
等
の
運
営
に
不
可
欠
な
教
育
研
究

に
係
る
経
常
的
経
費
に
つ
い
て
支
援
す
る
と
と
も
に
、
ア
ウ

ト
カ
ム
指
標
を
含
む
教
育
の
質
に
係
る
客
観
的
指
標
の
本
格

導
入
等
を
通
じ
た
メ
リ
ハ
リ
あ
る
資
金
配
分
に
よ
り
、
教
育

の
質
の
向
上
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
、
2
7
4
3
億
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
別
補
助
で
は
、
人
口
減
少
・

私
立
学
校
の
振
興

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
私
学
部
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少
子
高
齢
化
の
進
行
や
社
会
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
背
景

に
、「Society5.0

」の
実
現
や
地
方
創
生
の
推
進
等
、
我

が
国
が
取
り
組
む
課
題
を
踏
ま
え
、
自
ら
の
特
色
を
い
か
し

て
改
革
に
取
り
組
む
大
学
等
を
重
点
的
に
支
援
す
る
た
め
、

2
3
4
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。「Society5.0

」の
実
現

に
向
け
た
特
色
あ
る
教
育
研
究
の
推
進
や
、
地
域
社
会
へ
の

貢
献
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
研
究
の
社
会
実
装
の
推

進
な
ど
、
特
色
・
強
み
や
役
割
の
明
確
化
・
伸
長
に
向
け
た
改

革
に
全
学
的
・
組
織
的
に
取
り
組
む
大
学
等
を
重
点
的
に
支

援
す
る「
私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業
」に
つ
い
て
は
、

1
1
4
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
高
等
教
育

修
学
支
援
新
制
度
の
対
象
者
の
授
業
料
減
免
分
と
し
て
、
別

途
1
9
4
2
億
円
を
措
置
し
て
い
ま
す
。

私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助
は
、
私
立
の
高
等

学
校
、
中
学
校
、
小
学
校
及
び
幼
稚
園
等
に
経
常
費
助
成
を

行
う
都
道
府
県
に
対
し
て
、
国
が
そ
の
一
部
を
補
助
す
る
も

の
で
す
。

令
和
2
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
一
般
補
助
の
幼
児
児
童

生
徒
数
の
増
減
を
反
映
す
る
と
と
も
に
、
一
人
当
た
り
単
価

を
増
額
し
て
い
ま
す
。
特
別
補
助
で
は
、
多
彩
な
人
材
の
活

用
等
に
よ
る
教
育
の
質
の
向
上
に
取
り
組
む
学
校
へ
の
支
援

を
充
実
す
る
た
め
、「
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
学
校
支
援
経

費
」に
つ
い
て
、
21
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
別
な
支
援
が
必
要
な
幼
児
の
受
入
れ（
幼
稚
園

等
特
別
支
援
教
育
経
費
）や
預
か
り
保
育
を
実
施
す
る
園
に

対
す
る
支
援
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
過
疎
高

等
学
校
特
別
経
費
、
授
業
料
減
免
事
業
等
支
援
特
別
経
費
に

加
え
て
、
特
別
支
援
学
校
等
に
対
し
て
国
が
そ
の
教
育
の
推

進
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
、
特
定
教
育
方
法
支

援
事
業
に
つ
い
て
、
必
要
な
経
費
を
引
き
続
き
計
上
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
を
含
め
た
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
等

補
助
の
総
額
は
、
対
前
年
度
7
億
円
増
の
1
0
2
9
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
移
行
分
を
含

む
）。私

立
学
校
施
設
・
設
備
整
備
費
補
助
は
、
建
学
の
精
神
や

特
色
を
生
か
し
た
質
の
高
い
教
育
研
究
活
動
等
の
基
盤
と
な

る
施
設
・
設
備
等
の
整
備
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

令
和
2
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
総
額
で
1
0
0
億
円
を

計
上
し
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
、
最
近
の
災
害
に
よ
る
被
害
を

踏
ま
え
、
平
成
30
年
12
月
14
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
防
災
・

減
災
、
国
土
強き

ょ
う
じ
ん靱

化か

の
た
め
の
3
か
年
緊
急
対
策
」に
お
い

て
、
緊
急
対
策
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る「
学
校

施
設
等
に
お
け
る
災
害
時
に
落
下
の
危
険
性
の
あ
る
外
壁
や

天
井
等
の
改
善
整
備
」及
び「
学
校
施
設
等
の
構
造
体
の
耐

震
化
」の
た
め
の
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
関
係
予
算（
臨

時
・
特
別
の
措
置
）で
あ
る
43
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
令

和
元
年
度
補
正
予
算
の
44
億
円
と
合
わ
せ
て
、
耐
震
改
築
及

び
耐
震
補
強
等
の
防
災
機
能
強
化
に
対
し
て
引
き
続
き
重
点

的
に
支
援
し
、
私
立
学
校
施
設
の
耐
震
化
の
一
層
の
促
進
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
教
育
研
究
の
質
の
向
上
の
た
め
の
装
置
・

設
備
の
高
機
能
化
等
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
で
特

色
あ
る
私
立
大
学
等
の
教
育
及
び
研
究
の
一
層
の
推
進
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
2
年
度
当
初
予
算
の
ほ
か
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算

に
お
い
て
も
、
教
育
研
究
装
置
の
高
機
能
化
等
を
支
援
す
る

た
め
6
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
次
期
学
習
指
導
要
領
等
を
踏
ま
え
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
等
を
推
進
す
る
た
め
、
私
立
高
等
学
校
等
に
お
け

る
I
C
T
環
境
の
整
備
を
支
援
す
る
経
費
と
し
て
、
10
億
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、「
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
」の
推
進
の

た
め
、
児
童
生
徒
1
人
1
台
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
高
速
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
整
備
へ
の
補
助
と
し
て
、
令
和
元
年
度
補
正

予
算
に
お
い
て
私
立
学
校
分
1
1
9
億
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
の
貸
付
事
業

を
活
用
し
た
耐
震
改
築
等
事
業
へ
の
利
子
助
成（
私
立
学
校

施
設
高
度
化
推
進
事
業
費
補
助
）に
つ
い
て
、
耐
震
化
促
進

等
の
た
め
、
8
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

私
立
学
校
に
関
す
る
税
制

私
立
学
校
を
設
置
す
る
学
校
法
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
公

益
性
を
考
慮
し
て
、
収
益
事
業
を
行
う
場
合
な
ど
を
除
き
、

法
人
税
・
所
得
税
な
ど
の
国
税
や
、
住
民
税
・
事
業
税
な
ど
の

地
方
税
が
非
課
税
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
収
益
事
業
か
ら
生
じ

た
所
得
に
つ
い
て
も
、
法
人
税
の
軽
減
税
率
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
学
校
法
人
に
対
す
る
寄
附
に
つ
い
て
も
、
税
制

上
の
優
遇
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
定
公
益
増
進
法

人
の
証
明
を
受
け
た
学
校
法
人
へ
の
寄
附
に
つ
い
て
は
、
個

人
の
場
合
に
は
所
得
控
除
、
企
業
な
ど
法
人
の
場
合
に
は
一

般
の
寄
附
金
と
は
別
枠
の
損
金
算
入
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
寄
附
実
績
等
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
学
校
法

人
等
に
対
す
る
個
人
か
ら
の
寄
附
に
つ
い
て
は
、
税
額
控
除

制
度
の
適
用
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
税
額
控
除
は
、
寄
附

者
の
所
得
や
寄
附
金
額
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
、
減
税
効
果

が
一
定
で
あ
る
た
め
、
学
校
法
人
に
と
っ
て
も
、
よ
り
幅
広

い
関
係
者
か
ら
小
口
の
寄
附
金
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
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ま
た
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
学
校
法
人
に
対
し
て
相
続

財
産
を
そ
の
申
告
期
限
ま
で
に
寄
附
し
た
場
合
に
は
、
そ
の

相
続
財
産
に
係
る
相
続
税
は
非
課
税
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
加

え
て
、
土
地
や
建
物
を
は
じ
め
と
す
る
資
産
を
学
校
法
人
に

対
し
て
贈
与
等
す
る
場
合
で
一
定
の
要
件
を
満
た
す
も
の
と

し
て
国
税
庁
長
官
の
承
認
を
受
け
た
場
合
は
、
贈
与
等
が
な

か
っ
た
も
の
と
み
な
し
て
所
得
税
を
非
課
税
と
す
る
措
置
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
学
校
法
人
が
当
該
資
産
を
基

本
金
と
し
て
管
理
す
る
等
の
一
定
の
要
件
を
満
た
す
も
の
に

つ
い
て
は
、
申
請
手
続
が
簡
素
化
さ
れ
る
等
の
特
例
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
最
近
の
税
制
改
正
で
は
、
祖
父

母
等
が
孫
等
に
対
し
て
教
育
費
と
し
て
一
括
贈
与
し
た
資
金

に
関
し
て
、
贈
与
税
が
非
課
税
と
な
る
措
置
に
つ
い
て
、
制

度
の
適
用
期
限
を
2
年
延
長
す
る
と
と
も
に
、
贈
与
さ
れ
た

資
金
か
ら
の
教
育
費
の
支
払
は
30
歳
ま
で
と
さ
れ
て
い
た
受

贈
者
の
年
齢
制
限
が
、
在
学
中
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
40
歳

ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
博
士
課
程
学
生
等
へ

の
支
援
が
充
実
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
活
用
し
、
収
入
源
の
多

様
化
を
通
じ
て
、
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
り
、
魅
力
あ
る
教

育
研
究
を
一
層
進
展
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

学
校
法
人
に
対
す
る
経
営
支
援
の
充
実

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
の
調
べ
に
よ
る
と
、

令
和
元
年
度
に
お
い
て
入
学
定
員
の
8
割
を
満
た
し
て
い
る

私
立
大
学
は
5
3
6
校（
約
91
・
3
％
）、
私
立
短
期
大
学
は

1
8
0
校（
約
60
・
6
％
）で
あ
り
、
入
学
者
が
入
学
定
員
の

半
分
未
満
で
あ
る
私
立
大
学
は
5
校（
約
0
・
9
％
）、
私
立

短
期
大
学
は
15
校（
約
5
・
1
％
）で
す
。
ま
た
、
平
成
30
年

度
決
算
に
お
い
て
学
納
金
、
寄
附
金
な
ど
の
自
己
収
入
か
ら

人
件
費
、
教
育
研
究
経
費
な
ど
の
支
出
を
差
し
引
い
た
も
の

が
マ
イ
ナ
ス
の
学
校
法
人（
大
学
を
持
つ
学
校
法
人
）は
37
・

5
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

各
学
校
法
人
に
お
い
て
は
、
新
し
い
時
代
の
要
請
に
応
じ

た
学
部
・
学
科
の
見
直
し
や
特
色
あ
る
教
育
研
究
活
動
の
展

開
は
も
と
よ
り
、
経
費
の
削
減
な
ど
経
営
の
効
率
化
を
図
り

経
営
基
盤
の
安
定
の
た
め
の
努
力
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
は
、
学
校
法
人
の

健
全
な
経
営
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
学
校

法
人
の
管
理
運
営
の
組
織
及
び
そ
の
活
動
状
況
、
財
務
状
況

等
に
つ
い
て
、
学
校
法
人
運
営
調
査
委
員
に
よ
る
調
査
を
実

施
し
、
必
要
な
指
導
・
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
経

営
が
悪
化
傾
向
に
あ
る
学
校
法
人
に
対
し
て
は
、
個
別
に
指

導
・
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
令
和
元
年
度
か
ら
は
、
新
た

な
財
務
指
標
を
設
定
し
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業

団
と
も
連
携
の
上
、
学
校
法
人
の
自
主
的
な
経
営
改
善
を
一

層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
著
し
く
経
営
困
難
な
学
校
法
人
に

対
し
て
は
、
撤
退
を
含
む
早
期
の
経
営
判
断
を
促
す
指
導
を

実
施
す
る
こ
と
と
す
る
な
ど
、
経
営
改
善
に
向
け
た
指
導
の

充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
法
人
が
そ
の
自
主
性

及
び
公
共
性
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
学
校
法
人
の
監

事
を
対
象
と
し
た
専
門
性
向
上
の
た
め
の
研
修
会
の
実
施
や
、

事
務
局
長
等
を
対
象
と
し
た
高
等
教
育
に
関
す
る
施
策
の
情

報
提
供
等
を
目
的
と
し
た
協
議
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
本

私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
に
お
い
て
は
、
各
学
校
法
人

の
理
事
長
・
学
長
等
に
対
し「
私
学
リ
ー
ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
」

を
、
若
手
職
員
を
対
象
に「
私
学
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」を
開

催
し
た
り
、
専
門
知
識
を
有
す
る
人
材
を
派
遣
す
る「
専
門

家
人
材
バ
ン
ク
」を
設
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

私
立
学
校
教
職
員
の
共
済
制
度

私
立
学
校
教
職
員
共
済
制
度
は
、
我
が
国
の
学
校
教
育
に

お
け
る
私
立
学
校
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
そ
の
教
職
員
に
対

し
て
、
国
公
立
学
校
教
職
員
と
同
等
の
医
療
及
び
年
金
給
付

を
は
じ
め
と
す
る
福
利
厚
生
を
保
障
し
、
私
学
振
興
に
資
す

る
見
地
か
ら
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
の
社
会
保
障
に
係
る
動
き
と
し
て
は
、
年
金
制
度
に

お
い
て
、
長
期
化
す
る
高
齢
期
の
経
済
基
盤
の
充
実
を
図
る

た
め
、
年
金
の
受
給
開
始
時
期
の
選
択
肢
の
拡
大
等
を
内
容

と
す
る
法
律
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
令
和
3
年
3
月
以
降
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
予
定
で
す
。

私
学
共
済
制
度
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
動
向
に
則
し
、

引
き
続
き
適
切
な
対
応
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
厚
生
年
金
保
険
積
立
金
等
に
つ
い
て
は
、
令
和
元

年
8
月
に
財
政
検
証
の
結
果
が
公
表
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

積
立
金
基
本
指
針
及
び
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

の
管
理
運
用
方
針
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

積
立
金
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
被
保
険
者
の
利

益
の
た
め
に
、
長
期
的
な
観
点
か
ら
、
安
全
か
つ
効
率
的
な

運
用
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
関
係
省
庁
と
も
連
携
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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は
じ
め
に

現
在
、
我
が
国
は
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
に
伴
う

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
や
、
中
国
、
韓
国
を
は
じ
め
と
し
た

諸
外
国
の
台
頭
に
よ
る
国
際
競
争
力
の
相
対
的
低
下
な
ど
、

様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
、
我
が
国
が
将
来
に
わ
た
っ

て
成
長
と
繁
栄
を
遂
げ
る
た
め
の「
要
」で
あ
り
、
政
府
一
丸

と
な
っ
て
実
現
す
る「
生
産
性
革
命
」の
中
核
と
な
る
も
の
で

す
。こ

う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
平
成
28
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た「
第
5
期
科
学
技
術
基
本
計
画
」で
は
、
①
世
界
に
先

駆
け
た「Society�5.0

」の
実
現
に
向
け
た
一
連
の
取
組
に
代

表
さ
れ
る
、
未
来
の
産
業
創
造
と
社
会
変
革
に
向
け
た
新
た

な
価
値
創
出
の
取
組
、
②
経
済
・
社
会
的
課
題
へ
の
対
応
、

③
人
材
育
成
や
学
術
研
究
・
基
礎
研
究
な
ど
、
科
学
技
術

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
基
盤
的
な
力
の
強
化
、
④
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
等
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
向
け
た
人

材
、
知
、
資
金
の
好
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
四
つ
を
重
要

な
柱
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
関
係

各
府
省
庁
が
連
携
を
図
り
つ
つ
、
成
果
の
最
大
化
に
向
け
て

科
学
技
術
政
策
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、「
世
界
で
最
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
適

し
た
国
」を
目
指
し
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
た

め
の
様
々
な
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
補
正

予
算
、
及
び
令
和
2
年
度
政
府
予
算
に
お
い
て
は
、
特
に
、

研
究
力
向
上
に
資
す
る
基
盤
的
な
力
の
更
な
る
強
化
や
、
大

胆
な
発
想
に
基
づ
く
挑
戦
的
な
研
究
開
発
に
取
り
組
む
た
め

の
、
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
型
研
究
開
発
制
度
の
創
設
、
ま
た
世

界
最
高
水
準
の
大
型
研
究
施
設
で
あ
る
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ「
富
岳
」及
び
次
世
代
放
射
光
施
設
の
推
進
や
、
月
周
回

有
人
拠
点「
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」を
含
む
国
際
宇
宙
探
査
へ
の
参

画
等
の
た
め
に
必
要
な
経
費
を
確
保
し
ま
し
た
。
本
章
で
は
、

こ
れ
ら
を
始
め
と
し
た
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
や
、

幅
広
い
分
野
の
研
究
開
発
に
向
け
た
文
部
科
学
省
に
お
け
る

取
組
の
全
体
像
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

未
来
社
会
の
実
現
に
向
け
た
先
端
研
究
の

抜
本
的
強
化

文
部
科
学
省
で
は
、「Society�5.0

」と
い
う
未
来
社
会
実

現
の
鍵
と
な
る
人
工
知
能
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
の
情
報
科
学

技
術
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー･
材
料
科
学
技
術
、
光･

量
子
技

術
等
の
先
端
的
な
研
究
開
発
や
戦
略
的
な
融
合
研
究
に
お
い

て
主
に
次
の
よ
う
な
取
組
を
実
施
し
ま
す
。

1
情
報
科
学
技
術
分
野
に
お
け
る
研
究
開
発
の
推
進

情
報
科
学
技
術
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
成
果
創
出
の
鍵
で

あ
り
、
近
年
、
人
工
知
能
を
は
じ
め
と
し
て
世
界
中
で
盛
ん

に
研
究
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
政
府
全
体
と
し
て
は
、

教
育
改
革
、
研
究
開
発
、
社
会
実
装
等
の
観
点
か
ら
の
総
合

的
な
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
、「
A
I
戦
略�

2
0
1
9
」が

令
和
元
年
6
月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
本
戦
略
に
基

づ
く
取
組
が
、
関
係
府
省
の
連
携
の
下
、
一
体
的
に
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
研
究
開
発
に
つ
い
て
は
、
本
戦
略
に
基
づ
き
、

A
I
関
連
中
核
セ
ン
タ
ー
（
産
業
技
術
総
合
研
究
所
、
理
化

学
研
究
所
、
情
報
通
信
研
究
機
構
）を
中
核
と
し
、
大
学
・

公
的
研
究
機
関
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
、「
人
工
知

能
研
究
開
発
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」が
令
和
元
年
12
月
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
戦
略
で
は
、
人
工
知
能
に
関
す
る
基

盤
的
・
融
合
的
な
研
究
開
発
の
推
進
や
、
研
究
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
等
を
進
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
文
部

科
学
省
で
は
、
①
理
化
学
研
究
所「
革
新
知
能
統
合
研
究
セ

ン
タ
ー
」に
お
い
て
、
革
新
的
な
人
工
知
能
の
基
盤
技
術
等
の

研
究
開
発
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
②
科
学
技
術
振
興
機
構

（
J
S
T
）に
お
い
て
、
人
工
知
能
等
の
分
野
に
お
け
る
若
手

研
究
者
の
独
創
的
な
発
想
や
、
挑
戦
的
な
研
究
課
題
へ
の
支

援
を
行
い
、
①
②
を「
A
I
P
：
人
工
知
能
／
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

／
Io
T
／
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
統
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と

し
て
一
体
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
、「Society�5.0

実
現
化
研

究
拠
点
支
援
事
業
」と
し
て
採
択
さ
れ
た
大
阪
大
学
に
よ
る

情
報
科
学
技
術
を
核
と
し
たSociety�5.0

の
実
証
・
課
題
解

決
の
先
端
中
核
拠
点
の
形
成
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

2
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
材
料
科
学
技
術
分
野
に

お
け
る
研
究
開
発
の
推
進

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
材
料
科
学
技
術
は
、
未
来
社
会
に
お

け
る
新
た
な
価
値
創
出
の
鍵
と
な
り
、
様
々
な
分
野
を
支
え

科
学
技
術
・
学
術
政
策
の
推
進

文
部
科
学
省 

科
学
技
術
・
学
術
政
策
局
／
研
究
振
興
局
／
研
究
開
発
局
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る
基
礎
基
盤
技
術
で
す
。
ナ
ノ
テ
ク
・
材
料
分
野
の
中
核
的

役
割
を
果
た
す
国
立
研
究
開
発
法
人
物
質
・
材
料
研
究
機
構

（
N
I
M
S
）で
は
、
新
物
質
・
新
材
料
の
創
製
や
、
幅
広
い

社
会
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
材
料
の
高
度
化
に
向
け
た
研
究
開
発

を
行
う
と
と
も
に
、
技
術
移
転
の
促
進
、
情
報
発
信
、
研
究

者
の
養
成
、
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
等
を
推
進
し
ま

す
。さ

ら
に
同
機
構
で
は「
革
新
的
材
料
開
発
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ

ム（
M-

cu
be
）」と
し
て
、
産
業
界
と
大
学
等
を
結
ぶ
オ
ー

プ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
形
成
、
世
界
中
の
人
・
モ
ノ
・
資
金

が
集
ま
る
国
際
研
究
拠
点
の
構
築
、
材
料
情
報
統
合
デ
ー
タ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど
世
界
最
高
水
準
の
研
究
基
盤
の
整
備

を
一
体
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
加
え
、
A
I
や
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

等
を
研
究
開
発
の
現
場
に
導
入
す
る
ス
マ
ー
ト
ラ
ボ
ラ
ト
リ
化

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
全
体
の
材
料
開
発
力
の

強
化
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
で
は
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る

最
先
端
の
研
究
設
備
と
活
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
、
産
学

官
連
携
や
異
分
野
融
合
、
人
材
育
成
等
を
推
進
す
る「
ナ
ノ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」等
、
様
々
な
取
組
を
推

進
し
ま
す
。

3
量
子
科
学
技
術（
光
・
量
子
技
術
）分
野
に

お
け
る
研
究
開
発
の
推
進

量
子
科
学
技
術
は
、
新
た
な
価
値
創
出
の
中
核
と
な
る
強

み
を
有
す
る
基
盤
技
術
で
あ
り
、
近
年
、
世
界
的
な
研
究
開

発
が
激
化
し
て
い
ま
す
。
政
府
は
令
和
2
年
1
月
、
統
合
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
推
進
会
議
の
下
、
短
期
的
な
技
術
開
発
に

と
ど
ま
ら
ず
、
産
業
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
を
念
頭
に
置
き
、

か
つ
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
新
た
な
国
家
戦
略
と
し
て
、

「
量
子
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」を
策
定
し
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
、
経
済
・
社
会
的

な
重
要
課
題
に
対
し
、
量
子
科
学
技
術
を
駆
使
し
て
、
非
連

続
的
な
解
決
を
目
指
す
研
究
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る「
光
・

量
子
飛
躍
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Q-

L
E
A
P
）」を

実
施
し
て
い
ま
す
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
①
量
子
情
報
処
理

（
主
に
量
子
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
・
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）、
②
量
子

計
測
・
セ
ン
シ
ン
グ
、
③
次
世
代
レ
ー
ザ
ー
を
対
象
と
し
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
よ
る
き
め
細
か
な
進
捗
管
理
に
よ

り
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
に
よ
る
実
証
を
目
指
すFlagship

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
、
基
礎
基
盤
研
究
を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
同
戦

略
を
踏
ま
え
、
量
子
A
I
や
量
子
生
命
、
人
材
育
成
等
を
推

進
し
ま
す
。

ま
た
、
国
立
研
究
開
発
法
人
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機

構（
Q
S
T
）に
お
い
て
、
量
子
科
学
技
術
を
一
体
的
、
総
合

的
に
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
生
命
現
象
の
根
本
原
理
の
解

明
を
目
指
す
と
と
も
に
、
医
療
・
健
康
分
野
等
に
革
新
を
起

こ
す
べ
く
先
端
的
研
究
開
発
を
行
う
量
子
生
命
科
学
の
研
究

開
発
を
進
め
ま
す
。

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
構
築

文
部
科
学
省
で
は
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に

向
け
た
シ
ス
テ
ム
改
革
や
出
口
を
明
確
に
見
据
え
た
挑
戦
的

な
研
究
開
発
の
推
進
に
係
る
取
組
と
し
て
、
主
に
以
下
の
よ

う
な
取
組
を
実
施
し
ま
す
。

1
本
格
的
産
学
官
連
携
に
よ
る

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

近
年
、
産
業
構
造
は
資
本
集
約
型
か
ら
知
識
集
約
型
に
大

き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
産
業
界
に
お
い
て
、
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
本
格
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
産
学
連
携
は
大
学
と
企
業
の
研

究
開
発
部
門
と
の
協
力
が
主
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
大
学
・
企
業
の

ト
ッ
プ
が
関
与
す
る
、
本
格
的
で
パ
イ
プ
の
太
い
持
続
的
な
産

学
官
連
携（
本
格
的
な
産
学
官
連
携
の
実
現
）へ
と
発
展
さ
せ

る
こ
と
が
不
可
欠
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
文
部
科
学
省
で
は
、
本
格
的
な
産
学
官
連
携

の
実
現
に
向
け
て
、「
共
創
の
場
形
成
支
援
」事
業
に
お
い
て
、

政
策
課
題
や
大
学
等
研
究
機
関
の
強
み
を
生
か
し
た
特
色
に

基
づ
く
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
の
形
成
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
大
学
内
に
お
い
て
、
競
争
領
域
に
重
点
を
置
い
た

大
型
共
同
研
究
を
集
中
管
理
す
る
体
制（
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
機
構
）の
構
築
を
平
成
30
年
度
か
ら
支
援
し
て
い
ま

す
。

2
地
方
創
生
に
資
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
形
成

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推

進
は
、
地
域
産
業
の
高
付
加
価
値
化
や
新
産
業
・
雇
用
創
出

に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
極
め
て
重
要
で
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
地
域
の
発
展
ビ
ジ
ョ
ン
と
主
体
性
を

重
視
し
た
施
策
を
通
じ
て
、
地
域
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
創
出
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
31
年
度
に
お
い
て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
取
り
組
ん
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で
い
る「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
」を
拡
大
し
、
地
域
の
成
長
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
地
域
大

学
等
に
、
事
業
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
チ
ー
ム
を
創
設
し
、
地
域
内
外

の
人
材
や
技
術
を
取
り
込
み
な
が
ら
、
地
域
が
持
つ
強
み
を

生
か
し
た
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
、
新
産
業
・

新
事
業
の
創
出
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開
も

視
野
に
入
れ
た
日
本
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
形

成
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
31
年
度
よ
り
新
た
に
、「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
地
域
社
会
課
題
解
決（
D
E
S
I
G
N-

i
）」

を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
、
大
学
、

産
業
界
な
ど
が
連
携
し
、
地
域
が
目
指
す
べ
き
将
来
像
を
描

く
と
と
も
に
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
課
題
解
決

を
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
実
現
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

3
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形
成
の
推
進

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
新
規
創
設
数
は
、
一
時
期
減
少
傾

向
で
し
た
が
、
近
年
は
回
復
基
調
に
あ
り
ま
す
。

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
担
い
手
と
し

て
期
待
さ
れ
る
一
方
、
販
路
の
開
拓
、
知
的
財
産
の
取
扱
い
、

資
金
調
達
等
に
関
し
て
潜
在
的
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
強
い
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
創
出
を
加

速
さ
せ
る
た
め
、（
1
）創
業
前
の
段
階
か
ら
、
大
学
の
革
新

的
技
術
の
研
究
開
発
支
援
と
、
事
業
化
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た

人
材
に
よ
る
事
業
育
成
を
一
体
的
に
実
施
す
る「
大
学
発
新

産
業
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム（
S
T
A
R
T
）」、（
2
）こ
れ
ま
で
各

大
学
で
実
施
し
て
き
た
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
育
成
事
業
に
係
る

取
組
の
成
果
や
知
見
を
活
用
し
つ
つ
、
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
へ
の
受
講
生
の
拡
大
や
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
創
出
の
加
速
に
向
け

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
発
展
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
起
業
活
動
率
の

向
上
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
醸
成
を
目
指
す「
次
世

代
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
育
成
事
業（
E
D
G
E-

N
E
X
T
）」、

（
3
）特
許
群
化
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
を
進
め
る
こ
と
で
国
策
上

重
要
な
特
許
等
の
活
用
促
進
を
図
る「
知
財
活
用
支
援
事
業
」

等
の
取
組
を
一
体
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

4
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
な

研
究
開
発
の
推
進

新
し
い
知
識
や
ア
イ
デ
ア
が
、
組
織
や
国
の
競
争
力
を
大

き
く
左
右
す
る
現
代
に
お
い
て
は
、
新
し
い
試
み
に
果
敢
に

挑
戦
し
、
非
連
続
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
生
み
出
す

ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
な
研
究
開
発
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
こ
で
、「
未
来
社
会
創
造
事
業
」で
は
、
経
済
・
社
会
的

に
イ
ン
パ
ク
ト
が
見
込
ま
れ
、
技
術
的
に
も
挑
戦
的
な
課
題

を
設
定
し
、
民
間
投
資
を
誘
発
し
つ
つ
、
実
用
化
が
可
能
か

ど
う
か
を
見
極
め
ら
れ
る
段
階
を
目
指
し
た
研
究
開
発
を
実

施
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
事
業
で
は
多
様
な
研
究
開
発
活
動
を
支
え
る

計
測
分
析
技
術
・
機
器
等
の
開
発
も
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
大
規
模
自
然
災
害
へ
の
備

え
、
地
球
温
暖
化
問
題
へ
の
対
処
等
の
課
題
解
決
の
た
め
、

我
が
国
発
の
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
目
指
し
、
従

来
技
術
の
延
長
に
な
い
、
よ
り
大
胆
な
発
想
に
基
づ
く
挑
戦

的
な
研
究
開
発
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、「
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
型
研
究
開
発
制
度
」で
は
、

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
国
内
外
の
有
識
者
の
知
見
を

取
り
入
れ
、
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
に
お
い

て
六
つ
の
野
心
的
な
目
標
を
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
目
標
の

下
、
関
係
府
省
が
一
体
と
な
り
、
よ
り
大
胆
な
発
想
に
基
づ

く
挑
戦
的
な
研
究
開
発
を
推
進
し
ま
す
。

基
礎
研
究
力
強
化
と
世
界
最
高
水
準
の

研
究
拠
点
の
形
成

学
術
研
究
・
基
礎
研
究
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
た
る

科
学
技
術
の
シ
ー
ズ
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
新
し
い
知
的
・

文
化
的
価
値
を
創
造
し
、
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
た
め
、
研
究
者
の
独
創
的
な
発
想
に
基
づ
く
多
様

で
質
の
高
い
学
術
研
究
及
び
世
界
最
先
端
の
基
礎
研
究
の
推

進
等
を
図
る
と
と
も
に
、
平
成
31
年
４
月
に
と
り
ま
と
め
ら

れ
た「
研
究
力
向
上
改
革
2
0
1
9
」に
基
づ
き
、
我
が
国

の
基
礎
研
究
の
よ
り
一
層
の
推
進
に
向
け
て
、
今
後
も
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

1
科
学
研
究
費
助
成
事
業（
科
研
費
）

新
し
い
知
の
創
出
と
重
厚
な
知
的
蓄
積
の
形
成
を
図
る
た

め
、
人
文
学
・
社
会
科
学
か
ら
自
然
科
学
ま
で
全
て
の
分
野

に
わ
た
り
、
あ
ら
ゆ
る
学
術
研
究
を
支
援
し
ま
す
。

学
術
の
現
代
的
要
請（
挑
戦
性
、
総
合
性
、
融
合
性
、
国

際
性
）や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
動
向
に
対
し
、
よ
り
的

確
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
29
年
1
月
に
改
定
し
た「
科
研

費
改
革
の
実
施
方
針
」に
基
づ
き
、
審
査
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し

を
は
じ
め
と
す
る
抜
本
的
な
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

令
和
2
年
度
に
は
、
研
究
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
応
じ
た

支
援
を
図
る「
科
研
費
若
手
支
援
プ
ラ
ン
」の
実
行
に
よ
り
、
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若
手
研
究
者
へ
の
支
援
を
重
点
的
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、

振
興
・
融
合
領
域
の
開
拓
の
強
化
の
た
め
、
学
術
の
体
系
や

方
向
の
変
革
・
転
換
を
先
導
す
る
新
種
目「
学
術
変
革
領
域

研
究
」を
創
設
し
、「
挑
戦
的
研
究（
開
拓
）」を
新
た
に
基
金

化
し
ま
す
。

2
戦
略
的
創
造
研
究
推
進
事
業

（
新
技
術
シ
ー
ズ
創
出
）

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
定
め
た
戦
略
目
標
・
研
究
領
域
に
お
い
て
、

大
学
等
の
研
究
者
か
ら
提
案
を
募
り
、
組
織
・
分
野
の
枠
を

越
え
た
時
限
的
な
研
究
体
制
を
構
築
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

指
向
の
戦
略
的
な
基
礎
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
若
手

研
究
者
等
の
挑
戦
的
な
研
究
の
機
会
の
創
出
な
ど
を
実
施
し
、

有
望
な
成
果
に
つ
い
て
研
究
を
加
速
・
深
化
し
ま
す
。

3
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業

世
界
水
準
の
優
れ
た
研
究
大
学
群
を
増
強
す
る
た
め
、
研

究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材（
リ
サ
ー
チ
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

を
含
む
）群
の
確
保
・
活
用
と
集
中
的
な
研
究
環
境
改
革
の
一

体
的
な
推
進
を
支
援
し
、
我
が
国
全
体
の
研
究
力
強
化
を
図

り
ま
す
。

4
「
創
発
的
研
究
の
場
」の
形
成

我
が
国
が
将
来
に
わ
た
っ
て
ノ
ー
ベ
ル
賞
級
の
イ
ン
パ
ク
ト

を
も
た
ら
す
研
究
成
果
を
創
出
し
続
け
る
た
め
に
は
、
研
究

者
が
し
っ
か
り
と
腰
を
据
え
て
、
自
由
で
挑
戦
的
な
研
究
に

打
ち
込
め
る
環
境
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
文
部
科
学
省

で
は
、
最
長
10
年
間
に
わ
た
る
柔
軟
で
安
定
的
な
研
究
費
の

支
援
と
、
研
究
者
を
取
り
巻
く
研
究
環
境
の
向
上
を
一
体
的

に
推
進
す
る「
創
発
的
研
究
支
援
事
業
」を
新
設
し
、
令
和

元
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
5
0
0
億
円
の
基
金
を
国
立
研

究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構（
J
S
T
）に
造
成
し
ま

し
た
。
あ
わ
せ
て
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
研
究

者
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
先
端
的
な
研
究
設
備
の
整
備
を
支
援
し

ま
し
た
。
整
備
さ
れ
た
研
究
設
備
を
広
く
共
用
す
る
こ
と
で
、

若
手
研
究
者
ら
の
研
究
力
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
未
来
の

鍵
を
握
る
重
要
分
野（
物
質
・
材
料
科
学
、
量
子
技
術
、
生

命
科
学
、
情
報
科
学
）に
お
け
る
我
が
国
の
競
争
力
の
強
化

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

5
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
拠
点
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
W
P
I
）

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
拠
点
プ
ロ
グ
ラ
ム（
W
P
I
）は
、

国
際
的
な
頭
脳
獲
得
競
争
が
激
化
す
る
中
、
優
れ
た
研
究
人

材
が
世
界
中
か
ら
集
う
、
高
度
に
国
際
化
さ
れ
た
研
究
環
境

と
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
水
準
を
誇
る「
目
に
見
え
る
国

際
頭
脳
循
環
拠
点
」を
形
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
事
業
で
す
。

令
和
2
年
度
に
は
、
拠
点
形
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
拠
点
に

対
し
て
、
引
き
続
き
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
W
P
I
拠
点

と
し
て
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
強
み
や
成
果
を
最
大
限
に
活い

か
し
て
い
く
た
め
、
国
際
頭
脳
循
環
の
深
化
や
拠
点
間
連
携

の
強
化
を
含
む
成
果
の
横
展
開
・
高
度
化
等
を
推
進
し
ま
す
。

6
人
文
学
・
社
会
科
学
の
振
興

人
文
学
・
社
会
科
学
は
、
人
間
・
文
化
・
社
会
を
研
究
対
象

と
し
て
お
り
、
人
間
の
精
神
生
活
の
基
盤
を
築
く
と
と
も
に
、

社
会
的
諸
問
題
の
解
決
に
寄
与
す
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
令
和
2
年
度
に
は
、「
領
域
開

拓
」、「
実
社
会
対
応
」、「
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
」の
視
点
に
基
づ

く
課
題
設
定
型
の
研
究
や
デ
ー
タ
の
利
活
用
基
盤
の
構
築
と

と
も
に
、
新
た
に
、
研
究
者
等
が
研
究
課
題
を
共
創
す
る
場

の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
共
同
研
究
拠
点
の
形
成
支

援
等
を
通
じ
、
人
文
学
・
社
会
科
学
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

7
共
同
利
用
・
共
同
研
究
体
制
の
強
化
・
充
実

我
が
国
で
は
、
大
学
の
研
究
所
や
大
学
共
同
利
用
機
関
に

お
い
て
、
大
型
の
研
究
設
備
や
貴
重
な
学
術
資
料
等
を
全
国

の
研
究
者
が
共
同
で
利
用
し
、
共
同
研
究
を
行
う
共
同
利

用
・
共
同
研
究
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
体

制
は
我
が
国
独
自
の
仕
組
み
で
あ
り
、
国
際
的
な
研
究
成
果

を
生
み
出
す
な
ど
、
学
術
研
究
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
ま
す
。
文
部
科
学
省
で
は
、
共
同
利
用
・
共
同
研
究
体
制

を
強
化
・
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
我
が
国
の
強
み
・
特
色
を
活

か
し
た
研
究
水
準
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
1
）共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点

文
部
科
学
省
で
は
、
国
公
私
立
大
学
に
附
置
さ
れ
る
研
究

施
設
の
う
ち
、
研
究
実
績
、
研
究
水
準
、
研
究
環
境
等
の
面

で
各
研
究
分
野
の
中
核
的
な
施
設
と
認
め
ら
れ
、
全
国
の
研

究
者
に
利
用
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
我
が
国
の
学
術
研
究

の
発
展
に
特
に
有
益
で
あ
る
研
究
施
設
を
共
同
利
用
・
共
同
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研
究
拠
点
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。
令
和
2
年
4
月
現
在
、

全
国
で
53
大
学
の
1
0
0
拠
点（
国
立
大
学
73
拠
点
、
公
立

大
学
9
拠
点
、
私
立
大
学
18
拠
点
）が
認
定
を
受
け
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
、
国
際
的
な
共
同
利
用
・

共
同
研
究
を
実
施
す
る
研
究
施
設
を
国
際
共
同
利
用
・
共
同

研
究
拠
点
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。
令
和
2
年
4
月
現
在
、

全
国
で
7
拠
点（
国
立
大
学
6
拠
点
、
私
立
大
学
1
拠
点
）

を
認
定
し
、
国
際
的
な
研
究
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
取
組

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

（
2
）大
学
共
同
利
用
機
関

大
学
共
同
利
用
機
関
は
、
最
先
端
の
大
型
装
置
や
貴
重
な

資
料
・
デ
ー
タ
等
を
個
々
の
大
学
の
枠
を
越
え
て
全
国
の
研

究
者
の
利
用
に
供
し
、
共
同
研
究
を
行
う
場
と
し
て
我
が
国

の
学
術
研
究
の
発
展
を
支
え
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
で
は
、

大
学
共
同
利
用
機
関
が
、
我
が
国
の
基
礎
科
学
力
の
復
権
を

け
ん
引
す
る
と
と
も
に
、
今
日
の
社
会
的
課
題
の
解
決
に
貢

献
で
き
る
よ
う
、
そ
の
機
能
強
化
の
た
め
の
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。

（
3
）学
術
研
究
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

文
部
科
学
省
は
、
共
同
利
用
・
共
同
研
究
体
制
の
下
、
最

先
端
の
大
型
研
究
装
置
等
に
よ
り
人
類
未
踏
の
研
究
課
題
に

挑
み
、
世
界
の
学
術
研
究
を
先
導
す
る
と
と
も
に
、
国
内
外

の
優
れ
た
研
究
者
を
結
集
し
、
国
際
的
な
研
究
拠
点
を
形
成

す
る
学
術
研
究
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を「
大
規
模
学
術
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
促
進
事
業
」と
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

●
ハ
イ
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ（
H
K
）計
画
の
推
進

平
成
27
年
度
の
梶
田
隆
章
・
東
京
大
学
宇
宙
線
研
究
所
長

の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
に
つ
な
が
る
研
究
成
果
を
上
げ

た
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ（
S
K
）や
そ
の
次
世
代
計
画
で
あ

る
ハ
イ
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ（
H
K
）計
画
が
学
術
研
究
の
大
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
H
K
は
、

S
K
を
飛
躍
的
に
上
回
る
観
測
性
能
を
備
え
、
陽
子
崩
壊
探

索
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
研
究
を
通
じ
た
新
た
な
物
理
法
則
の

発
見
や
素
粒
子
と
宇
宙
の
謎
を
解
き
明
か
す
こ
と
を
目
指
し

て
お
り
、
令
和
元
年
度
よ
り
建
設
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

● 

大
型
電
波
望
遠
鏡「
ア
ル
マ
」に
よ
る
国
際
共
同
利
用
研
究

の
推
進

大
型
電
波
望
遠
鏡「
ア
ル
マ
」計
画
は
、
平
成
31
年
4
月
に

国
際
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
よ
り
発
表
さ
れ
た
、
史
上
初
と

な
る
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
撮
影
成
功
に
も
大
き
く
貢
献
す
る
な

ど
、
銀
河
・
惑
星
系
の
形
成
過
程
や
生
命
起
源
の
謎
に
迫
る

成
果
を
着
実
に
上
げ
て
い
ま
す
。

● 

新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た
学
術
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
S
I
N
E
T
）整
備

国
立
情
報
学
研
究
所
が
整
備
す
る
S
I
N
E
T
は
、
全

国
9
0
0
以
上
の
大
学
や
研
究
機
関
、
海
外
の
研
究
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
相
互
接
続
す
る
、
学
術
研
究
・
教
育
活
動
に
不
可

欠
な
学
術
情
報
基
盤
で
す
。

令
和
元
年
度
に
は
、
特
に
デ
ー
タ
通
信
量
が
多
い
東
京
―

大
阪
間
に
世
界
最
高
水
準
の
4
0
0
G
b
p
s
回
線
を
導
入

し
、
共
同
研
究
等
の
通
信
環
境
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
令
和

2
年
度
に
お
い
て
も
、
S
I
N
E
T
上
で
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン

ス
の
推
進
に
向
け
た
研
究
デ
ー
タ
基
盤
の
運
用
を
開
始
す
る

な
ど
、
さ
ら
な
る
機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
の
育
成
・
確
保

我
が
国
が
成
長
を
続
け
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
て
い

く
た
め
に
は
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
優
れ
た
人

材
を
育
成
・
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
文
部
科
学

省
で
は
、
若
手
研
究
者
や
女
性
研
究
者
、
研
究
支
援
人
材
な

ど
多
様
な
人
材
の
育
成
・
確
保
や
活
躍
促
進
を
図
る
方
策
を

戦
略
的
に
展
開
し
ま
す
。

特
に
、
新
た
な
研
究
領
域
に
挑
戦
す
る
よ
う
な
若
手
研
究

者
が
安
定
か
つ
自
立
し
て
研
究
を
推
進
で
き
る
環
境
を
実
現

す
る
取
組
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
次
代
の
科
学
技
術
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
人
材
を
継
続
的
・
体
系
的
に
育
成
し
て
い

く
た
め
に
、
理
数
系
分
野
に
お
い
て
優
れ
た
素
質
を
持
つ
児

童
生
徒
等
を
発
掘
し
、
そ
の
才
能
を
伸
ば
す
た
め
の
一
貫
し

た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

1
若
手
研
究
者
等
の
育
成
・
活
躍
促
進

優
れ
た
若
手
研
究
者
が
産
学
官
の
研
究
機
関
に
お
い
て
安

定
か
つ
自
立
し
た
研
究
環
境
を
得
て
自
主
的
・
自
立
的
な
研

究
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
研
究
者
及
び
研
究
機
関
を
支
援
す

る「
卓
越
研
究
員
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
令
和
元
年
度
よ
り
開
始
し
た
事
業
と
し
て
、
世
界

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
研
究
者
育
成
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

HK完成イメージ図
提供：東京大学宇宙線研究所
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を
支
援
す
る「
世
界
で
活
躍
で
き
る
研
究
者
戦
略
育
成
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
各
分
野
の
博
士
人
材
等
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
等
を
活
用
し
ア
カ
デ
ミ
ア
・
産
業
界
を
問
わ
ず
活
躍
で

き
る
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
人
材
を
育
成
す
る
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
目
指
す「
デ
ー
タ
関
連
人
材
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
」を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、「
特
別
研
究
員
事
業
」等
を
引
き
続
き
推
進
し

ま
す
。

2
女
性
研
究
者
の
活
躍
促
進

女
性
研
究
者
の
活
躍
促
進
を
図
る
た
め
、「
特
別
研
究
員

-

R
P
D
」事
業
や
、
研
究
と
出
産
・
育
児
等
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン

ト
と
の
両
立
や
女
性
研
究
者
の
研
究
力
向
上
を
通
じ
た
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
を
一
体
的
に
推
進
す
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
実
現
に

向
け
た
大
学
等
の
取
組
を
支
援
す
る「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
研
究

環
境
実
現
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」を
実
施
し
、
女
性
研
究
者
の
支

援
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

3
次
代
を
担
う
人
材
の
育
成

将
来
の
国
際
的
な
科
学
技
術
関
係
人
材
の
育
成
を
す
る
た

め
に
、
先
進
的
な
理
数
系
教
育
を
実
施
す
る
高
校
を
指
定
す

る「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」や
大
学
等
を
活
用

し
て
次
世
代
の
傑
出
し
た
人
材
を
育
成
す
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ

イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
」（
高
校
生
向
け
）、「
ジ
ュ
ニ
ア
ド
ク
タ
ー

育
成
塾
」（
小
中
学
生
向
け
）を
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

加
え
て
、
女
子
中
高
生
が
理
系
分
野
へ
の
興
味
・
関
心
を

高
め
、
適
切
に
理
系
進
路
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
で
継
続
的
な
取
組
を
推
進
す
る「
女
子
中
高
生
の
理
系

進
路
選
択
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」や
、「
サ
イ
エ
ン
ス
・
イ
ン
カ
レ
」、

「
科
学
の
甲
子
園
」、「
科
学
の
甲
子
園
ジ
ュ
ニ
ア
」の
推
進
、

国
際
科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
支
援
等
、
理
数
系
の
意
欲
・
能
力

が
高
い
生
徒
や
学
生
が
、
科
学
技
術
に
係
る
能
力
を
競
い
、

互
い
に
研け

ん

鑽さ
ん

す
る
場
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

4
技
術
士
制
度
の
活
用
促
進

技
術
士
は
、
技
術
士
法
に
基
づ
く
名
称
独
占
の
国
家
資
格

で
あ
り
、
国
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
高
い
技
術
と
倫
理
を
兼
ね

備
え
た
優
れ
た
技
術
者
で
す
。

技
術
士
制
度
の
よ
り
一
層
の
活
用
促
進
・
普
及
拡
大
を
図

る
た
め
、
資
質
能
力
向
上
や
国
際
的
通
用
性
も
視
野
に
入
れ

た
制
度
の
改
正
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
省
庁
、
企
業
等
へ

の
働
き
か
け
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

S
ociety 5.0

を
支
え
る
世
界
最
高
水
準
の

大
型
研
究
施
設
の
整
備
・
利
活
用
の
促
進

我
が
国
や
世
界
が
直
面
す
る
様
々
な
課
題
の
達
成
に
科
学

技
術
が
貢
献
し
て
い
く
た
め
に
は
、
研
究
開
発
の
共
通
基
盤

の
強
化
が
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
世
界
に
誇
る
最
先
端
研

究
施
設
の
整
備
・
共
用
、
大
学
・
独
立
行
政
法
人
等
が
保
有

す
る
研
究
基
盤
の
共
用
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
推
進
し
ま

す
。

1
大
型
放
射
光
施
設（
S
P
r
i
n
g-

8
）

SPring-8

は
、
世
界
最
高
性
能
の
放
射
光
に
よ
り
、
微
細

な
物
質
構
造
や
状
態
の
解
析
を
行
う
研
究
施
設
で
、
創
薬
に

つ
な
が
る
タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
解
析
や
高
性
能
タ
イ
ヤ
の
開
発

と
い
っ
た
成
果
を
創
出
し
て
い
ま
す
。
安
定
し
た
利
用
運
転

と
産
学
官
の
幅
広
い
利
用
者
へ
の
共
用
を
通
じ
て
、
生
命
科

学
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
新
材
料
開
発
ま
で
広
範
な
分
野

で
先
端
的
・
革
新
的
な
研
究
開
発
に
貢
献
し
ま
す
。

2
X
線
自
由
電
子
レ
ー
ザ
ー
施
設（
S
A
C
L
A
）

S
A
C
L
A
は
、
放
射
光
と
レ
ー
ザ
ー
の
特
長
を
併
せ
持
っ

た
高
度
な
光
を
発
振
し
、
原
子
レ
ベ
ル
の
超
微
細
構
造
や
、

化
学
反
応
の
動
態
変
化
の
計
測
・
分
析
を
可
能
と
す
る
世
界

最
先
端
の
研
究
施
設
で
、
植
物
の
光
合
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解

写真：科学の甲子園ジュニア優勝チーム（愛知県代表チーム）
写真左から 岩瀨 燎祐（いわせ りょうすけ）さん（海陽中等教育学校２年）、
  蟹江 樹生（かにえ たつき）さん（海陽中等教育学校２年）、
  川島 大暉（かわしま だいき）さん（海陽中等教育学校２年）、
  鈴木 世成（すずき せな）さん（海陽中等教育学校２年）、
  瀧本 吉平（たきもと きっぺい）さん（海陽中等教育学校２年）、
  長澤 昊（ながさわ そら）さん（海陽中等教育学校２年）
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明
に
向
け
た
研
究
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
幅
広
い
利
用

者
へ
最
大
限
の
共
用
を
図
り
、
世
界
を
先
導
す
る
成
果
の
創

出
等
に
貢
献
し
ま
す
。

3
大
強
度
陽
子
加
速
器
施
設（
J-

P
A
R
C
）

J-

P
A
R
C
は
、
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
ビ
ー
ム
強
度
を
有

し
、
中
性
子
、
ミ
ュ
オ
ン
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
等
を
用
い
て
物
質
・

生
命
科
学
や
、
原
子
核
・
素
粒
子
物
理
学
等
の
多
様
な
研
究

を
推
進
す
る
研
究
施
設
で
、
全
固
体
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
電
池
の

開
発
と
い
っ
た
産
業
利
用
に
よ
る
成
果
も
創
出
し
て
い
ま
す
。

ビ
ー
ム
増
強
の
た
め
の
調
整
を
行
い
つ
つ
、
国
際
研
究
拠
点
の

形
成
に
向
け
た
研
究
環
境
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

4
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ「
富
岳
」の
開
発

我
が
国
が
直
面
す
る
社
会
的
・
科
学
的
課
題
の
解
決
に
貢

献
す
る
た
め
、
令
和
3
年
度
の
運
用
開
始
を
目
標
に
、
世
界

最
高
水
準
の
汎
用
性
の
あ
る
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

5
革
新
的
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
・
イ
ン
フ
ラ（
H
P
C
I
）

国
内
の
大
学
等
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
高
速
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
つ
な
ぎ
、
多
様
な
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
計
算

環
境
を
実
現
す
る
H
P
C
I
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
こ
の

利
用
を
推
進
し
ま
す
。

6
官
民
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る

次
世
代
放
射
光
施
設
の
推
進

最
先
端
の
科
学
技
術
は
、
物
質
の「
構
造
解
析
」に
加
え
て

物
質
の「
機
能
理
解
」へ
と
向
か
っ
て
お
り
、
物
質
の
電
子
状

態
や
そ
の
変
化
を
高
精
度
で
追
え
る
高
輝
度
の
軟
X
線
利
用

環
境
の
整
備
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
学
術
・

産
業
と
も
に
高
い
利
用
ニ
ー
ズ
が
見
込
ま
れ
る
次
世
代
放
射

光
施
設（
軟
X
線
向
け
高
輝
度
3
Ge
V
級
放
射
光
源
）に
つ

い
て
、
2
0
2
3
年
度
の
運
転
開
始
を
目
指
し
て
、
施
設
整

備
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

大型放射光施設（SPring-8）と
X線自由電子レーザー施設（SACLA）
提供：国立研究開発法人 理化学研究所

SACLA SPring-8

大強度陽子加速器施設（J-PARC）
提供：J-PARCセンター

リニアック

3GeV シンクロトロン

ニュートリノ実験施設

物質・生命科学実験施設

30GeV 主リング

ハドロン
実験施設

スーパーコンピュータ「富岳」（搬入・設置中）
提供：国立研究開発法人　理化学研究所
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7
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る
最
先
端
の
研
究
設
備
と
そ
の

活
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
機
関
が
協
力
し
て
、
技
術
領
域
に

応
じ
た
全
国
的
な
設
備
の
共
用
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

産
学
官
連
携
や
異
分
野
融
合
を
推
進
し
ま
す
。

8
先
端
研
究
基
盤
共
用
促
進
事
業

全
て
の
研
究
者
に
開
か
れ
た
研
究
設
備
・
機
器
に
よ
り
、

産
学
官
が
共
用
可
能
な
研
究
施
設
・
設
備
を
繋
ぐ
共
用
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
形
成
、
競
争
的
研
究
費
改
革
と
の
連
携
等
に

よ
る
研
究
機
器
の
組
織
的
な
共
用
体
制
の
確
立（
コ
ア
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
化
）を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
遠
隔
利
用
シ
ス
テ
ム

等
を
活
用
し
た
研
究
機
器
の
相
互
利
用
推
進
の
た
め
の
実
証

実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
戦
略
的
国
際
展
開

世
界
の
知
を
取
り
込
み
、
我
が
国
の
国
際
競
争
力
の
維

持
・
強
化
に
資
す
る
た
め
、
ま
た
、
世
界
の
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
主
要
な
一
角
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
国
際
社

会
に
お
け
る
存
在
感
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
科
学
技
術
の

戦
略
的
な
国
際
展
開
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、

文
部
科
学
省
で
は
、
国
際
頭
脳
循
環
・
国
際
共
同
研
究
の
推

進
、
国
際
協
力
に
よ
る
持
続
可
能
な
開
発
目
標
達
成
の
た
め

の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
S
T
I�

f
o
r�

S
D
G
s
）の

推
進
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
若
手
研
究
者
の
育
成
等
に

取
り
組
み
ま
す
。

1
国
際
的
な
共
同
研
究
の
推
進

国
際
頭
脳
循
環
へ
の
参
画
・
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
け

ん
引
す
べ
く
、
相
手
国
と
の
協
働
に
よ
る
国
際
共
同
研
究
の

共
同
公
募
を
強
力
に
推
進
し
、
我
が
国
の
国
際
共
同
研
究
の

強
化
を
着
実
に
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的
に
は「
戦
略
的

国
際
共
同
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム（
S
I
C
O
R
P
）」で
は
、
政
府

間
合
意
に
基
づ
き
イ
コ
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ（
対
等
な
協

力
関
係
）の
下
、
欧
米
先
進
国
と
の
分
野
の
擦
り
合
わ
せ
を

経
た
共
同
公
募
や
新
興
国
・
中
進
国
と
の
マ
ル
チ
な
枠
組
み
構

築
を
通
じ
た
共
同
公
募
な
ど
、
相
手
国
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
・
分

野
と
協
力
フ
ェ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な
国
際
共
同
研
究
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
地
球
規
模
課
題
対
応
国
際
科
学
技
術
協
力
プ
ロ
グ

ラ
ム（
S
A
T
R
E
P
S
）」で
は
、
我
が
国
の
優
れ
た
科
学
技

術
と
政
府
開
発
援
助（
O
D
A
）と
の
連
携
に
よ
り
、
開
発
途

上
国
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
、
生
物

資
源
分
野
、
防
災
分
野
、
感
染
症
分
野
に
お
け
る
地
球
規
模

課
題
の
解
決
と
将
来
的
な
社
会
実
装
に
つ
な
が
る
国
際
共
同

研
究
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
出
口
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
の
連
携
・
協
働
を
促
す
ス
キ
ー
ム
を
活
用
し
、
S
D
G
s
達

成
に
向
け
研
究
成
果
の
社
会
実
装
を
加
速
さ
せ
ま
す
。

さ
ら
に
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
、
ア
フ
リ
カ
・

ア
ジ
ア
等
の
途
上
国
に
お
け
る
S
D
Gs
達
成
に
向
け
て
、
規

制
や
社
会
受
容
等
の「
壁
」に
よ
り
実
用
化
の
ス
テ
ッ
プ
に
進

め
て
い
な
い
我
が
国
の
科
学
技
術
に
つ
い
て
、
現
地
で
の
実
証

試
験
等
の
実
施
を
通
じ
た
社
会
実
装
促
進
の
た
め
に
必
要
な

経
費
を
確
保
し
、「
持
続
可
能
開
発
目
標
達
成
支
援
事
業
」

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

2
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
若
手
研
究
者
の
育
成
等

国
際
的
な
頭
脳
循
環
の
進
展
を
踏
ま
え
、
我
が
国
に
お
い

て
優
秀
な
人
材
を
育
成
・
確
保
す
る
た
め
、
以
下
の
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。

優
れ
た
若
手
研
究
者
に
対
し
、
海
外
の
大
学
等
研
究
機
関

に
お
い
て
長
期
間（
2
年
間
）研
究
に
専
念
で
き
る
よ
う
支
援

す
る「
海
外
特
別
研
究
員
事
業
」や
、
博
士
後
期
課
程
学
生

等
の
短
期
的
な
海
外
派
遣
を
支
援
す
る「
若
手
研
究
者
海
外

挑
戦
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
若
手
を
中
心
と
し
た
外
国
人
研
究
者
を
我
が
国
の

大
学
・
研
究
機
関
等
に
招
へ
い
し
、
研
究
者
間
で
の
研
究
協

次世代放射光施設完成予想図
提供：（一財）光科学イノベーションセンター
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力
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
を
通
じ
て
我
が
国
の
学
術
研
究
の

推
進
を
図
る「
外
国
人
特
別
研
究
員
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
海
外
か
ら
の
優
秀
な
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

人
材
の
獲
得
に
資
す
る
た
め
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
青
少
年
と
の

科
学
技
術
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
う「
日
本
・
ア
ジ
ア
青
少
年

サ
イ
エ
ン
ス
交
流
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

社
会
と
と
も
に
創
り
進
め
る

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
推
進

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
を「
社
会
及
び
公
共
の
た

め
の
政
策
」と
位
置
付
け
、
そ
の
実
現
に
向
け
、
科
学
技
術

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
更
な
る
促
進
等
、
国
民
の
理
解

と
信
頼
と
支
持
を
得
る
た
め
の
取
組
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、

研
究
開
発
シ
ス
テ
ム
の
改
革
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
で
、

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
実
効
性
を
大
幅
に
高
め
ま

す
。

1
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
お
け
る

「
政
策
の
た
め
の
科
学
」の
推
進

文
部
科
学
省
は
、
経
済
・
社
会
等
の
状
況
を
多
面
的
な
視

点
か
ら
把
握
・
分
析
し
た
上
で
、
課
題
対
応
等
に
向
け
た
有

効
な
政
策
を
立
案
す
る「
客
観
的
根
拠（
エ
ビ
デ
ン
ス
）に
基

づ
く
政
策
形
成
」の
実
現
を
目
指
し
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
政
策
に
お
け
る「
政
策
の
た
め
の
科
学
」推
進
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

（
1
）基
盤
的
研
究
・
人
材
育
成
拠
点
の
形
成

客
観
的
根
拠
に
基
づ
く
政
策
形
成
を
行
う
高
度
専
門
人

材
等
を
大
学
に
お
い
て
育
成
し
ま
す
。
平
成
25
年
度
よ
り
5

拠
点
・
6
大
学
に
お
い
て
、
学
生
を
受
け
入
れ
、
人
材
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
26
年
度
か
ら
政
策
研

究
大
学
院
大
学（
総
合
拠
点
）に
設
置
し
た「
科
学
技
術
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
（ScireX

セ
ン
タ
ー
）」を
中

心
と
し
て
、
東
京
大
学
、
一
橋
大
学
、
大
阪
大
学
、
京
都
大

学
及
び
九
州
大
学（
領
域
開
拓
拠
点
）と
の
連
携
協
力
・
協
働

の
下
に
中
核
的
拠
点
機
能
を
整
備
し
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く

政
策
形
成
の
実
践
の
た
め
の
指
標
、
手
法
等
の
開
発
を
行
っ

て
い
ま
す
。

（
2
）デ
ー
タ
・
情
報
基
盤
の
構
築

科
学
技
術
・
学
術
政
策
研
究
所（
N
I
S
T
E
P
）で
は
、

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
デ
ー
タ
や
情
報
を
体
系

的
か
つ
継
続
的
に
整
備
・
蓄
積
し
て
い
く
た
め
の
デ
ー
タ
・
情

報
基
盤
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
令
和
2
年
度
は
、
引
き
続
き

デ
ー
タ
等
の
整
備
・
高
度
化
と
デ
ー
タ
の
提
供
・
活
用
を
行
い

ま
す
。

2
戦
略
的
創
造
研
究
推
進
事
業

（
社
会
技
術
研
究
開
発
）

科
学
技
術
振
興
機
構
社
会
技
術
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

（
R
I
S
T
E
X
）で
は
、
環
境
・エ
ネ
ル
ギ
ー
、
少
子
高
齢
化
、

防
災
・
減
災
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
様
々
な
社
会
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
、
自
然
科
学
だ
け
で
な
く
人
文
・
社
会
科
学

の
知
識
を
も
活
用
し
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
共
創

に
よ
る
研
究
開
発
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
に
は
、

社
会
課
題
の
典
型
で
あ
る
S
D
Gs
の
達
成
に
向
け
て
地
域
の

社
会
課
題
を
特
定
し
、
解
決
の
た
め
の
シ
ナ
リ
オ
や
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
新
た
な
研
究
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
し

ま
し
た
。

3
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と「
共
創
」の
推
進

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
未
来
の
産
業
創
造
と

社
会
変
革
を
実
現
し
、
持
続
可
能
な
未
来
社
会
を
構
築
す
る

た
め
に
は
、
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
よ
る「
共
創
」を

推
進
し
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
社
会
と
の
関
係
を
深

化
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

最
先
端
の
科
学
技
術
及
び
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
法
に
関
す
る
情
報
の
国
内
外
へ
の
発
信
と
交
流
の
た
め
の

総
合
的
な
拠
点
で
あ
る
日
本
科
学
未
来
館
で
は
、
国
民
と
研

究
者
等
の
対
話
・
協
働
を
促
す
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
の
養

成
、
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
先
端
科
学
技
術
と
社
会
の

在
り
方
を
共
に
考
え
る
活
動
と
、
そ
の
た
め
の
新
た
な
表
現

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
法
の
開
発
、
研
究
機
関
や
学
校
・

科
学
館
等
と
の
連
携
活
動
等
を
行
い
ま
す
。

科
学
技
術
振
興
機
構「
科
学
と
社
会
」推
進
部
で
は
、
多

様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
よ
る「
共
創
」を
推
進
す
る
た
め
、

日
本
最
大
級
の
オ
ー
プ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム「
サ
イ
エ
ン
ス
ア
ゴ
ラ
」

の
開
催
や
、
あ
り
た
い
未
来
社
会
像
や
解
く
べ
き
課
題
と
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
検
討
・
創
造
す
る
場
の
構
築
、
S
D
G
s
達

成
に
向
け
た「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
て
社
会
課

題
を
解
決
す
る
地
域
に
お
け
る
優
れ
た
取
組
」を
表
彰
す
る

制
度
、
最
新
の
科
学
技
術
動
向
や
共
創
活
動
等
の
情
報
発
信

等
を
行
い
ま
す
。

4
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
お
け
る

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
確
立

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
を
効
果
的
、
効
率
的
に

推
進
す
る
た
め
に
は
、
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
こ
と
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が
必
要
で
あ
り
、
研
究
開
発
評
価
は
、
そ
の
確
立
に
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は「
国
の
研
究
開
発
評
価
に
関
す
る
大
綱

的
指
針
」（
内
閣
総
理
大
臣
決
定
）及
び
平
成
29
年
4
月
に
改

定
し
た「
文
部
科
学
省
に
お
け
る
研
究
及
び
開
発
に
関
す
る

評
価
指
針
」（
文
部
科
学
大
臣
決
定
）に
基
づ
き
、
研
究
開
発

の
特
徴
を
踏
ま
え
、
そ
の
目
的
や
政
策
上
の
位
置
付
け
、
規

模
等
に
応
じ
た
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
科
学
技
術
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
お
け
る
研
究
開
発
活
動
の
質
を
高
め
て
い

き
ま
す
。

5
公
正
な
研
究
活
動
の
推
進

研
究
活
動
に
お
け
る
不
正
行
為
は
、
科
学
へ
の
信
頼
を
揺

る
が
し
、
そ
の
発
展
を
妨
げ
る
行
為
で
あ
り
、
絶
対
に
許
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

文
部
科
学
省
で
は
、「
研
究
活
動
に
お
け
る
不
正
行
為
へ

の
対
応
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平
成
26
年
8
月
26
日

大
臣
決
定
）を
踏
ま
え
、
研
究
機
関
に
お
け
る
不
正
防
止
等

の
取
組
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学

術
振
興
会
、
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
及
び

国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
と
連
携
し
、

研
究
機
関
に
よ
る
研
究
倫
理
教
育
の
実
施
等
を
支
援
す
る
な

ど
、
公
正
な
研
究
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
取
組
を
引
き
続

き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

健
康
・
医
療
分
野
の
研
究
開
発
の
推
進

健
康
長
寿
社
会
の
実
現
と
医
療
関
連
分
野
に
お
け
る
産
業

競
争
力
の
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
文
部
科
学
省

で
は
、
i
P
S
細
胞
研
究
等
に
よ
る
世
界
最
先
端
の
医
療
の

実
現
や
、
疾
患
の
克
服
に
向
け
た
取
組
を
強
力
に
推
進
す
る

と
と
も
に
、
臨
床
研
究
・
治
験
や
産
業
応
用
へ
と
つ
な
げ
る
取

組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
医
療
研

究
開
発
機
構（
A
M
E
D
）に
お
け
る
、
基
礎
か
ら
実
用
化
ま

で
の
一
貫
し
た
研
究
開
発
を
、
関
係
府
省
と
連
携
し
て
推
進

し
て
い
ま
す
。

1
世
界
最
先
端
の
医
療
の
実
現

〈
再
生
医
療
〉

●
再
生
医
療
実
現
拠
点
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

京
都
大
学
i
P
S
細
胞
研
究
所
を
中
核
拠
点
と
し
て
臨

床
応
用
を
見
据
え
た
安
全
性
・
標
準
化
に
関
す
る
研
究
や
再

生
医
療
用
i
P
S
細
胞
ス
ト
ッ
ク
の
構
築
を
行
う
と
と
も
に
、

疾
患
・
組
織
別
に
再
生
医
療
の
実
現
を
目
指
す
拠
点
を
整
備

し
、
拠
点
間
の
連
携
体
制
を
構
築
し
な
が
ら
i
P
S
細
胞
等

を
用
い
た
再
生
医
療
・
創
薬
を
い
ち
早
く
実
現
す
る
た
め
の
研

究
開
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

〈
ゲ
ノ
ム
医
療
〉

●
東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
・
メ
ガ
バ
ン
ク
計
画

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
域
の
方
々
の
健
康
向
上
に
貢
献

す
る
と
と
も
に
、
ゲ
ノ
ム
情
報
を
含
む
大
規
模
な
コ
ホ
ー
ト
研

究
等
を
実
施
し
、
個
別
化
予
防
等
の
次
世
代
医
療
の
実
現
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

2
臨
床
研
究
・
治
験
へ
の
取
組

●
橋
渡
し
研
究
戦
略
的
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

橋
渡
し
研
究
支
援
拠
点
を
活
用
し
て
大
学
等
発
の
有
望
な

基
礎
研
究
成
果
を
育
成
し
、
さ
ら
に
臨
床
研
究
中
核
病
院
と

連
携
す
る
こ
と
で
、
革
新
的
医
療
技
術
創
出
拠
点
と
し
て
革

新
的
な
医
薬
品
・
医
療
機
器
等
の
実
用
化
を
促
進
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
産
学
連
携
・
人
材
育
成
機
能
を
充
実
す
る
と
と

も
に
、
医
学
・
歯
学
・
薬
学
系
以
外
の
先
端
技
術
・
知
識
の
利

活
用
等
に
よ
る
異
分
野
融
合
型
研
究
シ
ー
ズ
の
創
出
に
つ
い

て
も
推
進
し
て
い
ま
す
。

3
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等

〈
が
ん
〉

●
次
世
代
が
ん
医
療
創
生
研
究
事
業

が
ん
の
生
物
学
的
な
本
態
解
明
に
迫
る
研
究
、
が
ん
ゲ
ノ

ム
情
報
な
ど
患
者
の
臨
床
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
研
究
及
び
こ
れ

ら
の
融
合
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
画
期
的
な
治
療

法
や
診
断
法
の
実
用
化
に
向
け
た
研
究
を
加
速
し
、
早
期
段

階
で
製
薬
企
業
等
へ
導
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

〈
感
染
症
〉

●
新
興
・
再
興
感
染
症
研
究
基
盤
創
生
事
業
等

感
染
症
流
行
地
の
研
究
拠
点
に
お
け
る
研
究
の
推
進
や
長

崎
大
学
B
S
L
4
施
設
を
中
核
と
し
た
研
究
基
盤
の
整
備
に

よ
り
、
国
内
外
の
感
染
症
研
究
基
盤
を
強
化
し
ま
す
。
ま

た
、
海
外
研
究
拠
点
で
得
ら
れ
る
検
体
・
情
報
等
を
活
用
し

た
研
究
や
多
様
な
分
野
が
連
携
し
た
研
究
を
実
施
し
、
感
染
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症
の
予
防
・
診
断
・
治
療
に
資
す
る
基
礎
的
研
究
を
推
進
し
ま

す
。こ

の
ほ
か
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業（
特
別
研
究
促
進
費
）

を
利
用
し
て
、
今
般
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
C
O
V
I
D-
19
）に
つ
い
て
も
、
ア
ジ
ア
地
域
の
感
染
症
研

究
拠
点
を
活
用
し
た
研
究
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

〈
創
薬
支
援
〉

●
創
薬
等
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
支
援
基
盤
事
業

我
が
国
の
優
れ
た
基
礎
研
究
の
成
果
を
医
薬
品
と
し
て
の

実
用
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
創
薬
等
の
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
研

究
に
資
す
る
高
度
な
技
術
や
施
設
等
を
共
有
す
る
先
端
研
究

基
盤
を
整
備
・
強
化
し
て
、
大
学
・
研
究
機
関
等
に
よ
る
創
薬

標
的
探
索
研
究
や
作
用
機
序
解
明
に
向
け
た
機
能
解
析
研
究

等
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

〈
精
神
・
神
経
疾
患
〉

●
脳
科
学
研
究
戦
略
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
革
新
的
技
術
に
よ
る

脳
機
能
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
全
容
解
明
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

精
神
・
神
経
疾
患
の
克
服
等
に
向
け
、
非
ヒ
ト
霊
長
類
研

究
等
の
我
が
国
の
強
み
・
特
色
を
活
か
し
つ
つ
、
ヒ
ト
の
脳
の

神
経
回
路
レ
ベ
ル
で
の
動
作
原
理
等
の
解
明
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
脳
画
像
等
の
大
規
模
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
の
た
め
の
技
術

基
盤
を
整
備
し
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
常
か
ら
疾
患

に
至
る
脳
画
像
等
の
総
合
的
解
析
研
究
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

4
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
に
お
け
る

生
命
倫
理
・
安
全
対
策

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
生
命
倫

理
及
び
安
全
確
保
上
の
課
題
に
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ヒ
ト
受
精
胚
等
を
用
い
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年

6
月
に
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議（
C
S
T
I
）

に
お
い
て
、
遺
伝
性
・
先
天
性
疾
患
の
病
態
の
解
明
や
治
療

方
法
の
開
発
に
資
す
る
た
め
の
ヒ
ト
受
精
胚
に
ゲ
ノ
ム
編
集
技

術
等
を
用
い
る
基
礎
的
研
究
等
を
容
認
す
る
見
解
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
文
部
科
学
省
及
び
厚
生
労
働
省
で
は
、
そ
の
見
解

を
踏
ま
え
た
研
究
の
適
正
な
実
施
の
確
保
を
図
る
た
め
、「
ヒ

ト
受
精
胚
に
遺
伝
情
報
改
変
技
術
等
を
用
い
る
研
究
に
関
す

る
倫
理
指
針
」、「
ヒ
ト
受
精
胚
の
作
成
を
行
う
生
殖
補
助
医

療
研
究
に
関
す
る
倫
理
指
針
」及
び「
特
定
胚
の
取
扱
い
に
関

す
る
指
針
」の
改
正
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
・
遺
伝
子
解
析
研
究
に
関
す
る
倫
理
指
針
」

や「
人
を
対
象
と
す
る
医
学
系
研
究
に
関
す
る
倫
理
指
針
」に

つ
い
て
は
、
両
指
針
に
基
づ
く
研
究
の
適
正
な
実
施
の
確
保

と
と
も
に
、
研
究
の
進
展
等
の
状
況
も
踏
ま
え
、
文
部
科
学

省
、
厚
生
労
働
省
及
び
経
済
産
業
省
に
お
い
て
両
指
針
の
整

合
等
に
関
す
る
見
直
し
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

遺
伝
子
組
換
え
技
術
を
用
い
る
実
験
に
つ
い
て
は
、「
遺
伝

子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の
多
様
性

の
確
保
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
き
、
適
切
な
実
施
を
引
き

続
き
図
り
ま
す
。
特
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
す
る

遺
伝
子
組
換
え
実
験
に
つ
い
て
は
、
そ
の
重
要
性
に
か
ん
が

み
て
迅
速
性
と
安
全
性
を
確
立
さ
せ
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
の
利
用
に
よ
り
得
ら
れ
た
生

物
の
同
法
に
お
け
る
概
念
整
理
が
環
境
省
で
行
わ
れ
た
こ
と

を
受
け
て
、
研
究
開
発
段
階
に
お
け
る
当
該
生
物
の
使
用
上

の
留
意
事
項
等
を
作
成
し
、
広
く
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
で
経
済
的
な

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
実
現

2
0
1
5
年
に
掲
げ
ら
れ
た
S
D
G
s
や「
パ
リ
協
定
」に

基
づ
き
、
昨
年
6
月
に「
パ
リ
協
定
に
基
づ
く
成
長
戦
略
と

し
て
の
長
期
戦
略
」が
閣
議
決
定
さ
れ
、
今
世
紀
後
半
の
で

き
る
だ
け
早
期
の
脱
炭
素
社
会
の
実
現
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
目
標
を
具
体
化
し
た「
革
新
的
環
境
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
」が
本
年
1
月
に
策
定
さ
れ
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
と
経
済
成
長
を
両
立
し
な
が
ら
、
気
候
変
動
対
策
に
貢

献
す
る
た
め
の
研
究
開
発
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。昨

年
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貯
蔵
で

き
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄

電
池
を
開
発
し
た
吉
野
彰
氏
が
受
賞
す
る
な
ど
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
に
お
け
る
新
し
い
技
術
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
中
、
文
部
科
学
省
で
は
、
ク
リ
ー
ン
で
経
済
的

な
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
向
け
た
研
究
開
発
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

1
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
実
現
に
資
す
る

次
世
代
半
導
体
研
究
開
発
の
推
進

次
世
代
半
導
体
の
研
究
開
発
は
、
我
が
国
が
強
み
を
有
す

る
分
野
の
一
つ
で
あ
り
、
大
き
な
省
エ
ネ
効
果
が
期
待
さ
れ
る

次
世
代
半
導
体
を
用
い
た
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
等
の
2
0
3
0
年

の
実
用
化
に
向
け
、
理
論
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
活
用
し
た

材
料
創
製
か
ら
デ
バ
イ
ス
・
シ
ス
テ
ム
応
用
ま
で
の
研
究
開
発

を
一
体
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。
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2
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
け
る
革
新
的
な

技
術
の
研
究
開
発
の
推
進

右
記
に
加
え
、
抜
本
的
な
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
向
け
た

従
来
技
術
の
延
長
線
に
な
い
革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
技
術

の
研
究
開
発
を
幅
広
く
推
進
す
る
と
と
も
に
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
蓄
電
池
に
代
わ
る
次
世
代
蓄
電
池
等
の
世
界
に
先
駆
け
た

低
炭
素
化
技
術
の
研
究
開
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
理
化
学
研
究
所
に
お
い
て
、
個
々
の
構
成
要
素
の

単
な
る
集
合
と
し
て
は
予
測
不
可
能
な
驚
く
べ
き
新
し
い
物

性
や
機
能
を
生
み
出
す
創
発
物
性
科
学
分
野
の
研
究
や
、
環

境
負
荷
の
少
な
い
モ
ノ
づ
く
り
を
理
念
と
し
、
植
物
科
学
や

ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
等
の
異
分
野
融
合
研
究
に
加
え
て

A
I
等
の
最
先
端
技
術
を
取
り
入
れ
た
新
機
軸
の
研
究
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

3
I
T
E
R
計
画
及
び
B
A
活
動
等
の

核
融
合
研
究
開
発
の
実
施

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
環
境
問
題
を
根
本
的
に
解
決
す
る
も

の
と
期
待
さ
れ
る
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
現
に
向
け
、
国
際

約
束
に
基
づ
き
、
核
融
合
実
験
炉
の
建
設
・
運
転
を
通
じ
て

科
学
的
・
技
術
的
実
現
可
能
性
の
確
立
を
目
指
す
I
T
E
R

計
画
及
び
発
電
実
証
に
向
け
た
先
進
的
研
究
開
発
を
国
内
で

行
う
幅
広
い
ア
プ
ロ
ー
チ（
B
A
）活
動
を
計
画
的
か
つ
着
実

に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
核
融
合
科
学
研
究
所
に
お
け
る
大

型
ヘ
リ
カ
ル
装
置（
L
H
D
）計
画
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
等

に
お
け
る
学
術
研
究
も
進
め
て
い
ま
す
。

4
地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応
に
必
要
な

基
盤
情
報
の
創
出

気
候
モ
デ
ル
等
の
開
発
を
通
じ
て
、
気
候
変
動
の
予
測
技

術
等
の
高
度
化
や
気
候
変
動
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
防
災
等
の
気
候
変
動
適
応
策
立
案
に
必
要
な
気

候
変
動
予
測
情
報
を
創
出
す
る
た
め
の
研
究
開
発
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

加
え
て
、
地
球
環
境
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ（
観
測
・
予
測
情
報

等
）を
蓄
積
・
統
合
解
析
し
、
気
候
変
動
等
の
地
球
規
模
課

題
の
解
決
に
資
す
る
情
報
基
盤
と
し
て
、「
デ
ー
タ
統
合
・

解
析
シ
ス
テ
ム（
D
I
A
S
）」を
開
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

D
I
A
S
が
産
学
官
の
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
に
長
期
的
、
安
定
的

に
利
用
さ
れ
る
た
め
の
運
用
体
制
の
構
築
や
共
通
基
盤
技
術

の
開
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
我
が
国
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
地

球
観
測
に
関
す
る
政
府
間
会
合（
G
E
O
）等
の
国
際
的
な
枠

組
み
に
お
い
て
研
究
成
果
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
気
候
変

動
を
含
む
地
球
環
境
研
究
の
世
界
規
模
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で

あ
る
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
ア
ー
ス
構
想
等
に
よ
り
国
内
外
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
協
働
に
よ
る
研
究
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

自
然
災
害
に
対
す
る
強き

ょ
う

靱じ
ん

な
社
会
に
向
け
た

研
究
開
発
の
推
進

我
が
国
の
国
土
は
、
地
震
・
津
波
・
火
山
、
台
風
等
の
自

然
災
害
が
多
く
発
生
す
る
自
然
条
件
下
に
あ
り
ま
す
。

自
然
災
害
に
は
い
ま
だ
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
多

く
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
自
然
災
害
を
正
確
に

把
握
し
、
予
測
す
る
た
め
の
調
査
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、

被
害
軽
減
を
図
る
た
め
の
研
究
開
発
を
進
め
、
防
災
・
減
災

対
策
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
文
部
科
学
省
で
は
、
地
震
・
津
波
・
火
山
等
の

調
査
観
測
・
研
究
や
、
耐
震
技
術
開
発
な
ど
の
防
災
に
関
す

る
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

実験炉 ITER（フランスに建設中）
提供：© ITER Organization

JT-60SA
（BA活動において茨城県那珂市に建設中）
提供：国立研究開発法人 量子科学技術研究開発機構

高解像度化により実現した
209X年の温暖化時の降水量分布予測

20 km Global Model

2km Regional Model5km Regional Model
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1
地
震
及
び
火
山
分
野
の
調
査
研
究
の
推
進

（
1
）地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
の
取
組

平
成
7
年
1
月
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験

を
活
か
し
、
地
震
に
関
す
る
調
査
研
究
の
成
果
を
社
会
に
伝

え
、
政
府
と
し
て
一
元
的
に
推
進
す
る
た
め
、
地
震
調
査
研

究
推
進
本
部（
本
部
長
：
文
部
科
学
大
臣（
以
下「
地
震
本

部
」と
い
う
。）が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

地
震
本
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
関
係
行
政
機
関
、
大
学

等
と
の
連
携
協
力
の
下
、
陸
域
の
活
断
層
の
地
域
評
価
、
海

溝
型
地
震
の
長
期
評
価
、
津
波
評
価
、
地
震
動
予
測
地
図
の

作
成
、
緊
急
地
震
速
報
の
実
用
化
等
の
成
果
を
得
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

令
和
2
年
度
も
引
き
続
き
、
活
断
層
等
の
長
期
評
価
や
強

震
動
評
価
、
津
波
評
価
等
の
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地

震
防
災
対
策
等
へ
の
貢
献
を
目
指
し
、
一
層
の
成
果
普
及
を

図
り
ま
す
。

（
参
考
）地
震
本
部
に
よ
る
地
震
に
関
す
る
評
価

https://w
w
w
.jishin.go.jp/evaluation/

（
2
）海
底
地
震
・
津
波
観
測
網
の
構
築
・
運
用

①
南
海
ト
ラ
フ
海
底
地
震
津
波
観
測
網（
N-

ne
t
）の
構
築

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
想
定
震
源
の
う
ち
、
ま
だ
観
測
網
を

設
置
し
て
い
な
い
高
知
県
沖
〜
日
向
灘
の
海
域
に
、
南
海
ト

ラ
フ
海
底
地
震
津
波
観
測
網（
N-
ne
t
）の
構
築
を
進
め
ま

す
。

②
日
本
海
溝
海
底
地
震
津
波
観
測
網（
S-
n
e
t
）及
び
地

震
・
津
波
観
測
監
視
シ
ス
テ
ム（
D
O
N
E
T
）の
運
用

地
震
・
津
波
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
や
、
地
震
・
津
波

の
早
期
検
知
に
よ
る
警
報
の
高
度
化
を
目
的
と
し
て
、
防
災

科
学
技
術
研
究
所
に
お
い
て
、
日
本
海
溝
沿
い
に
整
備
し
た

日
本
海
溝
海
底
地
震
津
波
観
測
網（
S-

n
e
t
）と
和
歌
山

県
沖
か
ら
高
知
県
沖
に
整
備
し
た
地
震
・
津
波
観
測
監
視
シ

ス
テ
ム（
D
O
N
E
T
）を
運
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
海
域
の

観
測
網
に
加
え
、
陸
域
の
地
震
観
測
網
、
火
山
観
測
網
と
を

合
わ
せ
、
全
国
の
陸
域
か
ら
海
域
ま
で
を
網
羅
す
る「
陸
海

統
合
地
震
津
波
火
山
観
測
網（
M
O
W
L
A
S
）」と
し
て
統

合
運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
3
）重
点
的
な
地
震
防
災
研
究
や
防
災
力
向
上
の
た
め
の
研

究①
首
都
圏
を
中
心
と
し
た
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
総
合
力
向
上
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

首
都
直
下
地
震
等
へ
の
防
災
力
を
向
上
す
る
た
め
、
官
民

連
携
超
高
密
度
地
震
観
測
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、�

非
構
造
部
材

を
含
む
構
造
物
の
崩
壊
余
裕
度
に
関
す
る
セ
ン
サ
ー
情
報
の

収
集
に
よ
り
、
官
民
一
体
の
総
合
的
な
災
害
対
応
や
事
業
継

続
、
個
人
の
防
災
行
動
等
に
資
す
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
整
備

し
ま
す
。

②
防
災
対
策
に
資
す
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト南

海
ト
ラ
フ
沿
い
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
ク
ラ
ス
の
大
地
震

が
発
生
し
、
残
り
の
領
域
に
お
い
て
連
動
し
て
大
地
震
が
発

生
す
る
可
能
性
が
高
ま
る
な
ど
の「
異
常
な
現
象
」が
起
こ
っ

た
際
に
、
そ
の
後
の
地
震
活
動
の
推
移
を
、
科
学
的
・
定
量

的
デ
ー
タ
を
用
い
て
評
価
す
る
手
法
の
開
発
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
し
た「
異
常
な
現
象
」が
観
測
さ
れ
た
場
合
の
住

民
・
企
業
等
の
防
災
対
策
の
在
り
方
や
、
防
災
対
応
を
実
行

す
る
に
当
た
っ
て
の
仕
組
み
に
つ
い
て
研
究
を
実
施
し
ま
す
。

③
日
本
海
地
震
・
津
波
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

調
査
未
了
域
が
多
く
存
在
す
る
日
本
海
側
に
お
い
て
、
自

治
体
の
地
震
・
津
波
被
害
の
想
定
や
防
災
対
策
の
策
定
等
に

貢
献
す
る
た
め
、
海
底
地
殻
構
造
の
調
査
観
測
や
地
震
・
津

南海トラフ海底地震津波観測網の
イメージ図

日本海溝海底地震津波観測網（S-net）及び
地震・津波観測監視システム（DONET）

https://www.jishin.go.jp/evaluation/
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波
の
発
生
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
を
実
施
し
ま
す
。

（
4
）火
山
観
測
研
究
の
推
進
及
び
人
材
育
成（
次
世
代
火
山

研
究
・
人
材
育
成
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

平
成
26
年
9
月
の
御
嶽
山
の
噴
火
を
踏
ま
え
て
、
我
が
国

の
火
山
研
究
を
飛
躍
さ
せ
る
た
め
、
従
前
の
観
測
研
究
に
加

え
、
他
分
野
と
の
連
携
・
融
合
の
も
と
、「
観
測
・
予
測
・
対
策
」

の
一
体
的
な
火
山
研
究
の
推
進
及
び
広
範
な
知
識
と
高
度
な

技
能
を
有
す
る
火
山
研
究
者
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

2
防
災
科
学
技
術
の
研
究
開
発
の
推
進

（
1
）災
害
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
観
測
・
予
測
す
る
た
め
の
研
究

開
発地

震
・
津
波
・
火
山
災
害
を
観
測
す
る
技
術
や
予
測
す
る

手
法
の
研
究
開
発
等
を
推
進
し
ま
す
。

特
に
、
海
と
陸
の
地
震
・
津
波
・
火
山
の
観
測
網
を
統
合
し

た
陸
海
統
合
地
震
津
波
火
山
観
測
網（
M
O
W
L
A
S
）に
よ

り
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
用
い
た
地
震
動
・
津
波
の
即
時
予
測
技

術
の
開
発
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
技

術
等
に
よ
る
多
項
目
の
火
山
観
測
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
多
様

な
火
山
現
象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
や
火
山
災
害
を
軽
減
す
る

た
め
の
研
究
開
発
を
進
め
ま
す
。

（
2
）社
会
基
盤
の
強き

ょ
う
じ
ん靭
性
の
向
上
を
目
指
し
た
研
究
開
発

地
震
発
生
時
の
社
会
基
盤
の
強
靱
性
の
向
上
と
事
業
継
続

能
力
の
強
化
を
目
指
し
、
実
大
三
次
元
震
動
破
壊
実
験
施

設（
E-

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
）等
を
活
用
し
た
耐
震
技
術
開
発
と
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
高
度
化
を
行
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
将
来
起
こ
り
う
る
巨
大
地
震
に
対
し
、
構

造
物
の
耐
震
性
能
評
価
、
応
答
制
御
、
機
能
維
持
技
術
等
の

地
震
減
災
に
資
す
る
耐
震
技
術
研
究
を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
E-

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
で
実
施
し
た
実
験
を
解
析
す
る
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
耐
震
性
能
評
価
へ
の
活
用
に
向
け
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
高
度
化
・
効
率
化
、
利
便
性
向
上
等

に
関
す
る
研
究
開
発
を
行
い
ま
す
。

（
3
）災
害
リ
ス
ク
の
低
減
に
向
け
た
基
盤
的
研
究
開
発

自
然
災
害
の
軽
減
の
た
め
に
、
個
人
や
自
治
体
、
国
が
、

そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の「
防
災
」を
計
画
・
実
行
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
地
震
災
害
を
は
じ
め
各
種
災
害
に
関
す
る
危
険
性

の
評
価
と
、
こ
れ
ら
を
含
め
た
各
種
災
害
リ
ス
ク
情
報
の
利

活
用
に
関
す
る
研
究
を
行
い
ま
す
。

特
に
、
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
、
低
頻
度
巨
大
地
震
を

考
慮
し
た
地
震
動
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
手
法
に
関
す
る
研

究
、
積
乱
雲
の
一
生
を
観
測
し
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
を
観
測
し
予

測
す
る
手
法
の
開
発
等
の
防
災
に
資
す
る
研
究
を
行
い
ま
す
。

人
類
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
開
拓
及
び

国
家
安
全
保
障
・
基
幹
技
術
の
強
化

〈
宇
宙
・
航
空
〉

宇
宙
・
航
空
分
野
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
で
は
、
次
の

施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

1
基
幹
ロ
ケ
ッ
ト
の
運
用
・
開
発

我
が
国
の
基
幹
ロ
ケ
ッ
ト
で
あ
る
H-

Ⅱ
A
、
H-

Ⅱ
B
及

災害拠点建物の災害時機能継続性検証のため、令和元年12
月に実施した3階建て鉄筋コンクリート造建物試験体のE-
ディフェンス振動台実験の様子

・博士課程学生を研究プロジェクトに参画
・博士課程修了後にポスドクとして起用

次世代火山研究推進事業

火山噴火の予測技術の開発

人材育成
運営委員会

行政機関
（国、地方）、
民間企業

各種観測データの一元化
本事業で開発する観測技術による観測データ及び既存の観測機器による観測データを、一元化共有するシステムの開発

相互に連携・融合

•火山噴出物分析（物質科学）
•噴火履歴調査
　（歴史学、考古学、地質学）
•シミュレーション（計算科学）

火山災害対策技術の開発
•ドローンによる災害把握技術（測量、画像処理）
•リアルタイム降灰予測（計算化学、気象学）
•災害対策情報ツールの
　開発（社会防災）

先端的な火山観測技術の開発
•火山透過技術（高エネルギー物理学）
•リモートセンシング（資源工学）
•火山ガス観測（地球化学）
•機動観測（地球物理学）

国内外の研究資源・教育資源を結集し、
主要３分野（地球物理学、地質・岩石学、
地球化学）に加え、工学、社会科学等の
関連分野を体系的に学ぶことのできる
教育プログラムを策定・実施

人材育成プログラムへの
参画・協力

※研究プロジェクト
　との連携

火山研究人材育成コンソーシアム

大学

事務局

国立研究
開発法人 海外の

研究機関

運営
指針

協力・
連携

地方自治体の
研究機関

修了証明書 海外研修
フィールドワーク集中講義

次世代火山研究・人材育成総合プロジェクト（イメージ図）
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び
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
令
和
2
年
2
月
の
H-

Ⅱ
A
ロ

ケ
ッ
ト
41
号
機
打
上
げ
成
功
に
よ
り
、
連
続
47
機
の
打
ち
上

げ
に
成
功
し
て
お
り
、
98
％
以
上
の
打
上
げ
成
功
率（
53
機

中
52
機
）を
達
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
我
が
国
の
宇
宙
技

術
が
世
界
最
高
水
準
の
信
頼
性
を
確
立
し
て
い
る
証あ

か

し
で
あ

り
、
今
後
も
着
実
に
打
上
げ
実
績
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
我
が
国
が
自
立
的
に
宇
宙
活
動
を
行
う
能
力
を

維
持
発
展
さ
せ
る
た
め
、
令
和
2
年
度
の
初
号
機
打
上
げ

に
向
け
、
平
成
26
年
度
よ
り
H
3
ロ
ケ
ッ
ト（
新
型
基
幹
ロ

ケ
ッ
ト
）の
開
発
に
着
手
し
、
現
在
、
主
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る

L
E-

9
エ
ン
ジ
ン
及
び
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
S
R
B-

3

の
燃
焼
試
験
を
行
う
な
ど
、
着
実
な
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

2
人
工
衛
星
等
に
よ
る
宇
宙
利
用
の
推
進

平
成
26
年
5
月
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
陸
域
観
測
技
術
衛
星

2
号「
だ
い
ち
2
号
」（
A
L
O
S-

2
）は
、
地
震
や
豪
雨
な

ど
の
大
規
模
自
然
災
害
の
発
生
時
に
緊
急
観
測
を
行
い
、
災

害
状
況
の
迅
速
な
把
握
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

先
進
光
学
衛
星（
A
L
O
S-

3
）（
令
和
2
年
度
打
上
げ
予

定
）及
び
先
進
レ
ー
ダ
衛
星（
A
L
O
S-

4
）（
令
和
3
年
度

打
上
げ
予
定
）等
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
平
成
24
年
5
月
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
水

循
環
変
動
観
測
衛
星「
し
ず
く
」（
G
C
O
M-

W
）、
平
成
26

年
2
月
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
米
国
航
空
宇
宙
局（
N
A
S
A
）

と
の
国
際
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
全
球
降
水
観
測
計
画

（
G
P
M
）主
衛
星
、
平
成
29
年
12
月
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た

気
候
変
動
観
測
衛
星「
し
き
さ
い
」（
G
C
O
M-

C
）及
び
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
観
測
技
術
衛
星
2
号「
い

ぶ
き
2
号
」（
G
O
S
A
T-

2
）に
よ
る
地
球
観
測
を
実
施

し
、
地
球
環
境
問
題
の
解
明
等
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
令
和
2
年
度
打
上
げ
予
定
の
光
デ
ー
タ
中
継
衛
星
、「
し

ず
く
」に
搭
載
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
波
放
射
計（
A
M
S
R
2
）の

後
継
セ
ン
サ（
A
M
S
R
3
）と
、「
い
ぶ
き
2
号
」の
後
継
セ

ン
サ
を
搭
載
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
・
水
循
環
観
測
技
術
衛
星

（
G
O
S
A
T-

G
W
）（
令
和
5
年
度
打
上
げ
予
定
）等
の
開

発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
将
来
の
放
送
・
通
信
衛
星
の
大
容
量
化
や
多
チ
ャ
ン

ネ
ル
化
等
に
対
応
す
る
衛
星
技
術
を
獲
得
す
る
た
め
、
総
務

省
と
連
携
し
、
技
術
試
験
衛
星
9
号
機（
令
和
4
年
度
打
上

げ
予
定
）の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
31
年
1
月
の
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
4
号
機

で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
革
新
的
衛
星
技
術
実
証
1
号
機
や
令
和

3
年
度
打
上
げ
予
定
の
同
2
号
機
に
よ
っ
て
民
間
事
業
者
や

大
学
等
が
製
作
す
る
超
小
型
衛
星
等
の
宇
宙
空
間
に
お
け
る

実
証
機
会
の
提
供
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
我
が
国
の
衛
星

を
安
定
的
に
運
用
す
る
た
め
、
地
上
か
ら
ス
ペ
ー
ス
デ
ブ
リ

（
宇
宙
ゴ
ミ
）等
を
把
握
す
る
宇
宙
状
況
把
握（
S
S
A
）シ
ス

テ
ム
の
能
力
向
上
や
、
世
界
に
先
駆
け
た
デ
ブ
リ
除
去
技
術

の
獲
得
を
目
指
し
て
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

3
宇
宙
科
学
と
天
文
学
の
研
究
の
推
進

宇
宙
科
学
に
つ
い
て
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
や
超
新
星
爆

発
な
ど
の
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
現
象
を
観
測
す
る
X
線
天
文
衛

星
等
の
人
工
衛
星
の
開
発
・
運
用
や
、
小
惑
星
探
査
機「
は

や
ぶ
さ
」に
よ
る
小
惑
星「
イ
ト
カ
ワ
」か
ら
の
サ
ン
プ
ル
採

収
、
X
線
・
赤
外
線
天
文
観
測
や
月
・
惑
星
探
査
等
の
分
野

で
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
業
績
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。
平
成
28

年
12
月
に
打
ち
上
げ
た
ジ
オ
ス
ペ
ー
ス
探
査
衛
星「
あ
ら
せ
」

は
、
オ
ー
ロ
ラ
の
発
生
プ
ロ
セ
ス
を
同
定
す
る
プ
ラ
ズ
マ
の
波

の
変
動
を
と
ら
え
る
こ
と
に
成
功
す
る
な
ど
、
太
陽
と
地
球

の
相
互
作
用
等
の
理
解
の
深
化
に
貢
献
し
ま
し
た
。
平
成
26

年
12
月
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た「
は
や
ぶ
さ
2
」は
、
平
成
30
年

6
月
に
小
惑
星「
リ
ュ
ウ
グ
ウ
」に
到
着
し
、
探
査
ロ
ー
バ
に

よ
る
探
査
、
小
惑
星
表
面
へ
の
人
工
ク
レ
ー
タ
ー
形
成
、
同

一
小
惑
星
へ
の
2
回
の
着
陸（
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
）成
功
な
ど
の

世
界
初
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
、
科
学
的
に
貴
重
な
小
惑
星

H-ⅡAロケット41号機打上げの様子
提供： 三菱重工業株式会社

小惑星探査機「はやぶさ２」
提供：池下章裕氏
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内
部
の
サ
ン
プ
ル
採
取
に
も
成
功
し
た
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
令
和
2
年
末
頃
に
地
球
へ
の
帰
還
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
欧
州
宇
宙
機
関
と
の
国
際
協
力
に
よ
る
水

星
探
査
計
画（B

epiC
olom

bo

）に
お
い
て
我
が
国
が
開
発

を
担
当
し
た
水
星
磁
気
圏
探
査
機「
み
お
」（
平
成
30
年
10
月

打
上
げ
）が
、
水
星
へ
の
航
行
を
続
け
て
い
ま
す（
令
和
7
年

水
星
到
着
予
定
）。
現
在
、
我
が
国
初
と
な
る
月
へ
の
無
人

着
陸
を
目
指
す
小
型
月
着
陸
実
証
機「
S
L
I
M
」（
令
和
3

年
度
打
上
げ
予
定
）ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
等
の
X
線
で
観
測
さ
れ

る
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
天
体
を
観
測
す
る
X
線
分
光
撮
像
衛
星

「
X
R
I
S
M
」（
令
和
3
年
度
打
上
げ
予
定
）等
の
開
発
を
進

め
て
お
り
、
国
際
的
な
地
位
の
確
立
や
、
人
類
の
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
拡
大
に
資
す
る
宇
宙
科
学
分
野
の
研
究
開
発
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

天
文
学
に
つ
い
て
は
、
南
米
チ
リ
の
ア
タ
カ
マ
高
地
に
て
、

大
型
電
波
望
遠
鏡「
ア
ル
マ
」を
日
米
欧
の
国
際
協
力
で
運
用

し
て
お
り
、
日
本
は
A
C
A（
ア
タ
カ
マ
コ
ン
パ
ク
ト
ア
レ
イ
）

シ
ス
テ
ム
や
サ
ブ
ミ
リ
波
帯
を
中
心
と
し
た
受
信
機
シ
ス
テ
ム

等
の
製
造
を
担
当
し
、
平
成
31
年
4
月
に
国
際
共
同
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
よ
り
発
表
さ
れ
た
、
史
上
初
と
な
る
ブ
ラ
ッ
ク

ホ
ー
ル
の
撮
影
成
功
に
も
大
き
く
貢
献
す
る
等
の
成
果
を
挙

げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
米
国
ハ
ワ
イ
州
の
マ
ウ
ナ
ケ
ア
山
頂
で

は
、
大
型
光
学
赤
外
線
望
遠
鏡「
す
ば
る
」を
用
い
て
中
性
子

星
合
体
に
よ
る
重
力
波
発
生
現
象
を
追
跡
観
測
し
、
金
、
白

金
な
ど
の
重
元
素
合
成
と
な
る
現
場
を
初
観
測
す
る
な
ど
、

宇
宙
の
起
源
と
歴
史
の
全
体
像
の
解
明
等
に
資
す
る
成
果
を

挙
げ
て
い
る
ほ
か
、
日
米
等
の
5
か
国
共
同
で
30
ｍ
光
学
赤

外
線
望
遠
鏡（
T
M
T
：T

hirty�M
eter�T

elescope

）を
建

設
し
、
地
球
型
系
外
惑
星
の
探
査
等
に
よ
る
新
た
な
宇
宙
像

の
開
拓
等
を
目
標
と
す
る
計
画
に
つ
い
て
、
令
和
9
年
度
の

完
成
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

4
宇
宙
国
際
協
力
の
推
進

我
が
国
は
、
米
国
、
欧
州
、
カ
ナ
ダ
、
ロ
シ
ア
と
と
も
に

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
I
S
S
）計
画
に
参
加
し
て
い
ま

す
。令

和
元
年
9
月
、
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機「
こ
う
の

と
り
」8
号
機
を
打
ち
上
げ
、
宇
宙
飛
行
士
の
生
活
に
必
要

不
可
欠
な
水
・
食
料
の
ほ
か
、
I
S
S
の
運
用
の
根
幹
を
支

え
る
、
日
本
製
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
使
用
し
た
バ
ッ
テ
リ

や
、
J
A
X
A
と
民
間
企
業
が
共
同
開
発
し
た
光
通
信
実
験

装
置
等
を
輸
送
し
ま
し
た
。「
こ
う
の
と
り
」の
補
給
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
、
日
本
の
技
術
力
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
I
S
S
へ
の
輸
送
コ
ス
ト
の
大
幅
な
削
減
や
、
月
周

回
有
人
拠
点「
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」へ
の
物
資
補
給
を
含
む
様
々

な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
応
用
も
期
待
さ
れ
る
新
型
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
補
給
機（
H
T
V-

X
）に
つ
い
て
、
令
和
3
年
の
打
上

げ
を
目
指
し
て
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

宇
宙
探
査
の
分
野
で
は
、
様
々
な
国
で
月
や
火
星
の
探
査

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
計
画
さ
れ
る
な
ど
、
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。
米
国
は
平
成
31
年
3
月
、
2
0
2
4
年
ま
で
に
月
の

南
極
へ
の
有
人
着
陸
を
行
う
と
表
明
し
ま
し
た
。
国
際
協
力

で
月
周
回
有
人
拠
点「
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」を
建
設
す
る
と
と
も

に
、
月
面
で
の
持
続
的
な
活
動
に
必
要
な
技
術
を
獲
得
し
、

そ
れ
ら
を
足
掛
か
り
に
、
2
0
3
0
年
代
の
火
星
有
人
着
陸

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
米
国
提
案
に
よ
る
、「
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
」を
含
め
、
月
で
の
持
続
的
な
活
動
を
通
じ
て
火
星
有
人

探
査
を
目
指
す
国
際
宇
宙
探
査
計
画
は
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の

ア
ポ
ロ
ー
ン
の
双
子
の
女
神
の
名
前
か
ら「
ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
我
が
国
で
は
、
令
和
元
年
10
月
に

宇
宙
開
発
戦
略
本
部
に
お
い
て
米
国
提
案
に
よ
る
国
際
宇
宙

探
査
へ
の
日
本
の
参
画
方
針
を
決
定
し
、
我
が
国
の
強
み
を

活
か
し
た
分
野
で
戦
略
的
に
参
画
で
き
る
よ
う
参
画
機
関
間

で
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
3
年
度
に
打
上
げ
を
予
定
し
て
い
る
小
型
月

着
陸
実
証
機「
S
L
I
M
」が
月
面
へ
の
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
着
陸
を

目
指
す
ほ
か
、
J
A
X
A
と
イ
ン
ド
宇
宙
機
関
と
の
間
で
共
同

月
着
陸
探
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
現
性
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
火
星
衛
星
探
査
計
画（
M
M
X
）も
将
来

の
有
人
火
星
探
査
の
布
石
と
い
う
位
置
づ
け
で
、
国
際
宇
宙

探
査
計
画
の
一
角
と
な
り
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
は
、
宇
宙
活
動
、
利
用

に
関
す
る
情
報
交
換
並
び
に
多
国
間
協
力
推
進
の
場
と
し
て
、

平
成
5
年
か
ら
毎
年
1
回
程
度
、
同
地
域
で
最
大
規
模
の
宇

宙
協
力
の
枠
組
み
で
あ
る
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
宇
宙
機
関

会
議（
A
P
R
S
A
F
）を
主
催
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
11

月
に
は
、
名
古
屋
で
第
26
回
会
合
を
開
催
し
、
31
か
国
・
地

域
、
9
国
際
機
関
、
民
間
企
業
よ
り
約
4
7
0
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
今
会
合
で
は
、「
新
た
な
宇
宙
時
代
を
拓
く
多
様
な

月周回有人拠点「ゲートウェイ」イメージ
提供：国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構
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繋
が
り
の
発
展
」と
い
う
テ
ー
マ
の
下
、
意
見
交
換
や
宇
宙
政

策
に
焦
点
を
当
て
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
過
去
25
年
間
の

A
P
R
S
A
F
の
活
動
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
次
の
25
年
間

を
見
据
え
て
今
後
10
年
間
取
り
組
む
目
標「
名
古
屋
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
」を
掲
げ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
過
去
に
実
施
さ
れ

た
超
小
型
衛
星
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の

成
果
等
の
的
確
な
把
握
と
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
支
援
策
等
に

よ
る
我
が
国
の
宇
宙
技
術
の
海
外
展
開
を
見
据
え
た
国
際
協

力
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

5
航
空
科
学
技
術
に
関
す
る
研
究
開
発

令
和
元
年
10
月
に
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会�
研
究
計
画
・

評
価
分
科
会�

航
空
科
学
技
術
委
員
会
に
お
い
て「
航
空
科
学

技
術
分
野
に
関
す
る
研
究
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
」の
中
間
取
り
ま
と

め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

航
空
輸
送
に
対
す
る
社
会
要
求
が
高
ま
る
中
で
、
あ
る
べ

き
未
来
社
会
像
を
見
据
え
つ
つ
、
我
が
国
の
航
空
機
産
業
を

下
支
え
す
る
た
め
、
技
術
的
優
位
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、
ハ

イ
リ
ス
ク
な
先
進
的
技
術
や
短
期
間
で
成
果
の
出
に
く
い
基

盤
技
術
の
研
究
開
発
を
戦
略
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
企

業
単
独
で
は
保
有
の
難
し
い
大
型
試
験
設
備
の
整
備
等
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
燃
費
と
環
境
負
荷
性
能
を
大
幅
に
改
善

す
る
コ
ア
エ
ン
ジ
ン
技
術（
燃
焼
器
、
タ
ー
ビ
ン
等
）及
び
機
体

騒
音
を
低
減
す
る
技
術
、
特
殊
気
象（
雪
、
雷
等
）に
起
因

す
る
航
空
事
故
を
防
止
す
る
技
術
の
ほ
か
、
超
音
速
機
技
術

や
航
空
機
電
動
化
技
術
に
つ
い
て
も
研
究
開
発
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
令
和
元
年
9
月
に
導
入
し
た
技
術
実
証
用
国

産
エ
ン
ジ
ン（
F
7
エ
ン
ジ
ン
）を
用
い
て
次
世
代
航
空
機
用
エ

ン
ジ
ン
技
術
の
実
証
試
験
を
進
め
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
文
部
科
学
省
で
は
航
空
機
産
業
の
発
展
の

た
め
、
関
係
府
省
と
一
丸
と
な
っ
て
、
航
空
科
学
技
術
の
研

究
開
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

〈
海
洋
・
極
域
〉

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
我
が
国
に
と
っ
て
、
海
洋
科
学
技

術
は
、
産
業
競
争
力
の
強
化
や
経
済
・
社
会
課
題
へ
の
対
応

に
加
え
て
、
我
が
国
の
存
続
基
盤
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
、

国
家
戦
略
上
重
要
な
科
学
技
術
で
す
。
そ
の
た
め
、
文
部
科

学
省
で
は
、
海
洋
の
調
査
研
究
を
進
め
、
地
球
環
境
問
題
、

鉱
物
・
生
物
等
の
海
洋
資
源
の
確
保
や
、
防
災
・
減
災
等
に

資
す
る
技
術
開
発
を
推
進
し
、
我
が
国
の
経
済
社
会
の
発
展

及
び
国
民
生
活
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、Society�5.0

の
実
現
や
将
来
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
向
け
た
、
未
来
の
新
産
業
創
造
へ

寄
与
す
る
研
究
開
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

1
極
域
及
び
海
洋
の
総
合
的
理
解
と

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化

近
年
、
北
極
域
の
海
氷
の
減
少
、
世
界
的
な
海
水
温
の
上

昇
や
海
洋
酸
性
化
の
進
行
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
る
海
洋

の
汚
染
等
、
海
洋
環
境
が
急
速
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
自
然

起
源
と
人
為
起
源
に
よ
る
海
洋
環
境
の
変
化
を
理
解
し
、
海

洋
や
海
洋
資
源
の
保
全
・
持
続
可
能
な
利
用
、
地
球
環
境
変

動
の
解
明
を
実
現
す
る
た
め
、
漂
流
フ
ロ
ー
ト
、
係
留
ブ
イ
、

船
舶
に
よ
る
観
測
等
に
よ
り
、
貧
酸
素
化
、
海
洋
酸
性
化
な

ど
の
海
洋
環
境
変
化
に
係
る
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
と
と
も
に
、

国
際
連
携
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
海
洋
観
測
網
を
通
じ
て
、
諸

外
国
の
デ
ー
タ
も
含
め
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
海
洋
環
境

の
観
測
を
推
進
し
ま
す
。

南
極
地
域
観
測
に
関
し
て
は
、
南
極
地
域
観
測
第
Ⅸ
期
6

か
年
計
画
に
基
づ
き
、
南
極
観
測
船「
し
ら
せ
」に
よ
る
輸
送

支
援
の
下
、
地
球
環
境
変
動
の
解
明
に
向
け
、
地
球
の
諸
現

象
に
関
す
る
多
様
な
研
究
・
観
測
を
推
進
し
ま
す
。

地
球
温
暖
化
の
影
響
が
最
も
顕
著
に
出
現
し
て
い
る
北
極

を
巡
る
諸
課
題
に
対
し
て
は
、
我
が
国
の
強
み
で
あ
る
科
学

技
術
を
活
か
し
て
貢
献
す
る
た
め
、
昨
年
度
ま
で
実
施
し
て

き
た
北
極
域
研
究
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
A
r
C
S
：A

rctic�
Challenge�for�Sustainability

）の
成
果
を
生
か
し
、
国

際
共
同
研
究
を
通
じ
た
科
学
的
知
見
の
更
な
る
充
実
や
社

会
実
装
等
を
図
る
た
め
、
北
極
域
研
究
加
速
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
A
r
C
S
Ⅱ
）を
令
和
2
年
度
か
ら
、
開
始
し
ま
す
。
さ
ら

南極観測船「しらせ」
提供：大学共同利用機関法人
情報・システム研究機構

ニーオルスン新観測施設
提供：大学共同利用機関法人
情報・システム研究機構
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に
、
令
和
2
年
度
は
、
北
極
域
研
究
船
の
基
本
設
計
と
と
も

に
、
具
体
的
な
利
活
用
方
策
や
費
用
対
効
果
の
検
討
等
を
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
で
初
と
な
る
第
3
回
北
極
科
学
大
臣
会
合

（
A
S
M
3
）を
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と
共
催
に
よ
り
東
京
で
開
催

す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
地
球
規
模
課

題
の
解
決
に
貢
献
す
る
た
め
、
南
極
及
び
北
極
に
お
け
る
研

究
観
測
を
、
世
界
各
国
と
協
働
し
て
着
実
に
実
施
し
ま
す
。

2
海
洋
資
源
の
開
発
・
利
用

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
我
が
国
に
と
っ
て
、
海
洋
状

況
把
握（
M
D
A
）の
基
礎
と
な
る
海
洋
情
報
の
収
集
・
取
得

に
関
す
る
取
組
を
強
化
す
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、

大
学
等
が
有
す
る
高
度
な
技
術
や
知
見
を
幅
広
く
活
用
し
、

海
洋
生
態
系
や
海
洋
環
境
等
の
海
洋
情
報
を
よ
り
効
率
的
か

つ
高
精
度
に
把
握
す
る
革
新
的
な
観
測
・
計
測
技
術
の
開
発

を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
近
年
、
気
候
変
動
や
乱
獲
等
に
よ
る
海
洋
生
物
資

源
の
枯
渇
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
我
が
国
の
海
洋
生
物
資
源

の
確
保
に
関
す
る
問
題
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

海
洋
生
物
資
源
の
安
定
し
た
供
給
を
持
続
す
る
た
め
、
海
洋

生
物
の
生
理
機
能
を
解
明
し
革
新
的
な
生
産
に
つ
な
げ
る
研

究
開
発
や
、
海
洋
生
物
の
正
確
な
資
源
量
予
測
を
行
う
た
め

の
生
態
系
の
総
合
的
解
明
に
向
け
た
研
究
開
発
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

3
海
洋
由
来
の
自
然
災
害
へ
の
防
災
・
減
災

自
然
災
害
に
対
し
て
強
じ
ん
な
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、

海
底
広
域
研
究
船「
か
い
め
い
」等
を
活
用
し
、
海
底
地
殻
変

動
を
連
続
か
つ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
観
測
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
・

整
備
す
る
と
と
も
に
、
海
底
震
源
断
層
の
広
域
か
つ
高
精
度

な
調
査
や
、
海
底
火
山
の
観
測
・
調
査
の
た
め
の
技
術
開
発

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
調
査
・
観
測
の
結
果
を
取
り
入
れ
、

地
殻
変
動
・
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
高
精
度
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
・
地
震
に
よ
り
、
多
量

の
が
れ
き
の
流
出
や
藻
場
・
干
潟
の
喪
失
等
が
発
生
し
、
東

北
太
平
洋
沿
岸
域
の
水
産
業
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
被
災
地
の
水
産
業
の
復
興
の
た
め
に
は
、
長
期
に
わ

た
っ
て
変
化
す
る
漁
場
・
養
殖
場
環
境
や
海
洋
生
態
系
の
調

査
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
大
学
や
研
究
機

関
等
に
よ
る
復
興
支
援
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
東
北

マ
リ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
拠
点
を
構
築
し
、
関
係
省
庁
や
地
元
自
治

体
、
地
元
漁
協
等
と
連
携
し
つ
つ
、
海
洋
生
態
系
の
調
査
研

究
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

4
基
盤
的
技
術
開
発
・
基
礎
的
研
究
の
推
進

我
が
国
の
経
済
・
社
会
的
な
課
題
へ
の
対
応
や
未
来
の
産

業
創
造
に
向
け
、
海
洋
科
学
技
術
分
野
に
お
い
て
も
科
学
技

術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、
産
学

官
の
英
知
を
結
集
し
て
戦
略
的
に
研
究
開
発
を
実
施
し
、
得

ら
れ
た
成
果
の
社
会
還
元
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
海
洋
に
関
す
る
科
学
技

術
を
支
え
る
基
盤
的
技
術
な
ど
の
開
発
・
整
備
や
、
い
ま
だ

十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
海
洋
の
実
態
解
明
に
向
け
た
研

究
開
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
我
が
国
は
、
深
海
底
の
掘
削
に
よ
り
地
球
環
境
変

動
、
地
球
内
部
構
造
、
地
殻
内
生
命
圏
等
を
解
明
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
国
際
深
海
科
学
掘
削
計
画（
I
O
D
P
）に
参

画
し
て
い
ま
す
。
I
O
D
P
は
、
日
米
欧
主
導
の
下
で
実
施

さ
れ
て
い
る
多
国
間
国
際
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
引
き

続
き
、
計
画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

〈
原
子
力
〉

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所（
以
下
、「
東
電
福

島
第
一
原
発
」と
い
う
。）事
故
等
を
踏
ま
え
、
政
府
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画（
平
成
30
年
7
月
3
日
閣
議
決
定
）を
策

定
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
原
子
力
災
害

か
ら
の
復
興
に
関
す
る
廃
炉
や
除
染
等
に
向
け
た
研
究
開
発

（
※
詳
細
は「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期
の
復
興
再
生
」を

海底広域研究船「かいめい」
提供：国立研究開発法人 海洋研究開発機構
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参
照
）等
に
つ
い
て
、
責
任
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

以
下
、
具
体
的
な
取
組
を
示
し
ま
す
。

1
原
子
力
の
安
全
性
の
向
上
に
向
け
た
研
究

試
験
研
究
炉
等
を
活
用
し
、
軽
水
炉
を
含
め
た
原
子
力
施

設
の
安
全
性
向
上
に
必
要
と
な
る
、
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
へ

の
進
展
防
止
・
影
響
緩
和
に
係
る
知
見
の
取
得
や
、
安
全
評

価
手
法
の
整
備
等
を
実
施
し
ま
す
。

2
原
子
力
の
基
礎
基
盤
研
究
と

そ
れ
を
支
え
る
人
材
育
成

原
子
力
特
有
の
科
学
技
術
基
盤
を
維
持
・
強
化
す
る
た
め

の
基
礎
的
デ
ー
タ
の
取
得
や
、
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
の
負
担
軽
減
等

に
つ
な
が
る
革
新
的
な
技
術
創
出
を
目
指
し
た
基
礎
基
盤
研

究
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
大
学
や
産
業
界
と
の
連
携
を
通

じ
た
次
代
の
原
子
力
を
担
う
人
材
の
育
成
を
着
実
に
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
多
様
な
研
究
開
発
に
活
用
さ
れ
る
J
R
R-

3

の
運
転
再
開
に
向
け
た
取
組
や
、
発
電
だ
け
で
な
く
、
水
素

製
造
な
ど
多
様
な
熱
の
産
業
利
用
が
見
込
ま
れ
、
固
有
の
安

全
性
を
有
す
る
高
温
ガ
ス
炉
に
つ
い
て
の
研
究
開
発
等
を
推

進
し
ま
す
。

3
高
速
増
殖
炉
サ
イ
ク
ル
技
術

高
速
増
殖
原
型
炉
も
ん
じ
ゅ
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
12

月
に
開
催
さ
れ
た
原
子
力
関
係
閣
僚
会
議
に
お
い
て
、
原
子

炉
と
し
て
の
運
転
は
再
開
せ
ず
、
廃
止
措
置
に
移
行
す
る
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
廃
止
措
置
計
画（
平
成
30
年
3

月
原
子
力
規
制
委
員
会
認
可
）に
基
づ
き
、
原
子
力
機
構
に

お
い
て
廃
止
措
置
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
安
全

確
保
を
最
優
先
に
令
和
4
年
末
ま
で
に
炉
心
か
ら
燃
料
池
ま

で
の
燃
料
体
取
り
出
し
作
業
を
終
了
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
平
成
30
年
8
月
か
ら
は
燃
料
体
の
炉
外
燃
料
貯
蔵
槽
か

ら
燃
料
池
へ
の
移
送
を
開
始
し
、
令
和
元
年
9
月
か
ら
は
燃

料
体
の
炉
心
か
ら
炉
外
燃
料
貯
蔵
槽
へ
の
移
送
を
開
始
し
ま

し
た
。
今
後
も「
も
ん
じ
ゅ
」の
廃
止
措
置
に
つ
い
て
は
、
立

地
地
域
の
声
に
向
き
合
い
つ
つ
、
安
全
、
着
実
か
つ
計
画
的

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

4
国
際
的
な
核
不
拡
散
体
制
強
化
に
向
け
た
取
組

我
が
国
は
、
原
子
力
平
和
利
用
の
た
め
の
世
界
で
最
も
優

れ
た
経
験
や
技
術
等
を
有
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
そ
の

経
験
や
技
術
を
活
か
し
て
国
際
原
子
力
機
関（
I
A
E
A
）等

と
協
力
し
、
国
際
的
な
核
不
拡
散
・
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
体
制
の

強
化
に
積
極
的
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
原
子
力
機
構
核
不
拡
散
・
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
（
I
S
C
N
）を
通
じ
、
引
き
続
き
ア
ジ

ア
諸
国
等
に
対
し
核
不
拡
散
・
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
の
た
め

の
人
材
育
成
を
行
う
と
と
も
に
、
核
物
質
の
高
度
な
測
定
・

検
知
及
び
核
鑑
識
の
技
術
開
発
を
行
い
ま
す
。

5
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
・
処
分
に
関
す
る
取
組

研
究
機
関
、
大
学
、
医
療
機
関
等
か
ら
発
生
す
る
放
射
性

廃
棄
物
の
処
理
・
処
分
に
関
す
る
取
組
等
を
着
実
に
行
い
ま

す
。
ま
た
、
高
速
炉
や
加
速
器
を
用
い
た
放
射
性
廃
棄
物
の

減
容
化
・
有
害
度
低
減
技
術
に
関
す
る
研
究
開
発
を
実
施
し

ま
す
。

6
地
域
と
の
共
生
・
国
民
の
理
解
の
た
め
の
取
組

立
地
地
域
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
の
理
解
と
共
生
の
た
め

の
取
組
を
実
施
し
ま
す
。
地
域
の
持
続
的
発
展
に
向
け
た
取

組
に
対
し
支
援
す
る
と
と
も
に
、
原
子
力
研
究
開
発
施
設
に

関
す
る
知
識
の
普
及
を
図
る
取
組
等
を
行
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期
の
復
興
再
生

東
電
福
島
第
一
原
発
の
安
全
か
つ
確
実
な
廃
止
措
置
を
実

高速増殖原型炉「もんじゅ」
提供：国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構
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施
す
る
た
め
、
文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
26
年
6
月
に
公
表

し
た「
東
京
電
力（
株
）福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
廃
止
措

置
等
研
究
開
発
の
加
速
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、
国
内
外
の
英
知

を
結
集
し
、
基
礎
・
基
盤
的
な
研
究
開
発
や
人
材
育
成
の
取

組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
原
子
力
災
害
か
ら
の
復
興

を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
福
島
の
環
境
回
復
に
向
け
た
取
組
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
被
災
者
の
迅
速
な
救
済
に
向
け
た
原
子
力
損

害
賠
償
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
取
組
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

1
廃
止
措
置
に
向
け
た
研
究
開
発
及
び
人
材
育
成

原
子
力
機
構
廃
炉
環
境
国
際
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー

（
C
L
A
D
S
）に
お
い
て
、
福
島
県
双
葉
郡
富
岡
町
に
整
備

し
た「
国
際
共
同
研
究
棟
」を
活
用
し
つ
つ
、
燃
料
デ
ブ
リ
の

取
扱
い
や
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
・
処
分
、
炉
心
内
部
に
お

け
る
事
故
の
経
過
の
解
明
等
の
基
礎
・
基
盤
的
な
研
究
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
英
知
を
結
集
し
た
原
子
力
科
学

技
術
・
人
材
育
成
推
進
事
業
」に
よ
り
、
C
L
A
D
S
を
中
核

と
し
て
原
子
力
分
野
だ
け
で
な
く
様
々
な
分
野
の
優
れ
た
知

見
や
経
験
を
、
大
学
や
研
究
機
関
、
企
業
等
の
組
織
の
垣
根

を
超
え
て
緊
密
に
融
合
・
連
携
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
中
長
期

的
な
廃
炉
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
研
究
開
発
及
び
人
材

育
成
の
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

2
環
境
回
復
に
関
す
る
研
究
開
発

東
電
福
島
第
一
原
発
事
故
由
来
の
放
射
性
物
質
に
よ
っ
て

汚
染
さ
れ
た
環
境
の
回
復
に
向
け
て
、
原
子
力
機
構
が
福
島

県
や
国
立
環
境
研
究
所
と
と
も
に
、
精
度
の
高
い
放
射
線
測

定
に
関
す
る
技
術
開
発
や
、
河
川
を
含
む
環
境
中
で
の
放
射

性
物
質
の
動
態
に
関
す
る
研
究
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

3
放
射
線
安
全
研
究
の
強
化

福
島
の
住
民
の
方
々
が
安
全
・
安
心
に
生
活
で
き
る
よ
う
、

国
立
研
究
開
発
法
人
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
に
お

い
て
、
福
島
の
被
災
地
に
お
け
る
安
全
な
水
利
用
・
処
理
環

境
の
構
築
に
関
し
て
、
集
中
型
水
処
理
シ
ス
テ
ム
の
長
期
間

フ
ィ
ー
ル
ド
試
験
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

4
原
子
力
損
害
賠
償
の
円
滑
化

東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
方
々
が
一
日
で
も
早
く
安
心
で
安
全
な
生
活
を
取
り
戻
せ

る
よ
う
、
迅
速
・
公
平
・
適
正
な
救
済
が
必
要
で
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
に
お

い
て
、
賠
償
す
べ
き
損
害
と
し
て
一
定
の
類
型
化
が
可
能
な

損
害
項
目
や
そ
の
範
囲
等
を
示
し
た
指
針
を
策
定
す
る
と
と

も
に
、
賠
償
状
況
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、「
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
」に
お
い
て

東
京
電
力
と
被
害
者
と
の
和
解
の
仲
介
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
に
お
け
る
対

応
の
う
ち
、
一
般
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
妥
当
な
も
の
等
に

つ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
じ
る「
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
平
成
30
年
法
律
第
90

号
）が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
①
原
子
力
損
害
が

発
生
し
た
場
合
に
、
賠
償
の
迅
速
か
つ
適
切
な
実
施
を
図
る

た
め
の
方
針（
損
害
賠
償
実
施
方
針
）の
作
成
・
公
表
を
原
子

力
事
業
者
に
義
務
付
け
る
制
度
、
②
原
子
力
損
害
を
受
け
た

被
害
者
に
対
し
て
原
子
力
事
業
者
が
仮
払
金
の
支
払
を
行
お

う
と
す
る
場
合
に
、
国
が
仮
払
金
の
支
払
の
た
め
に
必
要
な

資
金
を
貸
し
付
け
る
制
度
、
③
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査

会
が
和
解
の
仲
介
を
打
ち
切
っ
た
場
合
の
時
効
の
中
断
に
関

す
る
特
例
等
が
創
設
さ
れ
、
令
和
2
年
1
月
1
日
に
全
面
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

環境中におけるセシウムの移行挙動
提供：国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構
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Ⅰ
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
、

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
に
向
け
た
取
組

1
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
に
つ
い
て

ラ
グ
ビ
ー
伝
統
国
以
外
で
初
の
開
催
と
な
っ
た
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
。
世
界
中
の
注
目
を
集
め
る
と
と

も
に
、
日
本
中
を
感
動
の
渦
に
ま
き
こ
み
成
功
裏
に
閉
幕
し

ま
し
た
。
全
国
12
か
所
の
開
催
都
市
に
お
い
て
、
世
界
中
か

ら
集
ま
っ
た
20
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
ス
タ
ジ
ア
ム
に

は
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
応
援
す
る
多
く
の
子
供
た
ち
の
姿
が

あ
り
ま
し
た
。

9
月
20
日
の
東
京
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
開
幕
戦
、
日
本
代
表

は
満
員
の
観
客
が

見
守
る
中
、
ロ
シ

ア
代
表
に
30
対
10

で
勝
利
し
ま
し
た
。

続
く
第
2
戦
で
は
、

優
勝
候
補
の
一
角

で
あ
っ
た
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
に
歴
史
的
勝

利
を
飾
る
な
ど
予

選
グ
ル
ー
プ
戦
を

全
勝
し
、
日
本
ラ

グ
ビ
ー
史
上
初
の
ベ

ス
ト
8
入
り
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。

仲
間
の
た
め
に
体
を

は
り
、
屈
強
な
相
手

に
向
か
っ
て
い
く
選
手

た
ち
の
姿
や
ノ
ー
サ
イ

ド
の
精
神
に
、
多
く
の

国
民
が
心
を
打
た
れ

「
O
N
E�

T
E
A
M
」

等
の
流
行
語
が
生
ま

れ
る
な
ど
、
多
様
性

と
結
束
の
力
を
示
し
た

日
本
代
表
チ
ー
ム
の
活
躍
に
日
本
中
が
大
い
に
盛
り
上
が
り

を
見
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
試
合
会
場
や
フ
ァ
ン
ゾ
ー
ン
、
各
代
表
チ
ー
ム
の

キ
ャ
ン
プ
地
に
は
多
く
の
フ
ァ
ン
が
訪
れ
、
地
域
に
根
ざ
し
た

交
流
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
台
風
19
号
の
影
響
で
試
合
が

中
止
と
な
っ
た
釜
石
で
は
、
カ
ナ
ダ
代
表
の
選
手
た
ち
が
土

砂
を
取
り
除
く
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、
ナ
ミ
ビ

ア
代
表
は
滞
在
先
の
宮
古
市
で
フ
ァ
ン
交
流
会
を
開
催
す
る

な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
垣
根
を
超
え
た
交
流
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
平
成
24
年
度
よ
り
、
国
民
の
ラ
グ
ビ
ー

競
技
に
関
す
る
認
知
度
・
関
心
度
を
高
め
る
た
め
、「
タ
グ
ラ

グ
ビ
ー
（
ラ
グ
ビ
ー
か
ら
タ
ッ
ク
ル
な
ど
の
接
触
プ
レ
ー
を
排

し
た
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
）指
導
者
研
修
大
会
」の
開
催
、「
放
課

後
ラ
グ
ビ
ー
教
室
」の
実
施
な
ど
、
幅
広
い
層
へ
の
ラ
グ
ビ
ー

競
技
の
普
及
や
指
導
者
の
養
成
に
加
え
、
ラ
グ
ビ
ー
を
通
じ

た
国
際
交
流
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
大
会
終
了
後
に
は「
ラ
グ
ビ
ー
の
振
興
に
関
す
る

関
係
者
会
議
」を
開
催
し
、
今
後
、
関
係
者
の
皆
様
の
声
を

聞
き
な
が
ら
、
国
際
競
技
力
強
化
や
競
技
人
口
の
拡
大
等
に

つ
い
て
議
論
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
ま
た
、
令
和
元
年

度
の
補
正
予
算
に
お
い
て
ラ
グ
ビ
ー
を
行
う
た
め
の
芝
の
敷
設

を
含
む
公
立
の
運
動
場
の
整
備
に
20
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
子
供
や
地
域
住
民
の
方
々
が
ラ
グ
ビ
ー
を
楽
し
む

機
会
を
創
出
し
、
レ
ガ
シ
ー
を
次
世
代
に
し
っ
か
り
と
引
き
継

い
で
い
け
る
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を
始
め
多
く
の
関
係
者
に
支
え
ら
れ

大
成
功
を
収
め
た
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催
は
多
く

の
も
の
を
私
た
ち
に
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
、
本
大
会
で
得
た
知
見
を
最
大
限
に
活
用
す
る
と
と

も
に
、
関
係
省
庁
や
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
2
0
2
0
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
始
め
と
し

た
国
際
競
技
大
会
の
成
功
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

2
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
等
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

平
成
25
年
9
月
の
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会（
I
O
C
）

総
会
に
お
い
て
、
2
0
2
0
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
を
東
京
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会（
以
下
、「
2
0
2
0
年
東
京
大
会
」と
い
う
。）に
つ
い
て

は
、
令
和
2
年
3
月
に
延
期
が
決
定
し
、
同
月
、
2
0
2
0
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
は
令
和
3
年
7
月
23
日
か
ら
、

2
0
2
0
年
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
は
令
和
3
年
8

月
24
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ

庁
と
し
て
は
、
こ
の
2
0
2
0
年
東
京
大
会
を
、
日
本
社
会
を

総
合
的
・
一
体
的
な
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
推
進

ス
ポ
ー
ツ
庁
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元
気
に
す
る
契
機
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
大
会
開
催
の
効
果

を
全
国
に
波
及
さ
せ
る
た
め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
推
進
や
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国
民
の
健

康
増
進
、
ス
ポ
ー
ツ
の
成
長
産
業
化
、
我
が
国
の
文
化
の
魅

力
を
国
内
外
に
積
極
的
に
発
信
す
る
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

施
な
ど
、
様
々
な
取
組
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

（
1
）オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
の
推
進

2
0
2
0
年
東
京
大
会
を
契
機
に
、
国
民
一
人
一
人
が
ス

ポ
ー
ツ
の
価
値
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
意
義
に

触
れ
る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
を
再
認
識
し
、
多
く
の
方

が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
よ
う
に
な
る
こ
と
は
大
会
の
レ
ガ
シ
ー

の
一
つ
と
し
て
重
要
で
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
11
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
二
〇
二
〇

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
の
準
備
及
び
運
営
に
関
す
る
施
策
の
推
進
を
図
る
た

め
の
基
本
方
針
」に
お
い
て
も
、
次
世
代
に
誇
れ
る
有
形
・
無

形
の
遺
産（
レ
ガ
シ
ー
）を
全
国
に
創
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

教
育
を
こ
の
レ
ガ
シ
ー
創
出
の
重
要
な
取
組
の
一
つ
と
し
て
推

進
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
2
月
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教

育
を
推
進
す
る
た
め
の
方
策
等
に
つ
い
て
、
有
識
者
会
議
を

設
置
し
、
平
成
28
年
7
月
に「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
教
育
の
推
進
に
む
け
て
」と
し
て
最
終
報
告
を
取
り
ま
と
め

ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
教
育
の
推
進
の
た
め
の
効
果
的
な
手
法
に
関
す
る
調
査
研

究
事
業
と
し
て
、
大
学
が
研
究
拠
点
と
な
り
、
宮
城
県
・
京

都
府
・
福
岡
県
の
3
府
・
県
に
お
い
て
初
等
中
等
教
育
機
関
等

と
連
携
し
た
実
践
的
な
取
組
を
開
始
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
か
ら
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
全
国
展
開
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
29

年
度
は
全
国
20
の
府
・
県
・
政
令
市
で
、
平
成
30
年
度
は
全

国
35
の
道
・
府
・
県
・
政
令
市
で
、
令
和
元
年
度
は
全
国
45
の

道
・
府
・
県
・
政
令
市
で
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

平
成
29
年
度
か
ら
は
全
国
中
核
拠
点
で
あ
る
筑
波
大
学
、
早

稲
田
大
学
、
日
本
体
育
大
学
の
ほ
か
、
東
京
都
や
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会（
東

京
2
0
2
0
組
織
委
員
会
）、
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

（
J
O
C
）、
日
本
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会（
J
P
C
）な
ど
と

意
見
を
共
有
す
る
全
国
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
設
け
、
こ
こ
で
出

た
意
見
を
地
域
拠
点
に
還
元
す
る
こ
と
で
充
実
し
た
取
組
が

で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
令
和
元
年
5
月
7
日
か
ら
令
和
元
年
7
月
31
日

に
か
け
て
、
全
国
の
運
動
会
や
体
育
祭
等
に
お
け
る
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
連
し
た
取
組
を
募
集
し
表
彰

す
る「
東
京
2
0
2
0
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
の
学
校
80
校
か
ら
1
2
5
件
の

応
募
が
あ
り
、
10
件
の
優
秀
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

中
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
取
組
を
行
っ
た

学
校
に
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
賞
を
授
与
い
た
し
ま
し
た
。

運
動
会
や
体
育
祭
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
き
っ
か
け
と
な

り
、
東
京
大
会
へ
の
関
心
が
一
層
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

（
2
）ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
推
進

政
府
で
は
、
2
0
2
0
年
東
京
大
会
の
開
催
と
い
う
機
会

を
国
全
体
で
最
大
限
活い

か
し
、
全
国
津
々
浦
々
に
ま
で
大
会

の
効
果
を
行
き
渡
ら
せ
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
大
会
の
開
催
に
よ
り
多
く
の
選
手
・
観
客
等
が
来

訪
す
る
こ
と
を
契
機
に
、
地
域
の
活
性
化
等
を
推
進
す
る
た

め
、
大
会
参
加
国
・
地
域
と
の
人
的
・
経
済
的
・
文
化
的
な
相

互
交
流
を
図
る
地
方
公
共
団
体
を「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」と
し
て
、

全
国
に
広
げ
る
た
め
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

令
和
2
年
3
月
31
日
に
は
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
第
十
九
次

登
録
団
体
を
公
表
し
、
登
録
数
は
4
2
3
件
と
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
東
京
大
会
に
向
け
て
、
今
後
も
取
組
の
推
進

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
3
）国
立
競
技
場
の
竣し

ゅ
ん
こ
う工

2
0
2
0
年
東
京
大
会
の
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
と
な
る
国
立

競
技
場
に
つ
い
て
は
、
世
界
の
人
々
に
感
動
を
与
え
る
場
と

な
る
よ
う
、「
ア
ス
リ
ー
ト
第
一
、
世
界
最
高
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
、
周
辺
環
境
等
と
の
調
和
・
日
本
ら
し
さ
」を
基
本

理
念
と
し
て
、
整
備
を
進
め
、
令
和
元
年
11
月
に
竣
工
し
ま

し
た
。
竣
工
式
や
、
一
般
公
開
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
開
催
し
た
後
、
令
和
2
年
1
月
か
ら
は
東
京
2
0
2
0

組
織
委
員
会
に
よ
る
仮
設
工
事
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
大

会
成
功
に
向
け
て
、
着
実
に
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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Ⅱ

ス
ポ
ー
ツ
庁
が
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
第
2
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画（
平
成
29
年

3
月
）の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
国
際
競
技
力
の
向
上
は
も
と
よ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
増
進
、
地
域
・
経
済
の
活
性

化
、
国
際
交
流
・
協
力
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
学
校

体
育
の
充
実
な
ど
、
関
係
省
庁
や
民
間
企
業
と
一
体
と
な
っ

て
ス
ポ
ー
ツ
行
政
を
総
合
的
・
一
体
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

1
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
増
進
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
前
文
で
、「
ス
ポ
ー
ツ
は
、
心
身
の
健

康
の
保
持
増
進
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、

健
康
で
活
力
に
満
ち
た
長
寿
社
会
の
実
現
に
不
可
欠
」で
あ

る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
我
が
国
の
国
民
医
療
費
が

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
健
康
増
進
、
健
康
寿
命
の
延
伸
が

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
増
進
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

国
民
全
体
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
画
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
国

民
の
誰
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
ま
で
も
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
が
必
要
で
す
。
こ
の
た

め
、
令
和
元
年
7
月
に
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
む
社
会
の
実
現
を
目
的
と
し
、
生
活
の
中
に
自
然
と

ス
ポ
ー
ツ
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る「
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
・
ラ
イ
フ
」

（
生
活
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
を
）と
い
う
姿
を
目
指
し
、『Sport�

in�Life�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
加
盟
い
た
だ
い

た
団
体
・
企
業
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機
運
の
醸
成
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
特
に
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
の
低
い
20
代
か
ら
50
代
の
い

わ
ゆ
る「
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
」は
、
仕
事
や
家
事
等
に
よ
り
ス

ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
時
間
を
確
保
し
に
く
い
と
の
声
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
官
民
連
携
に
よ
り
、
通
勤
時
間
や
休
憩
時
間
等
を

活
用
し
て
気
軽
に
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
め
る
環
境
を
整

備
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
男
性
と
比
べ
て
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
の
低
い
女
性
を

対
象
に「
女
性
ス
ポ
ー
ツ
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
展
開
し
、
そ

の
一
環
と
し
て
N
H
K
番
組「
チ
コ
ち
ゃ
ん
に
叱
ら
れ
る
！
」

の
M
C「
チ
コ
ち
ゃ
ん
」を
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
任
命
。
ま
た
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
ダ
ン
ス「Like�a�Parade

」を
制
作
し
て
配
信
す
る

な
ど
、
女
性
や
若
年
層
に
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
訴
求
し
て
い

ま
す
。

加
え
て
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

健
康
増
進
に
関
す
る
施
策
を
持
続
可
能
な
取
組
と
す
る
た
め
、

域
内
の
体
制
整
備
及
び
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
・
関
心
を
持

ち
、
習
慣
化
に
つ
な
が
る
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

2
学
校
体
育
・
運
動
部
活
動
に
つ
い
て

平
成
29
年
に
小
学
校
及
び
中
学
校
、
平
成
30
年
に
高
等
学

校
の
新
学
習
指
導
要
領
が
公
示
さ
れ
、
小
学
校
は
令
和
2
年

度
、
中
学
校
は
令
和
3
年
度
か
ら
全
面
実
施
、
高
等
学
校
は

令
和
4
年
度
入
学
生
よ
り
年
次
進
行
で
の
実
施
が
な
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
体
育
科
・
保
健
体
育
科
で
は
、
心
と

体
を
一
体
と
し
て
捉
え
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
心
身
の
健
康
を

保
持
増
進
し
、
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
実
現
す
る
た
め
の

資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
小
学
校
か
ら
高
等
学
校
ま
で
を
見
通
し
て
、
指
導
内
容

の
系
統
化
や
明
確
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
学
校
に
お
い
て

体
育
科
・
保
健
体
育
科
の
指
導
の
充
実
を
図
る
た
め
、
引
き

続
き
、
全
国
都
道
府
県
・
指
定
都
市
教
育
委
員
会
の
学
校
体

育
を
担
当
す
る
指
導
主
事
向
け
の
研
究
協
議
会
や
実
技
研
修

会
等
の
開
催
を
通
じ
て
、
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
の
徹
底
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
作
成
し
た
映

像
に
よ
る
参
考
資
料
等
や
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習

慣
等
調
査
結
果
の
学
校
等
で
の
活
用
も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
に
お
け
る
体
育
活
動
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、
死

亡
事
故
や
重
大
な
事
故
な
ど
の
事
例
を
分
析
し
、
基
本
的
な

安
全
対
策
に
つ
い
て
ま
と
め
た「
学
校
に
お
け
る
体
育
活
動
中

の
事
故
防
止
に
つ
い
て（
報
告
書
）」の
内
容
を
映
像
に
よ
っ
て

示
し
た
資
料
を
作
成
し
て
全
国
の
小
中
高
等
学
校
等
に
配
布

し
て
い
ま
す
。
令
和
2
年
度
も
引
き
続
き
教
育
委
員
会
や
大

学
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
医
療
機
関
な
ど
の
関
係
者
間
に
お
い

て
事
故
防
止
の
た
め
の
最
新
の
知
見
や
事
例
等
に
係
る
情
報

を
共
有
し
、
全
国
各
地
で
協
議
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

運
動
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
生
徒
に
と
っ
て
望
ま
し
い
ス
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ポ
ー
ツ
環
境
を
構
築
す
る
観
点
に
立
ち
、
生
徒
が
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む
こ
と
で
運
動
習
慣
の
確
立
を
図
り
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
心
身
の
健
康
を
保
持
増
進
し
、
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を

実
現
す
る
た
め
の
資
質
・
能
力
の
育
成
を
図
る
こ
と
等
を
重
視

し
て
、
地
域
、
学
校
、
競
技
種
目
等
に
応
じ
た
多
様
な
形
で

最
適
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
す
た
め
、
平
成
30
年
3
月

に「
運
動
部
活
動
の
在
り
方
に
関
す
る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」を
作
成
し
、
公
表
し
ま
し
た
。

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
義
務
教
育
で
あ
る
中
学
校
段
階
の

運
動
部
活
動
を
主
な
対
象（
高
等
学
校
段
階
に
お
い
て
も
原

則
適
用
）と
し
、

1　

適
切
な
運
営
の
た
め
の
体
制
整
備

2　

�

合
理
的
で
か
つ
効
率
的
・
効
果
的
な
活
動
の
推
進
の

た
め
の
取
組

3　

適
切
な
休
養
日
等
の
設
定

4　

生
徒
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備

5　

学
校
単
位
で
参
加
す
る
大
会
等
の
見
直
し

に
つ
い
て
、
学
校
や
学
校
の
設
置
者
、
地
方
公
共
団
体
、
ス

ポ
ー
ツ
団
体
が
取
り
組
む
内
容
を
示
し
て
い
ま
す
。

3
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て

大
学
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
は
、
大
学
の
教
育
課
程

と
し
て
の
体
育
の
授
業
、
学
問
体
系
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
科
学

及
び
課
外
活
動（
体
育
会
活
動
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
）の
側
面
が
あ
り
ま
す
。
全
て
の
学
生
が
ス
ポ
ー
ツ

の
価
値
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
大
学
の
活
性
化
や
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
た
社
会
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
大
学
の

持
つ
ス
ポ
ー
ツ
資
源（
学
生
、
指
導
者
、
研
究
者
、
施
設
等
）

の
活
用
は
、
国
民
の
健
康
増
進
や
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
資
す
る
と
と
も
に
、
地
域
や
経
済
の
活
性
化
の
起
爆
剤
と

な
り
得
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
我
が
国
の
大
学
は
、
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
係
る
体
制
が
不
十
分
な
場
合
が
多
く
、
ま
た
、

大
学
ス
ポ
ー
ツ
全
体
を
統
括
し
、
そ
の
発
展
を
戦
略
的
に
検

討
す
る
組
織
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
た
め
、
文
部
科
学
省
及
び
ス
ポ
ー
ツ
庁
は
、
平
成
28

年
4
月
か
ら「
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
検
討
会
議
」

を
開
催
し
て
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
活
性
化
に
つ
い
て
議
論
を
行

い
、
29
年
3
月
に
取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。
本
取
り
ま

と
め
に
お
い
て
は
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
向
け
て
、
大
学

ト
ッ
プ
層
の
理
解
醸
成
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
の
育

成
、
各
大
学
の
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
取
組
を
戦
略
的
、
一
体
的

に
行
う
部
局
の
設
置
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
全
体
を
統
括
し
発
展

を
戦
略
的
に
推
進
す
る
組
織
の
設
置
が
重
要
で
あ
る
と
の
方

向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

取
り
ま
と
め
を
受
け
、
平
成
30
年
7
月
よ
り
大
学
、
学

生
競
技
連
盟
が
中
心
と
な
り
開
催
さ
れ
た
準
備
委
員
会

を
経
て
、
大
学
横
断
的
か
つ
競
技
横
断
的
統
括
組
織
で
あ

る
一
般
社
団
法
人
大
学
ス
ポ
ー
ツ
協
会（
英
名
：Japan�

A
ssociation�for�U

niversity�A
thletics�and�Sport

略

称
：
U
N
I
V
A
S
）が
31
年
3
月
1
日
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
は
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
設
立
理
念
に
基
づ

い
た
学
業
充
実
、
安
全
安
心
・
医
科
学
、
事
業
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
分
野
等
の
活
動
事
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
大

学
内
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
企
画
立
案
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
資

金
調
達
等
を
担
う
専
門
人
材
で
あ
る
大
学
ス
ポ
ー
ツ
ア
ド
ミ
ニ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
配
置
や
ス
ポ
ー
ツ
分
野
を
一
体
的
に
統
括
す

る
部
局
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。
大
学
ス
ポ
ー
ツ
ア
ド
ミ
ニ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
令
和
3
年
度
ま
で
に
配
置
す
る

大
学
を
1
0
0
大
学
に
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
大
学
ス

ポ
ー
ツ
に
お
け
る
先
進
的
モ
デ
ル
事
業
を
進
め
て
お
り
、
令
和

元
年
度
に
は
13
大
学
を
選
定
し
ま
し
た
。

4
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
の
主
な
目
標
の
一
つ
に
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
共
生
社
会
の
実
現
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
、

多
く
の
障
害
者
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
に
よ
り
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
裾
野
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
各
地
域
に
お
け
る
課
題
に
対
応
し
て
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
体
制
の
強
化
や
身
近
な
場
所
で
ス
ポ
ー
ツ
を

実
施
で
き
る
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

団
体
と
民
間
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
に
よ
り
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
団
体
の
体
制
の
強
化
を
図
り
、
他
団
体
や
民
間
企
業
と
連

携
し
た
活
動
の
充
実
に
つ
な
げ
る
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
令
和
元
年
度
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
車
い
す
、
ス
ポ
ー
ツ
義

足
等
の
地
域
の
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
用
具
の
保
有
資
源
を
有
効

活
用
し
、
個
人
利
用
を
容
易
に
す
る
事
業
モ
デ
ル
構
築
の
支

援
を
実
施
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
2
0
2
0

年
東
京
大
会
を
契

機
に
、
全
国
の
特
別

支
援
学
校
で
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
・
教
育
の
祭

典
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
特
別
支
援
学

校
を
地
域
の
拠
点
と

し
て
い
く
こ
と
を
目

指
す「Special�

プ
ロ
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ジ
ェ
ク
ト
2
0
2
0
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

5
ス
ポ
ー
ツ
の
成
長
産
業
化
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
活
性
化
に
よ
る
収
益
を
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の

充
実
に
還
元
し
、
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
拡
大
へ
と
つ
な
げ
る
自
律

的
好
循
環
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
令
和
元
年
6
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
成

長
戦
略
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」で
も
、「
ス
ポ
ー
ツ
市
場
規
模
を

2
0
2
0
年
ま
で
に
10
兆
円
、
2
0
2
5
年
ま
で
に
15
兆
円

に
拡
大
す
る
こ
と
を
目
指
す
」こ
と
、
及
び「
全
国
の
ス
タ
ジ

ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
に
つ
い
て
、
多
様
な
世
代
が
集
う
交
流
拠
点

と
し
て
、
2
0
1
7
年
か
ら
2
0
2
5
年
ま
で
に
20
拠
点
を

実
現
す
る
」こ
と
が
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
①
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
改
革
の
推

進
、
②
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
経
営
力
強
化
、
③
ス
ポ
ー
ツ
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、
④
ス
ポ
ー
ツ
指
導
ス
キ
ル
と
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
推
進
等
の
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
観
る
ス
ポ
ー
ツ
」の
た
め
の
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
は
、

地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
と
な
る
潜
在
力
の
高
い
基
盤
施
設
で

す
。
そ
の
潜
在
力
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
る
に
は
民
間
活
力
の

活
用
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
平
成
29
年
6
月
に
、
ス
タ
ジ
ア

ム
・
ア
リ
ー
ナ
改
革
全
体
の
方
向
性
や
国
内
外
の
先
進
事
例
、

資
金
調
達
手
法
に
係
る
検
討
事
項
、
持
続
的
な
運
営
・
管
理

に
必
要
な
事
項
等
を
ま
と
め
た「
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
改

革
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク（
第
2
版
）」を
公
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平

成
31
年
3
月
に
は
、
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
が
地
域
に
も
た

ら
す
経
済
的
・
社
会
的
効
果
の
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
を
示
し
た「
社

会
的
イ
ン
パ
ク
ト
評
価
の
手
法
を
用
い
た
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー

ナ
効
果
検
証
モ
デ
ル
」を
公
表
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
令
和
元

年
10
月
か
ら
、
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
改
革
の
周
知
・
普
及

を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
全
国
10
会
場
で
開
催
す
る
と
と

も
に
、
国
の
支
援
に
係
る
一
元
的
な
相
談
窓
口
の
設
置（
相

談
窓
口
U
R
L
：http://w

w
w
.m

ext.go.jp/sports/b_
m
enu/sports/m

catetop02/list/detail/1406525.htm

）

や
専
門
家
派
遣
等
を
通
じ
て
、
先
進
事
例
の
形
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
令
和
2
年
3
月
に
は
、
政
府
目
標
で
あ
る
20

拠
点
の
選
定
の
た
め
の
基
準
等
を
定
め
た「
多
様
な
世
代
が
集

う
交
流
拠
点
と
し
て
の
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
選
定
要
綱
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
も
必
要
な
情
報
提
供
や
各
地
域
で

進
む
先
進
的
な
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
タ
ジ
ア

ム
・
ア
リ
ー
ナ
改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
確
保
や
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
社
会
課
題
の
解
決
と
い
っ
た
社
会
的
な
要
請
に

応
え
て
い
く
た
め
に
は
、
収
益
の
向
上
な
ど
安
定
的
な
経
営

基
盤
の
確
立
が
必
要
で
す
。
一
方
で
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
で
は
、

経
営
人
材
の
育
成
や
流
動
の
仕
組
み
が
十
分
で
な
い
こ
と
な

ど
が
要
因
で
、
専
門
性（
財
務
、
I
T
等
）や
国
際
的
な
視
野

の
あ
る
人
材
、
ま
た
そ
れ
ら
の
人
材
を
総
合
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
す
る
経
営
人
材
が
不
足
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
も
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
学
科（
ス
ポ
ー
ツ
M
B
A
）の
創
設
に
向
け
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
案
の
策
定
へ
の
支
援
や
、
外
部
人
材
の
流
入
促
進
の
た

め
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
中
央
競
技
団
体
に
よ

る
中
長
期
普
及
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
策
定
・
実
行
に
向
け

た
手
引
き
」を
令
和
2
年
3
月
に
策
定
す
る
と
と
も
に
、
他

の
中
央
競
技
団
体
の
参
考
と
な
る
モ
デ
ル
形
成
支
援
を
通
じ

て
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
経
営
力
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
成
長
産
業
化
の
た
め
の
基
盤
を
形

成
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
界
が
オ
ー
プ
ン
に
な
り
、
ス
ポ
ー

ツ
の
場
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
、
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
投
資
促
進
や
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
高
度
化
を
図
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
ス
ポ
ー
ツ
界
が
有

す
る
デ
ー
タ
・
権
利
・
施
設
等
の
多
様
な
リ
ソ
ー
ス
と
他
の
産

業
や
学
術
機
関
等
が
有
す
る
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
リ
ソ
ー
ス

と
の
融
合
を
促
し
、
新
た
な
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を
促
進

す
る
ス
ポ
ー
ツ
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（
S
O
I
P
）の
構
築
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
に

は
、
S
O
I
P
構
築
に
向
け
、
現
場
レ
ベ
ル
で
の
人
的
交
流
を

図
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
開
催
、
我
が
国
初
と
な
る
中
央
競
技

団
体
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
た
他
産
業
と

の
連
携
に
よ
る
新
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
今
後
も
、
関
係
団
体
等
と
の
連
携
強
化
を
図
る

スタジアム・アリーナの新設・建替構想と先進事例形成の現状

●

 長崎スタジアムシティスタジアム【ス】
 長崎スタジアムシティアリーナ

●

● ・鹿児島県総合体育館構想
・鹿児島市サッカー等スタジアム
・鹿児島県ドーム球場構想

 FFCC今治複合型
スマートスタジアム【経・ス】

●
●

・広島市サッカースタジアム

■
・香川新県立体育館

・秋田スタジアム構想【ス】
・秋田県立体育館建替

●
・モンテディオ山形新スタジアム【経】

 沖縄市多目的アリーナ
施設整備【経】■

 沖縄県サッカー専用
スタジアム構想

●

●

■・筑波大アリーナ【ス】●

・松本山雅新スタジアム

●

●

★兵庫県
 西宮市新体育館
 阪神タイガースファーム移転
 甲子園歴史館一部移転・拡張
 ノエビアスタジアム神戸

新スタジアム構想（改修）

・京都スタジアム【ス】
・京都府立大アリーナ【ス）

■

●

●

 スタジアム（栃木県総合スポーツゾーン）
 アリーナ（栃木県総合スポーツゾーン）
 栃木ウーヴァ スタジアム

・山梨県総合球技場【ス】

●
・まえばしスタジアム

■

●

●スタジアム・球技場（ 件）
■アリーナ・体育館 （ 件）
※ 年 月 日時点
（出典：各種報道資料等を基に

㈱日本経済研究所が作成）

■

■

●

●

★東京都
 （仮称）中野サンプラザアリーナ【ス】
 巨人 軍新球場
 有明アリーナ
 代々木公園サッカー専用スタジアム
 日野自動車スタジアム構想
 新国立競技場整備
 町田市陸上競技場「 仕様」改修
 東京体育館改修
 国立代々木競技場改修
 日本武道館増築・改修
 リーグナショナルアリーナ構想
 明治神宮野球場建替
 秩父宮ラグビー場建替

★神奈川県
 湘南スタジアム複合型競技場建設構想
 横浜文化体育館再整備
 横浜スタジアム改修【経】
 等々力陸上競技場改修
 等々力野球場改修
 新アリーナ構想
 相模原新スタジアム【ス】

 三重サッカー協会
スタジアム準備会議

●

●

■

●

・宮崎市アリーナ構想■

■・ HACHINOHE※
■・青森操車場跡地体育施設（アリーナ）

■

●■

■

 岡山新市庁舎総合型
アリーナ構想【ス】

■

●

 ヤフオク ドーム
大規模改修

 サガン鳥栖
ベストアメニティ
スタジアム改修

 アリーナ
（仮称）

●

・埼玉スタジアム 改修
・西武メットライフドーム改修
・大宮公園多機能スタジアム

●

●

●

●

 アスルクラロ沼津複合型スタジアム
 清水エスパルス新スタジアム構想
 静岡市民文化会館再整備
 静岡県遠州灘海浜公園新野球場構想

・宮崎県アリーナ新設（延岡市）■

・国府台野球場改修
・千葉競輪場アリーナ
・千葉ジェッツ 万人アリーナ

・盛岡市 万人規模野球場新設●■●

 熊本ヴォルターズ
アリーナ構想■

・徳島市立体育館移転新築

■

■

■

●

 レノファ山口複合
スタジアム構想

●・テゲバジャーロ宮崎新スタジアム

 桜スタジアム構想【ス】
 万博記念公園駅前アリーナ

★愛知県
●名古屋グランパス新スタジアム
●瑞穂陸上競技場改築
■豊田合成新アリーナ
■愛知県新体育館移転新築
■豊橋市新アリーナ構想【経】

 日本ハムファイターズ新球場

 富山経済同友会まちなか
スタジアム構想

 富山県全天候型多目的
施設整備（規模縮小）  福島市サッカー専用スタジアム

 いわき スタジアム構想※

●

 金沢市城北市民運動公園
市民サッカー場再整備

 （仮称）金沢アリーナ【ス】

 （仮称）びわ湖アリーナ【ス】
 滋賀県新県立体育館整備

 宮城スタジアム改修
 仮称）女川球技場整備

●

名称末尾の【 】は各省庁の関連支援対象
ス：スポーツ庁 スタジアム・アリーナ改革推進事業
経：経産省 スタジアム・アリーナを核としたまちづくりに関
する計画策定等事業
※：地域未来投資促進法に基づく地域経済牽引事業
計画が既に承認されているもの

●

■

■●

■

http://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop02/list/detail/1406525.htm
http://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop02/list/detail/1406525.htm
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と
と
も
に
、
国
内
に
お
け
る
先
進
的
な
取
組
を
顕
彰
す
る
コ

ン
テ
ス
ト
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

加
え
て
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
け
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
を
普
及
し
て
い
く
こ
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
と
施
設
の

稼
働
率
・
収
益
性
を
高
め
、
ス
ポ
ー
ツ
市
場
の
拡
大
や
ス
ポ
ー

ツ
実
施
率
向
上
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
平
成
30
年
6
月
か
ら
モ
デ
ル
形
成
に
向
け
た
実
証
事

業
を
行
う
と
と
も
に
、
令
和
2
年
3
月
に
は
、
地
方
公
共
団

体
及
び
施
設
管
理
者
向
け
に
、
施
設
情
報
の
オ
ー
プ
ン
化
の

た
め
の
プ
ロ
セ
ス
等
を
示
し
た「
ス
ポ
ー
ツ
指
導
ス
キ
ル
と
ス

ペ
ー
ス
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
導
入
手
引
き
」を
策
定
し

ま
し
た
。
今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
け
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ

コ
ノ
ミ
ー
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
先
行
す
る
モ
デ
ル
事
業
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
指
導
者
デ
ー
タ
の
オ
ー
プ
ン
化
や
導
入

の
効
果
検
証
等
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

6
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
を
図
る
上
で
は
、
地
域

の
特
色
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
の
推
進
を
図
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
資

源
を
掛
け
合
わ
せ
て
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む「
地
域
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」が
行
う
、
多
数
の
参
加
者
・
観
客
が
見
込
め

る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
キ
ャ

ン
プ
の
誘
致
等
の
活
動
に
対
し
、
平
成
27
年
度
よ
り
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
は
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
や
武

道
と
い
っ
た
日
本
が
誇
る
地
域
資
源
を
活い

か
し
た
取
組
を
行

う
5
地
域
を
支
援
し
ま
し
た
。

ま
た
、
幅
広
い
武
道
・
観
光
関
係
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
た

「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
」を
開
催
し
、
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
課
題
と
対
応
策
を
議
論
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
出
さ
れ

た
意
見
等
を
取
り
ま
と
め
た「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
方
針
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
意
義
を
地
方

へ
普
及
・
拡
大
さ
せ
る
た
め
、
全
国
4
か
所（
札
幌
・
名
古
屋
・

京
都
・
福
岡
）で
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

加
え
て
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
・
文
化
庁
・
観
光
庁
の
三
庁
連
携
施

策
の
一
つ
で
あ
る「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
ア
ワ
ー
ド
」に

お
い
て
、
全
国
か
ら
優
れ
た
取
組
を
募
集
し
、
金
沢
市
で
開

催
し
た「
第
4
回
ス
ポ
ー
ツ
文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

の
中
で
3
庁
の
代
表
者
よ
り
表
彰
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
30
年
3
月
に
取
り
ま
と
め
た「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
需
要
拡
大
戦
略
」に
基
づ
い
た
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
べ
く
、
令
和
元
年
度
は
日
本
の
ス
ノ
ー
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
魅
力
を
発
信
す
る
動
画
や
、
金
沢
市
の
武
道

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
組
を
特
集
し
た
動
画
を
作
成
し
、
国
内
外

に
配
信
し
ま
し
た
。

合
わ
せ
て
、
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ン
を
支
え
る
ス
ポ
ー

ツ
施
設
が
適
切
に
整
備
・
管
理
・
運
営
さ
れ
て
い
く
こ
と
も
重

要
で
す
。
安
全
で
魅
力
的
で
、
多
様
な
利
用
が
可
能
と
な
る

ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
、
持
続
的
に
地
域
に
存
在
し
て
い
く
た
め
の

施
策
を
展
開
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
引
き
続
き
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。

7
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国
際
交
流
・
協
力
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
価
値
を
共
有
し
、
広
め
て
い
く
た
め
に
は

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国
際
交
流
・
協
力
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
平
成
30
年
9
月
に
、
ス

ポ
ー
ツ
国
際
戦
略
を
策
定
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国
際
交

流
や
国
際
協
力
の
成
果
が
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
他
分
野
に

も
拡
大
す
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
組
を
進
め
て

い
ま
す
。

ま
ず
、「
ス
ポ
ー
ツ
国
際
展
開
基
盤
形
成
事
業
」に
お
い
て
、

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
国
際
政
策
を
統
合
的
に
展
開
し
、
そ
の

効
果
を
最
大
限
に
高
め
る
べ
く
、
国
際
競
技
連
盟（
I
F
）等

の
役
員
ポ
ス
ト
獲
得
や
、
国
際
的
な
実
務
能
力
及
び
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
有
す
る
人
材
の
養
成
に
対
す
る
支
援
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
国
内
外
の
情
報
を
収
集
・
分
析
す
る
拠
点
を
形

成
し
、
戦
略
的
な
情
報
発
信
を
行
い
、
国
際
ス
ポ
ー
ツ
界
に

お
け
る
我
が
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
国
際
展
開
の
効
果
を
他
分
野
に
拡
大
さ

せ
る
た
め
、
平
成
30
年
7
月
に
ス
ポ
ー
ツ
産
業
分
野
に
関
し
、

ス
ポ
ー
ツ
庁
、
経
済
産
業
省
、
独
立
行
政
法
人
日
本
貿
易
振

興
機
構（
J
E
T
R
O
）及
び
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
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振
興
セ
ン
タ
ー
（
J
S
C
）の
4
者
で
基
本
合
意
書
を
締
結
し

ま
し
た
。
我
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
と
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
海
外
展
開

の
促
進
の
た
め
、
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
け
る
各
国
と
の
連
携
を
強

化
す
る
た
め
に
、
国
際
的
な
対
話
枠
組
み
の
構
築
も
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
よ
り
日
中
韓
ス
ポ
ー
ツ
大

臣
会
合
が
、
平
成
29
年
度
よ
り
日
・
A
S
E
A
N
ス
ポ
ー
ツ
大

臣
会
合
が
隔
年
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
に
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
で「
第
2
回
日
・
A
S
E
A
N
ス
ポ
ー
ツ

大
臣
会
合
」及
び「
第
1
回
日
・
A
S
E
A
N
女
性
ス
ポ
ー
ツ

会
合
」が
開
催
さ
れ
、
日
・
A
S
E
A
N
統
合
基
金
を
活
用
し

た
日
・
A
S
E
A
N
間
の
女
性
ス
ポ
ー
ツ
協
力
分
野
に
お
け
る

具
体
事
業
の
実
施
に
向
け
た
合
意
に
至
り
ま
し
た
。

加
え
て
、
各
国
と
の
ス
ポ
ー
ツ
協
力
を
よ
り
密
に
す
る
た

め
、
2
国
間
の
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
け
る
覚
書
を
現
在
28
か

国
と
締
結
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
2
0
2
0
年
東
京
大
会
に
向
け
て
、
①
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国
際
協
力
及
び
国
際
交
流
、
②
国
際
ス

ポ
ー
ツ
人
材
育
成
拠
点
の
構
築
、
③
国
際
的
な
ア
ン
チ
ド
ー

ピ
ン
グ
推
進
体
制
の
強
化
支
援
を
柱
と
す
る「Sport�for�

T
om

orrow

（
S
F
T
）」プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
2
0
1
4
年
か
ら
2
0
2
0
年
ま
で
の

7
年
間
で
、
開
発
途
上
国
を
は
じ
め
と
す
る
1
0
0
か
国
以

上
の
国
に
お
い
て
、
1
0
0
0
万
人
以
上
を
対
象
に
、
世
界

の
よ
り
良
い
未
来
の
た
め
に
、
未
来
を
担
う
若
者
を
は
じ
め

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
々
に
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
広
げ
て
い
く
取
組
で
す
。

具
体
的
に
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
国
・
地
域
拡
大
支
援
、

学
校
体
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
策
定
支
援
、
長
期
・
短
期
の
人
材
養

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
2
0
1
9
年
9
月
末
ま

で
に
予
定
よ
り
早
く
1
0
0

か
国
・
1
0
0
0
万
人
以
上

の
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。

令
和
3
年
に
は
、
ワ
ー

ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ

2
0
2
1
関
西
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
主
に
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
活
躍
す
る

大
会
で
す
が
、
ワ
ー
ル
ド
マ

ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
は
概
ね
30
歳
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
で

あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

我
が
国
で
国
際
競
技
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
は
、
我
が
国

の
競
技
力
向
上
に
資
す
る
環
境
の
構
築
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の

競
技
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
を
通
じ
て
多
く
の
国
民
に

夢
や
感
動
を
与
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
大

会
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
、
地
域
の
一
体
感
の
醸
成
や
ス
ポ
ー

ツ
人
口
・
関
心
層
の
拡
大
等
の
社
会
的
効
果
や
、
観
光
客
数

の
増
加
等
の
経
済
効
果
の
創
出
に
つ
な
が
り
ま
す
。
国
際
競

技
大
会
の
積
極
的
な
招
致
・
開
催
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、

関
係
団
体
等
と
の
連
絡
調
整
を
行
い
、
必
要
な
協
力
・
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
ス
ポ
ー
ツ
の
力
を
活
用
し
な

が
ら
、
国
際
交
流
・
協
力
を
戦
略
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

8
我
が
国
の
国
際
競
技
力
の
向
上
に
つ
い
て

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
は
じ
め
と
す

る
国
際
競
技
大
会
に
お
け
る
日
本
代
表
選
手
の
活
躍
は
、
国

民
に
夢
と
希
望
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
第
2
期
ス
ポ
ー
ツ

基
本
計
画
や「
競
技
力
強
化
の
た
め
の
今
後
の
支
援
方
針（
鈴

木
プ
ラ
ン
）」（
平
成
28
年
10
月
）に
基
づ
き
、
国
際
競
技
力
の

向
上
に
向
け
て
以
下
の
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、
各
競
技
団
体
が
行
う
日
常
的
・
継
続
的
な
強

化
活
動
の
支
援
で
す
。
2
0
1
9
年
度
か
ら
、「
ラ
ス
ト
ス
パ
ー

ト
期
」と
し
て
そ
れ
ま
で
の
各
競
技
団
体
の
成
果
を
踏
ま
え
、

「
メ
ダ
ル
獲
得
の
最
大
化
」の
考
え
の
も
と
支
援
を
柔
軟
か
つ

大
胆
に
重
点
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
競
技
団
体
が
中
長
期
の
強
化
戦
略
に
基
づ
い

て
競
技
力
強
化
を
行
う
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
、
J
S
C
に

J
O
C
・
J
P
C
等
を
含
め
た
協
働
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
競
技

団
体
の
強
化
戦
略
プ
ラ
ン
に
お
け
る
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
各

段
階
で
多
面
的
に
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
次
世
代
ア
ス
リ
ー
ト
を
発
掘
・
育
成
す
る
戦
略

的
な
体
制
等
の
構
築
で
す
。
J
S
C
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、

J
O
C
、
J
P
C
及
び
地
方
公
共
団
体
等
と
連
携
し
、
全
国

各
地
の
将
来
有
望
な
ア
ス
リ
ー
ト
の
効
果
的
な
発
掘
・
育
成
を

支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。

三
つ
目
は
、
ス
ポ
ー
ツ
医
・
科
学
、
技
術
開
発
、
情
報
等

に
よ
る
多
面
的
で
高
度
な
支
援
の
充
実
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
医
・

科
学
研
究
、
支
援
を
行
う
中
枢
機
関
で
あ
る
国
立
ス
ポ
ー
ツ

科
学
セ
ン
タ
ー
（
J
I
S
S
）と
高
度
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環
境

を
提
供
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
N
T
C
）

の
機
能
を
一
体
的
に
捉
え
た
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、
情
報
収
集
・
分
析

や
競
技
用
具
の
開
発
等
を
行
う
体
制
の
整
備
な
ど
、
国
際
競

技
力
が
中
長
期
に
わ
た
っ
て
向
上
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
メ
ダ
ル
獲
得
の
可
能
性
が
高
い
競
技
を
対
象

に
、
ス
ポ
ー
ツ
医
・
科
学
、
情
報
に
よ
る
専
門
的
か
つ
高
度
な
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支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
と
異
分
野
の
知
見
を
活
用
す
る
な
ど
独

創
的
で
革
新
的
な
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
次
世
代

を
担
う
優
秀
な
研
究
者
を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
拠
点

を「
ス
ポ
ー
ツ
研
究
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
」と
し
て
指
定
し
、

J
I
S
S
と
の
連
携
に
よ
る
成
果
の
活
用
を
含
め
て
、
競
技
力

向
上
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

四
つ
目
は
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

拠
点
の
充
実
で
す
。
N
T
C
に
つ
い
て
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
の
更
な
る
共
同
利
用
化
等
を
見
据

え
拡
充
整
備
に
取
り
組
み
、
令
和
元
年
6
月
末
に
完
成
し
ま

し
た
。

ま
た
、
N
T
C
で
対
応
で
き
な
い
冬
季
、
海
洋
・
水
辺
系
、

屋
外
系
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
、
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
及
び
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環
境
の
充
実
を
図
る
た

め
、
既
存
施
設
を
N
T
C
競
技
別
強
化
拠
点
施
設
と
し
て

指
定
し
て
い
ま
す
。
N
T
C
競
技
別
強
化
拠
点
施
設
に
つ
い

て
は
、
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
拠
点
近
隣
の
関
係
機

関
・
施
設
と
も
連
携
を
図
り
、
競
技
力
向
上
に
必
要
な
機
能

を
拠
点
施
設
に
付
加
す
る
べ
く
、
機
能
強
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
2
0
2
0
年
東
京
大
会
に
向
け
て
支

援
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
強
力
で
持
続
可
能

な
支
援
体
制
と
し
て
構
築
・
継
承
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

9
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
の

確
保
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
は
本
来
、
見
る
人
々
を
感
動
さ
せ
、
国
民
に
勇

気
を
与
え
る
も
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
、
ス
ポ
ー
ツ

選
手
等
に
よ
る
違
法
賭と

博ば
く

や
違
法
薬
物
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
で

の
不
正
経
理
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
に
よ
る
暴
力
、
フ
ァ
ン
等
に

よ
る
人
種
差
別
や
暴
力
行
為
、
他
者
へ
の
不
正
行
為
等
、
ス

ポ
ー
ツ
の
価
値
を
損
な
う
問
題
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
第
2
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
で
は
、
2
0
2
0
年
東
京

大
会
に
向
け
て
、
我
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ（
誠

実
性
・
健
全
性
・
高
潔
性
）を
高
め
、
ク
リ
ー
ン
で
フ
ェ
ア
な

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
一
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
通
じ
て
、
ス

ポ
ー
ツ
の
価
値
の
一
層
の
向
上
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
平
成
30
年
12
月
20
日
に「
ス
ポ
ー
ツ
・

イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」を
策

定
し
ま
し
た
。
同
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
お
け

る
適
正
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
確
保
を
図
る
仕
組
み
を
導
入
す
る
こ

と
と
し
、
J
S
C
及
び
統
括
団
体（
J
S
P
O
、
J
O
C
、
公

益
財
団
法
人
日
本
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会（
J
P
S
A
））と

連
携
し
、
中
央
競
技
団
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
確
保
の
た
め
に
協

力
し
て
取
り
組
む
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
平
成
30
年
12
月

に「
ス
ポ
ー
ツ
政
策
推
進
に
関
す
る
円
卓
会
議
」を
開
催
し
ま

し
た
。

ま
た
、
平
成
31
年
2
月
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
審
議
会
ス
ポ
ー
ツ
・

イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
部
会
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
遵
守
す

べ
き
原
則
・
規
範
を
定
め
た「
ス
ポ
ー
ツ
団
体
ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー

ド
」に
関
す
る
審
議
を
開
始
し
、
令
和
元
年
6
月
に「
ス
ポ
ー

ツ
団
体
ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー
ド
」〈
中
央
競
技
団
体
向
け
〉、
8
月

に「
ス
ポ
ー
ツ
団
体
ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー
ド
」〈
一
般
ス
ポ
ー
ツ
団

体
向
け
〉を
そ
れ
ぞ
れ
策
定
し
ま
し
た
。
同
コ
ー
ド
の
策
定
に

よ
り
、
単
に
不
祥
事
事
案
の
未
然
防
止
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ス

ポ
ー
ツ
の
価
値
が
最
大
限
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
そ
の
重
要
な

担
い
手
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
お
け
る
適
正
な
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
確
保
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
同
コ
ー
ド
に
基
づ
き
、

令
和
2
年
度
か
ら
、
中
央
競
技
団
体
は
自
ら
の
取
組
状
況
を

説
明
・
公
表
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
が
加
盟
す
る
統
括
団
体

か
ら
適
合
性
審
査
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
中

央
競
技
団
体
以
外
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体（
一
般
ス
ポ
ー
ツ
団
体
）

に
お
い
て
は
、
令
和
2
年
度
開
設
予
定
の
J
S
C
の
専
用
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
活
用
し
、
同
コ
ー
ド
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に

基
づ
く
自
己
説
明
を
自
主
的
に
行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

2
0
2
0
年
東
京
大
会
は
、
ド
ー
ピ
ン
グ
の
な
い
ク
リ
ー
ン

な
大
会
と
す
る
こ
と
が
世
界
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
等

を
踏
ま
え
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
て
、

ド
ー
ピ
ン
グ
防
止
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
ア
ン
チ
・
ド
ー
ピ
ン
グ

機
構
と
協
力
し
、
世
界
各
国
か
ら
参
加
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
の

ド
ー
ピ
ン
グ
検
査
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
英
語
等
の
言
語
能

力
や
豊
富
な
実
地
経
験
を
備
え
た
ド
ー
ピ
ン
グ
検
査
員
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
J
S
C
と
連
携
し
、
禁
止
物
質
の
不
正
取
引
や
正

当
な
理
由
の
な
い
禁
止
物
質
の
保
有
な
ど
、
ド
ー
ピ
ン
グ
検

査
だ
け
で
は
捕
捉
で
き
な
い
ド
ー
ピ
ン
グ
防
止
規
則
違
反
に
対

応
す
る
た
め
、
ド
ー
ピ
ン
グ
通
報
窓
口
の
運
用
等
を
通
じ
た

情
報
収
集
や
専
門
的
知
見
か
ら
の
分
析
な
ど
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
我
が
国
の
ア
ス
リ
ー
ト
等
か
ら
ド
ー
ピ
ン
グ
防
止

規
則
違
反
を
出
さ
な
い
よ
う
、
若
い
世
代
へ
の
教
育
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
学
校
教
育
課
程
に
お
い
て
ド
ー
ピ
ン
グ
防
止

を
含
む
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
教
育
の
促
進
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
に
加
え
て
、
令
和
元
年
度
か
ら
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
を

「
意
図
し
な
い
ド
ー
ピ
ン
グ
」か
ら
守
る
た
め
、
医
療
従
事
者

に
対
す
る
情
報
提
供
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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文
化
芸
術
は
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
創
造
力
と
感

性
を
育
む
な
ど
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
糧
で

す
。
ま
た
、
文
化
芸
術
は
、
そ
れ
を
通
じ
て
あ
ら
ゆ
る
人
々

が
社
会
に
参
画
す
る
こ
と
で
、
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
心
豊
か
な
社
会
の
形
成
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
ほ

か
、
観
光
や
ま
ち
づ
く
り
、
産
業
等
の
関
連
分
野
に
お
い
て
、

新
た
な
需
要
や
高
い
付
加
価
値
を
生
み
出
し
、
質
の
高
い
経

済
活
動
等
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
な
ど
、
多
様
な
価
値
を

有
し
て
お
り
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
文
化
庁
は
、

こ
う
し
た
文
化
の
振
興
を
図
り
、「
文
化
芸
術
立
国
」の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

文
化
芸
術
推
進
基
本
計
画（
第
一
期
）と

文
化
庁
予
算
と
組
織

1
文
化
芸
術
推
進
基
本
計
画（
第
一
期
）に
つ
い
て

政
府
は
、
文
化
芸
術
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
改
正
文
化
芸
術
基
本
法
に
基
づ
き
、

文
化
審
議
会
や
文
化
芸
術
推
進
会
議
等
を
経
て「
文
化
芸
術

推
進
基
本
計
画
」（
以
下「
基
本
計
画
」）を
定
め
て
い
ま
す
。

基
本
計
画
で
は
、
文
化
芸
術
が
本
質
的
価
値
に
加
え
、
社

会
的
・
経
済
的
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
確
化
し

た
ほ
か
、
少
子
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
高
度
情
報
化
な

ど
変
化
す
る
社
会
の
要
請
に
応
じ
つ
つ
、
関
連
分
野
と
の
連

携
を
視
野
に
入
れ
た
総
合
的
な
文
化
芸
術
政
策
の
展
開
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
今
後
の
文
化
芸
術
政
策
の
目

指
す
べ
き
姿
と
し
て
次
の
四
つ
の
目
標
と
、
今
後
の
5
年
間

（
平
成
30
度
か
ら
令
和
4
年
度
）の
文
化
芸
術
政
策
の
基
本
的

な
方
向
性
と
し
て
六
つ
の
戦
略
を
定
め
て
い
ま
す
。

目
標
１
文
化
芸
術
の
創
造
・
発
展
・
継
承
と
教
育

目
標
２
創
造
的
で
活
力
あ
る
社
会

目
標
３
心
豊
か
で
多
様
性
の
あ
る
社
会

目
標
４
地
域
の
文
化
芸
術
を
推
進
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム

戦
略
１
文
化
芸
術
の
創
造
・
発
展
・
継
承
と
豊
か
な
文
化

芸
術
教
育
の
充
実

戦
略
２
文
化
芸
術
に
対
す
る
効
果
的
な
投
資
と
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
実
現

戦
略
３
国
際
文
化
交
流
・
協
力
の
推
進
と
文
化
芸
術
を
通

じ
た
相
互
理
解
・
国
家
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
へ
の
貢
献

戦
略
４
多
様
な
価
値
観
の
形
成
と
包
括
的
環
境
の
推
進
に

よ
る
社
会
的
価
値
の
醸
成

戦
略
５
多
様
で
高
い
能
力
を
有
す
る
専
門
的
人
材
の
確

保
・
育
成

戦
略
６
地
域
の
連
携
・
協
働
を
推
進
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
形
成

関
係
府
省
庁
を
は
じ
め
各
関
係
機
関
と
の
連
携
及
び
協
働

を
図
り
な
が
ら
、
基
本
計
画
に
基
づ
き
必
要
な
取
組
を
進
め

ま
す
。

2
文
化
庁
予
算
及
び
組
織
に
つ
い
て

令
和
2
年
度
文
化
庁
予
算
に
お
い
て
は
、
首
里
城
や
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
で
の
火
災
を
踏
ま
え
、
災
害
等
か
ら
文
化

財
を
護
る
た
め
の
防
災
対
策
や
文
化
財
の
確
実
な
継
承
に
向

け
た
保
存
・
活
用
の
促
進
、
舞
台
芸
術
な
ど
の
文
化
芸
術
の

創
造
活
動
や
、
文
化
芸
術
人
材
の
育
成
及
び
子
供
た
ち
の
文

化
芸
術
体
験
の
推
進
、
文
化
振
興
の
拠
点
と
し
て
の
博
物
館

活
動
へ
の
支
援
な
ど
文
化
発
信
を
支
え
る
基
盤
の
整
備
・
充

実
な
ど
、
対
前
年
度
0
・
1
億
円
増
の
1
0
6
7
億
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
国
際
観
光
旅
客
税
財
源
を
活
用
し
、「
日
本

博
」を
契
機
と
し
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
拡
充
な
ど
、
文
化
資

源
の
磨
き
上
げ
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
た
め
の
環
境
整
備
を

行
い
ま
す
。

ま
た
、
文
化
庁
と
し
て
新
た
な
政
策
課
題
に
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
適
切
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
博
物
館
・
美
術
館
の

活
動
支
援
体
制
の
強
化
や
食
文
化
の
推
進
に
向
け
た
体
制
整

備
を
図
る
こ
と
と
し
、
令
和
2
年
度
か
ら
参
事
官（
文
化
観

光
担
当
）及
び
参
事
官（
食
文
化
担
当
）を
新
設
し
ま
し
た
。

京
都
へ
の
本
格
移
転
に
向
け
た
取
組

平
成
30
年
6
月
に「
文
部
科
学
省
設
置
法
」等
を
改
正
し
、

そ
の
附
帯
決
議
に
お
い
て
、「
文
化
庁
が
京
都
へ
の
本
格
移
転

に
向
け
、
予
定
し
て
い
る
そ
の
効
果
及
び
影
響
の
検
証
結
果

に
つ
い
て
は
、
文
化
庁
の
京
都
移
転
が
、
政
府
関
係
機
関
の

地
方
へ
の
移
転
の
先
行
事
例
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
適
宜

「
文
化
芸
術
立
国
」の
実
現
を
目
指
し
て

文
化
庁
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国
会
へ
報
告
す
る
こ
と
」と
さ
れ
ま
し
た
。
す
で
に
平
成
29
年

度
か
ら
先
行
移
転
と
し
て
京
都
で
設
置
さ
れ
て
い
る「
地
域
文

化
創
生
本
部
」へ
一
部
の
職
員
を
派
遣
し
、
京
都
で
執
務
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
令
和
元
年
度
に
は
、
臨
時
国
会
期
間
中

に
一
部
職
員
が
京
都
で
執
務
を
行
う
と
と
も
に
、
テ
レ
ビ
会

議
等
の
機
器
を
活
用
し
会
議
等
へ
の
出
席
を
行
う
な
ど
、
本

格
的
な
移
転
を
見
据
え
た
業
務
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

移
転
時
期
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
の
工
期
延
伸
に
よ
り
令
和

4
年
8
月
下
旬
竣
工
を
目
指
す
こ
と
が
京
都
府
よ
り
示
さ
れ

ま
し
た
が
、
竣
工
後
速
や
か
に
移
転
で
き
る
よ
う
、
引
き
続

き
京
都
府
・
京
都
市
や
関
係
省
庁
、
地
方
創
生
や
観
光
な
ど

の
関
連
分
野
と
も
連
携
し
な
が
ら
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
を
契
機
と
し
た
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

1
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
に
つ
い
て

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
は
、
文
化
の
祭
典
で
も
あ
り
、
魅
力
あ
る
日
本
文
化
を

世
界
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
文
化
資
源
を
掘
り
起

こ
し
、
地
方
創
生
や
観
光
振
興
の
実
現
に
も
つ
な
げ
る
絶
好

の
機
会
で
す
。

こ
の
た
め
、
文
化
庁
で
は
、
大
会
組
織
委
員
会
や
関
係
省

庁
、
地
方
公
共
団
体
、
民
間
団
体
等
と
連
携
し
つ
つ
、「
日

本
博
」を
は
じ
め
と
す
る
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
各
地
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
情

報
を
広
く
収
集
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
管
理
・
集
約
す
る

「
文
化
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」や
そ
の
情
報
を
基
に
し
た
文

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
総
合
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「Culture�N

IPPO
N

」

の
試
験
的
な
運
用
に
も
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令

和
２
年
２
月
18
日
に
は
、
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
促
進

等
を
目
的
と
し
て「
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
促
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」を
開
催
し
、
大
会
組
織
委
員
会
や
東
京
都
と
と
も
に
、

文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

2
「
日
本
博
」に
つ
い
て

文
化
庁
で
は
、
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
契
機
と
す
る
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
核
的

事
業
と
し
て
、「
日
本
博
」を
全
国
各
地
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

「
日
本
博
」は
、
縄
文
時
代
か
ら
現
代
ま
で
続
く
日
本
の
美

を
各
分
野
に
わ
た
っ
て
体
系
的
に
展
開
し
て
い
く
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、「
日
本
人
と
自
然
」と
い
う
総
合
テ
ー
マ
の

下
に
各
地
域
が
誇
る
様
々
な
文
化
資
源
を
年
間
通
じ
て
体
系

的
に
創
成
・
展
開
す
る
と
と
も
に
、
国
内
外
へ
の
戦
略
的
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
、
文
化
に
よ
る
国
家
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
強
化
、
観
光
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
飛
躍
的
・
持
続
的
拡
充
を
図

り
ま
す
。

3
「
文
化
観
光
拠
点
施
設
を
中
核
と
し
た
地
域
に

お
け
る
文
化
観
光
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」に

つ
い
て

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
は
世
界

中
の
注
目
が
日
本
に
集
ま
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
こ
の
機
を

捉
え
、
文
化
の
振
興
を
起
点
と
し
て
、
観
光
の
振
興
及
び
地

域
の
活
性
化
の
好
循
環
を
創
出
す
る
た
め
に
は
、
地
域
に
お

い
て
文
化
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
拡
大
し
、

こ
れ
に
よ
り
国
内
外
か
ら
の
観
光
旅
客
の
来
訪
を
促
進
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、

博
物
館
等
の
文
化
施
設
を
拠
点
と
し
て
、
地
域
の
文
化
観
光

を
推
進
す
る
た
め
、「
文
化
観
光
拠
点
施
設
を
中
核
と
し
た

地
域
に
お
け
る
文
化
観
光
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
」を
国

会
に
提
出
し
、
令
和
２
年
４
月
10
日
に
成
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
で
は
、
新
た
に「
文
化
観
光
」を
、
文
化
資
源
の

観
覧
や
文
化
体
験
等
を
通
じ
て
、
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
観
光
と
し
て
定
義
し
、
地
域
に

お
け
る
文
化
観
光
の
推
進
の
拠
点
と
な
る
文
化
施
設
を「
文

化
観
光
拠
点
施
設
」と
定
義
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
文
化
観
光
を
地
域
で
推
進
し
て
い
く

た
め
、
主
務
大
臣
で
あ
る
文
部
科
学
大
臣
と
国
土
交
通
大
臣

が
定
め
る
基
本
方
針
に
基
づ
く
拠
点
計
画
及
び
地
域
計
画
の

認
定
や
、
当
該
認
定
を
受
け
た
計
画
に
基
づ
く
事
業
に
対
す

る
特
別
の
措
置
等
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
の
法
律
上
の
措
置
に
加
え
、
関
連
す
る
予
算
・

地
方
財
政
措
置
・
税
制
も
含
め
た
総
合
的
な
支
援
を
通
じ
、

地
域
に
お
け
る
文
化
観
光
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

舞
台
芸
術
活
動
等
の
推
進

我
が
国
の
舞
台
芸
術
の
水
準
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、

よ
り
多
く
の
国
民
に
対
し
て
優
れ
た
舞
台
芸
術
の
鑑
賞
機
会

を
提
供
す
る
た
め
、
音
楽
、
舞
踊
、
演
劇
、
伝
統
芸
能
、
大

衆
芸
能
と
い
っ
た
公
演
活
動
に
つ
い
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
我
が
国
の
優
れ
た
舞
台
芸
術
を
世
界
に
発
信
す

る
た
め
の
取
組
に
対
し
て
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
国
際
発
信

力
を
強
化
し
、
国
際
文
化
交
流
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
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ほ
か
、
芸
術
の
創
造
と
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
文
化
庁
芸
術
祭
」を
毎
年
秋
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
次
代
の
文
化
芸
術
を
担
う
新
進
芸
術
家
等
に
対

し
高
度
な
技
術
・
知
識
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
事
業
や
文
化
の

作
り
手
と
受
け
手
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
う
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
人
材
を
育
成
す
る
事
業
の
ほ
か
、
若
手
芸
術
家
が
海
外
で

の
実
践
的
な
研
修
に
従
事
す
る
機
会
を
提
供
す
る
等
の
人
材

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
振
興

1
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ン
ガ
な
ど
の

メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
振
興

我
が
国
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
マ
ン
ガ
、
ゲ
ー
ム
、
メ

デ
ィ
ア
ア
ー
ト
等
の
メ
デ
ィ
ア
芸
術
は
、
そ
の
作
品
を
通
じ

て
広
く
国
民
に
親
し
ま
れ
る
と
と
も
に
、
海
外
で
高
く
評
価

さ
れ
、
我
が
国
へ
の
理
解
や
関
心
を
高
め
て
い
ま
す
。

こ
の
メ
デ
ィ
ア
芸
術
を
一
層
振
興
す
る
た
め
、
創
作
活
動

へ
の
支
援
、
普
及
、
人
材
育
成
な
ど
に
重
点
を
置
い
て
、
施

策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
の
開
催
を
一
つ

の
柱
と
し
て
我
が
国
の
優
れ
た
メ
デ
ィ
ア
芸
術
作
品
を
国
内

外
に
発
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
優
秀
な
若
手
ク
リ
エ
イ

タ
ー
や
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
の
育
成
支
援
等
を
通
じ
次
世
代
を
担

う
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
る
ほ
か
、
メ
デ
ィ
ア
芸
術
作
品

の
収
集
・
保
存
・
活
用
の
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

2
日
本
映
画
の
振
興

映
画
は
、
演
劇
や
音
楽
、
美
術
等
の
諸
芸
術
を
含
ん
だ
総

合
芸
術
で
あ
り
、
国
民
の
最
も
身
近
な
娯
楽
の
一
つ
と
し
て

生
活
の
中
に
定
着
し
て
い
る
、
国
民
的
な
芸
術
文
化
で
す
。

文
化
庁
で
は
日
本
映
画
の
振
興
の
た
め
、
優
れ
た
日
本
映

画
の
製
作
支
援
や
撮
影
環
境
の
充
実
等
を
通
じ
て
創
造
活
動

を
促
進
す
る
ほ
か
、
国
内
外
の
映
画
祭
等
に
お
け
る
積
極
的

な
発
信
・
海
外
展
開
・
人
材
交
流
を
行
う
と
と
も
に
、
日
本

映
画
の
魅
力
や
多
様
性
を
強
化
し
、
そ
の
基
盤
を
維
持
す
る

た
め
、
映
画
に
関
わ
る
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
の
芸
術
教
育
の
充
実
・
文
化
芸
術
活
動
の

推
進

1
学
校
に
お
け
る
芸
術
教
育
・
文
化
部
活
動
の
充
実

①
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
芸
術
教
育
の
充
実

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
た
伝
統
音
楽
研
修
会
に
加
え
、
令

和
元
年
度
か
ら
新
た
に
小
・
中
・
高
等
学
校
等
で
芸
術
系
教

科
等
を
担
当
す
る
教
員
等
の
研
修
会
を
実
施
し
、
学
校
に
お

け
る
芸
術
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

②
子
供
た
ち
の
体
験
活
動
機
会
拡
大
の
た
め
の
取
組

子
供
た
ち
の
豊
か
な
創
造
力
・
想
像
力
や
思
考
力
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
を
養
う
と
と
も
に
、
将
来
の
芸
術
家

や
観
客
層
を
育
成
し
、
優
れ
た
文
化
芸
術
の
創
造
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
小
学
校
・
中
学
校
等
に
お
い
て
、
一

流
の
文
化
芸
術
団
体
に
よ
る
実
演
芸
術
の
巡
回
公
演
や
、
個

人
又
は
少
人
数
の
芸
術
家
を
派
遣
し
、
芸
術
家
に
よ
る
計
画

的
・
継
続
的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
含
め
た
質
の
高
い
文
化

芸
術
を
鑑
賞
・
体
験
す
る
機
会
の
確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。

③
文
化
部
活
動
の
環
境
整
備
の
た
め
の
取
組

生
徒
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
生
活
や
学
校
の
働
き
方
改
革

の
観
点
か
ら「
文
化
部
活
動
の
在
り
方
に
関
す
る
総
合
的
な

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
平
成
30
年
12
月
に
策
定
し
、
公
表
し
ま
し

た
。
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
義
務
教
育
で
あ
る
中
学
校
段
階

の
文
化
部
活
動
を
主
な
対
象（
高
等
学
校
段
階
に
お
い
て
も

原
則
的
に
適
用
、
小
学
校
段
階
に
つ
い
て
も
休
養
日
や
活
動

時
間
を
適
切
に
設
定
す
る
こ
と
）と
し
、「
適
切
な
運
営
の
た

め
の
体
制
整
備
」「
適
切
な
休
養
日
等
の
設
定
」「
大
会
等
の

見
直
し
」等
に
つ
い
て
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
持
続
可

能
な
文
化
部
活
動
に
か
か
る
取
組
を
徹
底
す
る
よ
う
、
地
方

公
共
団
体
、
教
育
委
員
会
及
び
学
校
法
人
等
の
学
校
設
置

者
、
学
校
並
び
に
関
係
団
体
に
求
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
校
生
の
芸
術
文
化
活
動
の
向
上
・
充
実
と
、
相

互
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
、
昭
和
52
年
か
ら
続

く
我
が
国
最
大
規
模
の
高
校
生
の
文
化
の
祭
典
で
あ
る
、「
全

国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。
第
44
回

新国立劇場オープニング公演
オペラ「エウゲニ・オネーギン」
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と
な
る
令
和
2
年
度
は
、

「
蒼そ

う

海か
い

の
知　

緑
樹
の
感　

陽
光
の
志　

い
ま
、
南

国
土
佐
に
集
う
と
き
」を

大
会
テ
ー
マ
と
し
て
、
高
知
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
に
お
い
て
、
演
劇
、
日
本
音
楽
、
郷
土
芸
能
の

各
部
門
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
高
校
等
が
、
東
京
の
国
立

劇
場
に
一
堂
に
会
し
、
演
技
・
演
奏
を
披
露
す
る「
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
優
秀
校
東
京
公
演
」を
毎
年
夏
に
開
催
す

る
ほ
か
、
我
が
国
の
伝
統
文
化
の
継
承
・
発
展
に
取
り
組
む

高
校
生
が
日
頃
の
成
果
を
披
露
し
、
交
流
す
る
場
と
な
る
全

国
高
校
生
伝
統
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
京
都
で
開
催
し
て
い

ま
す
。

2
子
供
た
ち
の
文
化
芸
術
活
動
の
推
進

子
供
た
ち
が
親
と
と
も
に
、
民
俗
芸
能
、
工
芸
技
術
、
邦

楽
、
日
本
舞
踊
、
茶
道
、
華
道
な
ど
の
伝
統
文
化･

生
活
文

化
等
を
体
験･

修
得
で
き
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ま
で
体
験
機
会
の
な
か
っ
た
地
域
の
子
供
た
ち
に
も
、
地

方
公
共
団
体
が
中
心
と
な
り
、
地
域
の
指
導
者
等
の
協
力
に

よ
り
、
体
験
活
動
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

文
化
芸
術
に
よ
る
共
生
社
会
の
実
現

1
障
害
者
等
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
の
推
進

平
成
30
年
6
月
に「
障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
同
法
に

基
づ
く
国
の
基
本
計
画
が
平
成
31
年
3
月
に
策
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動

の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
障
害
の
あ
る
方
々
の
優
れ
た
文
化

芸
術
活
動
の
国
内
外
で
の
公
演
・
展
示
の
実
施
や
助
成
採
択

し
た
映
画
作
品
や
劇
場
・
音
楽
堂
等
に
お
い
て
公
演
さ
れ
る
実

演
芸
術
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
字
幕
・
音
声
ガ
イ
ド
制
作
へ
の
支
援
、

特
別
支
援
学
校
の
生
徒
に
よ
る
作
品
の
展
示
や
実
演
芸
術
の

発
表
の
場
の
提
供
等
、
障
害
者
の
文
化
芸
術
活
動
の
充
実
に

向
け
た
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
立
美
術
館
、
国
立
博
物
館
で
、
展
覧
会
の
入

場
料
を
無
料
と
し
て
い
る
ほ
か
、
全
国
各
地
の
劇
場
、
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
、
美
術
館
、
博
物
館
等
に
お
い
て
、
車
い
す
使

用
者
も
利
用
が
で
き
る
ト
イ
レ
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
行

う
等
、
障
害
の
あ
る
方
々
に
対
す
る
環
境
改
善
も
進
め
て
い

ま
す
。

2
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興

文
化
庁
で
は
、
ア
イ
ヌ
を
主
題
と
し
た
初
の
国
立
博
物
館

で
あ
る「
国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
」の
令
和
2
年
度
の
開
館

に
向
け
た
準
備
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

「
国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
」は
、
ア
イ
ヌ
の
歴
史
や
文
化

を
主
題
と
し
た
初
め
て
の
国
立
博
物
館
で
あ
り
、「
私
た
ち
の

こ
と
ば
」な
ど「
私
た
ち
の
」で
始
ま
る
六
つ
の
テ
ー
マ
で
、
ア

イ
ヌ
の
人
々
の
視
点
か
ら
紹
介
す
る
基
本
展
示
を
は
じ
め
、

体
験
キ
ッ
ト
を
手
に
取
っ
て
理
解
を
深
め
る
探
究
展
示�

テ
ン

パ
テ
ン
パ
※
、
高
精
細
の
映
像
が
楽
し
め
る
シ
ア
タ
ー
、
テ
ー

マ
展
示
や
特
別
展
示
等
を
通
し
て
、
ア
イ
ヌ
の
歴
史
や
文
化

を
総
合
的
・
一
体
的
に
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、
館
内
の
第
一
言
語
を
ア
イ
ヌ
語
と
し
、
サ
イ
ン
や

展
示
解
説
等
に
ア
イ
ヌ
語
を
積
極
的
に
使
用
す
る
と
と
も
に
、

最
大
8
言
語
の
多
言
語
対
応
に
よ
り
、
多
様
な
来
館
者
の
ア

イ
ヌ
の
歴
史
と
文
化
の
理
解
促
進
と
ア
イ
ヌ
語
に
触
れ
る
機

会
の
創
出
を
図
っ
て
い
る

こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。

（
詳
細
は
こ
ち
ら
を
御
覧
く

だ
さ
い
。https://ainu-

upopoy.jp/

）

（
※
テ
ン
パ
テ
ン
パ
と
は
、「
触
っ

て
ね
」
と
い
う
意
味
の
ア
イ
ヌ

語
）

国立アイヌ民族博物館の外観

ここから４　―障害・年齢・共生を考える５日間―

高知大会
マスコットキャラクター

土佐なる子

https://ainu-upopoy.jp/
https://ainu-upopoy.jp/
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地
域
に
お
け
る
文
化
の
振
興

1
多
様
な
文
化
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り

文
化
芸
術
の
持
つ
創
造
性
を
生
か
し
た
地
域
振
興
、
観

光
・
産
業
振
興
等
に
取
り
組
む
地
方
公
共
団
体
を
支
援
し
、

国
全
体
が
活
性
化
す
る
た
め
の
基
盤
づ
く
り
や
、
地
方
公
共

団
体
が
、
地
域
住
民
や
地
域
の
芸
・
産
学
官
と
と
も
に
地
域

の
文
化
芸
術
資
源
を
活
用
し
た
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

国
民
文
化
祭
は
、
地
域
の
文
化
資
源
等
の
特
色
を
生
か

し
、
一
層
の
地
域
の
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
た
め
、
観
光

を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
施

策
と
有
機
的
に
連
携
し
た
文

化
の
祭
典
で
あ
り
、
文
化
庁

と
都
道
府
県
等
と
の
共
催
に

よ
り
昭
和
61
年
度
か
ら
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。
令
和
2

年
度
は
、「
山
の
幸　

海
の

幸　

い
ざ
神
話
の
源
流
へ
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

「
第
35
回
国
民
文
化
祭
・
み

や
ざ
き
2
0
2
0
」が
宮
崎

県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
訪
日
外
国
人
の
増
加
や
活
力
あ
る
豊
か
な
地
域

社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
芸
術
祭
等
を
中
核
と
し
て
観
光
、

ま
ち
づ
く
り
、
国
際
交
流
、
福
祉
、
教
育
、
産
業
そ
の
他
の

関
連
分
野
と
有
機
的
に
連
携
し
た
国
際
発
信
力
の
あ
る
拠
点

形
成
の
取
組
を
支
援
し
、
全
国
各
地
の
多
様
で
豊
か
な
文
化

を
国
内
外
へ
発
信
し
て
い
ま
す
。

2
生
活
文
化
等
の
振
興
・
普
及

生
活
文
化
・
国
民
娯
楽
は
、
我
が
国
の
文
化
芸
術
に
広
が

り
を
与
え
、
そ
れ
を
支
え
る
土
台
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
和
装
や
茶
道
、
食
文
化
な
ど
外
国
人
が
イ
メ
ー
ジ
す

る
我
が
国
の
文
化
を
数
多
く
含
ん
で
お
り
、
我
が
国
の
魅
力

そ
の
も
の
と
し
て
、
観
光
振
興
や
国
際
交
流
の
推
進
等
に
も

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
文
化
庁
で
は
、
こ
う
し

た
生
活
文
化
等
が
持
つ
多
様
な
価
値
と
魅
力
を
生
か
し
発
信

す
る
と
と
も
に
、
各
分
野
に
関
す
る
実
態
調
査
を
行
い
、
生

活
文
化
の
振
興
等
を
図
り
ま
す
。

文
化
財
の
保
存
と
継
承

1
文
化
財
保
護
制
度
の
改
革

過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
な
ど
を
背
景
に
文
化
財
の
確
実
な

継
承
が
危
機
に
瀕ひ

ん

し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
平
成
29
年
5
月

に
文
部
科
学
大
臣
か
ら
文
化
審
議
会
に
対
し
て
諮
問
が
な
さ

れ
、
同
年
12
月
に「
文
化
財
の
確
実
な
継
承
に
向
け
た
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
保
存
と
活
用
の
在
り
方
に
つ
い

て
」（
第
一
次
答
申
）が
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、

「
文
化
財
保
護
法
及
び
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」が
国
会
で
の
審
議

を
経
て
、
平
成
30
年
に
公
布
さ
れ
、
平
成
31
年
4
月
に
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

改
正
法
に
お
い
て
は
、
文
化
財
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し

つ
つ
、
地
域
社
会
総
が
か
り
で
、
そ
の
継
承
に
取
り
組
ん
で

い
く
た
め
、
文
化
財
の
計
画
的
な
保
存
・
活
用
の
促
進
や
地

方
文
化
財
保
護
行
政
の
推
進
力
の
強
化
を
図
る
べ
く
、
ま
ず
、

都
道
府
県
が
、
域
内
の
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
係
る
基
本

的
な
方
針
、
広
域
区
域
ご
と
の
取
組
、
災
害
発
生
時
の
対
応

等
を
記
載
し
た
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
関
す
る
総
合
的
な

施
策
の
大
綱
を
策
定
で
き
る
こ
と
と
し
ま
し
た（
令
和
2
年
3

月
末
現
在
15
件
策
定
）。
次
に
、
市
町
村
が
、
文
化
財
の
保

存
・
活
用
に
関
す
る
総
合
的
な
計
画（
文
化
財
保
存
活
用
地

域
計
画
）を
作
成
し
、
国
の
認
定
を
申
請
で
き
る
と
し
ま
し

た（
令
和
2
年
3
月
末
現
在
9
件
を
認
定
）。
地
域
計
画
で

は
、
で
き
る
限
り
域
内
の
文
化
財
を
網
羅
的
に
把
握
し
、
域

内
の
文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
、

保
存
・
活
用
の
た
め
に
市
町
村
が
講
ず
る
措
置
の
内
容
等
を

記
載
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
作
成
し
た
地
域
計
画
が
国

の
認
定
を
受
け
た
場
合
、
国
に
対
し
て
登
録
文
化
財
と
す
べ

き
物
件
を
提
案
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
指

みやざき大会マスコットキャラクター　みやざき犬

ⒸReborn-Art Festival
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定
等
文
化
財
の
現
状
変
更
の
許
可
等
、
文
化
庁
長
官
の
権
限

で
あ
る
一
部
の
事
務
に
つ
い
て
、
現
在
、
移
譲
さ
れ
て
い
る
都

道
府
県
・
市
の
み
な
ら
ず
認
定
町
村
に
も
特
例
的
に
自
ら
事

務
を
実
施
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
文
化
財
の
担
い
手
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
市
町

村
が
、
地
域
に
お
い
て
文
化
財
保
存
・
活
用
の
事
業
や
調
査

研
究
を
行
っ
た
り
す
る
民
間
団
体
を「
文
化
財
保
存
活
用
支

援
団
体
」と
し
て
指
定
で
き
る
仕
組
み
を
創
設
し
ま
し
た
。

一
方
、
個
々
の
文
化
財
を
確
実
に
継
承
す
る
た
め
、
国
指

定
等
文
化
財
の
所
有
者
又
は
管
理
団
体
は
、
文
化
財
の
現

状
、
保
存
管
理
上
の
留
意
事
項
や
修
理
・
活
用
の
方
針
な
ど

を
記
載
す
る
当
該
文
化
財
の「
保
存
活
用
計
画
」を
作
成
し
、

国
の
認
定
を
申
請
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
計
画
で
修

理
等
の
行
為
の
内
容
や
具
体
的
な
部
位
が
特
定
さ
れ
、
か
つ

適
切
な
行
為
で
あ
る
こ
と
等
が
認
め
ら
れ
文
化
庁
長
官
の
計

画
認
定
を
受
け
た
場
合
に
は
、
通
常
個
別
に
要
す
る
現
状
変

更
等
の
許
可
を
事
後
届
出
で
良
い
と
す
る
な
ど
手
続
を
弾
力

化
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
文
化
財
の
所
有
者
を
支
援
す
る
体
制
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、「
特
別
な
事
情
が
あ
る
と
き
」に
選
任
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
管
理
責
任
者
に
つ
い
て
、
文
化

財
の「
適
切
な
管
理
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
」に
選
任
で
き

る
よ
う
要
件
を
拡
大
し
ま
し
た
。

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
上
述
の
よ
う
な
取
組
を
推
進
し
、

地
方
文
化
財
行
政
の
一
層
の
進
展
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

芸
術
文
化
分
野
を
含
む
文
化
行
政
全
体
と
し
て
の
一
体
性
を

確
保
し
た
り
、
景
観
・
ま
ち
づ
く
り
行
政
、
観
光
行
政
な
ど

他
の
行
政
分
野
も
視
野
に
入
れ
た
総
合
的
・
一
体
的
な
取
組

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
教
育
委
員
会
が
行
う
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
、

各
地
方
公
共
団
体
が
効
果
的
と
考
え
る
場
合
に
は
、
条
例
に

よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
長
が
担
当
で
き
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
地
方
公
共
団
体
の
長
が
担
当
す
る
場
合
に

は
、
専
門
的
・
技
術
的
判
断
の
確
保
や
開
発
行
為
と
の
均
衡

な
ど
を
担
保
す
る
た
め
、
文
化
財
に
関
し
て
優
れ
た
識
見
を

有
す
る
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
地
方
文
化
財
保
護
審
議
会
を

必
ず
置
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

2
文
化
財
の
指
定
を
は
じ
め
と
す
る
保
存
・
継
承
の

た
め
の
取
組

文
化
財
保
護
法
に
基
づ
き
、
重
要
文
化
財
、
重
要
無
形
文

化
財
、
重
要
有
形
・
無
形
民
俗
文
化
財
、
史
跡
・
名
勝
・
天

然
記
念
物
、
重
要
文
化
的
景
観
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
等

を
指
定
し
、
重
点
的
に
保
護
す
る
と
と
も
に
、
重
要
文
化
的

景
観
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を
選
定
し
て
地
方

公
共
団
体
の
取
組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
登
録
制

度
に
よ
る
緩
や
か
な
保
護
制
度
に
よ
り
、
多
種
多
様
な
文
化

財
の
保
存
・
活
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
文
化
財
の
保

存
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
伝
統
的
な
技
術
・
技
能
の

う
ち
、
保
存
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
の
あ
る
も
の
を
選
定
保

存
技
術
と
し
て
選
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
保
持
者
・
保
存

選定保存技術「美術工芸品錺金具製作」
保持者：松田聖

国宝清水寺本堂 檜皮葺屋根葺替 重要無形文化財「講談」
保持者：神田松鯉

南さつま市加世田麓伝統的建造物群
保存地区（令和元年12月23日選定）
（写真提供：南さつま市教育委員会）

重要文化的景観 今帰仁村今泊のフクギ屋
敷林と集落景観（令和元年10月16日選定）
（写真提供：今帰仁村教育委員会）

天然記念物 養老川流域田淵の地磁気
逆転地層（平成30年10月15日指定）



令和2年度 文部科学行政の推進

文部科学広報　No.245　2020年 4月号 95

団
体
を
認
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
文
化
財
に
つ
い
て
、
保
存
と
活
用
を
図

る
た
め
に
所
有
者
、
管
理
団
体
等
が
実
施
す
る
事
業
に
対
し

て
補
助
を
行
い
、
保
存
整
備
や
活
用
等
を
引
き
続
き
推
進
し

ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
国
民
の
財
産
で
あ
る
文
化
財
の
散
逸
・
滅
失
を

未
然
に
防
ぐ
と
と
も
に
、
国
民
の
鑑
賞
機
会
の
充
実
を
図
る

た
め
、
国
に
よ
る
適
切
な
保
存
・
活
用
が
必
要
な
国
宝
・
重
要

文
化
財
等
の
買
上
げ
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
貴
重
な
史
跡

等
を
国
民
共
有
の
財
産
と
し
て
大
切
に
保
存
し
、
そ
の
後
の

整
備
・
活
用
に
対
応
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
地
方
公
共

団
体
が
緊
急
に
史
跡
等
を
公
有
化
す
る
事
業
に
対
し
補
助
を

行
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
や
平
成
28
年
熊
本
地
震
等
の
大
規
模
災

害
へ
の
対
応
と
し
て
、
被
害
を
受
け
た
国
指
定
等
文
化
財
に

つ
い
て
、
早
期
の
保
存
・
修
復
を
図
る
た
め
、
文
化
財
の
所

有
者
等
が
実
施
す
る
被
災
文
化
財
の
復
旧
事
業
に
対
す
る
指

導
、
経
費
の
補
助
な
ど
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
ま
す
。

3
埋
蔵
文
化
財
の
保
護

土
地
に
埋
蔵
さ
れ
た
文
化
財
を
保
護
す
る
た
め
、
文
化
財

保
護
法
に
基
づ
き
、
開
発
等
に
よ
り
破
壊
さ
れ
る
お
そ
れ
の

あ
る
遺
構
等
の
発
掘
調
査
、
記
録
作
成
等
の
事
業
に
対
し
、

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
中
に
存
在
す
る
埋
蔵
文

化
財（
水
中
遺
跡
）の
保
護
体
制
の
整
備
充
実
を
図
る
た
め
、

地
方
公
共
団
体
が
水
中
遺
跡
の
保
存
活
用
を
円
滑
に
推
進
す

る
た
め
の『
発
掘
調
査
の
て
び
き
―
水
中
遺
跡
調
査
編
―
』

（
仮
称
）の
作
成
を
進
め
ま
す
。

加
え
て
、
地
域
の
特
色
あ
る
埋
蔵
文
化
財
活
用
事
業
に
よ

り
、
埋
蔵
文
化
財
を
活
用
し
た
体
験
学
習
会
等
の
実
施
に
よ

る
理
解
促
進
・
普
及
啓
発
や
、
埋
蔵
文
化
財
の
保
管
・
展
示

や
活
動
拠
点
の
た
め
の
施
設
と
し
て
、
廃
校
等
を
転
用
し
た

埋
運
用
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
活
性
化
を
促
進
し
ま

す
。

4
古
墳
壁
画
の
保
存
と
活
用

我
が
国
で
は
2
例
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
極
彩
色
古
墳

壁
画
で
あ
る
高
松
塚
古
墳
及
び
キ
ト
ラ
古
墳
の
両
古
墳
壁
画

は
、「
国
宝
高
松
塚
古
墳
壁
画
仮
設
修
理
施
設
」及
び「
キ
ト

ラ
古
墳
壁
画
保
存
管
理
施
設
」で
保
存
管
理
・
活
用
等
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

国
宝
高
松
塚
古
墳
壁
画
は
、
石
室
を
解
体
し
て
壁
画
を
修

理
す
る
保
存
方
針
に
基
づ
き
、
仮
設
修
理
施
設
に
お
い
て
令

和
元
年
度
ま
で
保
存
修
理
作
業
等
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
壁
画
の
保
存
管
理
を
行
い
な
が
ら
、
施
設
内
に
保

管
し
て
い
る
壁
画
の
公
開
を
実
施
し
ま
す
。

特
別
史
跡
キ
ト
ラ
古
墳
の
恒
久
的
な
保
存
と
確
実
な
継
承

の
た
め
、
平
成
28
年
秋
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
キ
ト
ラ
古
墳
壁
画

体
験
館�

四し

神じ
ん

の
館や

か
た

」に
お
い
て
、
石
室
か
ら
取
り
外
し
た
国

宝
キ
ト
ラ
古
墳
壁
画
の
保
存
と
活
用
を
推
進
し
、
整
備
さ
れ

た
古
墳
の
公
開
を
進
め
ま
す
。

5
世
界
文
化
遺
産
と
無
形
文
化
遺
産

我
が
国
を
代
表
す
る
固
有
の
文
化
遺
産
を
、
ユ
ネ
ス
コ
の

世
界
遺
産
一
覧
表
に
記
載
す
る
こ
と
は
、
日
本
文
化
を
世
界

に
向
け
て
発
信
す
る
と
と
も
に
、
国
民
の
歴
史
と
文
化
を
尊

ぶ
心
を
培
う
上
で
大
き
な
意
義
を
有
し
ま
す
。
令
和
元
年
7

月
に
は
、「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群-

古
代
日
本
の
墳
墓
群-

」

が
世
界
遺
産
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
引
き
続

き
、
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
た
世
界
遺
産
を
適
切
に
保
護
す
る

と
と
も
に
、
我
が
国
の
誇
る
貴
重
な
文
化
遺
産
の
世
界
遺
産

一
覧
表
へ
の
記
載
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
国
際
的
な
無
形
文
化
遺
産
の
一
層
の
認
知
や
そ
の

重
要
性
に
関
す
る
意
識
の
向
上
等
に
貢
献
す
る
た
め
、
我
が

国
の
無
形
文
化
遺
産
の
多
様
性
や
豊
か
さ
、
保
護
の
取
組
等

に
つ
い
て
、
国
際
社
会
に
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
平
成
31
年
3
月
に
、「
伝
統
建
築
工
匠

の
技
：
木
造
建
造
物
を
受
け
継
ぐ
た
め
の
伝
統
技
術
」を
、（
令

和
2
年
審
査
予
定
）、
令
和
2
年
3
月
に「
風ふ

り
ゅ
う流

踊お
ど
り」を

無
形

文
化
遺
産
の
代
表
一
覧
表
に
提
案
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

我
が
国
の
無
形
文
化
遺
産
を
適
切
に
保
護
・
振
興
す
る
と
と

も
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
へ
の
登
録
を
推
進
し
ま
す
。

6
文
化
財
の
防
火
対
策

火
災
に
よ
り
、
平
成
31
年
4
月
15
日（
現
地
時
間
）に
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
や
令
和
元
年
10
月
31
日
に
首
里
城
正
殿
等

が
焼
損
し
た
こ
と
に
多
く
の
人
が
心
を
痛
め
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
火
災
を
受
け
、
令
和
元
年
に
国
宝
・
重
要
文
化
財
の
管

理
状
況
等
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
調
査
の
結
果
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
に
お
け
る
消
火
設

備
の
老
朽
化
に
よ
る
機
能
低
下
の
恐
れ
等
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
結
果
を
踏
ま
え
、
文
化
財
の
総
合
的

な
防
火
対
策
の
検
討
・
実
施
に
資
す
る
よ
う
国
宝
・
重
要
文
化

財（
建
造
物
）及
び
国
宝
・
重
要
文
化
財（
美
術
工
芸
品
）を

保
管
す
る
博
物
館
等
の
防
火
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
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ま
し
た
。
加
え
て
、
世
界
遺
産
や
国
宝
を
対
象
と
し
た
総
合

的
・
計
画
的
な
防
火
対
策
を
重
点
的
に
進
め
る
た
め
、「
世
界

遺
産
・
国
宝
等
に
お
け
る
防
火
対
策
5
か
年
計
画
」（
令
和
元

年
12
月
23
日
大
臣
決
定
）を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
同
計

画
に
基
づ
き
文
化
財
の
防
火
対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

文
化
財
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
資
源
を

活
用
し
た
付
加
価
値
の
創
出

1
文
化
資
源
を
活
用
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
た
め
の

環
境
整
備

平
成
28
年
に
策
定
さ
れ
た「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光

ビ
ジ
ョ
ン
」に
お
い
て
掲
げ
ら
れ
た「
文
化
財
の
観
光
資
源
と

し
て
の
開
花
」を
推
進
す
る
た
め
、
文
化
庁
で
は
文
化
財
を
中

核
と
す
る
観
光
拠
点
の
整
備
、
並
び
に
当
該
拠
点
等
に
お
い

て
実
施
さ
れ
る
文
化
財
等
の
観
光
資
源
と
し
て
の
魅
力
を
向

上
さ
せ
る
取
組
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
31
年
1
月
よ
り
、
国
際
観
光
旅
客
税
が
創
設
さ
れ
、

観
光
先
進
国
実
現
に
向
け
た
観
光
基
盤
の
拡
充
・
強
化
が
推

進
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
財
に
つ
い
て
も
地
域
固
有
の
文
化
資
源
と
し
て
、
国

内
外
問
わ
ず
多
く
の
人
々
に
そ
の
歴
史
的
価
値
・
魅
力
を
発

信
す
べ
く
、
国
際
観
光
旅
客
税
を
充
当
し
、
文
化
財
に
新
た

な
付
加
価
値
を
付
与
し
て
よ
り
魅
力
的
な
も
の
と
な
る
よ
う

「
磨
き
上
げ
る
」取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

2
日
本
遺
産
の
魅
力
発
信

我
が
国
の
文
化
財
や
伝
統
文
化
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化

を
図
る
た
め
に
は
、
そ
の
歴
史
的
経
緯
や
、
地
域
の
風
土
に

根
差
し
た
世
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
伝
承
、
風
習

な
ど
を
踏
ま
え
た
ス
ト
ー
リ
ー
の
下
に
有
形
・
無
形
の
文
化
財

を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、
地
域
全
体
と
し
て
一
体
的
に
整
備
・
活

用
し
国
内
外
に
積
極
的
・
効
果
的
に
情
報
発
信
等
の
取
組
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通
じ
て
我
が
国
の
文
化
・
伝

統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を「
日
本
遺
産（JapanH

eritage

）」

に
認
定
す
る
と
と
も
に
、
歴
史
的
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
文
化
財

群
を
地
域
主
体
で
総
合
的
に
整
備
・
活
用
し
、
国
内
外
に
戦

略
的
に
発
信
す
る
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

令
和
2
年
4
月
現
在
、
全
国
で
83
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
認
定

し
て
お
り
、
日
本
遺
産
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に
資
す
る
情

報
発
信
や
人
材
育
成
事
業
、
普
及
啓
発
事
業
、
活
用
整
備
に

係
る
事
業
等
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

文
化
芸
術
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
、

国
家
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築

1
文
化
経
済
戦
略
の
推
進

国
・
地
方
公
共
団
体
・
企
業
・
個
人
が
文
化
へ
の
戦
略
的
投

資
を
拡
大
し
、
文
化
を
起
点
に
産
業
等
他
分
野
と
連
携
し
、

創
出
さ
れ
た
新
た
な
価
値
が
文
化
に
再
投
資
さ
れ
、
持
続
的

に
発
展
す
る「
文
化
と
経
済
の
好
循
環
」を
目
指
し
、
平
成
29

年
12
月
に「
文
化
経
済
戦
略
」を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
戦
略

推
進
の
た
め
の
主
要
施
策
の
内
容
や
目
標
等
を
明
ら
か
に
し

た「
文
化
経
済
戦
略
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」を
平
成
30
年
8
月

に
策
定
し
、
関
係
府
省
庁
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
文
化
経

済
戦
略
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
近
年
、
興
行
入
場
券
の
高
額
転
売
が
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
興
行
入
場
券
の
適
正
な
流
通

を
確
保
し
、
も
っ
て
興
行
の
振
興
を
通
じ
た
文
化
及
び
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
並
び
に
国
民
の
消
費
生
活
の
安
定
等
を
目
的
と
し

た「
特
定
興
行
入
場
券
の
不
正
転
売
の
禁
止
等
に
よ
る
興
行

入
場
券
の
適
正
な
流
通
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」が
平
成
30

年
12
月
に
成
立
し
、
令
和
元
年
6
月
14
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
本
法
律
の
適
切
な
運
用
を
図
る
た
め
、
国
民
へ
の
周

知
等
を
行
い
、
興
行
を
通
じ
た
文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

を
推
進
し
ま
す
。

2
企
業
等
に
よ
る
芸
術
文
化
活
動
へ
の
支
援

我
が
国
に
お
け
る
文
化
芸
術
活
動
を
振
興
す
る
た
め
に
、

「日本遺産（Japan Heritage）」
ロゴマーク
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日
本
作
家
及
び
現
代
日
本
ア
ー
ト
の
国
際
的
な
評
価
を
高
め
、

世
界
の
ア
ー
ト
市
場
規
模
に
比
し
て
小
規
模
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
我
が
国
ア
ー
ト
市
場
の
活
性
化
と
我
が
国
ア
ー
ト
の
持
続

的
発
展
を
可
能
と
す
る
シ
ス
テ
ム
を
形
成
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
公
益
社
団
法
人
企
業
メ
セ
ナ
協
議
会
と
の
連

携
の
下
、
同
協
議
会
が
主
催
す
る「
メ
セ
ナ
ア
ワ
ー
ド
」の
一

環
と
し
て
、「
文
化
庁
長
官
賞
」を
設
け
、
企
業
や
企
業
財
団

に
よ
る
優
れ
た
メ
セ
ナ（
芸
術
・
文
化
振
興
に
よ
る
社
会
創
造
）

活
動
の
顕
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

3
国
際
文
化
交
流
・
協
力
の
推
進
と
日
本
文
化
の
発
信

国
際
文
化
交
流
・
協
力
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
日
本
文

化
を
戦
略
的
に
発
信
し
、
文
化
芸
術
を
通
じ
た
諸
外
国
と
の

相
互
理
解
の
促
進
及
び
国
家
ブ
ラ
ン
ド
構
築
へ
の
貢
献
を
図

り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
我
が
国
の
芸
術
団
体
と
外
国
の
芸

術
団
体
と
の
国
際
共
同
制
作
公
演
、
我
が
国
で
開
催
さ
れ
る

国
際
発
信
力
の
あ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
海
外
で
開
催
さ
れ
る

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
参
加
公
演
や
国
際
展
へ
の
出
展
、
映
画
、

メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
海
外
展
開
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

「
国
際
文
化
交
流
に
祭
典
の
実
施
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」に

基
づ
き
、
平
成
31
年
3
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
国
際
文
化

交
流
の
祭
典
の
推
進
に
関
す
る
基
本
計
画
」を
踏
ま
え
、
日

本
で
行
わ
れ
る
世
界
の
関
心
を
集
め
る
国
際
文
化
交
流
の
祭

典
の
実
施
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
日
本
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
文
化
人
、
芸
術
家

等
を「
文
化
交
流
使
」と
し
て
派
遣
し
、
日
本
の
優
れ
た
芸

術
文
化
を
広
く
世
界
に
発
信
し
ま
す
。
ま
た
、
日
中
韓
や

A
S
E
A
N
＋
3
と
い
っ
た
枠
組
み
で
の
文
化
に
関
す
る
国
際

的
な
閣
僚
級
会
合
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
通
じ
て
、
文
化
面

で
の
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
特
に
日
中

韓
文
化
大
臣
会
合
の
下
で
は
、
3
か
国
か
ら
1
都
市
ず
つ
を

選
定
し
、
様
々
な
文
化
芸
術
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
都
市
間
で

交
流
を
行
う「
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
」事
業
等
の
実
施
を
通
じ

て
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
交
流
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
国
内
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
実

施
団
体
が
行
う
国
内
外
芸
術
家
の
滞
在
型
創
作
活
動
等
を
支

援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
海
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ

ン
ス
実
施
団
体
と
の
国
際
的
な
協
力
関
係
を
活
発
に
し
、
双

方
向
の
国
際
文
化

交
流
を
促
進
し
ま

す
。ま

た
、
我
が
国

の
知
見
を
生
か
し

た
文
化
遺
産
国
際

協
力
を
推
進
し
、

人
類
共
通
の
財
産

で
あ
る
世
界
各
地

の
文
化
遺
産
の
保

護
に
貢
献
し
ま
す
。

博
物
館
・
劇
場
等
の
振
興

1
博
物
館
の
振
興

博
物
館
は
、
歴
史
・
芸
術
・
民
俗
・
産
業
・
自
然
科
学
等
に

関
す
る
資
料
の
収
集
、
保
管
、
展
示
、
調
査
研
究
、
教
育
普

及
等
の
本
来
の
役
割
や
機
能
に
加
え
、
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
・

教
育
等
の
関
連
分
野
と
の
有
機
的
な
連
携
を
図
り
つ
つ
、
地

域
の
文
化
振
興
の
拠
点
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
9
月
に
は
I
C
O
M（
国
際
博
物
館
会
議
）京
都

大
会
2
0
1
9
が
開
催
さ
れ
、
大
会
史
上
最
高
と
な
る
4
，

5
9
0
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
関
西
を
中
心
に
能
や
日
本
舞

踊
等
の
文
化
発
信
行
事
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
和
歌
山
県
立

博
物
館
と
工
業
高
校
の
連
携
の
様
子
な
ど
、
世
界
各
地
の
博

物
館
関
係
者
に
日
本
文
化
を
実
感
し
て
も
ら
う
絶
好
の
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
会
で
は
、
博
物
館
の
定
義
を
は

じ
め
多
角
的
な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
文
化
庁
は
博
物
館

全
体
を
所
管
す
る
立
場
か
ら
、
こ
う
し
た
国
際
的
な
議
論
も

反
映
し
な
が
ら
博
物
館
の
さ
ら
な
る
振
興
を
図
る
べ
く
、
同

年
11
月
、
文
化
審
議
会
博
物
館
部
会
を
新
設
し
ま
し
た
。
今

後
も
博
物
館
に
関
す
る
継
続
的
か
つ
総
合
的
な
議
論
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

①
博
物
館
へ
の
支
援

博
物
館
職
員
の
資
質
向
上
を
図
り
、
博
物
館
活
動
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
学
芸
員
の
資
格
認
定
試
験
や
、
博
物
館
長
及

び
学
芸
員
等
を
対
象
と
し
た
専
門
的
な
研
修
等
や
博
物
館
等

を
中
核
と
し
た
文
化
ク
ラ
ス
タ
ー
（
集
積
地
区
）創
出
に
向
け

た
地
域
文
化
資
源
の
面
的
・
一
体
的
整
備
、
国
際
交
流
、
地

平成29年度文化交流使・種田道一氏による
能のワークショップ

（スペイン・バルセロナ）

ブータン王国の歴史的建造物保存活用に関する
拠点交流事業

（写真提供：（独法）国立文化財機構東京文化財研究所）
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域
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
、
人
材
育
成
等
、
博
物
館
を
活

用
・
強
化
す
る
取
組
を
行
い
ま
す
。

②
国
立
館
に
お
け
る
取
組

国
立
美
術
館
・
博
物
館
は
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
を
踏
ま
え
、
各
国
立
博
物
館
や
劇
場
の
取
組
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
配
信
す
る
等
、
来
館
で
き
な
い
方
に
も
作
品
や

公
演
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

2
0
2
0
年
4
月
現
在
は
、
開
館
状
況
や
取
組
等
に
一
部
変

更
が
あ
り
ま
す
が
、
平
時
は
開
館
時
間
を
延
長
し
て
週
2
回

の
夜
間
開
館（
金
・
土
曜
日
は
20
時
ま
で
）と
、
そ
れ
に
連
動

し
た
コ
ン
サ
ー
ト
・
野
外
シ
ネ
マ
な
ど
の
参
加
・
体
験
型
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
京
国
立
博
物
館
で

は
、
我
が
国
の
文
化
資
源
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
来
館
者
の
満
足
度
を
高

め
る
た
め
の
プ
ラ
ン（
ト
ー
ハ
ク
新
時
代
プ
ラ
ン
）を
公
表
し
て

お
り
、
さ
ら
な
る
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

③（
独
）国
立
美
術
館
に
つ
い
て

独
立
行
政
法
人
国
立
美
術
館
は
、
6
館（
東
京
国
立
近
代

美
術
館
、
京
都
国
立
近
代
美
術
館
、
国
立
映
画
ア
ー
カ
イ

ブ
、
国
立
西
洋
美
術
館
、
国
立
国
際
美
術
館
、
国
立
新
美
術

館
）が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
つ
つ
、
連
携
・
協
力
し
、

国
民
の
ニ
ー
ズ
や
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
魅
力
あ
る
質
の
高

い
所
蔵
作
品
展
、
企
画
展
及
び
企
画
上
映
を
実
施
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
美
術
作
品
の
収
集
・
保
管
、
教
育
普
及
活
動
や
こ

れ
ら
に
関
す
る
調
査
研
究
等
を
通
じ
、
我
が
国
の
美
術
振
興

の
拠
点
と
し
て
、
国
内
外
の
研
究
者
と
の
交
流
、
学
芸
員
等

の
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
、
公
私
立
美
術
館
へ
の
助
言
、

地
方
へ
の
巡
回
展
な
ど
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
東
京
国
立
近

代
美
術
館
工
芸
館
は
、
令
和
2
年
夏
に
東
京
か
ら
石
川
県
金

沢
市
に
移
転
・
開
館
し
ま
す
。

④（
独
）国
立
文
化
財
機
構
に
つ
い
て

独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
は
、
国
立
博
物
館
4
館

（
東
京
・
京
都
・
奈
良
・
九
州
）を
設
置
し
、
貴
重
な
国
民
的

財
産
で
あ
る
文
化
財
の
保
存
と
活
用
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
有
形
文
化
財
を
収
集
・
保
管
し
て
広
く
観
覧
に
供
す
る

と
と
も
に
、
東
京
文
化
財
研
究
所
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
無
形
文
化
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー
を
加
え
た
7

施
設
に
お
い
て
調
査
・
研
究
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
機
構

で
は
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
を
含
め
て
約
13
万
件
の
文
化
財

を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
化
財
を
活
用
し
た
平
常

展
、
企
画
展
な
ど
と
と
も
に
、
平
成
30
年
7
月
に
開
設
し
た

文
化
財
活
用
セ
ン
タ
ー
で
の
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
や
プ
ロ
グ
ラ

ム
開
発
等
の
取
組
を
通
じ
て
日
本
の
歴
史
・
伝
統
文
化
や
東

洋
文
化
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
の
役
割

も
担
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
同
機
構
は
、
平
成
26
年
7
月
に

「
文
化
財
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
本
部
」を
設
置
し
、
今
後

起
こ
り
得
る
大
規
模
災
害
に
対
応
し
た
文
化
財
等
の
救
出
・

救
援
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
文
化
財
の
防
災
・
救
援
業
務

に
係
る
調
査
・
研
究
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑤（
独
）国
立
科
学
博
物
館
に
つ
い
て

独
立
行
政
法
人
国
立
科
学
博
物
館
は
、
科
学
系
博
物
館
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
自
然
史
・
科
学
技
術
史
に
関

す
る
調
査
研
究
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
標
本

資
料
の
構
築
・
継
承
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
成
果
を

活
か
し
た
展
示
や
学
習
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
上
野

地
区（
上
野
本
館
）、
筑
波
地
区（
筑
波
実
験
植
物
園
、
筑
波

研
究
施
設
）、
白
金
台
地
区（
附
属
自
然
教
育
園
）の
3
地
区

で
活
動
を
展
開
し
、
国
民
の
自
然
科
学
や
科
学
技
術
に
関
す

る
理
解
の
増
進
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
31
年
4
月

に「
科
学
系
博
物
館
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、

同
法
人
の
有
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
等
を
有
効
活
用
す
る
と
と
も

に
、
地
域
振
興
に
も
貢
献
す
る
な
ど
、
新
た
な
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

⑥
国
立
近
現
代
建
築
資
料
館
に
つ
い
て

国
立
近
現
代
建
築
資
料
館
で
は
、
我
が
国
の
近
現
代
建

築
資
料
に
お
け
る
劣
化
、
散
逸
、
海
外
流
出
防
止
を
目
的

と
し
て
、
情
報
収
集
、
資
料
の
収
集
・
保
管
及
び
調
査
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
展
覧
会
の
開
催
を
通
じ
て
、

我
が
国
の
建
築
文
化
に
対
す
る
国
民
へ
の
理
解
増
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。

（
詳
細
は
、
こ
ち
ら
を
御
覧
く
だ
さ
い
。http://nam

a.
bunka.go.jp/

）

2
劇
場
・
音
楽
堂
等
の
振
興

①
劇
場
・
音
楽
堂
等
の
活
性
化

「
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律（
平
成
24
年

6
月
公
布･

施
行
）」を
踏
ま
え
、
我
が
国
の
文
化
拠
点
で
あ

る
劇
場
・
音
楽
堂
等
が
行
う
、
音
楽
、
舞
踊
、
演
劇
等
の
実

演
芸
術
の
創
造
発
信
や
専
門
的
人
材
の
養
成
、
普
及
啓
発
の

た
め
の
事
業
、
劇
場
・
音
楽
堂
等
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に

資
す
る
事
業
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
多
言
語
対
応
の
整
備
を
支
援

す
る
こ
と
で
、
劇
場
・
音
楽
堂
等
が
地
域
の
核
と
し
て
文
化
の

発
信
を
け
ん
引
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

②
国
立
の
劇
場
に
お
け
る
取
組

国
立
劇
場（
国
立
劇
場
、
国
立
演
芸
場
、
国
立
能
楽
堂
、

国
立
文
楽
劇
場
及
び
国
立
劇
場
お
き
な
わ
）は
、
伝
統
芸
能

の
保
存
と
振
興
を
図
る
た
め
、
歌
舞
伎
、
文
楽
、
能
楽
、
大

衆
芸
能
、
組
踊
な
ど
の
伝
統
芸
能
を
、
各
種
の
演
出
や
技
法

を
尊
重
し
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
古
典
伝
承
の
ま
ま
の
姿
で

公
開
し
、
国
民
が
伝
統
芸
能
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
提
供
し
て

http://nama.bunka.go.jp/
http://nama.bunka.go.jp/
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い
ま
す
。
ま
た
、
伝
統
芸
能
の
伝
承
者
養
成
や
調
査
研
究
等

の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

新
国
立
劇
場
は
、
現
代
舞
台
芸
術
の
振
興
と
普
及
を
図
る

た
め
、
国
際
的
に
比
肩
し
う
る
高
い
水
準
の
オ
ペ
ラ
、
バ
レ

エ
、
現
代
舞
踊
、
演
劇
な
ど
の
自
主
制
作
の
公
演
を
行
い
、

国
民
が
現
代
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
現
代
舞
台
芸
術
の
実
演
家
等
の
研
修
や
調
査
研

究
等
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
劇
場
の
運
営
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文

化
振
興
会
が
行
っ
て
お
り
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
事
業
の

充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
国
語
・
日
本
語
教
育
に

関
す
る
施
策
の
推
進

1
国
語
施
策
の
推
進

国
語
に
関
す
る
問
題
は
、
文
化
審
議
会
国
語
分
科
会（
前

身
は
国
語
審
議
会
）が
中
心
と
な
っ
て
検
討
を
行
い
、
様
々

な
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
国
語
の
表
記
に

関
し
て
、
一
般
の
社
会
生
活
に
お
け
る「
目
安
」又
は「
よ
り

ど
こ
ろ
」と
し
て
、「
常
用
漢
字
表
」「
現
代
仮
名
遣
い
」「
外

来
語
の
表
記
」な
ど
を
制
定
し
て
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
平

成
26
年
2
月
に「「
異
字
同
訓
」の
漢
字
の
使
い
分
け
例（
報

告
）」、
28
年
2
月
に「
常
用
漢
字
表
の
字
体
・
字
形
に
関
す

る
指
針（
報
告
）」、
30
年
3
月
に「
分
か
り
合
う
た
め
の
言
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
報
告
）」を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

30
年
11
月
に
は
、「「
障
害
」の
表
記
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
考

え
方（
国
語
分
科
会
確
認
事
項
）」を
確
認
し
ま
し
た
。
現
在

は
、
官
公
庁
に
お
け
る
文
書
作
成
に
つ
い
て
及
び
常
用
漢
字

表
に
つ
い
て
審
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
民
全
体
の
国
語
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め

る
た
め
、「
国
語
問
題
研
究
協
議
会
」の
開
催（
令
和
2
年
8

月
3
日
・
4
日
：
山
形
県
山
形
市
、
8
月
20
日
・
21
日
：
佐

賀
県
佐
賀
市
）や「
国
語
に
関
す
る
世
論
調
査
」の
実
施
、
加

え
て
、
文
化
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で「
国
語
施
策
情
報
」、
文

化
審
議
会
答
申「
敬
語
の
指
針
」に
基
づ
く
動
画「
敬
語
お
も

し
ろ
相
談
室
」、「
国
語
に
関
す
る
世
論
調
査
」に
基
づ
く
動

画「
こ
と
ば
食
堂
へ
よ
う
こ
そ
！
」の
公
開
な
ど
、
必
要
な
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
21
年
2
月
に
ユ
ネ
ス
コ
が
消
滅
の
危
機
に
あ

る
と
発
表
し
た
、
国
内
の
ア
イ
ヌ
語
な
ど
八
つ
の
言
語
・
方
言

及
び
東
日
本
大
震
災
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
被
災
地
の
方
言

の
実
態
把
握
と
保
存
・
継
承
の
た
め
の
調
査
研
究
や
、
そ
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
2
年
度
も
引
き
続
き
、
調
査

デ
ー
タ
が
不
十
分
な
地
域
の
方
言
調
査
を
は
じ
め
、
危
機
言

語
・
方
言
を
抱
え
る
地
域
相
互
と
研
究
者
の
連
携
を
図
る
た

め
の
協
議
会
や
危
機
言
語
・
方
言
の
状
況
と
そ
れ
ら
の
価
値
を

認
識
す
る
場
と
し
て
の
サ
ミ
ッ
ト（
11
月
7
日
・
8
日
：
宮
城

県
気
仙
沼
市
）等
の
開
催
、
被
災
地
方
言
の
保
存
・
継
承
の
た

め
の
取
組
支
援
、
加
え
て
ア
イ
ヌ
語
の
ア
ナ
ロ
グ
音
声
資
料
の

デ
ジ
タ
ル
化
や
ア
ー
カ
イ
ブ
作
成
支
援
、
ア
ー
カ
イ
ブ
作
成
推

進
の
た
め
の
人
材
育
成
、
民
族
共
生
象
徴
空
間
で
の
ア
イ
ヌ

語
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
更
新
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

2
外
国
人
に
対
す
る
日
本
語
教
育
施
策
の
推
進

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
、
文
化
発
信
の
基
盤
と
し
て

の
日
本
語
教
育
の
推
進
を
図
る
た
め
様
々
な
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
文

化
審
議
会
国
語
分
科

会
に
日
本
語
教
育
小

委
員
会
を
設
置
し
、

日
本
語
教
育
や
日
本

語
に
関
す
る
様
々
な

課
題
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
外
国
人
が
日
本

社
会
の
一
員
と
し
て
日

本
語
を
用
い
て
円
滑

に
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
生
活
者
と
し
て
の
外

国
人
」に
対
す
る
日
本
語
教
育
の
内
容
及
び
方
法
に
つ
い
て
示

し
た「
日
本
語
教
育
の
標
準
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
に
つ
い
て
」

等
、
五
つ
の
報
告
を
平
成
25
年
2
月
ま
で
に
取
り
ま
と
め
ま

し
た
。
ま
た
、
日
本
語
教
育
人
材
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能

力
及
び
養
成
・
研
修
に
お
け
る
教
育
内
容
や
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
示
し
た「
日
本
語
教
育
人
材
の
養
成
・
研
修
の
在
り
方

に
つ
い
て
」（
報
告
）改
定
版
を
平
成
31
年
3
月
に
取
り
ま
と

め
ま
し
た
。
こ
の
報
告
を
踏
ま
え
、
日
本
語
教
育
能
力
の
判

定
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
令
和
2
年
3
月
に
、「
日
本
語
教

育
の
資
格
の
在
り
方
に
つ
い
て
」（
報
告
）を
取
り
ま
と
め
ま
し

た
。
今
後
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
共
通
参
照
枠（
C
E
F
R
）

を
参
考
に「
日
本
語
教
育
の
参
照
枠
」の
作
成
に
向
け
た
検
討

を
行
う
と
と
も
に
、
日
本
語
能
力
の
判
定
基
準
に
つ
い
て
も

審
議
を
行
う
予
定
で
す
。

ま
た
、「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
」等
を
活
用
し
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
日
本
語
教
育
の
実
施
等
を
支
援
す
る「
生
活
者
と
し
て

の
外
国
人
」の
た
め
の
日
本
語
教
育
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
地
域
日
本
語
教
育
の
総
合
的
な
体
制
づ
く
り
推
進
事
業 文化庁事業による地域の日本語教室の例
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を
実
施
し
、
都
道
府
県
や
政
令
指
定
都
市
が
関
係
機
関
等
と

有
機
的
に
連
携
し
、
日
本
語
教
育
環
境
を
強
化
す
る
た
め
の

総
合
的
な
体
制
を
整
備
す
る
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
日
本
語
教
室
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
地
方
公
共

団
体
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
、
日
本
語
教
室
の
開
設
を

支
援
す
る
ほ
か
、
日
本
語
教
室
の
設
置
が
難
し
い
地
域
に
住

む
外
国
人
に
対
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
日
本
語

学
習
教
材
の
開
発
・
提
供（
令
和
2
年
4
月
公
開
予
定
）な
ど

を
行
う「「
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人
」の
た
め
の
日
本
語
教

室
空
白
地
域
解
消
推
進
事
業
」を
実
施
し
地
域
の
日
本
語
教

育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か「
日
本
語
教
育
人
材
養
成
・
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

等
開
発
・
活
用
事
業
」を
実
施
し
、
日
本
語
教
育
に
携
わ
る

人
材
の
資
質
・
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
多
様
な
活

動
分
野
に
お
け
る
日
本
語
教
育
人
材
の
育
成
と
研
修
の
担
い

手
の
育
成
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
事
業
に
お
け
る
取
組
の
優
れ
た
実
践
事
例
等
に
つ

い
て
は
、
文
化
庁
日
本
語
教
育
大
会
な
ど
を
通
じ
、
周
知
・

広
報
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
日
本
語
教

育
関
係
機
関
が
作
成
・
開
発
し
、
公
表
し
て
い
る
日
本
語
教

育
に
関
す
る
各
種
コ
ン
テ
ン
ツ（
教
材
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
報

告
書
等
）に
関
す
る
情
報
を
横
断
的
に
検
索
で
き
る
シ
ス
テ
ム

「
日
本
語
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
共
有
シ
ス
テ
ム（
N
E
W
S
）」を
運

用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
難
民
に
対
す
る
日
本
語
教
育
、

日
本
語
教
育
に
関
す
る
調
査
・
調
査
研
究
等
の
取
組
を
行
い

ま
す
。

新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
著
作
権
施
策
の
展
開

今
日
、
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
達
に
伴
い
、
著
作

物
等
の
創
作
、
流
通
及
び
利
用
を
め
ぐ
る
状
況
は
急
速
に
変

化
し
て
お
り
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
制
度
や
環
境
整

備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

1
著
作
権
法
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物
に
係
る
登

録
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案

令
和
2
年
3
月
10
日
に「
著
作
権
法
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著

作
物
に
係
る
登
録
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
」が
閣
議
決
定
さ
れ
、
第
2
0
1
回
通
常
国
会
に

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
海
賊
版
対
策
の
強
化

昨
今
、
深
刻
化
し
て
い
る
海
賊
版
被
害
に
対
応
す
る
た
め
、

ユ
ー
ザ
ー
を
海
賊
版
に
誘
導
す
る
リ
ー
チ
サ
イ
ト
等
や
海
賊
版

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
対
す
る
規
制
を
行
い
ま
す
。

本
法
案
に
つ
い
て
は
、
昨
年
提
出
が
見
送
り
と
な
っ
た
経

緯
が
あ
り
ま
す
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
国
民
ア
ン
ケ
ー

ト
、
有
識
者
検
討
会
に
お
け
る
検
討
等
を
通
じ
て
、
漫
画
家

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
や
国
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
丁
寧
に

伺
い
な
が
ら
検
討
を
重
ね
た
結
果
、「
海
賊
版
対
策
と
し
て
の

実
効
性
確
保
」と「
国
民
の
正
当
な
情
報
収
集
等
の
萎
縮
防

止
」の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

ま
ず
、
リ
ー
チ
サ
イ
ト
対
策
に
つ
い
て
は
、
リ
ー
チ
サ
イ
ト

に
お
け
る
侵
害
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の
リ
ン
ク
提
供
を
著
作
権
侵
害

と
み
な
す
と
と
も
に
、
サ
イ
ト
運
営
者
に
刑
事
罰
を
科
し
ま

す
。次

に
、
侵
害
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
違
法
化
に
つ
い

て
は
、
対
象
を
著
作
物
全
般
に
拡
大
し
つ
つ
、
国
民
の
萎
縮

防
止
の
た
め
一
定
の
要
件
を
付
加
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

①
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
の
際
の
写
り
込
み
、
②
漫
画
の
1
コ

マ
〜
数
コ
マ
な
ど
の
軽
微
な
も
の
、
③
二
次
創
作
・
パ
ロ
デ
ィ

や
④「
著
作
権
者
の
利
益
を
不
当
に
害
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る

特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
」の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
規
制
の
対
象

外
と
し
ま
す
。
刑
事
罰
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
、
正
規
版
が

有
償
で
提
供
さ
れ
て
い
る
場
合
、
反
復
・
継
続
し
て
行
う
場

合
に
限
定
し
ま
す
。
ま
た
、
附
則
に
運
用
上
の
配
慮
規
定
な

ど
を
設
け
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
写
り
込
み
に
係
る
権
利
制
限
規
定
の
対
象

範
囲
の
拡
充
、
行
政
手
続
に
係
る
権
利
制
限
規
定
の
整
備
、

著
作
物
等
の
利
用
許
諾
に
係
る
権
利
の
対
抗
制
度
の
導
入
、

著
作
権
侵
害
訴
訟
に
お
け
る
証
拠
収
集
手
続
の
強
化
、
ア
ク

セ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
す
る
保
護
の
強
化
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
著
作
物
に
係
る
登
録
制
度
の
整
備
が
改
正
事
項
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

2
平
成
30
年
改
正
の
円
滑
な
施
行
に
向
け
た
対
応

平
成
31
年
1
月
1
日
、
デ
ジ
タ
ル
化
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の

進
展
に
対
応
し
た
柔
軟
な
権
利
制
限
規
定
の
整
備
や
教
育
の

情
報
化
に
対
応
し
た
権
利
制
限
規
定
等
の
整
備
を
行
う「
著

作
権
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」が
一
部
の
規
定
を
除
い

て
、
関
連
の
政
省
令
等
と
と
も
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

①
柔
軟
な
権
利
制
限
規
定

我
が
国
で
は
、
I
o
T
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
人
工
知
能
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（
A
I
）等
の「
第
四
次
産
業
革
命
」に
関
す
る
技
術
を
活
用

し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、

改
正
前
の
著
作
権
法
の
権
利
制
限
規
定
に
は
、
法
律
上
の
要

件
が
一
定
程
度
具
体
的
に
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、

新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
産
業
界

等
か
ら
、
新
技
術
を
活
用
し
た
新
た
な
著
作
物
の
利
用
に
も

柔
軟
に
対
応
で
き
る
権
利
制
限
規
定
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て

き
た
た
め
、
平
成
30
年
に
著
作
権
法
を
改
正
し
、
規
定
の
抽

象
度
を
高
め
、
適
切
な
柔
軟
性
を
持
た
せ
た
柔
軟
な
権
利
制

限
規
定（
第
30
条
の
4
、
第
47
条
の
4
、
第
47
条
の
5
）を

整
備
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
元
年
10
月
24
日
、
柔
軟
な
権
利
制
限
規
定

の
趣
旨
・
内
容
・
解
釈
や
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
・
行
為
の
取
扱

い
等
に
つ
い
て
、
文
化
庁
と
し
て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示

し
た「
デ
ジ
タ
ル
化
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
進
展
に
対
応
し
た

柔
軟
な
権
利
制
限
規
定
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
」を
策

定
し
ま
し
た（
詳
細
は
こ
ち
ら
を
御
覧
く
だ
さ
い
。https://

w
w
w
.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/1422075.

htm
l

）。
こ
れ
に
よ
り
、
産
業
界
等
に
お
い
て
新
技
術
を
活
用

し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

②
教
育
の
情
報
化
に
対
応
し
た
権
利
制
限
規
定
等
の
整
備

教
育
の
情
報
化
に
対
応
し
た
権
利
制
限
規
定
等
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
平
成
30
年
の
著
作
権
法
改
正
に
よ
り
、「
授
業
目

的
公
衆
送
信
補
償
金
制
度
」が
導
入
さ
れ
、
教
育
機
関
の
設

置
者
が
文
化
庁
長
官
が
指
定
す
る
管
理
団
体
に
補
償
金
を
支

払
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
で
講
義
映
像

や
資
料
を
送
信
し
た
り
、
対
面
授
業
で
使
用
す
る
資
料
を
外

部
サ
ー
バ
経
由
で
送
信
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

本
制
度
は
、
法
律
の
公
布
日
か
ら
3
年
を
超
え
な
い
範
囲

内
で
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
に
施
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
伴
う
遠

隔
授
業
等
の
ニ
ー
ズ
に
緊
急
に
対
応
す
る
た
め
、
当
初
の
予

定
を
早
め
、
令
和
2
年
4
月
28
日
か
ら
制
度
を
施
行
し
、
暫

定
的
な
運
用
を
開
始
す
る
方
向
で
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
際
、
指
定
管
理
団
体
は
、
教
育
機
関
の
ニ
ー
ズ
に
配
慮

し
、
令
和
2
年
度
に
限
っ
た
特
例
的
な
補
償
金
額
を
無
償
と

す
る
予
定
で
あ
り
、
令
和
3
年
度
に
お
け
る
有
償
の
補
償
金

に
基
づ
く
本
格
的
な
運
用
に
向
け
て
は
、
指
定
管
理
団
体
に

お
い
て
別
途
補
償
金
額
の
認
可
申
請
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

3
著
作
権
の
円
滑
な
流
通
の
促
進

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
は
、
著
作
物
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
あ

い
ま
っ
て
、
著
作
物
の
流
通
形
態
を
劇
的
に
変
化
さ
せ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
著
作
物
の
流
通
促
進
の

観
点
か
ら
、
次
の
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①「
著
作
権
等
管
理
事
業
法
」の
的
確
な
運
用

著
作
権
等
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
著
作
物
等
の
利
用
者
の

便
宜
を
図
る
と
と
も
に
、
権
利
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、

著
作
物
等
を
集
中
的
に
管
理
す
る
方
式
が
普
及
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
行
う「
著
作
権
等
管
理
事
業
者
」に
対
し

て
、「
著
作
権
等
管
理
事
業
法
」に
基
づ
き
、
年
度
ご
と
の
事

業
報
告
の
徴
収
や
定
期
的
な
立
入
検
査
な
ど
を
行
い
、
適
切

に
事
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
指
導
監
督
を
行
い
ま
す（
登
録
事

業
者
数
：
28
事
業
者〈
令
和
元
年
7
月
1
日
現
在
〉）。

②
権
利
処
理
の
円
滑
化
に
向
け
た
取
組

著
作
権
者
等
の
所
在
が
不
明
の
場
合
に
著
作
物
等
を
適
法

に
利
用
す
る
た
め
の「
裁
定
制
度
」の
運
用
を
行
い
ま
す
。
令

和
元
年
度
は
書
籍
に
お
け
る
著
作
物
や
放
送
番
組
に
お
け
る

実
演
な
ど
5�

0
，7
4
7
件
の
著
作
物
等
の
利
用
に
つ
い
て
裁

定
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
平
成
30
年
度
に
は
、
裁
定
制
度

の
利
用
円
滑
化
の
観
点
か
ら
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
等

が
裁
定
制
度
を
利
用
す
る
際
、
補
償
金
の
事
前
供
託
を
不

要
と
す
る
法
改
正
も
行
い
ま
し
た（
平
成
31
年
1
月
1
日
施

行
）。（
詳
細
は
こ
ち
ら
を
御
覧
く
だ
さ
い
。http://w

w
w
.

bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/
chosakukensha_fum

ei/index.htm
l

）ま
た
、
コ
ン
テ
ン
ツ

の
権
利
処
理
の
円
滑
化
を
目
的
と
し
て
、
平
成
29
年
度
か
ら

か
ら
令
和
元
年
度
ま
で「
コ
ン
テ
ン
ツ
の
権
利
情
報
集
約
化
等

に
向
け
た
実
証
事
業
」に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
本
実
証

事
業
で
は
、
C
D
だ
け
で
な
く
、
配
信
音
源
等
の
楽
曲
の
権

利
情
報
を
検
索
で
き
る「
音
楽
権
利
情
報
検
索
ナ
ビ
」を
試
験

公
開
し
、
実
証
事
業
終
了
後
も
、
民
間
主
体
に
お
い
て
運
用

で
き
な
い
か
を
検
証
し
て
き
ま
し
た
。

4
著
作
権
教
育
の
充
実

著
作
権
に
関
す
る
意
識
や
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
は
ま

す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お
り
、
現
行
の
中
学
校
や
高
等
学
校

の
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
も
著
作
権
に
つ
い
て
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
各
地
で
の
講
習
会
の
開
催
や
教
材
の
作
成
・

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
講
習
会
は
、
国
民
一
般
、
都
道

府
県
等
著
作
権
事
務
担
当
者
、
図
書
館
等
職
員
及
び
教
職

員
を
対
象
と
し
て
毎
年
10
数
箇
所
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.bunka.go.jp/

seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/

）を
通
じ
、
児
童

生
徒
や
学
生
、
一
般
等
を
対
象
と
し
た
著
作
権
学
習
教
材
を

https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/1422075.html
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/1422075.html
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/1422075.html
http://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/chosakukensha_fumei/index.html
http://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/chosakukensha_fumei/index.html
http://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/chosakukensha_fumei/index.html
http://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/
http://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/
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提
供
す
る
と
と
も
に
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
等
に

ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
を
使
用
し
た
著
作
権
の
普
及
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の

送
付
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
教
材
や
講
習
会
等
の
情

報
を
集
約
し
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
作
成
し
て
、
他
の
関
係
団

体
が
作
成
す
る
著
作
権
学
習
教
材
等
に
つ
い
て
も
周
知
を
行

う
予
定
で
す
。

5
国
際
的
課
題
へ
の
対
応

デ
ジ
タ
ル
化
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
進
展
に
伴
い
、
著
作
物

の
国
境
を
越
え
た
新
た
な
流
通
形
態
が
生
ま
れ
、
我
が
国
コ

ン
テ
ン
ツ
の
海
外
で
の
侵
害
形
態
と
し
て
、
C
D
、
D
V
D
等

い
わ
ゆ
る「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」の
海
賊
版
に
加
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
著
作
権
侵
害
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
対
応
し
た
適
切
な
海
賊
版（
違
法
複

製
物
）対
策
と
国
際
ル
ー
ル
の
構
築
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

ま
す
。

①
海
外
に
お
け
る
著
作
権
侵
害
対
策

ア
ジ
ア
地
域
を
中
心
に
、
我
が
国
の
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
、
ア
ニ

メ
、
音
楽
な
ど
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
一
方
で
、
こ
れ
ら

を
違
法
に
複
製
し
た
海
賊
版
の
製
造
・
流
通
及
び
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
著
作
権
侵
害
が
、
放
置
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
権
利
者
が
海
外

に
お
い
て
適
切
に
権
利
執
行
す
る
た
め
の
環
境
整
備
を
目
的

と
し
て
、
主
に
以
下
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
イ
）�政
府
間
協
議
の
場
を
通
じ
た
侵
害
発
生
国
・
地
域
へ
の

働
き
か
け

（
ロ
）�ア
ジ
ア
・
太
平
洋
諸
国
の
政
府
職
員
を
対
象
と
し
た
研

修

（
ハ
）�侵
害
発
生
国
・
地
域
に
お
け
る
一
般
消
費
者
を
対
象
と

し
た
普
及
啓
発
活
動

②
国
際
的
ル
ー
ル
づ
く
り
へ
の
参
画

国
際
的
ル
ー
ル
づ
く
り
へ
の
参
画
と
し
て
は
、
現
在

W
I
P
O（
世
界
知
的
所
有
権
機
関
）に
お
い
て
放
送
機
関
に

関
す
る
新
条
約
の
策
定
に
向
け
た
議
論
な
ど
が
行
わ
れ
て
お

り
、
我
が
国
は
積
極
的
に
参
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
視
聴

覚
的
実
演
に
関
す
る
北
京
条
約
」の
締
結
に
つ
い
て
平
成
26

年
5
月
に
国
会
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
同
年
6
月
に

加
入
書
を
寄
託
し
ま
し
た
。
こ
の
度
、
令
和
2
年
4
月
28
日

か
ら
同
条
約
が
効
力
を
生
ず
る
こ
と
と
な
り
、
我
が
国
に
お

い
て
も
同
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
E
P
A（
経
済
連
携
協
定
）交
渉
等
に
お
い
て
ア
ジ
ア
諸

国
を
中
心
に
著
作
権
等
関
係
条
約
の
締
結
を
働
き
掛
け
て
い

ま
す
。

宗
教
法
人
制
度
と
宗
務
行
政

我
が
国
に
は
、
多
種
多
様
な
宗
教
団
体
が
存
在
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
多
く
は
宗
教
法
人
法
に
基
づ
く
宗
教
法
人
で
す
。

文
化
庁
で
は
、
宗
教
法
人
制
度
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
次

の
と
お
り
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

1
宗
教
法
人
の
管
理
運
営
の
推
進

文
化
庁
は
、
都
道
府
県
の
宗
務
行
政
に
対
す
る
助
言
や
、

都
道
府
県
事
務
担
当
者
研
修
会
、
宗
教
法
人
の
た
め
の
実
務

研
修
会
の
実
施
、
手
引
書
の
作
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
我
が
国
に
お
け
る
宗
教
の
動
向
を
把
握
す
る
た
め
、

毎
年
度
、
宗
教
界
の
協
力
を
得
て
宗
教
法
人
に
関
す
る「
宗

教
統
計
調
査
」を
実
施
し
、『
宗
教
年
鑑
』と
し
て
発
行
す
る

ほ
か
、
宗
教
に
関
す
る
資
料
の
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

2
不
活
動
宗
教
法
人
対
策
の
推
進

宗
教
法
人
の
中
に
は
、
設
立
後
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ

て
活
動
を
停
止
し
て
し
ま
っ
た
、
い
わ
ゆ
る「
不
活
動
宗
教
法

人
」が
存
在
し
ま
す
。
不
活
動
宗
教
法
人
は
、
そ
の
法
人
格

が
売
買
の
対
象
と
な
り
、
第
三
者
が
法
人
格
を
悪
用
し
て
事

業
を
行
う
な
ど
社
会
的
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ

り
、
ひ
い
て
は
宗
教
法
人
制
度
全
体
に
対
す
る
社
会
的
信
頼

を
損
な
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
文
化

庁
と
都
道
府
県
は
、
不
活
動
状
態
に
陥
っ
た
法
人
に
つ
い
て
、

活
動
再
開
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
吸
収
合
併
や
任
意
解
散

の
認
証
に
よ
っ
て
、
ま
た
こ
れ
ら
の
方
法
で
対
応
で
き
な
い

場
合
に
は
、
裁
判
所
に
解
散
命
令
の
申
立
て
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
不
活
動
宗
教
法
人
の
整
理
を
進
め
て
い
ま
す
。
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1Fの直通
エレベーターで
3Ｆ展示室へ

「文部科学省　情報ひろば」新庁舎 2 階エントランスでは、文部科学行政に関する様々な展示と情報発信を行っています。この度、
令和 2 年 4 月から新たに以下の大学・研究機関等による企画展示を開始しました。文部科学省への来省の際は是非お立ち寄りください！

［開催期間］令和2年4月1日〜5月8日

東京工科大学
「セラミックス複合材料（CMC）の実用化に向けた研究紹介」
CMCは、セラミックスの母材にセラミックス繊維を複合化することに

より、優れた損傷許容性を付与した複合材料であり、軽量かつ高い耐熱
性を有するなどの特長から、航空機用エンジンをはじめ、発電用ガスター
ビン、原子力用燃料被覆管といったエネルギー関連部材、自動車部品な
ど、幅広い分野への適用が想定されています。今後、我が国の産業界の
競争力を強化していくためにも、いち早く実用化が望まれる最重要な工
業材料の一つと言っても過言ではありません。
東京工科大学セラミックス複合材料センターでは、CMCの実用化に

向けた課題の解決に向けて取り組んでおり、その研究のプロセスをパネ
ル、各種CMCの展示及び映像を通して分かりやすく紹介しています。

【主な展示物】
○実物展示   炭素ケイ素繊維（SiC繊維）、SiC/SiC大型複合材料部材、
  Ox/Ox複合材料、民間機航空機エンジン模型
○映　　像  CMCの実用化に向けた取組
○パ ネ ル  セラミックス複合材料センター　ほか

［開催期間］令和2年4月1日〜5月11日

日本原子力研究開発機構
「そうだ中性子があった！！ 研究炉JRR-3が拓

ひら

く多彩な中性子
利用」
日本原子力研究開発機構のJRR-3は、世界トップレベルの高性能な

研究用原子炉です。原子炉で発生する中性子はその波の性質を利用し
てミクロな結晶構造の解析ができます。また、金属に対する透過力の高
さや、水素やリチウムといった軽い元素を感じやすい能力などを利用し、
リチウムイオン電池や高燃費エンジンの開発など、基礎科学から産業利
用まで幅広い分野に貢献してきました。現在、新規制基準に対応中であ
り、令和３年２月の運転再開を目指しています。
本企画展示では、新しく生まれ変わったJRR-3における多彩な中性

子利用について紹介します。
【主な展示物】
○実物展示  JRR-3ビームライン模型、燃料棒模型
○映　　像  JRR-3紹介動画
○パ ネ ル  JRR-3について

「文部科学省 情報ひろば」新庁舎２階エントランスにおいて
新たな企画展示を開始しました！
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